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ごあいさつ

近年、鎌倉の街では古い家屋や庖舗の建て替えが相次いでいます。その中で、

埋蔵文化財に影響のある工事も多く なっています0 ・このため、個人専用住宅等

の建設に際しては、昭和59年度から国・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会が

調査主体となって発掘調査の実施にあたってまいりました。

先人の遺産で、ある文化財を守ることは、現在に生きる我々の責務であり、市

内のおよそ 6割の地域が埋蔵文化財包蔵地となっている本市の場合、特に市民

の皆様のご理解と ご協力なくしては、埋蔵文化財の保存や発掘調査の実施が困

難であることは言うまでもありません。

本書は平成11年度から12年度にかけて国 ・県の補助を受けて鎌倉市教育委門

会が実施した個人専用住宅 ・庖舗併用住宅等の建設に伴う発掘調査の記録とし

て17ケ所の調査成果を掲載しています。特に東勝寺跡(地点、③)では葛西ヶ谷

内の北側の谷戸内において礎石建物跡を発見することができました。また大倉

幕府周辺遺跡群(地点、⑬)では滑川の旧流路が発見されるなど大きな成果をあ

げることができ、鎌倉の往時の姿の解明を一歩進めることができました。

調査の実施にあたり埋蔵文化財に対する深い御理解をいただくとともに、調

査の期間中、物心両面にわたり多大なご協力をいただきました事業者 ・工事関

係者の皆様に心からお礼を申しあげます。

平成13年3月31日

鎌倉市教育委員会
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平成12年度調査の概観

平成12年度の緊急調査実施件数は、前年度からの継続調査l件を含む25件であり、調査対象面積は

1，588.62111で、あった。これを前年度の20件、 1，585.62mと比較すると件数が前年度より 5件増加して1.25

倍となっているものの、面積のうえでは若干の増加にとどまっている。このことは、個々の発掘調査が

いずれも小規模な調査で、ある傾向を顕著に示しているものといえよう。

調査原因の内訳は、個人専用住宅の建設に関するものが23件、 自己用庖舗併用住宅の建設に関する も

のが 2 件となっている 。 例年以上に庖告IIJ 1}t-用住宅の建設に1~1'. う調査が減少している こ とからも未だ景気

が低迷状態にあることがうかがわれる。反而、低金利や住宅の取得にともなう税制上の優遇措置が実施

されていることもあって、個人専用住宅の建設に伴う発掘調査は増加するところとなった。本年度も耐

震性等を考慮した鋼管杭等の打設や地盤改良工事を採るものが20件みられた。少なくとも本市において

は、ここ数年こうした杭打ち工法等が確実に発掘調査実施の主体的要因となった感があり、こうした傾

向は今後もさらに増加していくものと予測される。また、本年度も地下室の建設に伴う発掘調査が l件

みられた。

本年度は大倉幕府周辺逃跡群(地点 2)において鎌倉時代初期の掘立柱建物跡等によ って構成される

遺構群が発見され、調査地点の西側に位置する大倉必府との関係が色濃く想定されたことや、 名越ヶ谷

遺跡(地点9)において木組みの護岸施設をもっ逆川の旧河川跡が発見されたことなどが特記事項とし

てあげられる。以下、各地点の調査に至る経過と調査成果の概要を紹介する。

1 台山遺跡 (No.29)

台山遺跡は北鎌倉駅の西側一帯に広がる丘陵上に位置し、いわゆる台峯とよばれる丘陵の北東側にあ

たる標高50m程の緩斜面に展開する弥生時代から奈良・ 平安時代にかけての集落追跡である。平成12年

1月に住宅の基礎構造を鋼管杭打ちの工法とする個人専用住宅の建設について事前相談があ り、確認調

査を実施したところ、地表 |ご80c m以下に逃物包含屈が硫認され、:EJi計画どおりの建設工事による遺構

の損傷が避けられないものと判断された。これにより発掘調査の実施について協議を行い、文化財保護

法に基づく届出手続き等を行い、調査の実施方法についての協議が整った後、平成12年3月27日から 4

月26卜lまで発掘調査を実施した。

調査の結果、具体的な遺構は古墳時代後期の柱穴が2基確認されただけであったが現地表下80cm以

下に厚く堆積する弥生時代から中世までの造物包含層からは13世紀後半から14世紀前半のかわらけ、青

磁、常滑、古墳時代中期の土師器高杯、弥生時代rll期後半の壷型土器(宮ノ台式)等が発見され、台山

遺跡の豊な遺跡の一端をうかがうことができた。

2 大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)

市内東部の二階堂に位置するが、この一帯は地元で東御門とH乎は.れており、調査地の南西側には鎌倉

時代初期の.!it~府跡である大合幕府跡が所在している 。 また、調査地の東側には北から南にのびる標高50

mほどの丘陵があり、その先端部には荏柄天神社が鎮座している。平成11年11月に住宅の基礎椛造を鋼

位杭打ちの工法とする個人専用住宅の建設について事前相談があり 、雑認調査を実施したところ、地表

下80cm以下に中世造物包含層及び逃梢而が雌認され、現計Illijどおりの建設工事による遺構の損傷が避
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けられないものと判断された。これにより発掘調査の実施について数回の協議を重ね、文化財保護法に

基づく届出手続き等を行い、調査の実施方法についての協議が整った後、平成12年4月1日から 9月2

まで発掘調査を実施した。

調査の結果、鎌倉時代初期の掘立柱建物跡等によ って構成される遺構群が発見され、調査地点の西側

に位置する大倉幕府との関係が色濃く想定された。

3 大倉幕府跡 (No.253)

市街地の中心部からやや東よりにあたる雪ノ下三丁目の県道金沢鎌倉線の北側に蘭した商業地域の

角に位置する。平成11年10月に建物の基礎構造を杭打ちの工法とする 自己用庖舗併用住宅の建設につい

て事前柑談があり、既存建物の解体作業に並行して確認調査を実施したところ、地表下50cm以下に中

世逃物包含屑及び遺構而が確認され、現計画どおりの建設工事による逃構の損傷が避けられないものと

判断された。これにより発掘調査の実施について協議を重ね、文化財保護法に基づく届出手続き等を行

い、調査の実施方法についての協議が整った後、平成12年4月19日から 5月23日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、調査面積が30mと狭小で、あったにもかかわらず、中世の|時期の東西方向の道路状遺構等が

発見され、 当該地が鎌倉時代の早い時期から六浦道沿いに展開した場所であったことが明らかとなった。

4 下馬周辺遺跡 (No.200)

若宮大路の下馬四ツ角の交差点から長谷観音や大仏方面に向かう県道鎌倉葉山線の六地蔵交差点の南

側に所在する。平成12年5月に当該地において鋼管杭打ち工事が実施されている状況が確認されたため、

工事関係者に事情を確認したところ、建築確認申請の手続き後の工法変更により杭打ちの基礎構造が採

られ施工に至ったとのことであった。当該地における同種の工事内容では埋蔵文化財への影響が不可避

であると考えらことから、 急述、神奈川県教育庁生涯学習文化財課の担当者による現地雌認を得て今後

の対応策について指導を求めたところ、 早急に碓認調査を実施し埋蔵文化財の存在する深度及び現に損

壊を受けている埋蔵文化財の状況を確実に把握したうえでさらなる対応を検討すべきとの指示を得た。

これにより 5月24日と25日の両日、確認調査を実施し、現地表下130cm以下に埋蔵文化財の存在を確認

するに至った。このため建築主と数回にわたる協議を行うとともに、文化財保護法に基づく属出手続き

等を行い、調査の実施方法についての協議が整った後、 平成12年6月14日から 8月17日まで発掘調査を

実施した。

調査は発捌調査による発生土を敷地内で処理する必要から、 平面的に必ずしも十分な広さを確保しな

がら調査を実施することができなかったが、方形竪穴建築祉等の追梢が発見され貴重な成果をあげると

ころとなった。

5 今小路西遺跡 (No.201) 

市立御成小学校の南側に所在する鎌倉市福祉センターの南西側に而した場所に位置する。平成12年4

月に住宅の基礎構造を鋼管杭打ちの工法とする個人専用住宅の建設について事前相談があり、確認調査

を実施したところ、現地表下120c m以下に中世造物包含層及び遺構面が確認され、現計画どおりの建

設工事による遺構の損傷が避けられないものと判断された。これにより発掘調査の実施を前提とした協

議を経て、文化財保護法に基づく届出手続き等を行い、現地調査の実施方法に関する協議が整った後、

羽



市内中心部から東側の逗子方面に向かう県道の北側、名越四ツ角から名越ヶ谷と呼ばれる谷戸の入口

近くに位置する。平成12年4月に個人専用住宅建設の事前相談があり、住宅の基礎を杭構造とする計画

であった。本調査地点、の周辺では以前にも住宅の建設にともなって寺院のー剖:と見られる礎石建物跡が

発見されていることから、当該地においても具体的な埋蔵文化財の存在が充分異に予想されることから、

確認調査を実施したところ地表下65cm以下に遺構面が雌認された。このため、設計変更を含め、 事業者

と協議を行ったが設計変更等が不可能とのことであり、 工事の実施により埋蔵文化財の損傷が避けられ

ないものと判断されたため、文化財保護法に基づく手続きを行い、 平成12年 8月1日から 9月21日まで

発掘調査を実施した。

調査の結果、調査区の東側部分において、現在も調査地の東側を流れる逆川の旧河川跡が発見された。

この河川跡は上層では破砕した泥岩を積み上げた構造で護岸を形成していたことが明かになった。さら

に時期の古くなる下層では木組の構造による護岸施設も発見された。なお調査区の西側や北側では部分

的に中世以前の土器類がかなり摩滅した状態ながらもまとまって出土しており、かつて本調査地点を含

む周辺一帯にも当該期の遺構が存在していた様子をうかがい知ることができた。これらの遺構の多くは

中世・に逃椛が形成される際に消滅したものと推定された。

10 今小路西遺跡 (No.201) 

前出の調査地点4と県道鎌倉葉山線の六地蔵交差点を隔てて、ほほ南北に向かい合う位置関係に所在

する。当該地において平成12年 6月に庖舗併用住宅建設の事前相談があり、 基礎の構造を深基礎として

現地表下210cmまでとするものであった。このため工事の実施により埋蔵文化財への影響が避けられな

いものと判断されたため確認調査を実施したところ、現地表下50cm以下に遺構面が確認された。発掘調

査の実施を前提とした事業者との協議では、建築が計画されている建物の用途が庖舗併用住宅であるこ

とから、当初は延べ床面積 (206.1311;)を事業用部分 (31.1ul吋 :15%) と個人専用住宅部分 (175.03

ぱ :85%)それぞれの面積の比率で区分し、前者については事業者の経費負担によ って民間調査団によ

って発掘調査を実施し、後者については国庫補助事業の市内追跡発掘調査として市教育委員委員会が発

掘調査を実施する方向で協議を開始した。ところが調査対象面積が40ぱと確定した時点で、先の示した

事業用部分の割合が6ぱ、個人専用住宅部分の割合が34niとなり、この比率を本地点の発掘調査に必要

な日数に換算した場合でも、前者が3日、後者が12日となるため、本地点の発掘調査を民間調査団と市

教育委員会の二者による発掘調査として実施することが必ずしも効率的ではないものと考えられた。こ

のため本件建設工事が個人・ 零細事業者による事業と認められるものであ留事から、県教育委員会生涯

学習文化財謀との協議を経て、発掘調査を市教育委員会の国庫補助事業市内遺跡発掘調査に一本化して

実施し、建築主からは全調査経費の約15%を超えない範囲の経費負担に相当する作業員の労働力を現物

提供のかたちで協力を得ることとした。これらの協議が合意に達するまでに一定の時間を要することと

なったが、文化財保護法に基づく届出手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った後、 平成12年8月

17日から8月31日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、狭小な調査而積にもかかわらず、方形堅穴建築制;等の遺構が発見された。

11 水道山遺跡 (No.20)

市域の北部に位置し、標高が最も高い地点で、50m程の台四丁目の丘陵部の西側裾にあたる。本調査地

民



平成12年6月27日から 7月27日までの約1ヶ月 開発掘調査を実施した。

調査は湧水に悩まされながら実施することを余儀なくされたが、おおむね13-14世紀代の井戸、建物

跡などの逃椛1ffが発見された。なお近隣の調査実施地点ではこれまでに中世以前に遡る遺構 ・造物が比

較的多く発見されているが、本調査地点で、は当該期の明確な遺構等を確認するには至っていない。

6 佐助ヶ谷遺跡 (No.245)

市内中心部の西側にあたる佐助ヶ谷の谷戸内に位置する。平成12年 7月に当該地において鋼管杭打ち

一事の準備が行われている状況が確認されたため、 工事関係者に事情を確認したところ、建築確認申請

の手続き後の工法変更により杭打ちの基礎構造が採られ施工に至ったとのことであった。当該地におけ

る同種の工事内容で、は埋蔵文化財への影響が不可避で、あると考えらことから、急述、 7月13日に確認調

査を実施し埋蔵文化財の存在する深度を把握し、対応を検討すべきとの指示を得た。確認調査の結果、

現地表下60cm以下に埋蔵文化財の存在を確認するに至った。この後、文化財保設法の規定に基づく手

続き等を経て、発掘調査の実施方法に関する協議が整った後、 平成12年 7月19日から 7月31日まで発掘

調査を実施した。

調査の結果、調査区内の西側剖1分では14世紀後半頃の常滑窯産の大護を据えた遺構等が発見された。

7 東勝寺跡 (No.246)

小町三丁目の葛西ヶ谷にのうち、も っとも北側の谷戸の中に位置する。平成12年6月に地下室の築造

を含む個人専用住宅の建設計画について事前相談がなされた。当該地は前年に宅地造成によ って作られ

た住宅地であり、その宅地造成工事の際にも各種埋設管が敷設される道路部分を対象に発掘調査が実施

されており、今回の住宅建設工事による埋蔵文化財への影響は避けられないものと判断された。このた

め工事の実施による埋蔵文化財の損傷が避けられないものと判断して、建築主と数回にわたって建設一

事の実施にともなう発掘調査の実施に向けた協議を行い、文化財保護法に基づく手続き を行って、調査

の実施方法等が合意に達した平成12年 7月27日から8月19日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、破砕泥岩によ って地形を行った良好な遺構面が数時期にわったて確認され、部分的には

礎石建物跡が発見されるなど東勝寺跡の全容解明を進めるための手がかりを得ることができた。

8 武蔵大路周辺遺跡 (No.194)

平成12年5月に個人専用住宅建設の事前相談があり、 基礎工事の工法を鋼管杭の打設による計画であ

った。確認調査を実施したところ、現地表下40cm以下に中世の遺構面が雌認された。これにより 事業

者と発掘調査の実施に向けた協議を重ね、 文化財保護法の手続き を行うとともに、調査の実施方法等に

ついて合意に達した後、 平成12年8月3日から11月30日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、調査区の東側では基壇状の建物跡が発見され、建物跡の床面上にあたる場所で‘はかわら

けを集中的に廃棄した状況が確認され祭杷的な行為の痕跡が碓認された。

本調査地点、では中世の地山商が現地表下 2m50cm程の深さの位置に存在しており、おおむね13世紀

の前半代と考えられる建物跡等の遺構群はこの中世地山面上で発見された。

9名越ヶ谷遺跡 (No.231) 
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点の南に隣接する敷地においては、かつて企業の独身寮建設の際、必生時代を中心とする20数軒の竪穴

住居跡が見されている。平成12年7月に個人専用住宅建設について事前相談があり 、住宅の基礎を鋼管

杭の椛造とする計画が建築主から示されため、確認調査を実施したところ、現地表下120cm以下lこ遺構

面が確認された。このため事業者と協議したところ、 工事の実施により遺構の損傷が避けられないもの

と判断されたため、文化財保護法に恭づく手続き を行い、 調査実施方法等の協議が整った後、 平成12年

9月4日から10月19日まで発掘調査を実施した。

発掘調査では本調査地点北東角では掘削深度の範囲内で調査地点の北側から延びる岩雄が発見された

ため、この岩雄が調査区内の北東側から南西側に向かつて落ち込むことを予想しながらから、造物包合

唱の掘り下げを進め遺構の確認作業を行ったところ、竪穴住居跡等の具体的な遺構の発見には至らなか

った。しかしながら、本調査地点の造物包含層からは少量の純文土器片をも含むものの、おおむね弥生

時代後期から古墳時代中期にかけての時期に属すると考えられる土器類が多量に出土し、それらのH寺代

に集落が営まれていた区域の縁辺にあたる窪地状の地点に土器類の集中的な廃棄がされていた様子が明

らカ、になった。

12 長谷小路周辺遺跡 (No.201) 

市内中心部の南西にあたる長谷一丁目に所在し、県道の北側に位置する。平成12年8月に例人専用住

宅建設の事前相談があり、建築計画において住宅の基礎を杭構造とする計画であったため、 工事の実施

により遺構の損傷が避けられないものと判断された。このため確認調査を実施したところ、地表下120

cm 以下に具体的な埋蔵文化財が確認された。文化財保護法に基づく手続きを行い、調査笑施方法等の協

議が整った後、平成12年10月10日から11月10日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、おおむね14世紀代に属すると考えられる数棟の方形竪穴建築制:が発見された。

13 北条小町邸跡 (No.282)

市内中心部の東側を南北方向にはしる小11町大路の西側に位置し、調査地点のすぐ東側は小118'大路から

東勝寺跡へ通じる路地のrHIがり角がある。平成12年9月に当該地において鋼管杭打ち工事が実施されて

いる状況が確認されたため、 工事関係者に事情を確認したところ、建築確認申請の手続き後の工法変更

により杭打ちの基礎桃造が採られ施工に至ったとのことであった。当該地における同種の工事内容では

埋蔵文化財への影響が不可避であると考えらことから、急越、神奈川県教育庁生涯学習文化財謀の担当

者による現地確認を得て今後の対応策について指導を求めたところ、早急に確認調査を実施し埋蔵文化

財の存在する深度及び現に損壊を受けている埋蔵文化財-の状況を確実に把握したうえでさらなる対応を

検討すべきとの指示を得た。これにより 9月28日から10月2日にかけて、確認調査を実施し、 現地表下

120 c m以下に小|町大路の西側側構跡と見られる具体的な逃椛の存在を確認するに至った。このため建

築主と数回にわたる協議を行うとともに、文化財保護法に基づく肝H:I:I手続き等を行い、調査の実施方法

についての協議が整った後、平成12年10月23日から11月30日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、調査区の東側、現在の小UI]・大路に面する部分では数口の柱穴が確認されるような閑散と

した遺構の状況であったが、 調査区の西側で、は小町大路の凶側側部の東側の木組施設が発見された。さ

らに当調査地点の成果として特筆されることとして、層位的に見て中世以前の時期にまで遡る可能性の

ある椛ないしは堀状の逃椛が調査区の北東から南西の方向に存在していることが雌認されたことをあげ
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ることカtできる。

14 浄妙寺旧境内遺跡 (No.408)

市内東部に所在する杉本寺のやや東よりに位置し、北側の丘陵は杉本城跡にあたる。平成12年7月に

個人専用住宅建設の事前相談があり、基礎の構築にあたり表層の地盤改良を実施する計画であったため、

工事の実施により遺構の損傷が避けられないものと判断された。このため確認調査を実施したところ、

地表下60cm以下に具体的な埋蔵文化財が確認された。このため事業者との協議を経て、文化財保護法に

基づく届出手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った後、平成12年10月31日から11月9日まで発掘

調査を実施した。

調査の結果、北側から南に向かつて張り出す岩盤上にはほぼ東西方向の軸線を有する山裾の構跡や井

戸跡等が発見された。

15 材木座町屋遺跡 (No.261) 

市内の南東部にあたる材木座四丁目に位置し、 周辺には日蓮宗寺院の実相寺が存する。当該地は材木

座の海岸線から約500m内陸に入った砂丘上にあたる。平成12年9月に個人専用住宅建設の事前相談が

あり、住宅の基礎を杭構造とする計画であったため、 工事の実施による埋蔵文化財の損傷が避けられな

いものと判断された。このため雌認調査を実施したところ地表下50cm以下に具体的な埋蔵文化財が確認

された。このため事業者と協議を行ったところ、海岸地帯に近い立地で地盤が軟弱であると考えられる

ことから、 当初の計画どおりに鋼管杭打ち工事を実施したいという意向が示された。このため工事の実

施による遺構の損傷は避けられないものと判断されたため、文化財保護法に基づく届出手続きを行い、

調査実施方法等の協議が整った後、平成12年11月9日から12月15日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、 13世紀から14世紀代に構築された数棟の方形竪穴建築祉が発見された。さらに注目される

成果として、方形竪穴建築祉の廃絶後にこの遺構が埋立てられる途中の段階で人頭大の石を 2x3m程度

の範囲に敷き詰め、その石の上から獣骨、イルカやクジラなどの大型Ilfli乳類の骨、さらに貝類等が焼けた

状態で発見された点を指摘することができる。当時の人間の食生活に関する迫構であるのか、あるいはそ

れらの骨類を焼くことに食用以外の意図があったか推測する可能性をもっ特徴的な遺構であった。

16 笹目遺跡 (No207)

市内中心部のやや西よりにあたる笹目町に所在し、県道鎌倉葉山線から北に約200m入った場所に位

置する。平成12年8月に個人専用住宅建設の事前相談があり、住主の基礎を杭椛造とする計画であった

ため、 工事の実施による埋蔵文化財の損傷-が避けられないものと判断された。このため確認調査を実施

したところ、地表下60cm以下に具体的な埋蔵文化財が確認された。このため事業者と協議を実施したが、

当該地の地質が砂質であるため、予定どおり鋼管杭打ちの計画に変更の余地がないとの意向が示された。

このため工事による遺構の損傷が避けられないものと判断されたため、文化財保護法に基づく手続きを

行い、調査実施方法等の協議が整った後、 平成12年11月9日から12月8日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、砂丘上に営まれたおおむね13世紀後半の時期のものとみられる方形竪穴建築祉や東西方

向の構跡等の遺構が発見された。

17 亀谷山王堂跡 (No.185)
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市内中心部の北側にあたり国指定史跡仮粧坂の尾根を一つ隔てた東側の谷戸のほぼ中央部に位置す

る。平成12年10月に個人専用住宅建設の事前相談があり、敷地の北側に接する現況の道路面よりも約 2

m 高い地盤を道路と同じ高さに までJ~IJ平 し、さ らに住宅の基礎を鋼管杭の構造とする計画が事業者か ら

示された。当該工事の実施による埋蔵文化財の損傷が避けられないものと判断されたため、確認調査を

実施したところ、接道する道路面から200cm以下の深度に埋蔵文化財の存在が確認された。このことか

ら工事着手前の発掘調査に実施に向けた協議を事業者との間で開始し、文化財保護法に基づく手続きを

行い、調査の実施方法等の協議が整った後、 平成12年12月11日から12月25日まで発掘調査を実施した。

調査は事業者の協力によ って設置された山留めの範囲内で実施することとなったが、発掘調査によっ

て発生する残土を敷地内で処理する必要から、残土の置き場所の確保とする関係上、 12ぱの範囲に限定

して実施することとなった。また当該地は谷戸の内部という立地から湧水が非常に多く、砂質土によっ

て遺構而や遺物包含層が構成されていることから調査は難航を極め、面的に硲認した遺構が掘J~IJ の途中

で流失してしま ったり、設置した山留めの下層にある砂質土が湧水によ って崩壊する状況となったため、

調査の安全を勘案して府位的な遺構の把握を主眼において実施した。

18 華光院跡やぐら群 (No.101)

市内中心部の扇ガ谷ニ丁目に位世している。本調査地点のすぐ西側には扇川が北から南に向かつて流

れている。平成12年11月に既存の個人専用住宅の東側に隣接する崖面崩落し、 崖下の住宅が危険にさら

される事態となったため、 崖而の一部を削り、あわせて落石防止網を設置する防災工事について事前相

談がなされた。崩落地点の直下にはやぐらが 1基存在しており、当該工事の実施後はやぐらを埋め立て

てしまう工事の計画であったため発掘調査の実施による記録保存の措置が事業者との協議で決定したた

め、文化財ー保護法に基づく届出手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った後、平成12年12月21日か

ら年末年始の休止期間をはさんで平成13年 l月18日まで、発掘調査を実施した。

調査の結果、やぐらは床面が比較的良好に遺存しており、床面の中央部には深さ10cmの円形の穴が掘

られている状況等が確認された。だがしかし、この穴の中からは礁石経等の造物を発見することはでき

なかった。

19 能蔵寺跡 (No.314)

市内の南東部にあたる材木座二丁目に位置し、調査地点の東側には日蓮宗寺院の長勝寺が存する。平

成12年12月に個人専用住宅建設の事前相談があり、住宅の基礎を杭構造とする計画であったため、 工事

の実施による埋蔵文化財ーの損傷が避けられないものと判断された。このため確認調査を実施したところ

地表下100cm以下に具体的な埋蔵文化財が確認された。このため事業者と協議を行ったところ、 当初の

計画どおりに鋼管杭打ち工事を実施したいという意向が示された。このため工事の実施による遺構の損

傷は避けられないものと判断されたため、文化財-保護法に基づく届出手続きを行い、調査実施方法等の

協議が整った後、 平成13年 1月23日から3月9日まで発掘調査を実施した。

調査の結果、近 ・現代の構築物によ って中世の遺構が大きく破壊を受けている部分もあったが、おお

むね13-14世紀代の建物遺構等が良好に遺存していることが確認された。本調査地点の周辺ではこれま

でに長勝寺や五所神社の境内で発掘調査が実施されている程度で必ずしも調査事例が多くないため、 今

後の参考に資すべき成果の得られた調査であった。
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20 北条小町邸跡 (No.282)

市内中心部の東側を南北方向にはしる小町大路の西側に位置し、前出の調査地点13からは住宅 1軒を

隔てたすぐ西側に所在している。平成12年11月に個人専用住宅建設の事前相談があり、住宅の基礎工事

にともなって地盤の柱状改良を実施する計画であったため、 工事の実施により埋蔵文化財の影響を及ぼ

すおそれのあることが予想された。このため確認調査を実施したところ地表下60cm以下に具体的な埋蔵

文化財が確認された。このため事業者と協議を行ったところ、 当初の計画どおりに工事を実施したいと

いう意向が示された。このため工事の実施による遺構の損傷は避けられないものと判断されたため、文

化財保護法に基づく届出手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った後、 平成13年1月24日から 3月

30日までの予定で発掘調査を開始した。

21 多宝寺跡 (No.187)

市内中心部からやや北より扇ガ谷ニ丁目に位置している。平成12年11月に個人専用住宅建設の事前相

談があり、住宅の建設にともなって敷地の一部を切り下げ車庫を設ける計画であったため、工事の実施

により埋蔵文化財の影響を及ぼすおそれのあることが予想された。このため確認調査を実施したところ

地表下90cm以下に具体的な埋蔵文化財が確認された。このため事業者と協議を行ったところ、車庫が住

宅とともに必要不可欠なものであることから、当初の計画どおりに工事を実施したいという意向が示さ

れた。このため工事の実施による遺構の損傷は避けられないものと判断されたため、文化財保護法に基

づく届出手続きを行い、調査実施方法等の協議が整った後、平成13年1月25日から 2月5日まで発掘調

査を実施した。

調査の結果、炭層の広がりを発見することとなり、当該地ー布:にかつて存在していた多宝寺跡との関

係を考えるうえで重要な手がかりが得られることとなった。

22 名越ヶ谷遺跡 (No.231) 

市内中心部から逗子方面に通じる県道鎌倉葉山線の名越四ツ角から北に入った名越ヶ谷の谷戸の入口

部分に位置している。平成13年1月に当該地において鋼管杭打ち工事が実施されている状況が確認され

たため、 工事関係者に事情を確認したところ、建築確認申請の手続き後の工法変更により杭打ちの基礎

構造が採られ施工に至ったとのことであった。当該地における同種の工事内容では埋蔵文化財への影響

が不可避であると考えらことから、 急、遁、確認調査を実施し埋蔵文化財の存在する深度及び現に損壊を

受けている埋蔵文化財の状況を確実に把握したうえでさらなる対応を検討することとし、 1月23日と24

日の両日に確認調査を実施したところ、現地表下70cm 以下に具体的な遺構の存在を確認するに至った。

こうした確認調査の結果に基づき建築主と数回にわたる協議を行い、文化財保護法に基づく届出手続き

牝を経て、調査の実施方法についての協議が整った後、 平成13年1月30日から 2月23日まで発掘調査を

実施した。

調査の結果、敷地の調査区の東側部分は大半が近・現代の撹乱によって中世の遺構が失われているも

のの、西側部分においては破砕泥岩による地形面が確認されるとともに、河川に流路とみられる構状の

遺構が発見された。この遺構は本調査地点の東側に位置する逆川や前出の調査地点 9で発見された河川

跡等とあわせて検討を要するものと考えられるところとなった。
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23 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

市内中心部の商庖街として賑わう小町通りの西側にあたる雪ノ下一丁目に位位 している。平成12年10

月に個人専用住宅建設の事前相談があり、住宅の基礎を杭椛造とする計画であったため、 工事の実施に

よる埋蔵文化財の損傷が避けられないものと判断された。このため確認調査を実施したところ地表下60

cm以下に具体的な埋蔵文化財が確認された。このため事業者と協議を行ったと ころ、 当初の計画どおり

に鋼管杭打ち工事を実施したいという意向が示された。このため工事の実施による遺構の損傷は避けら

れないものと判断されたため、文化財保護法に基づく届出手続きを行い、調査実施方法等の協議が整っ

た後、平成13年1月23日から5月19日までの予定で発掘調査に着手した。

24 横小路周辺遺跡 (No.259)

市内東部の横浜市に通じる県道金沢鎌倉総の北側に所在し、荏柄天神社の参道が県道と交わる地点の

東側に位置している。平成12年6月に個人専用住宅建設の事前相談があり、住宅の基礎を杭構造とする

計画であったため、 工事の実施により埋蔵文化財の影響を及ぽすおそれのあることが予想された。当該

地の周辺ではこれまでにも東となりの敷地と荏柄天神社の参道を隔てた西隣の敷地において埋蔵文化財

の発掘調査が実施され、おおむね遺構の埋没深度が想定できることから、確認調査を実施せずに本調査

を開始することとした。この後、 事業者と協議を行い文化財保護法に基づく届出手続きを行い、調査や

施方法等の協議が整え、 当初は平成12年9月から現地で・の発掘調査を開始する予定であったが、既存住

宅の解体 ・撤去作業に変更が生じたため、平成13年2月22日から 4月20日までの予定で発掘調査を開始

した。

25史跡鶴岡八幡宮境内

国指定史跡鶴岡八1防宮境内の指定地内に所在し、御谷と呼ばれ鶴岡八幡宮寺供僧の僧坊跡が存在して

いた場所にあたる。平成12年10月23日に当該地において既存の住宅に付帯する擁壁・の改修を内容とする

史跡名勝天然記念物の現状変更許可申請が提出された。同申請は埋蔵文化財及び景観等に影響を及ぼす

おそれのない「工作物の設置、改修若しくは除却」 に該当する工事であることから、平成12年11月7

EI付けをも って市教育委員会から現状変更許可を通知 した。その後現地での工事が開始されたところ、

施工業者から掘削中にやぐらが1基発見されたとの連絡を受けた。このため急越、現地の状況を確認す

るとともに状況を県生涯学習文化財謀の史跡担当及び埋蔵文化財担当に連絡し、今後の措置について指

導を求めた。これに対して、従来の予想をこえて発見された埋蔵文化財であるため、 発掘調査の実施

による記録化の作業を行うとともに、史跡指定地内に存在する埋蔵文化財として、 工事計画の変更によ

る現状保存をはかるべきとの指導が得られた。この後、発掘調査の準備を整え、 平成13年3月1日から

3月7I::fにかけて現地での発掘調査を実施した。

調査の結果、発見されたやぐらは奥壁に仏像等を埋めこんでいたと見られるレリーフ状の彫り込みが

良好に造平子していることが確認された。玄室から羨道に通じる部分も良好に逃存していたが、 羨道音1)は

現況道路の下部にあたるため、発掘調査の実施によ って道路の陥没をまねくおそれがあるため調査の対

象から除外することとした。
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本誌所収の平成11・12年度発掘調査地点一覧

No. 込4 闘i 名 所 在 地 制査原因 追跡純別 調査l両町i 調査 JgJ 問

① 
弁ヶ谷遺跡

材木座四丁目336番7
個人専用住宅

都市 28.00111' 
平成11年6月26日

(No.249) (地下室) ~平成11年7月21日

② 
長谷小路周辺遺跡

由比ガ浜三丁目254番15外
個人専用住宅

都市 124.72111' 
平成II年6月26日

(No.236) (杭基礎構造) ~平成11年8月31日

③ 
若宮大路周辺遺跡群

小IIIT二丁目402番5
個人専用住宅

都市 182.47ぱ
平成11年7月6日

(No.242) (杭基礎構造) ~平成11年9月4日

① 
政所跡

雪ノ下ニ丁目989番4
個人専用住宅

官術 53.82111' 
平成11年8月16日

(No.247) (杭基礎構造) ~平成11年9月30日

① 
下馬周辺遺跡

由比ガ浜二丁目110番5
個人専用住宅

都市 93.27ぱ
平成11年8月17日

(No.200) (杭基礎構造) ~平成11年10月27日

⑤ 
米町遺跡

大町二丁目2313番目
個人専用住宅

都市 42.43 m' 
平成11年9月6日

(No.245) (杭基礎構造) ~平成11年10月23日

⑦ 
理智光寺跡

二階堂字理智光寺750番l
個人専用住宅

社寺 61.43111' 
平成11年10月18日

(No.265) (杭基礎構造) ~平成11年12月11日

③ 
東!勝寺跡

小UITニ丁目523番14
個人専用住宅

社寺 90.00111' 
平成11年10月25日

(No.246) (地下室) ~平成II年11月20日

① 
玉縄城跡

城廻字中村473番8
個人専用住宅

城館 95.28111' 
平成11年11月2日

(No.63) (地下室) ~平成II年II月22日

⑮ 
笹目遺跡

笹目IIIT285番1外
個人専用住宅

都市 87.46111' 
平成11年11月29日

(No.207) (地下室) ~平成11年12月25日

⑪ 
笹日遺跡

笹目IIIT286番1外
個人専用住宅

都市 134.56111' 
floc 1 1年 11 )~29日

(No.207) (地下室) ~平成II年12月17日

⑫ 
米町遺跡

大町二丁目2308番1 個人専用住宅 都市 24.00111' 
平成日年12月6日

(No.245) ~平成11年12月17日

⑬ 
材木座町屋遺跡

材木座六丁目760番1
個人専用住宅

都市 56.31111' 
平成12年l月6日

(No.261) (杭基礎構造) ~平成12年2月10日

⑪ 
大倉幕府周辺逃跡群

雪ノ下字大倉耕地562番16
個人専用住宅

都市 51.00ぱ
平成J21j:1月31日

(No.49) (杭基礎構造) ~平成12年3月21日

⑬ 
大倉幕府周辺遺跡群

雪ノ下四丁目580番10外
個人専用住宅

都市 129.08111' 
平成1211:2月1E1

(No.49) (地下室) ~平成12年3月20日

⑬ 
武蔵大路周辺遺跡

扇ガ谷ニ丁目397番 個人賃貸住宅 者ISi11 67.02111' 平成12年3月6日(No.l94) ~平成12年4月8日

⑪ 
台山遺跡

台字西ノ台1718番3
個人専用住宅

集落 134.27111' 
平成12年3月27日

(No.29) (杭基礎構造) ~平成12年4月26日
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平成12年度発掘調査地点一覧

No. 逃 闘; 名 所 在 地 調査原因 追跡種別 調査面積 調査期間

台山遺跡
台字西ノ台1718番3

個人専用住宅
集落 134.27ぱ

平成12年3月27日
※ (No.29) (杭基礎構造) ~平成12年4月26日

大倉幕府周辺遺跡群
二階堂字荏柄58番4外

個人専用住宅
都市 260.00ぱ

平成12年4月l日
(No.49) (杭基礎構造) ~平成12年9月2日

大倉幕府跡
雪ノ下三丁目618番4

自己目白併用住宅
官術 30.00ぱ

平成12年4月19日
(No.253) (杭基礎構造) ~平成12年5月23日

下馬周辺遺跡
由比ガ浜二丁目106番6外

個人専用住宅
都市 48.00111' 

平成12年6月14日
(No.200) (杭基礎構造) ~平成12年8月17日

今小路西遺跡
由比ガ浜一丁目148番I

個人専用住宅
都市 28.50111' 

平成12年6月27日
(No.201) (杭基礎構造) ~平成12年7月27日

佐助ケ谷遺跡
佐助一丁目476番1

個人専用住宅
都市 26.00m' 

平成12年7月19日
(No.245) (表層地盤改良) ~平成12年7月31日

東勝寺跡
小町二丁目468番10

個人専用住宅
社寺 27.00m' 

平成12年7月27日
(No.246) (地下室) ~平成12年8月19日

8 
武蔵大路周辺遺跡

扇ガ谷二丁目298番Iイ
個人専用住宅

都市 122.20日"
平成12年8月3日

(No.194) (杭基礎構造) ~平成12年11月30日

名越ヶ谷遺跡
大町二丁目1826番9

個人専用住宅
都市 64.65m' 

平成12年8月i日
(No.231) (杭基礎構造) ~平成12年9月21日

10 
今小路西遺跡

由比ガ浜一丁目183番l 自己自舗併用住宅 都市 35.50ぱ
平成12年8月11日

(No.201) ~平成12年8月31日

11 
水道山遺跡

台四丁目1169番1
個人専用住宅

都市 163.90m' 
平成12年9月4日

(No.20) (杭基礎構造) ~平成12年10月19日

12 
長谷小路周辺遺跡

長谷一丁目205番12
個人専用住宅

都市 31.50m' 
平成12年10月10日

(No.236) (杭基礎構造) ~平成12年11月10日l

13 
北条小町邸跡

雪ノ下一丁目400番1
個人専用住宅

城館 56.00111' 
平成12年10月23日

(No.282) (杭基礎構造) ~平成12年11月30日

14 
i争妙寺旧境内遺跡

浄明寺三丁目16番1
個人専用住宅

社寺 25.00m' 
平成12年10月31日

(No.408) (表層地盤改良) ~平成12年11月9日

15 
材木座町屋遺跡 材木座四丁目256番1 個人専用住宅

都市 103.10ぱ
平成12年11月9日

(No.261) の一部 (杭基礎構造) ~平成12年12月9日

16 
笹目遺跡

笹目町302番11
個人専用住宅

都市 30.00m' 
平成12年11月9日

(No.207) (杭基礎構造) ~平成12年12月幻日

17 
亀谷山王堂跡

扇ガ谷四丁目832番5
個人専用住宅

社寺 12.00111' 
平成12年12月11日

(No.185) (杭基礎構造) ~平成12年12月25日

※印は平成11年度からの継続調本
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No. ユ込 助ド 宰I 所 在 士山 調査原因 遺跡種別 調査面積 調査期間

18 
華光院跡やぐら群

扇ガ谷ニ丁目238番2
個人専用住宅

墳墓 36.00m' 
平成12年12月21日

(No，lOl) (防災工事) ~平成13年l月18日

19 
能蔵寺跡

材木座ニ丁目297番I
個人専用住宅

社寺 75.00m' 
平成13年l月23日

(No，314) (杭基礎構造) ~平成13年3月9日

20 
北条小町邸跡

雪ノ下一丁目401番5外
個人専用住宅

都市 80.00m' 
平成13年l月24日

(No，282) (地盤柱状改良) ~平成13年3月30日

21 
多宝寺跡

扇ガ谷ニ丁目238番2
個人専用住宅

社寺 15.00m' 
平成13年l月25日

(No，l87) (車庫擁壁) ~平成13年2月5日

22 
名越ヶ谷遺跡

大118'三丁目2356番11
個人専用住宅

都市 35.00m' 
平成13年l月30日

(No，231) (杭基礎構造) ~平成13年2月23日l

23 若宮大路周辺遺跡群
雪ノ下一丁目200番3外

個人専用住宅
都市 80.00m' 

平成13年2月19日

* (No，242) (杭基礎構造) ~平成13年5月19日

24 横小路周辺遺跡
二階堂字荏柄10番lの一部

個人専用住宅
都市 40.00m' 

平成13年2月22日

* (No，259) (杭基礎構造) ~平成13年4月初日

25 史跡鶴岡八幡宮境内 雪ノ下ニ丁目39番9
個人専用住宅

社寺 30.00m' 
平成13年3月l日

(擁壁道路側) ~平成13年3月7日

女印は平成13年度への継続調査。
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べんがやっい せき

弁ヶ谷遺跡(No.249)

材木座四丁目336番7地点



お
v

を滝樺晶子

1.本報は、弁ヶ谷遺跡 (神奈川県遺跡台帳No.249)内、鎌倉市材木座四丁目336番地 7における埋蔵

文化財発掘調査報告書である。

2.調査は、個人専用住宅における地下室部分28ばを対象に平成11年6月23日から同年7月23日にかけ

て鎌倉市教育委員会がこれを実施した。

3.造物等発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会が保管している。

4.調査体制は以下の通りである。

調査担 当 宮田民

調 査員 滝滞晶子 ・諸星真澄

調査補助員 安達澄代 ・吉原真智子 ・掘川浩通

調査作業員 河原龍雄 ・内田太郎 (鎌倉市シルバ一人材センター)

5.本報の遺構・造物の尺度は次の通りである。

①遺構配置図 ・個別遺構図 1/50(遺構図の水糸高は海抜高を示す。)

②造物実測図 1/3・1/6

6.造物の実測図には次の記号を使用した。

利lの限界 一一一一一一一ーーー 使用痕 ?く /? 
調整点の変化 一一一一一一一 加工痕 ?←一 一 一一一一一→?

7.本報は第l掌・第4章を宮岡県、 第2章 ・第3章(遺構)を諸星真澄、第3主主(造物)

が執筆した。

8.本書の図版作成及び写真撮影は次のものが担当した。

①遺構図版 諸星真澄

②造物図版 河内令子 ・安達澄代 ・吉原真智子 ・滝津晶子

③遺構写真 滝洋品子

④造物写真 滝禅晶子
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第 1章遺跡の位置と歴史的背景

本調査地は、神奈川県鎌倉市材木座四丁目336番7に所在する。調査地の南方約250mにはゆ土宗大本

山光明寺があり、 100m西方には開山が文覚上人、開基は源頼車f.Jと伝うる補Wt:洛寺がある。

また調査地は地勢的に見ると、鎌倉の市街地を形成する平野の南東端部、弁ヶ谷の開口部に位置する。

弁ヶ谷は奥行きがおよそ450m.1隔200m前後の比較的大きな谷戸で、南西方向に関口している。弁ヶ谷

を囲む丘陵は複雑に入り組んでおり多くの小谷が形成される。 現在、弁ヶ谷に寺院は一宇も 1!!~いが中 世

には最宝寺、間寿寺、新善光寺があった。

最宝寺 (図 1-4)は、材木座高御蔵にあったとされ、 『風土記稿jには 「五明山高御蔵ト号ス、浄

〕真宗、京四六条本願寺末」とある。寺の創建時期についてはあいまいな点が多く確実な年号は不明で

あるが、 享徳元年(1452)十一月九日付けで 「鎌倉弁ヶ谷高御蔵最宝寺寺領等事」云云という安堵状が

あることから、 享徳頃まで最宝寺は弁ヶ谷高御蔵にあったらしい。最宝寺は小田原北条氏の真宗弾圧の

おり現在ある横須賀市野比に逃れ移った。

嵩寿寺 (図 1-3 )は、 金剛山間寿寺と号し元亨元年 (1321)、開山南山士雲、開基北条高時によ っ

て創建された。元亨三年の貞時十三年忌供養には均寿寺僧衆 13人が参加している。また 『太平記jに、

新田義貞が鎌倉に攻め入った際、幕府方の長111奇次郎高重が当寺長老士雲のところに、その挙に対する処

遇を問うに来たという話がある。嵩寿寺の所領は毛利荘厚木郷 (現在の厚木市内)があり、その他駿河

国葉梨荘上郷にもあったらしい。この毛利荘については、建武五年 (1338)夢窓疎石は、足利尊氏の執

事高師直に対し、毛利荘厚木郷の事について書を送り 、当寺雑草:申し分をきかれんことを請願した

(["夢窓疎石書状」瑞泉寺文書 『資料編j三ノ二九七)。これに対しては、観応三年 (1352)に厚木郷下

方の地を悶寿寺雑草:に波付すべきを命じた打渡状(["白井行胤打波状」伝宗庵文書 『史料編j三ノ百十

八)がある。731寿寺の廃絶年ははっきりしないが、応永三十一年 (1424)の嵩寿寺士恩と伝宗庵心栄が

連帯して、毛利荘厚木郷における百姓逃散の処置について円覚寺正続院と契約した契状があるので、

デが応永三十一年までは存続していたことが明らかである。

新善光寺(図 1-2 )は、弁ヶ谷の最奥部、松ヶ谷の長勝寺の裏手にあったと言われており、 宗旨及

び創建年は未詳だが、ト|ヒ条九代記J仁治三年 (1242)六月十五日条に 「人道前武蔵守四位下平朝臣泰時

卒。六ート。新善光寺知導上人為知識奉制j念例。」とあることから、仁治三年には既にあったことは確か

なようだ。現在、三浦郡葉山11fT上山口には不捨山摂取院新善光寺があるが、この寺は弁ヶ谷にあった新

議光寺が移ったものと される。移転した年代もはっきりしないが、f新編相模風土記稿jは 「中興の僧

密道、 天正十八年七月朔日に寂すとなれば其の世代なるべしJと言っている。

弁ヶ谷では、昭和62年に急傾斜地崩壊対策事業に伴う新善光寺内やぐらの発掘調査が実施され、 大型

やぐら 2基と崖面に穿たれた万形区画墓域が検出され、多くの墓石類を始め蔵骨器としての白磁凶耳爺

が完形品で・見つかっている。また平成元年にも、 急傾斜地崩壊事業に伴う弁ヶ谷遺跡内やぐら群 (3基)

の発掘調査が笑施され、 白般 .1瀬戸 ・常滑の査による蔵骨器が出土している。同谷戸内では近年、かな

がわ考古学財団によるやぐらの調査が実施され多くの成果を上げ‘ている。

〈参考文献〉

新善光~i=跡内やぐら発抗ri ;ll司1t報告占 H併1l631，1~ 3月 新議光寺跡内やぐら発煽iN~ 1'i:団
、1'-)ぷ冗"1'):i[鎌fidJ内急傾斜地JiJi峻対策事業にf'I':う発揃湖イ'l:fll竹刀 (35-46tl) 、1-:成2年3) J 弁 ヶ谷遺跡内や ぐ ら ftj:先制品1~ 1tトH

鎌倉廃寺'Ji-JJ~ IlFi和55"ド12)J 11述人・ 川 Ml] jÏ:t胤京~: イfI燐 1f~.:
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図 1 本調査地点と周辺遺跡

1.本調査地点 2.新善光寺社 3.崇寿寺祉 4.最宝寺祉 5.新善光寺社内やぐら

6.弁ヶ谷やぐら群 7.材木座町屋遺跡 (材木座三丁目364番1外地点)

8.材木座町屋遺跡 (材木座四丁目260番 1外地点) 9.能蔵寺遺跡 10.長勝寺遺跡

11.長勝寺遺跡やぐら
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第2章 調査経過とグリッド配置・基本土層

調査経過

鎌倉市材木座四丁目336番7における専用住宅の新築に伴い、 平成11年4月26. 27日に鎌倉市教育委

会によって雌認調査が行なわれ、その調査結果を基に発掘調査が行なわれることになった。調査期間は

平成11年6月23日から 7月23日までである。

6月23日 機材搬入

6月26日 重機による表土掘削開始

7月 2日 I面全景

7月 3日井戸1検出

7月 6日 2面全長

7月 9日 3面全景

7月16日 清泉小学校3年生、現場見学会

7月17日 4面全長

7月21日 5面全長

7月23日 機材撤収を行ない、現地調査を終了する

-25.13 -25.12 -25.11 

-77.28ー|

-77.33 ー

-25.09 

図2 遺跡の位置及びグリ ッド配置
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グリッド設定(図2)

測量の基準となるグリ ッドの設定は調査区の形状に合わせて任意に設定された。グリッドは2mの間

隔をもち、南北iliillにA-Dまでのアルフ ァベット、東西lfqhに 1-6までの算用数字を付 した。各グリッ

ドの名称は北西附の軸線交点によ って表わされる。調査地点と地図との合成には市4級基準点を使用し、

グリ ッドとの位置関係は図2の通りである。なお、グリ ッドの南北刺lは磁北に対して220 03' 00"西に

傾くが、調査の便宜上北西方向を 「北Jと称し、 本書の記述もそれに従う。

基本層序(図3)

本調査区内において、 13世紀末から15世紀代にわたる計5面の生活面の調査を行なった。以下に推積

土層を八層に大別して概説する。

調査前現地表の海抜レベルは海抜7.8mでほぼ平坦である。

第I層 i表土層l

第H屑 [中世造物包含層l

第皿!晋 [1面構成土l

第IV屑 [2面構成土]

第V屑 [3面構成土]

第VI層 [4面構成土l

第四層 [5面構成土]

第四府 [6面構成二i二l
1崎jl，
8.00π1 -

現地表下100-120cmほどの厚さで堆積する。近世から現代に至る蜂土で

ある。

暗褐色粘質土 0.5-2.0仇cm大の土丹

茶褐色粘質土 1.0-3.0cm大の土丹、炭化物、 玉砂砂、利を含みよく締まる。

灰茶褐色粘質土 土丹粒およひ、:)叩0.0恥cm大までで、の土丹丹-フブeロツク、炭化物、

玉砂利を含む。しまりはやや落ち、砂分がやや増す。

1.0-20.0cm大の土丹層。

H音黒茶褐色粘質土 土丹粒、炭化物、鉄分を含む。しまり 良く 地山に近い。

暗黒茶褐色粘質土 土丹粒、炭化物、 鉄分を含む。 しまり良く地山に近

い。上層と似るがより締まりが増す。掘削深度の関係から当面を最終面

とした。

暗黒褐色粘質土 砂分をやや含む。混入物なく、ほぽ中世地山。

1 1< 1:11'1 

7.00mー
II 'l'I'!ilt物包f刊4

11M 
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4.00m 

31111 
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図3 基本土層
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第3章検出遺構と出土遺物

第 1節 1面検出の遺構と造物

本調査地内からは、 13世紀末-15世紀後半に到る計6而の生活而を検出した。第6面に関しては掘削深

度以下であることから、調査区北壁際に設けた排水構において確認したに過ぎず、平面的な調査は行な

っていない。そのため以下に第1而~第5面において検出した遺構及びその出土造物の詳細lを記す。

なお、各面においてプラン確認が不明瞭であった遺構に関しては、その下而まで掘り下げた後に確認

作業を行なった。その結果、後述する井戸1に例するように、 1面の逃構を2面において検出するといっ

た状況になったが、各遺構及びその出土造物は検出した而において報告するものとする。

1面(図4)

海抜6.8mにて確認された、破砕土丹を用いた良好な地業面である。当面はその出土造物の編年観

から15世紀後半の年代が比定できる。

検出された遺構は径40-60cmほどのPitが4口である。なお、調査区南西部に20-30cm大ほどの土丹

塊が疎らに検出され、井戸羽1:の可能性が指摘されたが、明械なプランが械設、できないため次而にて調査

を行うことにした。

表土層出土遺物(図5)

図5-1-14は糸切りかわらけである。1-3は大l阻である。各々 、復元で、 口径は13.0cm. 13.3cm . 

12.0cm、底径は7.2cm. 7.3cm . 6.8cm、器高は3.7cm. 3.2cm . 3.2cmを測る。4-14は小皿である。4

-13は概ね口径が8.0cm前後、底径が5.0cm前後、器高が2.0cm前後を測る。14は法量が小さく、 口径は

5.8cm、底径は4.5cm、器高は1.6cmを測る。 1の底剖iは糸切り の切り残しである。4は底径が広い。5

、、
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図4 1面遺構配置図
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図5 表土層出土遺物

~ 7 は器壁中位で角度を変えて立ちあがる 。 8 は器壁が外向きに立ちあがる 。 9 ~13は器高が深い。 14

は小型で、内高は浅い。 8 ・ 12は灯明JUlである 。 胎土は1 ・ 2 ・ 4~6 ・ 9 . 10が肌色、 3. 11・14が淡樟色、

7 . 8 . 12・13が樟色を呈し、 いずれも粉質である。

図5-15は青磁の蓮弁文の小鉢の底部片で・ある。布IJ調は緑青色を呈し、 光沢は良いが、微気泡のため

失透する。素地は灰味白色を呈し、級密である。

図5-16・17は瀬戸である。16は灰端IIの水注も しくは瓶子の胴部片である。胎土は灰色を呈し、 白色

微石粒を多く含む。17は灰利lの碗もしくは鉢の口縁部片である。糊調は光沢 ・透明度共に良い。素地は

灰白色を呈す。

図 5-18は山茶碗である。底径は4.6cmを測る。内底面は磨滅している。胎土は波灰色を呈し、 白色

石粒を含み硬質である。

図 5- 19~2 1 は常滑である 。 19は裂の口縁部片である 。 縁布:の |隔は広く 、 器壁 と接 している 。 20は控

鉢である。復元で、口径は33.0cmを測る。口縁端部から内面は器表が剥離している。21は護を転用 し

た担鉢である。更に擦り常滑に転mしている。内底而と外面が磨滅している。胎土は19・20が灰色を
し、石粒を多く含み粗い。21は暗紫褐色を呈し、 白色微石粒を多く含む。

図5-22は銭である。元符通貨である。

図5-23は石製品である。用途は不明。白褐色を呈す。

1面出土遺物(図6) 

区1 6 -1 ~6 は糸切りのかわ ら けである 。 1 ~ 3は大皿である。各々、復元で、口径は13.7cm . 

11.9cm . 11.0cm、底径は7.0cm. 7.0cm . 7.3cm、器高は3.3cm. 3.4cm . 3.5cm を測る 。 4 ~6は小JUlであ

る。4・6は復元で、口径は7.2cm. 6.3cm . 7.0cm、底径は4.3cm. 4.9cm . 3.7cm、器高は2.1cm'

1.7cm . 2.0cm を測る 。 2 ・ 3 は法畳が小 さく、 口縁端部が若干外反 し、器高が高い。 4 ~6 は法量が

小さく、器壁中位で角度を変えて立ちあがる。5・6は灯明皿lである。いずれも胎土は淡桂色を呈し、微

砂を含み、粉質である。

図6-7・8は磁器である。7は青磁の折縁鉢である。復元で口径は14.2cmを測る。荊11調は緑l床青色を

呈し、 微気泡多く失透する。素地は灰l床白色を呈し、級密。8は青白磁の梅瓶の胴部片である。桶II調は

淡水青色を呈し、 光沢・透明度共に良い。素地は灰味白色を呈す。9'10は瀬戸である。9は灰利lのJmで

-9-
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図6 ，面出土遺物

ある。紬調は光沢 ・透明度共に優れる。素地は灰白色を呈し、級密である。10は灰利lの鉢である。来nl調

は光沢・透明度共に優れる。素地は灰色を呈し、微石粒を若干含む。

区16ー11は山茶碗である。焼成が悪い。胎土は白褐色を呈し、微石粒を多く含み、軟質である。口縁

端は内外面ともに横位の指ナデがなされる。外面には指頭痕が残る。

図6-12は常滑の狸鉢の口縁部片である。胎土は波灰色を呈し、白色石粒を多く含み、硬質である。

図6-13は備前の播鉢である。胎土は灰白褐色を呈し、微石粒を多く含み粗い。八条1組の条線が施

される。

図6-14は手づくねの白かわらけの口縁部片である。胎土は白褐色呈し、キメ紺lかく、粉質である。

図6-15は研磨痕のある常滑片である。

図6-16~19は鉄製の釘である 。

図6-20は銭。紹聖元負.である。

図6-21 . 22は石製品である。21は滑石の鍋である。復元で口径は29.0cm、鍔径は30.2cmを測る。

22は軽石である。
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第2節 2面検出の遺構と造物

2面(図7)

1面下40~50cm、海抜 6 .4~6.3mにて確認された地業面である 。 当面はその出土造物の編年観から 15

世紀中~前半の年代が比定できる。

調査区東側よりかなり聞く叩き締められた土丹版築が南北方向に帯状に確認された。本祉は通路的な

遺構と考えられ、最大幅160cmを7J[IJり、土域1に北西半を切られるものの、調査区外南北にその長さを

増すようである。南北軸線方位はN-34.5
0

-Wである。

その他検出された遺構は先述した井戸祉1基、および土城l基のみである。それぞれ以下に詳述する。

土壇1(図7)

土墳1は調査区北壁際に検出されたやや大型の土城で、土層断面の観察によりI面期に属する遺構と判

断される。本祉は調査区北外へ広がりをもつためその全容は不明であるが、確認し得た掘り方の規模は

東西250cm、南北150cmを測る。深さは確認面(海抜6.4m)より60cmを?J[IJり、断面は逆台形を呈する。

土墳1出土遺物(図8)

図8-1 ~10は糸切りかわらけである 。 1~5は大1111である 。 復元で1~3の口径はいずれも 14.0cm、底

径は7.7cm. 8.2cm . 7.4cm、器高は3.9cm. 3.9cm . 3.5cmを測る。4・5はやや小振りで、口径は

11.6cm . 11.9cm、底径は5.7cm. 7.1cm、器高は3.3cm. 2.8cmを測る。μずれも体部器厚は薄手で、器

壁は外向きに開いて立ちあがる 。 胎土は1~3が淡糧色、 4が肌色、 5が樟色を呈 し、微砂を含み、 粉質で

ある 。 1の器表には煤が付着する 。 6~10は小皿である 。 口径は8.0cm . 7.6cm . 7.5cm . 7.6cm . 6.9cm、

底径は4.4cm. 4.6cm . 4.8cm . 4.lcm . 4.lcm器高は1.7cm. 1.9cm . 2.lcm . 2.lcm . 2.3cm を測る 。 8~

10は底径が小さく、器高が深い。胎土は6が肌色、 7・8が樺色、 9. 10が淡樟色を呈し、微砂を含み粉質

C・5

o 1m 

図7 2面遺構配置図
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図8 土績 1出土遺物

である。10は灯明皿である。区18-11は瀬戸の灰荊hの卸し皿lである。車hは白濁し、極薄くかかる。胎土

は白褐色を呈し、やや*lLぃ。図8-12は常滑の担鉢である。胎土は暗灰褐色を呈し白色石粒を多く含む。

縁端部は横ナデ調整が施される。図8-13は備前の橘鉢である。六条1組の条線が施される。胎土は

灰色を呈し、微石粒を含み、若干粘性がある。器表は粗く横ナデ調整がなされる。

井戸川図9)

井戸1は調査区南西部にて検出された土丹(泥岩)和みの井戸である。井戸の平而形はほぼ円形に近い

楕円形を呈し、 長軸(南北)200cmx短軸(東西)180cmを測る。また、その内径は約110cmx 80cmで、ある。

確認面(海抜6.4m付近)より200cm(海抜4.4m)掘り進んだ時点で調査を終了したため、底面の確認には到

っ ていない。 南北j~h線方位はN-10
0 

- Eを示す。

土丹の形状および大きさはまちまちであるが、概ね40cm大前後のものを用い、上方に向けてやや口

を広げるように八段以上が積み上げられている。なお、井戸の内面を形成する土丹はどれも若干の整形

が施されており、中には井戸の内径にあわせて弧状にカ ットされるものもある。

井戸1出土遺物(図10)

図10 - 1~10は井戸1上層出土造物である 。 但し裏込めの造物も含んでいる 。 1~5は糸切りかわらけの

小 llll である 。 復元で、 I の口径は9.0cm、底径は5.4cm、器高は2.6cm を測る 。 2~5の口径は6.8cm ・

5.7cm . 5.8cm . 5.8cm、底径は5.2cm. 4.2cm . 4.2cm . 3.0cm、器高は1.9cm. 1.8cm . 1.5cm . 2.lcmを

測る。断面形は逆台形を呈し、口縁端は若干外反する。胎土は樺色を呈し、微砂を含み、粉質である。

図10-6は瀬戸で、ある。灰利lの直縁大皿の底部片。胎土は灰色を呈し、 白色微細粒を含み、硬質で、ある。

医110-7は常滑の裂の口縁部片である。胎土は灰色を呈し、白色石粒を多く含む。図10-8は渥美の裂の

胴部片である。器表はー音IS磨滅している。図10-9は鬼板の指鉢の胴部片である。胎土は白褐色を呈し、

白色石粒を含みやや粗い。器表には暗紫褐色の不透明の利lが薄くかかる。図10-10は手借りである。瓦

質で、器表は黒色処理される。JUL荒れが著しく調整の詳細は不明だが、横ナデが見とめられる。

図 10 -11 ~25は井戸I上層出土造物である 。 11~17は糸切りかわらけである 。 11 は大皿である 。 口径

が12.9cm、底径が7.7cm、器高が3.5cmを測る。断面形は逆台形を呈し、器壁は直線的で、 外に大きく、

開いて立ちあがる。総高は深い。12は中皿である。口径は10.lcm. 7.4cm . 2.6cm を測る 。 13~17は小

-12-
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図9 井戸 1

皿である。口径は7.7cm. 6.3cm . 6.8cm . 6.2cm . 5.9cm、底径は4.6cm. 4.5cm . 3.8cm . 4.2cm . 4.2cm、

器高は2.lcm. 1.8cm . 2.0cm . 2.0cm . 1.5cmを測る。12-17の断面形は逆台形を呈し、器壁は直線的に

立ちあがる。胎土は燈色を呈し、粉質である。図10-18-20は瀬戸である。18は灰荊bの鉢である。口径

は復元で'20.0cmを測る。口縁端は内側に若干張り出す。利lは口縁内側から外面中位にかかる。胎土は

淡肌色を呈す。19は灰桶hの碗で、ある。復元で、口径は19.4cm、底径は6.0cm、器高は6.6cmを測る。事b

は外面中位から内面にかかり、光沢はないが、透明度は良い。重ね焼きの痕が1ヶ所造存する。胎土は

淡肌色を呈す。20は天目茶碗である。端tr調は光沢のある黒色を呈し、禾目が入る。胎土は灰色を呈し、

若干粘性がある。図10-21-23は常滑である。21・22は裂の底部片。22は担鉢に転用しているため内聞

が謄滅している。23は提鉢である。復元で、口径は30.0cm、底径は13.0cm、器高は9.8cmを測る。外面

は箆調整で、口縁部は内外面共に横ナデ調整。内面は上位まで磨滅している。図10-24・25は観である。

図10-26-37は井戸1下層出土造物である。26-32は糸切りかわらけである。26-28は中1111である。

復元で、口径は1O.0cm. 10.0cm . 9.0cm、底径は7.6cm. 6.6cm . 6.3cm、器高は2.6cm. 2.9cm . 2.9cmを

測る。29-32は小皿である。口径は6.0cm、底径は4.0cm. 4.1cm . 4.4cm . 4.2cm、器高は2.0cm'

1.8cm . 1.6cm . 1.3cmを測る。断面形は逆台形を呈し、器壁は直線的に立ちあがり、口縁端は外反する。

27・30の器表には煤が付着する。胎土は淡樺色を呈し、微砂を含み粉質である。図10-33は青磁の碗の

底部片である。底径は復元で'5.0cmをifllJる。利l調は灰l床緑青色を呈し、光沢は良いが、微気泡多く失透

する。素地は灰色を呈し、級密。図10-34は瀬戸の小Jmで、ある。口径は5.9cm、底径は2.7cm、器高は

-13-
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図10 井戸 1出土遺物

1.9cmを測る。内而には褐利がかかる。胎土は灰色を呈し、微石粒を若干含む。口縁端は外反する。図

10-35-37は常滑である。35は誕の底部片である。36・37は握鉢である。復元で、37の口径は28.8cm

を測る。外面はヘラ調整で、口縁端は内外面共に横ナデ調整がなされる。内面は若干磨滅している。図

10-38は瓦質の香炉の胴部片で、ある。外面には横位の磨きがなされる。胎土は赤味白色を呈し、微砂を

多く含み、焼成は良好である。
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図11 2面出土漬物(1)

2面出土遺物(図11・12)

図11-1-30は糸切りかわ らけである。 1-10は大llllである。1-6の口径は13.0cm前後、底径は

7.5cm-8.5cm、器高は2.8cm-3.5cmを測る。7-9の口径は11Jcm-12.0cm、底径は6.3cm-7.3cm、器

高は3.0cm前後を測る。10の口径は13.lcm、底径は7.6cm、器高は3.5cmを測る。7-9は法量がやや小さ

い。10の器壁は外向きに立ちあがり、口縁端は外反する。胎土は1. 7-10が樟色、 2が淡糧色、 3-6が

肌色を呈し、いずれも微砂を含み、粉質である。3は灯明JIllである。11-30は小lIIlである。11-14の口

径は11・12が8.0cm、13. 14が7.2cm、底径は5.0cm前後、器高はL7cm前後を測る。15-22の口径は概

ね8.0cm、底径は15. 17 . 18 . 21が6.0cm前後、 15・19・20・22が5.0cm前後、器高は1.8cm-2.3cmをiJ!1j

る。23-25の口径は7.0cm、底径は4.0cm-4.9cm、器高はL8cm前後を測る。26-30の口径は6.0cm前後、

底径は4.0cm前後、部高はL8cm前後をiJ[1jる。11-14は器高が低く、口径は比較的大きい。胎土は11・

14が淡樟色、 12・13が糧色を呈し、微砂を多く含み粉質である。14は再火を受けている。15-30は器高

が高く、器壁は外向きに直線的に立ちあがる。26-30は更に法量が小さい。18・24.28は再火を受ける。

胎土は微砂を含み、粉質である。

図11-31-38は磁器である。31・32は青磁である。31は蓮弁文鉢の底部片である。?tlh調は緑青色を呈

し、微気泡多く失透する。素地は白色を呈し、級密である。32は碗の口縁部片である。利l調は淡青味灰

色を呈し、光沢・透明度共に良い。素地は灰色を呈し、級密である。33-36は青白磁である。33-35は
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図12 2面出土遺物(2)

梅瓶の胴部片である。いずれも利l調は水青色を呈し、光沢・透明度共に優れる。素地は白色を呈し、級

密である。36は蓋である。利l調は水青色を呈し、光沢は良いが、 白濁し、微気泡のため失透する。素地

は白色を呈し、徹密。37・38は青磁である。おそらく明代の物であろう。37は折腰1111である。口径は復

元で:'1l.3cm、底径は5.8cm、器高は3.lcmをjJ!1Jる。飛IJ調は灰l床緑色を呈し、微気泡多 く失透する。内底

円。
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見込みには利lがかからない。素地は灰白色を呈す。38は折縁鉢である。口径は復元で:'31.0cmを測る。

内面に線彫りで蓮弁文が施される。荊IJ調は緑青色を呈し、光沢は良いが、微気泡のため失透する。素地

は灰|床白色を呈し、綴密である。

図11-39は不明陶器である。蓋と して実測したが、身の可能性もある。胎土は暗茶褐色を呈し、白色

微石粒を多く含み、やや粗い。焼成は良好である。

到 11- 40~49は瀬戸である 。 40は灰布11の卸し皿である 。 口径は復元で;15.0cm を測る 。 器表は再火を

受け肌荒れする。41・42は灰利!の平鉢、43は灰利!の折縁鉢の口縁部片である。44は鉄和!の縁利皿である。

復元で、口径は11.5cm、底径は5.4cm、器高は2.9cmを測る。内底面は磨滅している。45は灰利lの小皿

である。復元で、口径は6.3cm、底径は3.6cm、器壁1.5cmを測る。46は灰利!の行平鍋で、ある。小破片のた

め傾きは不詳。47は入子である。復元で、口径は7.3cm、4.2cm、2.0cmをiI[IJる。48は褐利lの茶入れであ

る。復元で、口径は2.2cmを測る。49は描鉢である。胎土は40・41・46・47・49が灰色、 48が波灰色、 42

~45は白褐色を呈す。

図12-1~13は常滑である 。 1~3は壷である 。 2の肩部には窯印が施される 。 4~11は整である 。 7~

10は縁帯が広く、器壁に接している。11は底部片である。12・13は担鉢である。復元で、 12の口径は

31.0cm、底径は16.0cm、器高は9.8cmをiJIIJる。外面はヘラ調整で、上位は横ナデ、内面上位は横ナデ、

側面から底面にかけてはかなり磨滅している。13は口縁部片である。外面はヘラ調整で、上位は横ナデ、

内面上位は横ナデ、磨滅している。

図12-14は鬼板の播鉢である。胎土は白褐色を呈し、比較的精級である。茶褐色の荊11がかかる。

図12-15~17は手借りである 。 15は土器質。 胎土は灰色を呈 し、微石粒を含む。 外面は指頭痕が残り、

内面から外面上位は横ナデがなされる。16は瓦質で、淡樺色を呈す。おそらく輪花型を呈するであろう。

内面は縦位の磨きがかかり、菊花文のスタンプが施される。17は胴部片である。瓦器質で、灰白色を呈

す。沈線開に菊花文のスタンプを施し、連珠貼付け文は剥離している。器表は剥離が著しく、詳細は不

明だが、内面は磨き、外面は横ナデ調整がなされる。

図12-18は土風炉である。瓦器質で、胎土は灰白色を呈し、微石粒を多く含む。器表は黒色処理され、

内面は指頭痕の上に横ナデ、外而は横位に磨きがかかる。

図12-19は手づくねの白かわらけである。胎土は白褐色を呈し微石粒を多く含む。

図12-20は砥石である。中砥である。
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第3節 3面検出の遺構と遺物

3面(図13)

2面下60-70cm、海抜5.7-5.8mにて確認された破砕土丹地業面である。当面はその出土遺物の編年

観から14世紀末の年代が比定できる。

調査区東北部からは、土丹をかなり堅般に叩き締めた10-15cmほどの若干の高まりを検出した。後

述するが、その東側に確認されたL字型の鎌倉石切石の石組み遺構との関連を考えるに基壇の可能性も

指摘できる。検出し得た規模は東西170cm、南北65cmの範囲で、あり、調査区北へさらに広がりをもっ。

石組み遺構(図13)

調査区北東隅において確認されたL字型に並べられた鎌倉石(砂質凝灰岩)切石である。調査範囲内に

おいて計5石が検出されたが、さらに調査区外北 ・東に連なる。先述したように石組みの西側には基壇

状の高まりが認められることや、本遺跡の地域性から堂宇の存在が想定され、基壇南西部の地覆石と し

ての機能が指摘される。なお、それぞれの切石は規格性に乏しく、やや不整形であることや、南西附の

切石のみ火熱を受け赤化していること等から、本土tI:構築のために切り出された鎌倉石というよりも、

処々の鎌倉石を集め並べたような印象を受ける。

土墳2(図13)

土城2は調査区中央南壁際に検出された。本祉はその大半を調査区外に位置させるため平面形は確認
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図13 3面遺構配置図
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図14 3面出土遺物

し得ないが、 直径200cmほどの円形を呈するものと思われる。確認面 (海抜6.3m)より 130cmを掘り下

げた時点で調査壁崩落の危険性から調査を断念した。そのため、本祉の性格については不明であるが、

その断面形状や深さ等から井戸祉の可能性が想定できる。

3面出土遺物(図14)

図14-1-6は糸切りかわらけである。1-3は大I皿である。復元で、口径は12.4cm. 12.6cm . l1.1cm、

底径は6.8cm. 6.4cm . 5.4cm、器高は3.lcm. 3.6cm . 3.3cmを測る。2・3は薄手で、底径が小さい。胎

土はi炎樺色を呈し、いずれも微砂を含み、粉質である。2・3は焼成が良好である。4-6は小山で、ある。

復元で、口径は8.lcm. 8.2cm . 7.8cm、底径は4.8cm. 5.8cm . 5.2cm、器高は1.6cm. 1.5cm . 1.5cmを測

る。胎土はi炎樟色を呈し、微砂を含み粉質である。7の器壁は外向きに直線的に立ちあがる。5の器表に

は煤が付着する。

図14-7-9は磁器である。7は青磁の蓮弁文碗の口縁部片である。荊h調は淡緑灰色を呈し、光沢は良

いが、微気泡多く失透する。素地は灰色を呈す。8.9は青白磁である。8は梅瓶の胴音15片である。荊u調

は水青色を呈し、光沢・透明度共に優れる。素地は灰白色を呈す。9は碗の胴部片である。内面は型捺

しで草花文がなされ、外而は箆描きで文様が施される。利l調は水青色を呈し、光沢・透明度共に優れる。

素地は灰l床白色を呈す。

図14-10は瀬戸である。灰紬の卸し皿の口縁部片である。胎土は灰色を呈す。

図14-11・12は山茶碗黛系控鉢である。11は口縁部片、 12は底部片である。12の内底面は磨滅する。

胎土は灰色を呈し、硬質で、微石粒を含む。12は比較的精級である。
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図14 -13~ 15は常滑の聾である 。 13 ・ 1 4は口縁部片。 いずれも縁帯の幅が広く、器壁に接 している 。

15は斐の底部を捜鉢に転用しているため内面が磨滅している。胎土はいずれも黒灰色を呈し、 白色微石

粒を多く含み、粗い。

図14-16は魚住の担鉢である。口径は復元で、 29.4cmを測る。縁帯部に紬がかかる。胎土は暗灰色

を呈し、微砂をとても多く含み、粗い。

図14-17・18は輔の羽口である。溶融物が大量に付着している。

図14 -19~21は石製品である 。 19は砥石。 仕上げ砥である 。 20は碁石であろう 。 21 は火打石である 。

第4節 4面検出の遺構と造物

4面(図15)

4面は3而下約20cm、海抜5.5~5.6mにて確認された。 当面は若干の炭化物及び土丹粒を含んだH音黒褐

色粘質土によ って構成されるが、 生活面としてはやや弱く、 第3面構築時にその上面の削平を受けてい

ると想定される。そのため調査区全体に広がる柱穴群(約30口)を検出 したものの、その深さは10cm前

後と概ね浅い。なお、柱穴のうち5口からは礎板も検出されているが、調査範囲狭小のため建築物を想

定できる柱穴の並びは確認し得なかった。

4面出土遺物(図16)

図 16 -1 ~10はかわらけである 。 l は手づくねの小1Ulである 。 復元で、口径は7.8cm、器高 は1.7cm を

測る 。 胎土は樟色を呈 し、微砂を多く含み粉質である 。 2~ 10は糸切り の小皿である 。 復元で、口径は

8.0cm前後、底径は2~8が6.2cm~6.6cm、 9.10が各々、 5.5cm . 4.8cm、器高が1.4cm~1.7cmを測る。2

~8は器高が低く、底径が広し、。 胎土は6 ・ 8が糧色、他は肌色を呈 し、微砂を含み粉質である 。 8は灯明

皿である。

図16-11は常滑の担鉢である。胎土は濃灰色を呈し、 白色微石粒を多く含む。

セー3

o 1m 

図15 4面遺構配置図
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図16-12は早島式土器である。胎土は白褐色を呈し、微石粒を含むが、精級である。胎芯が黒く残る。

図16-l3は鉄製の釘ーである。

図16-14は銭。景祐元貿である。

図16-15・16は石製品である。15は滑石鍋の胴部片である。16は火打石である。

図16-17は漆器の碗である。迫;存状態が悪く、漆のみの検出である。黒地に朱で蔦の文様が両面に施

される。天地は不明である。

第 5節 5面検出の遺構と造物

5面(図17)

4而下20~30cm、海抜5.3m前後にて確認されたH音黒褐色粘質土による生活面である 。 14世紀前半~13

世紀末頃までの遺物が含まれる。検出された遺構は土城3基， Pit 4口のみである。そのほかに調査区北

壁際において30cmx 20cm x厚さ16cmを測る安山岩1石が検出され、礎石と考えられる。

なお、先述したように5面下20~30cm(海抜5.0~5.l m) に第6而と考えられる地業面を一部確認したが、

すでに掘削深度に達したためその平面的調査を行なっていない。

土靖3(図17)

土域3は調査区南東隅において検出され、その大半を調査区外に位置させる。そのため平面形は碓認

し得ないが、検出された規模は東西130cm、南北60cmを測る。調査区東壁の土層の観察により第4面か

らの掘り込みであることが確認され、その深さは50cm(海抜5.lm)をiJUJる。

土墳4(図17)

土城4は調査区中央北壁際において検出され、その北半部を調査区外に位置させる。そのため平面形

は確認し得ない。深さは確認面(海抜5.28m)より28cmを測る。

土墳5(図17)

土城5は第3面検出の土城2によりその西部を失う。そのため平面形は確認し得ないが、直径70cmほど
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土靖5出土遺物(図18)

図18-1はかわらけ転用円板である。直径は3.8cm、厚さは0.9cmを測る。

5面出土遺物(図19)

図 19 -1 ~5は糸切りかわらけである 。 I は大1lII.である 。 復元で、口径は 1 1.8cm、底径は7.8cm、器高

は3.5cm を測る 。 2~5は小皿で、ある 。 いずれも胎土は淡樺色を呈 し、微砂を多く含み粉質である 。

図19-6は青白磁の水注も しくは壷の耳である。天地は不明。糊調は水青色を呈し、光沢 ・透明度共

に優れる。素地は灰味白色を呈し、徹密である。

図19-7は軽石である。

中世層出土の古代遺物(図20)

図20-1は土師の斐である。口縁部の小破片である。胎土は樺色を呈し、微砂をとても多く含み粗い。

焼成は良好である。
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第4章 まとめ

第3章で報告した成果について若干の考察を加えたい。今回の調査は調査区が住宅の地下室建設予定

部分(約20m)に限られたため、遺構群の平面的な広がりを掴むことはできなかった。しかし、本調査

地からは6期(1-6面)に亘る生活面が重層しており、 部分 トレンチによ って確認した 6而を除く l

-5面からは建築造構を始め井戸、土城、 石組み遺構等の多岐に及ぶ遺構が検出され、活発かつ長期的

な人間の営みがあったことを確認した。

遺跡の年代観

出土かわらけから見た各面の年代観は、 l面が15世紀代、 2面が14世紀末-15世紀前半代、 3面が14

世紀中葉~後半代、 4・5面が13世紀末-14世紀前半代に置けよう。また4面からは手づくねの小1[11や

器高が低く底径の比率が大きいタイプも出土しており、 13世紀末葉より更に時代の上がる可能性を示し

ている。さらに古代造物の混入も見られ、周辺地域に古代遺跡の存在する可能性が十分に窺える。

遺跡の隆盛期

次に各面における遺構管度の変化をたとeってみよう。今回、各面を比較して圧倒的に検出遺構の数に

勝っていたのは、 4面で30口ほどの柱穴が見つかっており、数次における建物の立て替えがあったこと

を物語っている。一方4面に続く 3面からは、調査区の北東角から鎌倉石切石による基壇様の石列が、

直角に曲がった形で検出され調査区外へ広がりを見せており、 堂宇的な建築造構の存在が推察される。

今回の調査成果からは4商・ 3面期が本遺跡において最も隆盛した時期と判断できょう。

遺跡の性格

先にも述べたが今回の調査区は、極く狭小で遺跡の種類 ・性格を確実に掴むことはなし得なかったが、

検出遺構の様相から 3而期においては町屋的な要素は希薄で、むしろ寺院跡的な色合いが濃いように思

われる。鎌倉が衰亡する15世紀段階においても、 1・2面に見られる生活遺構の検出があることなども、

谷戸内に存在した寺院(第 l章参照)が姿を消して行く時期とちょうどオーバーラ ップしている。

車土ヨ
ロ岡田

以上の理由で遺構群の展開あるいは性格等について、確実かつ多くを知ることはできなかった。しか

し今回の調査で調査地には、少なくとも 6時期以上の中世生活面が良好な状態で遺存していることが掴

めた。またこうした遺存状況は、調査地のみならず周辺地域に碓実に広がりを見せていると考えられ、

弁ヶ谷内における今後の発掘調査に際してはこの成果を念頭に入れて、充分な注意をはらわなければな

らないであろう。また、 良好な造存状態を示す遺跡の発見が期待されよう。
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吐
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写真図版



"'A.遺跡地調査前(南より)

"'8.1面全景(北より)

ウ
t
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図版 1



図版2

.....B.井戸 1(北より)
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.A.井戸 ，(北より)

.8.基壇状遺構(東より)
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図版3
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図版5

....A.石組み遺構(東より)

企 B.4面全景(南より)
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図版6

企 A.P i t 7・Pi t 5 (西より)

企 B.5面全景(南より)
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はせこうじしゅうへんいせき

長谷小路周辺遺跡、(No.236)

由比が浜三丁目254番15外 2筆地点



伊。 仁3

1.本報は鎌倉市由比ヶ浜三丁目254番15外 2筆地点に所在する、個人専用住宅の新築に先だ、ち行われ

た、 長谷小路周辺逃跡(県追跡台l帳No.236)の発捌調査の報告書である。

2.発掘調査は平成11年7月1日から同年8月31日にかけて、鎌倉市教育委員会文化財謀が実施した。

3.本報使用の遺構図及び造物実測図は調査員が分担し、原稿執筆は、第 l卒、第2卒、第 3章を福田

誠、第4章をや11山晶子、第 5主主を福田が担当し、編集は福田が行った。

4.本報に使用した遺構全景写真は、木村美代治がポール式リモコン撮影装置を用いて行ったものであ

る。個別遺構写真・ 出土地物写真は、福田 ・菊川がtiti訟を行った。

5.発掘調査の体制は以下の通りである。

主任調査員 福田誠(鎌倉市教育委員会l嘱託) 原蹟芯

調査員菊川泉や11山品子木村美代治

調査補助員 本城裕須佐仁手[1 早坂伸市 中村ー一夫

作 業員 (社)鎌倉市シルバ一人材センター

6.発掘調査資料(記録図面・写真 ・出土造物)は、鎌倉市教育委員会が一括保管している。
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第 1章遺跡の位置と歴史的環境

第l節遺跡の位置

調査地点の鎌倉市由比ヶ浜三丁目254番目外2筆は、笹目郵便局の一軒おいた西側に位置する。若宮

大路下馬交差点より 長谷寺に向かい西に延びる由比ヶ浜通りと、由比ヶi兵通りから岐れ稲瀬川を経て稲

村ヶl崎に向かうの二つの道路に挟まれ面している。

第2節歴史的環境

調査地点の北側に面する由比ヶ浜通り(国道134号線)は「長谷小路」の道筋に当たると考えられる

が、この長谷小路の名は長谷寺 (註 1)が創建されて以降の名で、大'"T大路の一部とも考えられる。ま

た、調査地点の南側を東西に、 長谷小路から稲村ヶl崎に向かつて延びる路は、稲村ーケ111荷路と考えられる。

I吾妻鏡jによると建長四年四月、 宗尊親王が京都から下って鎌倉に入ったときに、極楽寺坂は通ら

ず、稲村・ヶ崎を廻り由比ヶ浜の鳥居の西を経て下の下馬橋に至ることが記されている。この稲村ヶ111奇か

らの道筋は、海づたいに稲村ケ 111奇を廻り、稲瀬川から内陸に入り六地蔵 ・若宮大路ーの鳥居を経て北に、

そこから下の下馬橋に至ったと考えられる。(註2) 

稲瀬川から内陸に入って六地蔵に向かう途中、 長谷小路との合流地点付近に調査地点が位置するもの

と考えられる。

調査地点の一帯は、 ーの鳥居付から東西に延びる砂丘の頂部にあたり、西側は長谷、南側は海岸に向

かいなだらかに下っている。北側には砂丘に沿って東西に長く後背湿地(ラグーン)が広がっていたと考

えられ、しばしば古代の土器片など遺物が採取されている。

調査地点一帯の'"T名 「笹目」は、佐助ヶ谷と 長谷の問、笹目ヶ谷に由来すると考えられる比較的古い

地名で、 『吾妻鏡jによれば‘鎌倉幕府第四代執椛の北条経時はここ笹目 ヶ谷に葬られたという。

，il: 1 長谷寺は天王It:八年(736)の行IJ}llと百-うが、太平IJ長谷守の縁起にならったものと忠われる。

詳しい創建年代はイミIYJであるが、党鐙に文ノ'I<Jじ11:(1264)ヒ)J十五日の銘が見られることから鎌倉H寺代ぶには成

立していたと考えられる。

~ I: 2 この稲村-ヶ崎から稲瀬川・六地蔵 ・ーの，出府 -冗八幡宵 ・辻の薬師を経て名越に宝道筋は、 中:大路かとも旧*海

道の道筋に近いともいわれ大11fT大路よりも古いと4号えられる。

第2章調査の経過

長谷小路周辺遺跡内の、神奈川県鎌倉市由比ヶ浜三丁目254番15外2筆の個人専用住宅新築工事に伴

う建築申請を受け、鎌倉市教育委員会文化財課は先行して行った試掘調査により、新築工事に先立ち埋

蔵文化財の発掘調査の必要性を認めた。施主の了解を戴き、住宅の基礎が入る剖i分に鎌倉市教育委員会

が国庫補助事業埋蔵文化財発掘調査を行う運びとなった。発掘調査は、平成11年 7月 1日より同年8月

31日までの日程で行われ、調査対象而積は85ばである。

調査にあたって、調査地の北方を東西に走る由比ヶ浜通りを意識して測量用の方眼を設定した。道!協

に設置しである1'114級基準点のうちD282(X=・76，550.369. Y =・26，182.200) とD281 (X =-76，503.575・

Y=・26，126.563) を用いて調査原点 (X=・76，462.274. Y =-26，068.689)を設置した。また、調査には、 交

ハUA守



図 1 調査地位置図

図 2

1.調査地点

2.長谷小剛司辺遺跡(尺ビル)

3.長谷小路周辺遺跡 (由比ヶ浜三丁目258番l地点)

4.長谷小路周辺遺跡 (由比ヶ浜三丁目258番8地点)
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差点!協に設置しである d13級基準点 (Nu53123)の海抜高 (10.745m)を移動し、調査地の脇に設けた

仮水準点 (11.390m)を用いた。調査地に設定した方眼の南北llill!線は真北より N-11 0 10' 32" -wであ
る。調査地点の経緯は点経139

0

32' 47"、北が'，t35
0

18' 37"である。

ーーー・-ー『ーーーー一ーー-ーー『ー『ー』ーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーー角--ー町ー』ーーー-ーーー

J炉辺

IilJt ヶ ~通り < ! I{ìtl I 3'P;-似)

一 Jj.'lli一一一

A !社

B !メー

o 11 

x--76.462.27'1 /1 
y-ー26.068.689'1. 

図3 国土座標と グリッド設定図

第3章 検出した遺構

本迂t跡では調査をA区 .B区に分けて調査を行ったが、

遺桃の残存状態の極端な違いから、A区については計 2而

の辿桃而を検出した。B区は第 1而・第 2面の区別が付き

にくく第 1・2面とまとめたが、 B区の第3蘭・地山面と

区の第 3而がそれぞれ相当する。

第 1節 A区の遺構

第 11而

1~~乱が激しく面及び逃tfl'~ の確認が出来ず、 2 而に掘り下

げる注rl'に方竪 1・2として雌認されたものである。迂1:梢の

iti;存状況は極端に悪く、 写真 ・凶耐等の記録は断念したも

のである。磁土中の遺物を取り上げたものを図示しである。

第 2而

道路迫椛

l而で僅かに頭を除かせていたこ1:丹面で‘ある。現在の由

比ヶ浜辿りに並行し東西方向に延びると考えられる。」二n
突き岡めた而と砂|厨が交互に少なくとも 3固有iみ重なってい

る状況が確認された。

由比ヶ浜通りと並行することから、かつての長谷小路と

推測される。

方形竪穴建築担1:

道路造椛の南、ほぽ悲劇hを同じくする万形竪穴建築.IJI:

(以下方竪) を2棟検出した。方竪3を方竪4が切る形とな

り、 更に方竪4を土繍4が切り込んでいる。方竪 3は僅か

に西壁の一部と北壁が残るのみであった。規模は不明であ

る。方竪4は南北 4m、東西不明である。南壁には鎌倉石

製の石材が僅かに遺存していた。

土峨

土峨4は方竪4を切り込んで‘いる。南北2.5m、東凶不明

の-t域である。土臓 5は南北約 4mの不定形の土城である。

第3両

方形竪穴建築:1:11

方竪を2棟検出した。方竪5の掘方は南北5.7mで、底I師
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に鎌倉石製の切石を巡らしている。切石から推測する方竪5の規模は南北4mである。東西|隔は調査区

外に延びるため不明である。方竪6は南北約 7mの掘方を持つ大型の方竪である。

2而の土域5はこの方竪6の埋没|時の窪みとも考えられる。

叫城

ー城 6は道路遺構而の下で確認した。規模は南北約1.2m、東西約1.3mの播鉢状の土城である。

井戸

井戸は方竪 6の掘削中に確認し方竪 6を切り込んでいた遺構である。掘方の径約1.3mである。壁際

のため崩落の危険があるため、完掘していない。

第2節 B区の遺構

第 10 2面

A区同様に撹乱が激しかったが、 1 0 2面という形で調査を行った。

土蹟

土;蛾lは東西約1.5mの描鉢状の土城である。土横 2は僅かに L字状のコーナ部のみである。方竪の

残りとも推測される。土横3は調査地の南壁際に位置する東西 2m程の方形の土城で、ある。小型の方竪

の可能性もある。方竪4も同じく南北208m程の方形の土城になるものと推測される。壁際のため規模

は不明。土横 5は土旗 lの右隣に位置する径80cm程の嬬鉢状の土城で、ある。

第3面 ・地山面

A区と異なり B区では竪く締ま った黄灰色砂の地山面を確認した。地山商の確認されてない場所を 3

蘭としたが、ほほ同一面である。

土域

土城 7は井戸を切り込んでいる径2mほどの播鉢状の土域である。土域8は南壁際で確認した方形の

土城である。更に南と西に延びることから、方竪と推測されるが規模不明である。土城9も南壁際で検

出された東西205m程の落ち込みである。調査区外に延びるため規模等は不明である。土横10は土域 7

の南に位置する径 1m程の土域だが、 土城 7に大半を削り取られ委細不明である。土城11は井戸の西、

西壁との問で雌認した土墳である。南北2m程で、あるが形等は不明である。土城12は北壁際で検出した

土城である。東西約 1m程の規模で・ある。

井戸

東西 5m以上、南北405m、深さ約202m以上の大きな掘方を持つ井戸である。底面附近で一辺約 1m 

の井戸枠木組みと漆l喰の痕跡を確認した。追存状態が悪く、湧水と砂地のため完掘は断念した。

B区井戸 (図210 22)では造物の出土状況から見て、 青磁 ・白磁片が多く出土している。とくに青磁で

は蓮弁文碗・ 白磁では口冗Jll1が数を占めている。地山面の遺構(図22)において、造物に関して特に上

府との変化は感じられない。

以上、本迫跡は道路と平行する方形竪穴建築士11:.と井戸、土墳といった組合わせになると考えられる。
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図9 B区3面・地山面全測図
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第4章 出土した遺物(図10--22、図版6--18) 

本遺跡は、 A区 .B区に分けて調査が行われたが、ともに 1面包含層、 l 面逃構に伴う造物には、器

壁が薄く丸底のかわらけ、 縁;市のl陥のやや狭い常滑のき症などが含まれ、 14世紀前半代の年代が与えられ

る造物が多く見られる。A区 llni方竪 1・2は造存状態が悪く、遺構図中に示すことが出来なかったが、

造物は埋め土中のものであり直接遺構に伴うものではないと考える。A.B区の 2・3面遺構出土の造

物 (図14-20)は口径が 7-8cm、11-12cmの器挫の均一な大形と中形のかわらけが見られる。また、

白磁口冗I皿片の点数も多く 、早島式土器を含むなど、 13世紀末-14世紀初め頃の傾向が見られる状況で

あった。

B区井戸(図21・22)からは、造物の出土状況から見て、 青磁.EI磁片が目立つ。特に青磁では蓮弁

文碗 ・白磁では口冗皿lが数を占めている。地山商の逃椛 (図22)で、造物に関して特に上層との変化は

感じられない。

以上、造物から見て本遺跡の年代l隔としては、 13世紀後半から14世紀前半代が当たるものと考える。

第 5章 まとめ

、"追跡、 長谷小路周辺追跡(由比ヶ浜三丁目254番15地点外筆) は、 今回の調査で東から西の向かう

砂丘状に営まれていたことが明らかになった。道路遺構 ・方形竪穴建築祉・井戸等が発見された。

道路遺構

A区北辺で東西方向に延びる道路遺構が検出碓認された。現在の由比ヶ浜通り(国道134号線)の六

地蔵より西を 『鎌倉市史jで、は長谷小路と想定し、長谷小路南側を長谷小路周辺遺跡と している。

今回、検出確認された道路追椛はまさに長谷小路の南辺に当たるものと考えられる。道路の構造は、

土丹と砂を交互に積み重ねたもので、幾度も補修を重ねた様子が伺える。

調査地の南側を西南に、 長谷小路から稲村ヶ崎に向かつて延びる路は、稲村ヶ崎路と考えられる。稲

村ーヶ崎を通り、稲瀬川河口から内陸に入って六地蔵に向かう道路と推定され、 長谷小路周辺遺跡 (由比

ヶ浜三丁目258番l地点 ・由比ヶ浜三丁目194番40地点)の調査でこの稲村ーヶ崎路と考えられる道路造椛

が検出されている。当遺跡では、掘削深度の関係で南側道路際は調査されていないため確認はきれなか

った。しかし、 長谷小路と、稲村 ケ111奇路との合流地点付近に調査地点が位置するものと考える。

その他の遺構

長谷小路に沿って建ち並ぶ方形竪穴建築祉群とその裏手にある井戸 ・土擁といった構図が考えられ

る。造物を概観するならば、地山面のかわらけは手控ね成形のかわらけがほとんど見られない。糸切り

成形のかわらけも、いわゆる薄手丸探になりき っていないと考えられることから、 13世紀後半から14世

紀前半の年代が与えられよう。
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4 泌i)i仏 II~:)fJ..( 11符 2.6c，ηj点作 4.5cm ~i):，'，'5 8.1cl11 )1台_L}火 j，~.色 虫色粒稿h柴員総色

図10 A区 1面包含層 ( )内は桜jじ数fII(

冊ニり 日持純・種別 1 1 f予 )J..'U予 日'~ ，I，'S Joc )f~ 

5 か1コらけ (] 2.0) (7.5) 3.6 ロクロ

6 かわらけ (12.4) (7.0) 3.0 ロクロ

7 かわらけ (J 0.8) (6.6) 2.7 ロクロ

8 かわらけ (8.8) (6.5) (1.6) ロクロ

9 かオコらけ (7.7) (6.0) 1.6 ロクロ

10 かわらけ (8.2) (6.0) ( 1.9) ロクロ

11 かわらけ (7.2) 4.4 2.5 ロクロ

]2 かわらけ (7.4) 4.4 2.0 ロクロ

]3 かわらけ (7.8) (5.1 ) 2.4 ロクロ

14 'j~.rl'j- ~ 胎上 !火色 長イlt立少註色調 H百亦褐色

15 '1;~'rl.t れ!鉢 l治 L H行事1:.¥色 長イJ粒色訓 鮎1火色

16 7H・H-j- 払!鉢 }]fi 1". /沙粒 j乏イl粒イilli.:松小イi 色訓 1m立総j色

17 7ittiti- 担鉢 )約 t 砂粒長イi粒イ-j!Ji:.粒小石色調 ，lJ;住j色

18 N1i) ， イヒ)i民 }jfi 1:灰色色調外体1(liは!火;j!11!が施され、IYJ紙!火色を引する

19 瀬戸 在111111 色調灰(1色

20 常滑担鉢 }Jfiトー 砂粒 i乏..j'it立イi!k粒小石 色;制 にぶい黄特色

21 'J;I・i'I'l'f'.l鉢 }jfi 1ー制!火色調11かい長イi粒色調以色

22 f(l {I: 鉢 }lf:i L 砂肢を大~ I tに合む 色訓j灰色

23 '1;日? 担鉢 }lfi 1ニ 灰色 妙、粒長イI粒イibL粒ノj、ィi 色調灰赤色

2'1 瀬戸折紙JIIl )f(符 (7.8cm) )的 1:)火色柄h柴 IYJオリ ーブ以色

25 f(l {I: 鉢 !な符 (9.2cm) )]fi 1'. {沙粒;をλilfに~む 長イi，f.lLィi!k粒 小イi色調 j米色

26 山AE腕窯系列鉢 胎 1:灰色 砂粒小イ=1色調灰私j色

27 i頼)i 在IIIIll }j台|て !火色柄11柴 内的i以痢11外1MIYJ総l火色

28 III~~~純潔系払!鉢 尚子?径 13.0cm }jfi I ~ 砂粒 i毛イI粒イi!k粒小川 色訓iJ }火色

29 joji(t) i 費非 J~主任 (l6.0cm) j的 1:i主lu'f音色治h柴 !ぷ漁hのハケ稔り

30 (u¥ ，6 i毛さ (7.5cl11) IPlii 2.9cm Iμさ8.0cl11

31 作1り常rilt )め L: J.火(1色 iミィ1、砂粒を多く合む羽u時; 断1Mの倒防はそれほど偵くない
32 L 鋭 長さ 3.4cm IPl，i 1.8cm )約七 微砂';SI主色調 i主&t~色

ト

33 -，'I'(t益1)"[腰JIIl ぷ地 !火(1色 打'jj;込椴常 利栄~ I火オリーブ色不透明

34 18f餓 椀 :4地 灰色 中llj良級?好 不il十北三 明紙j火色透明

35 '1'1'/滋B;i弁文椀 ぷ地 !火(1色村良級街 泊h糸: オリーブJ火色透明

36 -，'1"(-1/制I，j)阪 刈台径 (9.1 cm) .4J血灰(1"0. l桜紙布h~終 IYJ緋色透明
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37 低 石 長さ (7.0cm) |阪3.6cm )干さ (l.8cm) 

38 イ氏 ィ7 長さ 6.0cm l隔3.4cm 厚さ l1.0cl11

39 ~ J 長さ 5.6cl11 l隔0.7cm J♀.さ0.6cm

40 主l 長さ 5.7cm l隔0.7cm 卑.さ 0.7cm

41 ~r i長さ6.4cm l附0.8cm 厚さ 0.7cm

42 主l 長さ 6.9cm l隔0.6cm 厚さ O.4cm

図11 A区1面包含層下層

砕 け 2品種 ・科目リ 11 符 Jr.主任 器I.4 J&: ~~ 

かオつらけ (13.6) (8.8) 3.4 ロクロ

2 かわらけ (13.5) (8.2) 3.2 ロクロ

3 かわらけ (12.0) (7.5) 3.4 ロクロ

4 かオコらけ (I1.8) (7.2) 3.6 ロクロ

5 かオつらけ (11.9 ) (7.0) 2.9 ロクロ

6 かわらけ (7.6) (4.7) 1.9 ロクロ

7 かわらけ (8.1 ) (5.7) 1.8 ロクロ

8 か1つらけ (7.9) (5.8) 1.4 ロクロ

9 かわらけ (7.6) (5.6) 1.7 ロクロ

10 かわらけ (7.8) (5.3) 1.6 ロクロ

11 かオつらけ (8.5) (6.4) 2.0 ロクロ

12 かわらけ (7.1 ) (4.3) 1.9 ロクロ

13 かオつらけ (8.2) (5.8) 2.2 ロクロ

14 かわらけ (7.3) (3.9) 2.5 ロクロ

15 'i ;~'rl'f 誕 )Jfi土 砂粒 イl英粒長イ7主主: 色調 にぶい赤字iJ色

16 常十i守鑑 )]fi土 長イi粒 色調 i炎赤灰色~以色 (芯音1))

17 '.: ;~・ fi'l. ~~ )]fi二1-.砂粒 l{イi粒 イ-jIAllI:色調灰A、色

18 瀬Ji鉢 )]fi土 抗4音色村良級官治|卜民緑灰色

19 'j ; ~' rl 'J・ 誕 成径 (21.0cm) 胎 |二 灰色砂粒長石粒石英粒少Til- 色調赤褐色

20 常rn.鉢 )Jfi上長イ7粒 色調 AE灰色-J.火色

21 常十iot1'i\ ~本 )JfiニL i毛石粒 色，U~J 褐以色

22 常的 鉢 )J台上 長イ対立 色調 iJ;出火色

23 '.:g"rl'l" }本 )]fi 1て 長イI粒 色調 i民!火色

24 117代 I : ~:~ )J台土微砂 ~母功、色粒 色捌 にぶい}I~控色

25 I"I'rイl製品 観光Jr~ 5.7cm 鍋の転用かは不IYJ

26 iiiJ 1在UllIl J式任 (8.0cl11) 色調 暗色

27 主主 必付iill1f1 ~ヒラ|く 主)Jj)i年 1056イr

28 山茶碗窯系担鉢 11径 (21.0c，η) JJ台1". ~W灰色 長~rj微粒を少量合む

29 111 茶碗窯系担鉢 j氏径 LO.8cl11 )]fi上 灰色 砂粒:イ7粒

30 1'{ 依 ，4地 j火色 I警級 漁Ii ~た オリーブ灰色透明

31 "，'i" 1滋;ili弁文腕 素地 灰色 l警級治h~集 明オリーブ灰色透明

32 ，'i. (11滋仰胤 ぷ地 )火白色 l棋級布h柴 明緑灰色透明
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33 白磁口JCJlIl 素地灰白色堅級利l楽明オリーブ灰色透明

34 仁l磁碗 A地以内色堅級治11薬淡灰色透明

35 7!?磁鉢 業地 J火色 堅級漁11菜、 明オリーブ灰色透明

36 l'f磁折縁鉢 素地!火白色堅綴利I ~築灰白色透明

37 l'f磁鉢 京地!火白色堅級車111楽総灰色透明

38 青磁折!Jti碗 胎上灰白色精良綴?智治11柴 j天オリープ色透明

39 魚住鉢 口径 (27.6cm) 胎土暗灰色 小石少量

40 l'f l滋 1!!~文碗 l防士灰白色精良級密漁II ~終結灰色不透明

4] l'f磁腕 百万台径 2.2cm 素地灰白色村良級官治11楽緑灰色不透明

42 魚住担鉢 口径 29.1cm 胎土砂粒石粒少量色調灰褐色

43 1'(隊蓮弁文碗 ぷ地!火(1色 l湛級痢11薬 オリーブ灰色透明

図12 A区1面 1・2面共通部

番号 器調1 種別 口径 底径 J白*fτ1・.了<l 1或 7診

かわらけ ] 1.3 6.1 2.9 ロクロ

2 かオコらけ ]1.2 6.5 3.1 ロクロ

3 かわらけ 12.7 7.8 3.5 ロクロ

4 かわらけ 11.0 7.5 3.4 ロクロ

5 かわらけ 12.6 7.7 3.4 ロクロ

6 かわらけ 12.4 8.2 3.5 ロクロ

7 かわらけ 7.9 4.7 1.9 ロクロ

8 かわらけ 7.8 5.0 1.9 ロクロ

9 かわらけ 7.4 4.0 1.9 ロクロ

10 かわらけ 7.7 5.3 1.7 ロクロ

11 かわらけ 7.6 5.7 1.7 ロクロ

12 かわらけ 8.0 5.4 2.2 ロクロ

13 鍔 fe 4.4 1.3 2.0 胎上灰白色 白かわらけ質で、やや微粉質 色調 i長賞糧色鍔を貼り付ける

14 早烏式土器 rJi台径 4.3cm J治土灰白色微砂質

15 瀬戸四耳、託 j抗t.1パ rl色 白色黒色微砂粒漁11薬 ì!~緑灰色の灰稿11 外而肩市ISに六条沈線

16 山f{;碗言葉系i:'E鉢 22.5 11.6 10.0 )抗上灰白色 白かわらけ質で、やや微粉質

17 'lj~. 計千 11[1鉢 胎土 長石粒石英粒色調 J}(赤色

18 'ì-;&'tl~l" 1早鉢 )治二t. i長イ1粒 砂粒色;UM ll;G色

19 手熔り J]t上虫色微砂赤色粒 rl色粒色調 4長国灰黒色 芯部明亦灰色

20 室長 照寧元首北米 1068勾i

21 i14石滑イヨ
長さ 13.0cm I隔6.8cm 厚さ 3.6cm 円孔径 6mm 上下|師及び、左=.mlJl師は荒い刃物郵送を残
す 右側而及び下端而に摺条痕が縦、被方向に走る

22 滑石 iiA石
長さ ]1.2cm 幅 8.0cm 厚さ 2.0cm t方に径6mm程の円孔、側端而及び而聞は細かな摺
娠を伐すが級官な調礁で加工する

23 低 イゴー 伐イ'r長 5.8cm l隔3.lcm J早さ l.1cm rl '砥色司~J J.パ褐色

24 1')'白磁キlii瓶 :k~地 白色級?員:堅徹治Ii染: 水背色 i事ぃ施荊h牡丹!占草文

25 
青磁

京地 以rl色 黒色微砂少量 l曙級車111柴 別総灰色半透明
iili弁文椀
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26 ì~磁脅!fi文腕 荷台径 8.6cm 素地 灰色 黒色微砂粒やや多い希"薬 H音オリ ーブ色透明

27 ri磁円冗1111 jえ筏 6.0cm 素地 白色級官 l宰級稿"薬乳白色不透明 薄い施治IJ

28 向磁rlJ日Il 口径 9.1cm 素地 白色 紋密堅級 利l楽 1~Í" 1床 l土l色半透明 iWい施漁"

29 青磁11!~文折l岐llll 高台径3.9cm素地 灰色黒色微砂粒少量竪紋漁"薬緑灰色透明厚い施漁"

30 |士IT~nJじJll1 )氏径 5.1cm 素地 乳白色 村j良、 堅鍛治，， ~築灰白色半透明 薄い施希li

31 (11滋口冗1111 口径10.1cm底径5.5cm器日3.lcmA地 灰白色 31色微砂多く緑灰白色不透明
32 白磁口冗JlIl 口径 9.7cm 素地 灰白色級密漁"薬灰白色透明薄い透明

図13 A区1面・ 2面・ 遺構出土遺物

番号 Gf秘種別 口径 底径 官是正5 Joc ?彰

かわらけ (13.0) (8.5) (3.2) ロク ロ

2 かわらけ 12.2 7.3 3.4 ロク ロ

3 かわらけ 6.2 3.8 2.0 ロク ロ

4 かわらけ 7.2 4.7 1.8 ロク ロ

5 かわらけ (7.8) (6.1) (1.5) ロク ロ

6 かわらけ 7.4 4.8 1.7 ロクロ

7 ペ』ヰ"・νfl-LI 刻~ 縁者;:幅 1.6cm胎土灰色長石、石英、砂粒少々 色調茶褐色

8 山茶碗議系担鉢 !め上灰色 長石、黒色粒多し色調灰色

図13 A区1面方竪 1 (遺構 1) 

骨号 古品種 ・積 別 口径 Ji'f.径 官品目 成 ~f~ 

9 かわらけ (7.8) (6.0) (1.3) ロクロ

10 かわらけ (7.7) (4.2) 1.8 ロクロ

11 かわらけ (8.2) (6.5) (1.6) ロクロ

]2 銭 成i字冗J!: 市朱 初鋭 1265五f

13 白磁日正1111 素地 乳rl色治"楽灰白色不透明薄い施漁"

14 (11磁UJCIJIl ぷ地 !灰白色漁"薬灰白色透明

15 青磁)選弁文碗 素地 灰色堅級漁I1薬 l列緑灰色透明

16 手新り )治土 H別え色 外体而 にぶい赤褐色

17 常的片口鉢 11径 14.0cm }!ti土灰L11色 長石粒、砂粒 外体l偏 H日制色

18 瀬 戸 底径 (9.1cm) j治土灰~，~色精良、 級密灰承" 維などの器形が考えられる

19 硯 成長 5.3cm I~hi 5.7cm J享さ 1.5cm

図13 A区 1面土靖 2

番号 持率f(・種別 口径 )~'U歪 +*十高 Joc ~~ 

20 かオつらけ 12.3 7.7 3.5 ロクロ

21 かわらけ (12.5) (7.1) (3.1) ロクロ

22 かわらけ (12.8) (8.2) (3.2) ロクロ

23 かわらけ (7.7) (4.8) 1.4 ロクロ

24 ドl依口JCJIIl 11径 (9.1cm)素地 灰白色精良、級智治h楽灰白色透明

25 I'f磁碗 rJJ台径 6.1cm 素地 灰色精良、絵管飛"薬陥緑灰色透明

26 青磁腕 高台径 4.9cm 素地 以色精良、級密漁"楽 i炎別総灰色透明
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低石 |長 4.7cm 残存幅 3.lcm 厚さ 0.4-0.7cm 色調 にぶい黄櫨色

紙石 |残存長 4.9cm 残存l隔3.0cm 厚さ 0.9cm 色調 淡明赤灰色

図13 A区2面道路下

番号 器種 -在fi別 口径 底径 器 高 成 'J~ 

29 かオコらけ (8.2) (6.8) (1.8) 手控ね

30 白M1口JC1UL (8.0) (5.2) (1.8) 素地灰白色堅級稿li薬灰白色透明

31 かわらけ (6.2) (8.8) 3.5 ロクロ

32 かオつらけ ( 11.8) (11.0) 手控ね

33 白磁凹耳琵 素地灰白色堅級治h楽明緑灰色透明

34 かわらけ (12.0) (10.8) 手控ね

35 青磁i撞弁文腕 素地灰白色 堅級病"5集明緑灰色不透明
36 台付き聾 胎土美砂色調樺色 l湖音11片

図13 A区道路3面

番号 器種-種別 口径 |底径 |総高 | 成 7彰

37 銭 紹聖元賀北宋初鋭 1094年

38 主主 開元通費唐 初鋳 621 ~T二

39 銭 元*l:i通貨北宋 初鋳 1086年

図14A区2面まで

番号 器極 -租I別 口径 }ま 径 協同 成 7彰

かオコらけ (12.7) (8.0) 3.6 ロクロ

2 かわらけ (12.5) (9.7) 3.3 ロクロ

3 かわらけ (12.2) (7.5) 3.5 ロクロ

4 かわらけ (13.8) (9.4) 3.5 ロクロ

5 かわらけ 12.8 3.7 3.7 ロクロ

6 かオコらけ (12.4) (7.4) 3.7 ロクロ

7 かわらけ (8.2) (6.0) 1.5 ロクロ

8 かわらけ (7.4) (5.4) 1.6 ロクロ

9 かわ らけ (7.7) (5.6) 1.4 ロクロ

10 白磁口冗IUl 底径 5.3cm 素地灰白色 黒色微砂少量堅綴漁"薬灰白色不透明

11 かわらけ (8.7) (6.1 ) 2.1 ロクロ

12 かオコらけ (8.0) (6.2) 1.5 ロクロ

13 手始り 色調灰褐色鉢形

14 白磁口JtlUl 素地灰白色級密堅級病li楽灰白色透明体部下端から外底にかけて路)胎

15 ';t川IJ 控鉢 !治土微砂小石を少t1:含む色調灰褐色

]6 常滑担鉢 )約上微妙色調 にぶい赤褐~

A区道路3画

部種種別

山茶碗黛系tE!鉢

J輸の羽口

成 Jf~

1Ilf:i土長石粒石英粒砂粒を大量に含む色調明背灰色

亡l径 (2.8cm) 色調赤褐色

oo 
po 



図14 A区2面土塘 1

出極・種別

(1総11)じ{純

子T白磁菊花JlIl

}&: 

~i'í j込漁Ii薬礼1'1色

形

図14 A区2面 かわらけ溜り

帯号 日告極・種別 口径 }!.¥桂 日告白 }!l之 7巴

21 かわらけ 12.8 10.0 2.9 ロクロ

22 かわらけ 12.6 8.6 3.3 ロクロ

23 かわらけ 12.4 8.0 3.4 ロクロ

24 かわらけ (8.8) (7.1 ) (1.3) ロクロ

25 かわらけ (8.0) (6.7) (1.3) ロクロ

26 かわらけ (8.0) (6.4) (1.5) ロクロ

27 かわらけ (12.6) (8.0) (3.4) ロクロ

28 かわらけ (8.4 (6.5) (1川 ロクロ

図14 A区2面土塘 3

冊二号 23有1 種別 日経 j氏千平 ~ff 11. 成 ?杉

29 かわらけ 7.7 5.1 1.8 ロクロ

30 t同-，J.{お11とII仁1I'I 残存長 8.9cm l師0.7-0.9mm 加工途ι1-1と思われる

31 仁|磁L!Jじ腕 口径 11.5cm 業地!火白色柑良治11:聡乳(1色

図14A区2面土境5

f存号 ?，~椛・種別 口径 )!¥ 符 ?'ff Ili }&: Jf~ 

32 かわらけ 7.5 5.8 1.7 ロクロ

33 かわらけ 7.6 6.8 1.5 ロクロ

34 かわらけ 11.8 8.3 3.3 ロクロ

35 かわらけ ( 11.6) (7到 3.1 ロクロ

36 かわらけ ( 11.8) (8.0) 3.3 ロクロ

37 かわらけ (12.0) (7.8) 3.2 ロクロ

38 かわらけ ( 11.7) (7.1) 3.3 ロクロ

39 かわ らけ ( 12.8) (9.2) 2.9 ロクロ

40 かわ らけ (13.8) (10.4) 2.7 ロクロ

41 かオコらけ (13.5) (9.3) 3.6 ロクロ

図15 A区2面方竪4

f存3ナ 日号右fi.種別 11径 !氏符 器尚 )oc 形

かわらけ (7.4) (6.3) 1.9 ロクロ

2 1'f餓鉢 U径 (21.0cm) 素地 灰色竪級利l薬 オリーブ灰色透明

3 l'f磁挫弁文腕 素地灰白色 墜級 利l薬 l別緑灰色不透明 二次焼成を受け漁Ii薬は失透

4 白{滋 碗 高台任 (5.0cm) R~地 灰色竪級痢Ii~灰白色透明

5 1';:餓-!'}r)]安IUL 出J台径 (4.0cm) 京地 灰白色 堅級 制柴 j炎紙灰色透明
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図15 A区2面方竪4 土靖 4

番号 器租!種別 口径 底径 器 F.5 成 Jf~ 

6 かわらけ 12.6 7.6 3.7 ロクロ

7 かわらけ (13.5) (9.4) 3.4 .ロクロ

8 早島式土器 (11.0) )治土 微砂小石 色調 淡黄色

9 かわらけ (7.3) (5.9) 1.6 ロクロ

10 かわらけ (7.8) (5.8) 1.8 ロクロ

11 かわらけ (7.3) (5.8) 1.8 ロクロ

12 かわらけ (7.0) (4.7) 1.5 ロクロ

13 ':~.滑在I1ß1L (13.5) (8.8) 4.0 )治土微砂 石英粒色調 内外而灰希IJ

14 '':;~滑艶 !治土 微1沙:::{:i英粒長石粒 色調赤i陸色

15 青白総合子
口径 5.5cm底任 5.0cm総高 2.2cm最大径 7.0cm(交合古11) 素地乳白色精良紋街

稿IJ薬 明青灰色透明 側面IにIPa¥の狭い蓮弁文

16 白磁口JCJIIL (8.2) (5.5) 1.7 素地 灰白色 堅綴漁IJ薬灰白色透明

17 白1磁口7じJIIL 素地 灰白色 堅級 杭IJ薬灰白色透明

18 内磁 llIl (10.5) (7.0) 2.2 
素地 灰白色希h薬灰白色透明 口JtJIILに類似するが、仁l縁音11露l胎
ではない

19 山茶碗 (13.6) 5.3 5.3 高台径 (6.2cm) JJ台土粗く灰色微砂粒少虫 色調灰白色

20 青磁力l~文碗 素地 灰色堅級漁IJ薬 オリーブ色透明

21 青磁角!'i文碗 素地 灰色堅紋柄IJ薬 オリーブ灰色透明

22 白「滋仁IJじJIlL (10.9) (6.9) 2.9 素地 灰白色 堅級希h楽灰白色透明

23 滑石製温石 残長 3.6cm 1隔9.5cm 厚さ 2.5cm

24 硯 残存長 8.2cm 帽 1.4cm-0.5cm

25 A!同.坊m主lH口rl7六drt 残存長 8.7cm l陥1.4-0.3cm 厚さ 0.3cm

26 十J}石鍋 口径 (23.3cm) 

27 十l~l:::{:ヨ鍋 外而縦方向のへラ磨き

28 llJ 長さ 8.4cm 1隔0.9cm 厚さ 0.9cm

29 釘 長さ 8.2cm 1陥1.4cm 厚さ 0.7cm

図16 A区3面

番号 器gi-種 別 仁l径 底径 器高 }戎 7彩

かわらけ 12.0 7.5 3.3 ロクロ

2 かわらけ (11.2) (6.6) (3.1) ロクロ

3 青磁折腰lUL 高台径 (10.2) 素地 糧色堅紋柄IJ薬緑灰色不透明細かい貫入有り

4 かわらけ (12川 (9.1) 3.5 ロクロ

5 か1コらけ (7.8) (6.0) 1.3 ロクロ

6 青磁蓮弁文碗 素地 灰色堅級希IJ楽 オリーブ灰色 内外而に細かい1't入有り

7 'i-i~. 討it 担鉢 )治土長石粒石英粒 砂粒色調茶褐色

8 'i4trlま狸鉢 胎土長石絞 砂粒色調茶褐色内而|経灰

9 青磁蓮ぅ作文碗 素地 灰白色堅級希h~築 オリーブ灰色 薄い施希h

10 青磁蓮弁文腕 素地 灰色盤級痢11薬 オリーブ灰色 内外而に貫入有り
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図16 A区3面方竪 5

番号 13穂・純別 口径 Jま筏 器同 成 形

11 かオつらけ (1 l.6) 8.0 3.3 ロクロ

12 かわらけ (11.4) (7.7) (3.5) ロクロ

13 かわらけ (7.2) (5.0) (1.9) ロクロ

14 111 IIll (8.2) (6.1) (1.7) 外[(rj白紙付近にわずかに降灰付着

15 かわらけ (8.1 ) (5.7) 1.8 ロクロ

16 かわらけ (8.4) (6.3) 1.2 ロクロ

17 白磁口JCJUl 円径 (11.6cm) 灰l士|色桁良級密漁h楽 l列オリ ーブ灰色

18 青磁碗 素地 灰白色精良、紋草賢治h薬明緑灰色不透明

19 n磁折)J則11 素地 灰白色本15良糊楽 オリーブ黄色不透明 厚い施桶11
20 山茶碗黛系担鉢 )J台土 灰色 長石粒イヨ英粒 内而ìl~ ぃ降灰で、光沢を持つ

21 F{~.滑控鉢 )治土 陥灰色 長石粒を多く 含む外体面灰褐色~褐灰色

22 手焔り 色調灰褐色

23 I守{滋折!政IIIl 口径 (24.0cm) j胎上 灰白色精良、級官稿h薬 11音緑灰色不透明

24 鉄製品 断而は角の取れた四角形が基本と思われるが、錆で膨れているので不明瞭

図16 A区3面井戸

番号 器極・種別 口径 底径 J白~ ~~口rJ !戎 形

25 かわらけ (13.0) (8.0) (3.0) ロクロ

26 かわらけ (11.2) (6.6) (3.1 ) ロクロ

27 かわらけ (7.2) (4.1 ) (1.9) ロクロ

28 かわらけ (8目0) (6.2) ( 1.7) ロクロ

29 かわらけ (12.8) (8.2) 3.7 ロクロ

30 かわらけ ( 12.2) (8.0) (2.9) ロクロ

31 かわらけ (7.6) (5.4) (1.7) ロクロ

32 かわらけ (8.4) (6.6) 1.5 ロクロ

33 山茶碗紫系担鉢 胎土 砂粒 長石粒石英粒色調灰色

34 山茶碗窯系担鉢 胎土砂粒長石粒石英粒色調灰色

35 常riitjf民 胎土砂粒 長石粒石英粒色調灰色

36 背磁蓮弁文碗 素地 灰白色堅級稿h薬明緑灰色

37 '['f磁蓮弁文腕 素地 灰白色堅級荊h楽明緑灰色

38 主1 長さ9.5cm 帆 0.9cm 厚さ0.2cm

39 山茶碗主翼系担鉢 高台径 8.8cm 胎土 微砂 長石粒 石英粒色調 にぶい赤褐色

40 常滑鳶口壷 底径 9.2cm JJ台土 砂粒 長石粒石英粒色調鈍い控色

41 白磁口JCjJ[l ぷ地!火白色竪級痢li ~集灰白色不透明

A区3面方堅6

t品種 種別

かわらけ

かわらけ

成 1杉

ロクロ

ロクロ

噌

E
A

寸

t



3 かわらけ (12.0) (7.0) (4.0) ロクロ

4 かわらけ (7.8) (6.1) (1.8) ロクロ

5 かわらけ 8.0 6.2 1.7 ロクロ

6 かわらけ 7.8 5.4 1.5 ロクロ

7 かわらけ 7.6 5.3 2.0 ロクロ

8 かわらけ 7.8 5.3 2.0 ロクロ

9 かわらけ 7.2 4.6 1.8 ロクロ

10 かわらけ (9.0) (7.4) (1.4) 手控ね

11 77磁蓮弁文腕 ぷ・地 灰白色 堅絵柄h薬 明緑灰色半透明

12 白磁口冗JIIl 素地 灰白色 堅敏治h楽灰白色不透明

13 向磁口冗1111 底筏 (4.6cm) 素地 灰白色 堅級病h薬灰白色不透明

14 山茶碗黛系狸鉢 )的土灰補色 長石粒石英粒砂粒

15 山茶碗言葉系控鉢 胎土砂粒小石粒長石粒石英粒色調灰褐色

16 1'f総蓮弁文椀 11径 (11.9cm) 素地灰白色堅級利l薬 明緑灰色不透明

17 白磁口正lliL 11径 (1O.8cm) 素地灰白色 堅級承h薬灰白色不透明

18 瀬戸四耳蛮 日台径 (8.0cm) !始土 黄色及び灰白色 砂粒糊薬灰白色不透明

19 十17石製鍋 小片のため復元不可能 体部厚 7mmれ度

20 十iす石製鍋 口径17cm粧度

21 係り常滑 胎土薄程灰色 長石粒石英粒砂粒色調 H音赤褐色 常滑聾片転用

22 万 子 残長 15.9cm 帆1.3cm J早さ 0.5cm 刃長 13.4cm

23 滑石製鍋
U任 (21.4cm) 最大径 (46.6cm) 割れ口を削って隙聞を作り、接指剤を塗り充娯する
内面も同じ 接着剤は一見泥状 (麦漆か)

24 主主 県~1元資北宋初鋳年 1068"ド

25 骨製品鉾 成長 6.2cm 帆 0.9cm J早さ 0.2cm

26 鉄蓋 筏 (l1.0cm) 高さ 3.9cm

図17 A区3面土壇10

番号 器極・磁別 口径 J!i径 器高 成 1巴

27 かわらけ 12.2 6.9 3.5 ロクロ

28 かわらけ (12.0) (7.8) (3.1 ) ロクロ

29 かわらけ (11.4) (7.4) (2川 ロクロ

30 かわらけ 12.0 7.1 3.2 ロクロ

31 かわらけ (13.0) (8.2) (3.5) ロクロ

32 かわらけ (7.6) (5.6) (1.7) ロクロ

33 かわらけ (7.8) (6.3) 1.5 ロクロ

34 かわらけ (7.8) (5.8) 1.4 ロクロ

35 山茶碗言葉系控鉢 胎土長石粒石英粒砂粒色調灰l与色

36 'I~. ま!R! I~口日 伐長 (11.5cm) 幅 0.8cm 叩〔さ 0.6cl11

A区3面土靖12

器種・組別

かわらけ

成 jf~ 

ロクロ

円
ノ
臼門，，



2 かわらけ (12.4) I (7.0) I ロク ロ

3 銭 天栢通宝 北宋 初鋳 1017年柿主j:

4 白磁口冗IUl Il筏(lO.4cm) 素地 堅級灰白色飛h薬灰白色透明

かわらけ (8.2) I (6.6) I 5 ロクロ

6 山茶碗窯系担鉢 胎土灰色粗い長石粒を少量含む 色調 口縁部付近は緑灰色の降灰付着

787磁碗 )始土灰色糊薬背灰色不透明7 

8 J阿I1.君伺2主1n1コn っ《J六T 残長 7.9cm IPlii 1.5cm 厚さ0.2cm

9 ~] 長さ 9.3cm 師 0.6cm 厚さ 0.8cm

10 硯 残存長 5.3cm 幅 5.4cm 厚さ 0.6-0.7mm

II 輸の羽口 復元径 8cm

A区3面土壇14

器極・種別

かわらけ

成 7彰

ロクロ

図18 A区3面土墳16

番号 器種・種別 口径 底径 器高 成 形

13 かわらけ (11.7) (7.6) 3.2 ロクロ

14 かわらけ (11.6) (8.2) 3.1 ロクロ

15 かわらけ 12.0 7.6 3.2 ロクロ

16 かわらけ (12.2) (7.6) 3.1 ロクロ

17 かわらけ 12.0 7.6 3.2 ロクロ

18 かわらけ 8.0 5.9 1.9 ロクロ

19 かわらけ 7.2 5.5 1.5 ロクロ

20 かわらけ (7.5) (5.2) 1.6 ロクロ

21 かオコらけ 7.8 5.5 1.6 ロクロ

22 かわらけ 7.4 5.3 1.6 ロクロ

23 かオつらけ 8.2 6.6 1.4 ロクロ

図18 A区3面土塘15

番号 器郁 ・種 別 口径 底径 』白Bγ1 官fi5J !真 Jf~ 

24 かわらけ (12.0) (7.4) 3.2 ロクロ

25 かわらけ (13.0) (8.4) (3.0) ロクロ

26 かわらけ (12.4) (7.7) (3.3) ロクロ

27 かわらけ (11.0) (6.4) (2.8) ロクロ

28 かわらけ (7.6) (6.4) (1.5) ロクロ

29 かわらけ (8.0) (6.6) (1.4) ロクロ

図18 A区 3面土壇13

番号 器相I .種 別 円径 底径 器 高 成 J~ 

30 かわらけ 10.3 6.5 3.2 ロクロ

31 かわらけ 7.9 6.2 1.9 手控ね

32 かわらけ (9.0) (7.2) 1.5 手担ね
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33 I背側拙文碗 |胎土灰白堅級制 オリーブ灰色透明

図19 B区 1・2面包含層

番号 時桓l. 種別 11径 底径 ~寺 町 I&: )跨

かわらけ (10.9) (6.4) 2.9 ロクロ

2 かわらけ (10.6) (6.0) 3.1 ロクロ

3 かオコらけ (10.2) (5.5) 3.0 ロクロ

4 かわらけ (12.2) (8.4) 3.1 ロクロ

5 かわらけ ( 11.8) (8.0) 3.1 ロクロ

6 かわらけ 7.4 4.5 2.3 ロクロ

7 かわらけ 7.9 6.0 1.7 ロクロ

8 かわらけ 7.3 5.4 1.7 ロクロ

9 かオコらけ (7.8) (5.6) 1.7 ロクロ

10 かわらけ 7.5 5.8 1.5 ロクロ

11 かわらけ 7.5 5.1 1.7 ロクロ

12 かわらけ 7.5 5.7 1.6 ロクロ

13 かわらけ (7.7) (5.6) 1.7 ロクロ

14 かわらけ (8.0) (5.9) 1.6 ロクロ

15 かわらけ 7.6 4.5 2.2 ロクロ

16 かわらけ (7.6) (4.7) 2.0 ロクロ

17 かわらけ (6.6) (4.4) 1.9 ロクロ

図19 B区1・2面包含層

千存号ー 日存在1 ・組目IJ 11径 1!1; 1予 昨 日 I五 Jf:主

18 かわらけ 7.8 6.0 1.7 ロクロ

19 市消 費 11符 (25.4cm) )Jfi 1:: 亦灰色 色調 H行亦灰色

20 'l;~. rlit 笠j !治上長イi粒 イ1英粒色訓iJ 1111-灰色

21 '，:~.滑 翌E j治上長石粒 色調灰色

22 iiiJi折縁鉢 肝;七灰制色 柄11楽 i炎紙灰色の自然治h

23 ，/;¥. ri~l IJ径 (12.2cm) l胎 |二 H昔灰色 長石粒少虫色調 H古灰色 (片口鉢?) 

24 瀬戸 在111111 口径 (14.3cm) l治土貰灰1'-1色 希h薬 w・灰色灰翁"刷毛塗り
25 瀬戸 IlY.LÇ~:'~ 日台径 (8.8cm) )治上 灰色渦"薬 i炎灰緑色の白然治"

26 瀬戸 ~ 胎|二 灰白色 痢h:集鉄治" 円管状、又は耳付きの剥離

27 "j'f 白線 ff~瓶 .A地 j火色 希h袋 l別オリ ーブ灰色透明

28 I~I総 lîICJlll l長径 6.3cm ぷ;1也 !火il色 漁h~ i炎古紙灰色透明

29 白磁口jじIIIl ぷ地 r'lso.黒色微砂粒希h柴背l床灰白色透lりj

30 青白磁 .A地 向色 刺殺 1'[1床灰白色透明 !ui.か?

31 lT依 JIIl A地 灰白色 漁，，:応 i炎灰緑色透明 I:J..JI(ijにヘラ彫りイ)り

32 'ii¥"rit i.'i!鉢 11径 (29.0cm) Jま任 (l4.0cm) 昨日 10.lcm 胎土灰色表l而赤褐色

33 背総越弁文腕 素地 灰白色柄h柴 i炎緑!火色不透明

34 背磁蓮弁文腕 山台径 (4.0cm) ぷJ也 灰白色 桶，，:終薄い緑色透明
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i



HTイi釧 1'-'径 (22.8cm)
保行 |長さ 5.6cl11 *川CI11 ，内3.6cl11 rl'l"石製
イi製品 |伐イ此 7.3c01 伐イヂ*1，12.5c01 )'/さ 2.1cm 似の加 [端刷、

図20 B区 1・2面土墳 1

冊ニ ;J- 出純-やn))リ 111干 )1.'( 1予 日持 "'IJ h見 }彰

かわらけ (12.9) (8.5) 3.2 ロクロ

2 かオつらけ (6.6) (3.2) 1.6 ロクロ

3 'l ;~'rlJ" 郵 )Jfi 1: )火色砂粒小イJ粒色訓附J火色

4 ，13rll 4A4 e， JJfi l: lIi引火色 {沙粒行hE粒 小イiお; 色調 附ぷ以色

図20 B区1・2面土壌6

114純 -科目1)

銭

図20 B区 1・2面 土靖 6

，& }彰

砕 け 日持干if[ 科目リ
" 符

)1.1; 1f. 出ll7i j必 )r~ 

6 かわらけ (12.6) (7.6) (3.2) ロクロ

7 かわらけ (7.0) (4.8) ( 1.5) ロクロ

8 山*イ向うだ系列鉢 JJfi 1: (1沙粒 i毛利粒 色調 !火位j色

9 i'lrtf.i ，，)じ"'l ぷJ血 (，色 紙符柄"柴 IY1紙)天色不透明
ト一一一

10 1'1俗 11)じ腕 ぷJ山 1'1 色 紙常利l柴 Iy)オリーブ以色不透明
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図20 B区 1・2面 土境3

部;日 日誌.fif(. やf())リ ， i 作 li正作 ~~ ，'， !戊 j彩

12 かわらけ (8.7) (5.7) 1.9 ロクロ

]3 常十I'~ j-'，¥鉢 )jfi 1: J.火色 Kイi料: 色，~，~ J.火点色

14 7;汁I'~ N鉢 JJfi 1: にぶい将色 長イi~冷; 色訓亦性j色

図20 2面下地山まで 土壇 5

術z;j- 持制・利引l 11 作 li(作 出品 h民 )f~ 

15 かわらけ (13.1) (7.9) 3.3 ロクロ

]6 l'i"I滋 椀 liH予4.0C01 111fr符 4.6c01 )Jfi 1:以(1色 村良級待j' ~I"柴 IYJたJU火色透明

17 '!i¥'TI'I' j'，:鉢 !抗上 長イit>L少llI 色調 1));他j色

18 ':;~' tl')- f'l_~鉢 )J台1:J火色 長イi*立 色?J，¥J 外14>:1(II )火亦色 |人jイ'*'1而 II;¥-JJミ制色

]9 かわらけ (14.5) 8.2 3.5 ロクロ 底部に11通しない孔あり

20 11・Ml IHl ~J血 J火 1"1色村j良級官痢"柴 ry J ~<~ ):J(色不透明外ILIT述弁文

21 かわらけ (8.2) (5.5) 1.9 ロクロ

22 l'f峨折JJ嬰1111 素地 以色村良紋管制薬品'JU.火色透明

23 十1'1"ィ;jillLイ1 tiljィi鍋からの'1以川
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図20 B区3面土境10

日品純・手ITt}Jリ

かわらけ

かわらけ

図20 B区3面土墳7

罰;りー 器科・科目リ 11作 I J.式符 ! 日号刈 | 

J&: 

J&: 

26 1
1[/滋;ill弁文椀 I11JILT符 (4.4cm) ，tJ山!火色 l峡級布11柴 オリ ーブ以色透明

27 山茶椀究系J111鉢 )Jfi 1・ j)投砂 イilA粒二三l手色調以色

28 'Iì;~・ +{lIaJ L4A」ti )Jfi L )火色 イ7央粒色調にぶいみ他j色

図20 B区3面土壇9

出純手1ft別 }ぷ

'I'J' メIJ!放J4J".!.あり

図20 B区3面土墳8

冊;}J 日品料 -干i((}Jリ 11符 Ji( 作 出品 h比

30 かわらけ 12.3 7.8 3.2 ロクロ

31 Jir 成イ{.b毛7.2cm

32 111 {r~腕父系刊鉢 成作 J3.5cm )]fi 1: J火色 長イI料:色IU司以色

33 IINIiH)rh~ IIll 刈fi作 6.0cm.j住地以 (1色村良 平111柴制l火色不透 IYJI;I~1(li :双f.r，l文述弁ぷ:

34 I'i'J"ィ7製品 伐イ(.b毛3.3cm 技イ(IP'I¥2.6cm J日iさ1.8cm 川途不IYJ

35 Iliru益 椀 ，tJ血 J火l'1'0. 本llj良府11柴 IYJ総色透IYJ

図21 B区井戸上層

何?りー 出干If(.純日IJ 11 1f.: Ji長特 出111i J!X: 
トー ト一一

かわらけ ( 1 1.2) (7.5) 2.9 ロクロ
トー

2 かわ らけ ( 13.2) (6.6) (6.1 ) ロクロ
ト一 一 ト一一

3 かわらけ (8.0) (5.8) 1.8 ロクロ
トーー 一 ト一一一

4 かわらけ (7.8) (5.7) (1.9) ロクロ
ト一一

5 か1コらけ 7.6 5.7 1.9 ロクロ
ト一一一ー

6 かオつらけ (7.8) (4.7) 1.7 ロクロ
卜一一一一

7 か1つらけ (7.8) (5.7) (1.9) ロクロ

8 かわらけ (7.8) (5.6) (1.9) ロクロ

9 かわらけ (7.8) (5.6) (1.9) ロクロ

)f~ 

j巴

Jf;会

j伝

j隊

10 山茶碗究系~V鉢 11符 (25.2cm) )]fi 1'. }火色 {沙料イil;tN:l-i:ィi粒ノトイi 色訓 )火トw色

1I II I ~~政党系JR鉢 l約十以色 砂粒長イ i粒行~~立 小イ i 色洲 !火花J色

12 111茶椀匁系列鉢 )Jfi 1 ~ JI'-tJ.火(1色 砂粒;少lA. 色。M 此J火性j色 出)ミ?

13 111茶腕"足系列鉢 )Jri L 砂杭小ィi 色訓 J火色

14 '':;~.rI'f fl l ~鉢 )jfi 1: {沙料;長イi約一ィ1hL粒小イl 色;湖 特色

15 北村l~V}本 )Jfi 1: 1111 J.火性j色 {沙粒 l{ィiN:ィjlA絞小イi 色調 AL住j色

-76-
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16 常ift f'l~鉢 j治上 砂粒 イI兆粒長イ7粒 小イ7 色調茶花j色

17 '':;¥if)' N鉢 )Jfi 1 ~ 砂粒 小イ7 色調茶褐色

18 山AS腕窯系払!鉢 )Jfi 1'. 砂粒;小イl 色司，¥j I火色

19 'l;汁ilf 担鉢 11符 (30.4 cm ) 底任 ( 1 3 .2cm ) 胎 I~. IIKJ.バ制色砂粒長石粒石英粒 色調 茶梢色

20 if!(i) i折紙鉢 )Jfi 1'. I火山0， ~Ih柴 i:'~ い );k ~~~色外1m 泊1J :lí!&示IJ 自lf'

21 7ttill-fE !め 1~ 11削火他j色 砂粒 j乏イ7粒 ~ Îltf:舵小イl 色湖 ~Hもj色

22 'l;汁，，). ~ )め J ~ m、粒 J乏イ1l'立 イ7一民粒 小石 色調 茶褐色

23 瀬)1 泊f )め t i;.~ い J火色 柄h柴 i炎紙!ポ色

24 1';--1'-1儀ノl、伝 ぷJ出 版，'10， 1桜級泊11染: 水1111色

25 1'1総 nJじ碗 11径 13.5cm ~地 白色 級官 *11J薬 灰向色透明内 1(1Î1本音I)~I" :火に一条担~I線

26 1'1俄 1IJClIll )点符 (6.4cm) ，t.t臨 r-I色 級W，'痢h:!k 1'1色不透明

27 isf餓iill弁文腕 京地 l火色 1:格級漁h柴 i;.~ い!火品J~色

28 1T餓iill弁文腕 ~J也 J火 11色 堅級.fIh薬 i炎い背緑色

29 1'1餓 1IJ[;1II1 11符 (10.2cm) R~地 白色 純情 痢h:!;!S J.火(i色不透明

30 1'11滋1IJLlIJl 11符 ]0.3cm成作 6.8cm ~ff ，'''~ 2.2cm ~住地1' 1 色 級常利l楽青l床以 1' 1 色、|土透明

31 I'f俄:iill弁文腕 素地)火白色 l格紋漁h薬 j事い灰緑色

32 17 俄 iill 弁文砂~ 11符 (14.4cm) ，t.t山以色 l格級布IJ柴 i尊い紙色

33 行1・イi釧 11符 (]5.6cm)

3'1 t'I'{磁j道弁文碗 ，tJ也!火h色 堅紋豹|14終 il'lい育制色

35 lff依辿弁文例j 刈1ι?筏 (3.5cm) A・地 !火(1'0. 1:軽級 泊It ~応 i:'~ ぃ緑色

36 手前り )J_H雫 (30.8cm) )Jfi土 砂粒 小イJ 色調 !火弘j色

37 lT隊lill弁文腕 高台符 (5.6clη) ぷ地 灰色 栴h柴 i立以色不透明

図22 B区地山面まで

冊二 日ー 船積 極別 IIf予 )!.¥ fモ 部品 )JA 1f~ 

かわらけ (13.2) (8.8) (3.5) ロクロ

2 かわらけ (11.8) (10.2) 手f'，:

3 かわらけ (7.8) 5.2 1.9 ロクロ

4 かわらけ (8.2) (7.0) (1.3) ロクロ

5 1'11滋IIJじIIIl ，t.t也 l以1'1色料'jt主 治h楽 j火r-I色不透明

6 l'j:俄 折版lIll 1M血 J火r-I色 村j良級術稿h:!ili ly'J紙j火色不透明

7 行総fili 弁文砂~ ~.t山)火 1'-1 色 村良 級官 布h :!íß 総j火色透明

8 III ~~腕窯系 f~~鉢 )的|二 以1'-1色 長イJ粒を少ilf合む

図22 B区地山土壇11

高;;J- 日持純 ・手roJリ IIf雫 )i足後 ?rff ，':5 IJ.l(: J彰
トー

9 かわらけ (12.0) (8.0) 2.9 ロクロ

10 かわらけ 7.5 5.1 1.8 ロクロ

II かわらけ (8.8) (7.0) 1.1 ロクロ

]2 かわらけ (8.8) (6.3) 1.5 ロクロ

]3 111 J事例窯系列鉢 )J胎IJf的fil上u以火1'1色 本和祈粕f自'j良会μd泊包イIり外l而削ハケ ( ? ) による縦ナテデ，1戸内j刈'JJ而而1'1のβ肌此[.1点.'.ぐ，1，1，
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14 !?総辿弁文碗 ，4J血!火(1色 村j込級官痢"柴 I列車，Jh'f'0.不透明治IJJ日は比較的りい

15 I1俄 1I)lllll .tJ出 版(1色祈J良 級1配布"集 j火(1色

16 組Jι ~ )治 1-: I火山色 7 C Yばl詞不透明

17 主主 天制通費 Jヒ来 初鋭年 1017年

図22 B区地山土塘12

f性サ 器極 ・種別 11 径 成符 器高 j主 J~ 

18 かわらけ (7.0) (4.6) (1.5) ロクロ

]9 かわらけ (7.8) (6.0) ( 1.5) ロクロ

20 i'f磁;ili弁文碗 11任 (17.8cm)素地にぶい&・位精良治h:!k明比褐色透明鋪がごく1)1)く不鮮明

図22 B区地山土墳6

-m:り 出腫・種別 1 1 f壬 !長径 日誌 III_~ I&: j影

21 かわらけ (8.7) (6.7) 2.1 ロクロ

22 かわらけ (7.7) (5.2) 1.4 ロクロ

23 1Ti滋辿弁文碗 ぷ地 J火山色 l格椴痢，， ~集成い紙灰色透明鈎述弁が網u く l つ l つが独立する

24 'l;~.消費 !め 1-.11行以尚色砂粒イi#，f粒 小石 色調 H庁赤褐色

25 山茶碗 hl符 (7.6cm) )jfi上 微妙 '，iO手亦色粒少M 色調 H削火色

図22 B区地山土墳12

砕 け 6t~純-樋日IJ 11筏 J!.¥ ~.モ 出向 I&: j杉

26 かわらけ (J 0.8) (7.2) 2.9 ロクロ

27 かわらけ (7.2) (6.1 ) 1.4 ロクロ

28 か1コらけ 7.2 4目4 2.0 ロクロ

29 91 瓦 川 l伺~(fj"浪 1"11岡純日痕 幅広の削り

30 1“I~'・r- t1a1L づ'0，[1マf !的 1: 砂粒 長イ1粒イi兆粒小石 色湖dJ;灰色

31 jRti1・~ )jfi 1二 砂 i毛イ7粒少fd-合む 外体1M11百亦他j色 内l師灰褐色

32 $[ 長さ 5.0cm 1陥0.3-0.5cm Jilさ O.4cm

33 $[ 長さ 6.0cm I~/~ 0.5cl11 Jl}:さO.4CI11

34 (1総 11 )[1111 ~O也氏 ( 1色村良級1常利I ~臨 j〆 (1色透明

35 (I{ill nJじIUl *地 j火(1色 li'f良 綴流j'漁"集 ゆ]オリーブ!火色透明

36 I1 Till 1 IJじIIll :k~ J也 J火(1'0. 刷業 lりjオリーブ灰色透明

37 187儲蓮力、文似i .tJ血 版じ11立 病"薬 IYJ緑)火色述弁の釧が剥く、イミrYJI欧

38 -I'fj滋折腰Jll1 11符(J2.5cm) .t地 以(1色桁j込級裕治"薬 rYl品M.火色下透明

39 JT磁 折脱Ull JifJモ (5.8cm) 内州連弁 |立122-38とl，iJ.例体か?

40 山::W1i鈍 li主任 (5.4cm) 胎二|こ 砂粒 小ィ i粒色N~ 1天(1'0.

41 'ì~' Ì'li~ ff鉢 Jlfi 1-.砂粒長イ7粒 ::(1英粒小石粒色調 にぶい赤褐色

42 山AE腕窯系列鉢 )!fi 1: 1毛布粒、f沙を少11t合む 色調 J火1'1色 内体l師に紙以色の1I年!火付Jf

43 t17イ[鍋 J~(作 ( 1 4.7cm)

44 予知り 1 1 ~干 (44.0cm) )!ti t 砂松.1I粒小イi 色調 J火褐色 (鉢形)

45 手前り ぷ1mはにぶい111将、|折1m"'心部はJ火色を '，~す
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わかみやおおじしゅうへんい せきぐん

若宮大路周辺遺跡群(NO.242)

小町二丁目402番5地点



例

1 .本報は鎌倉市小町二丁目402番5地点における住宅建設に伴う発掘調査報告である。

2調査は平成11年7月6日から8月6日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。

3.調査体制は以下のとおりである。

担当者手塚直樹

調査員野本賢二、小柳津シゲ子、山上玉恵

調査補助員 田知|衣理、渡辺美佐子

作 業員大戸迫猛、奥山利平、多国徳蔵、 I!lT田義一、山崎
調査協力者 福田誠(鎌倉市教育委員会)、本城裕、須佐仁和

男(鎌倉市シルバー人材センター)

4.本報の執筆は第3章の一部を田畑が、それ以外を野本が行い、これを手塚、野本が編集した。

5.資料整理は手塚、山上、渡辺、田畑、野本と兼行伐枝が行った。

6写真は、 全景(ポール式高所撮影)を木村美代治が、その他の逃椛を野本が、造物を兼行が撒影した。

7.本報に掲載した地図は鎌倉市都市基本図1: 2500、1: 500を縮小して使用した。

8.報文中のPはPit(柱穴) を表す。

9.本報中の遺構図縮尺は以下のとおりである。

図10 1 : 30 

図4・5・6・8・9・11 1 : 60 

10.造物実測図の縮尺は基本的に 3分の lである。それ以外は各々に縮尺を付した。

11.出土遺物の情報は造物観察表に記した。造物実測図番号、遺物観察表番号、遺物写真番号はそれぞ

れ一致する。

12.造物写真の縮尺は不同である。

13.図面、写真、遺物等の資料はすべて鎌倉市教育委員会が保管している

14 

材称、略) 

鈴木次郎(仲布判神|ドl奈川県教育庁)λ、佐藤仁彦(逗子市教育委員会)λ、鎌倉考古学研究所、 (社)鎌倉市シルバ一

人材センター、高橋組、(株)殖産住宅相互
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第 1章 調査遺跡の位置と歴史的環境

本調査地点は鶴岡八幡宮の南約300m、JR鎌倉駅の北東約500m、「若宮大路周辺遺跡群J(神奈川県遺

跡台帳NO.242)(，U: I )の北東、小町大路(J12)と呼ばれる南北道路沿い東側に位置する。本調査地点の西

方は「北条小町邸跡J(同台|帳NO.282)、「宇津宮辻子幕府跡J(同台帳NO.239)、1:1ヒ条時房 ・顕時邸跡」

(同台帳NO.278)があり、北には鶴岡八幡宮、「政所跡J(同台|阪NO.247)、宝戒寺及び 「北条高時邸跡」

(1司台帳NO.281)、滑)11を挟んだ東には 「東勝寺跡J(同台帳NO.246)が存在する。

純文時代前期 (約5000-6000年前)の海進時、 本地点周辺の小l町・ 雪ノ下地域を含む鎌倉の低地は海

仁t-Iにあったと考えられている。縄文時代中期の海退後、砂質低湿地・砂丘問低地となり、縄文時代|晩期

以降は砂泥質平地となる(泊3)。

本地点北東の大倉で弥生時代中期 (宮ノ台期)を主体とする集落が発見されているが、 本地点周辺で

、v該期の造物は少量出土するものの逃構の発見例は無い。ただ、本地点西の 「宇津宮辻子幕府跡」内小

Ilrj"二丁目366-1番地点の中世基盤層中で深艶 (中期・ 宮ノ台期)が3点が集中して出土しているため(訓 )、

本地点付近にも集落が存在する可能性は高い。

古墳時代の住居祉 (前期)や古墳群 (後期)が南の海浜地域で発見されるが、本地点周辺での当該期

の遺構の発見例はほとんど無い(.IJ5)。

奈良時代 (8世紀前半)には相模国鎌倉郡が成立していた(淀川。その範囲は現在の鎌倉市のほか、 逗

子市、横浜市 ・藤沢市の一部と推定されている。本地点を含む旧鎌倉地域一帯は鎌倉郷・荏草郷に推定

され、本地点西の今小路西追跡 (御成小学校)では鎌倉郡術が発見された(JI:7)。本調査地点周辺の小

町・ 雪ノ下地域では当該期の逃構の発見例は少ないものの、発掘調査|時に若干量の土日Hi器、須恵器等の

遺物が混入している場合が多い。

鎌倉時代初期、本地点北東の大倉に御所 (幕府)が世かれる。これは純文時代晩期以降、谷底平

野・山麓平野が広がりはじめ、 土地の乾燥化が進んでいたため、都市鎌倉がこの大倉の地から始ま った

という上本進一氏の指摘は興味深い。鎌倉時代中期以降、御所は本地点西(若宮大路東)に置かれ、幕府

関連の建物や北条氏邸宅や御家人邸宅等が集中する政治中枢域であったことは史実に明らかである (.lI8)。

『吾妻鋭j建長三年 (1251)十二月三日と文永二年 (1265)三月五日の記事において、鎌倉中の商業

地域が七ヶ所に指定されたとき、いずれの場合も 「小IlITJが選ばれている。おそらく、小町大路沿いに

あったと思われるが不明である。

本地点西を南北に走る「小11町大路Jの初見は『吾妻鏡j建久二年(1191)3月4日条の記事である(，注9)。また、同

書には鎌倉時代中則将軍等が宇津宮辻子御所の出入りのために小IIIT大路を通ったことが記されている(.11:10)。

宇津宮辻子の御所を廻る郭内や小町大路沿いには北条氏や御家人の邸宅が並んでいたことがわかる。

南北朝から室町時代にかけて、鎌倉時代の中枢域であった小町大路沿いに日蓮宗寺院 (本覚寺、大巧

寺、妙勝寺、妙隆寺)が進出してくるm ll)。寺院はすべて小町大路に面している点は興味深い。寺院の

進出はこれらの外護者である上杉氏やその重臣等が関係している可能性が高いと言えるW'12)。雪ノ下・

小町周辺地域では土墳墓の発見例があるものの当該期の遺構は希薄といえる。

江戸時代以降都市の而影が薄れ、鎌倉は物見遊山の対象とされ、 多くの人々で賑わったらしい。16世

紀末、旧鎌倉地域はほとんど幕府領となり、小町村ー・ 雪ノ下村ーの場合、幕府領のほか寺領 (鶴岡八幡宮、

建長寺、宝戒寺、本覚寺、大巧寺) となった。19世紀以降、幕府領は大名領となり、明治時代の廃藩置

県まで続く 。明治時代初頭の絵図等を見ると、本地点周辺は畑地と書かれており(川3)、おそらく、 江戸
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番号
神奈川県

遺 跡、 名 所在地
遺跡台帳番号

242 若宮大路周辺遺跡群 (本調査地点) 小11fT二丁目402番5

2 281 北条高時邸跡 小11fT一丁目426帯3

3 282 北条小OOT邸跡 (北条泰|時 ・|時頼邸跡) 雪ノ下一丁目395番

4 282 北条小jI汀邸跡 (若宮幕府跡) 雪ノ下一丁目432番2

5 282 北条小rur邸跡 (北条泰l時・時頼邸跡) 雪ノ下一丁目432番2

6 239 宇津宮辻子幕府跡 小町二丁目374番I

7 239 宇津宮辻子幕府跡 小11fT二丁目389番I

図2 遺跡の位置

時代のある時期まで遡るのではないかと考えられる。

種別 時代 調査年度 文献

都市 中世 ]999年

都市 中世 1994年 a 

都市 中世 1988年 b 

都市 中世 ] 977年 C 

都市 中世 1988年 d 

都市 中世 1998iF e 

都市 古墳・中世 ]994年

え び すばL

小町大路沿い(北は宝戒寺、南は夷堂橋)では現在まで6ヶ所で発掘調査が行われている(図 1)。

地点 2は 「小IIIT大路」 と「棋大路」 との結節点の東、現宝戒寺境内の南にあたり、中世而 3面、近世間

l面が発見されている。中世期 (13世紀後葉-15世紀前葉)は調査区西でヰI世の小町大路と側構が発見さ

れ、道路地業面上で轍が確認されている。近世期 (17-19世紀)は屋敷の一部が確認されている。

地点3では木組みを伴う横大路側溝が確認されているが、 小町大路の側溝 (南北構)は発見されていない。
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地点4では極小規模な確認調査が行われているが、小町大路側溝の発見にはいたっていない。

地点5では現小町大路の西端から約7m西で、 3時期にわたる木組みを伴う小町大路側溝が発見されている。

地点6では室町時代 (2時期)の小町大路の路面と鎌倉時代(6時期)の小町大路側溝が発見さた。

溝2の底からは、小町大路(御所)側溝の作事を、幕府が御家人に謀役と して割り当てた工事区間の表

示と推定される木簡が出土した。

地点 7 では中世生活面 4 面 (1 3世紀前半~15世紀前半) が確認され、摘i立柱建物等が発見されている 。

また、調査区東の トレンチ調査で、は小町大路側溝と考えられる落ち込みが発見されている。

註

1. r若宮大路周辺遺跡ト1伴」は;1ヒ条小11fT邸跡 (神奈川県台帳NO.282)、字ijlt宮辻子幕府跡(同台帳NO.239)、北条l時房 ・

顕l時邸跡 (同台帳NO.278)を除く、南北は館岡八t幡宮から大IIf1大路(推定)、東西は滑)11から今小路までを範聞とする。

2.小"町大路の範囲はよくわかっていないが、高柳光寿氏は筋替楠から九品寺辺りまでと:tttiJ!iJしている。また、間代郁夫

氏は小IIIT大路と大Itrj・大路は辿続した南北路で、東堂楠より ;1ヒがノl、IIn'大路、南が大IIIT大路と推測している。

高柳光寿「第11主主 9小IIIT大路・小坪路・繍大路Jr鎌倉市史j総説編 古川弘文館 1959年

間代郁夫「小11fT大路と大11fT大路ー中世都市の中の rlllrJと 「路JJr淵l南考古学同好会々報J73 湘南考古学同好会 1998年

3.上本進二氏によれば本地点周辺は砂質平野・氾椛平野に相当する。

上本進二 「鎌倉・逗子の地形発達史と遺跡形成Jr7也子桟敷戸遺跡J(仮称)医療保健セ ンタ ー建設地内;埋蔵文化財

発抑制査団・東国歴史考古学研究所 2000年

4.EEI:Jjfl佐和子「宇津宮辻子幕府跡の調査Jr第I回鎌倉市遺跡調査 -研究発表会発表要旨j 鎌倉考古学研究所・中|止都
市研究同人会 1991年

5.宇津宮辻子幕府跡 (小111]一丁目389番l地点)で、は花粉分析が行われ、古墳時代中Wl頃に水田だった可能性が指摘され

てる。

鈴木茂 「宇津宮辻子幕府跡の花粉化正j(宇津宮辻子幕府跡)Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書J12 (第l分1111') 

鎌合市教育委貝会 1996年
きかど えがや

6.*大寺正倉院文書 のうち、 天平七年 (735) 作成の相模国封戸租交易 l阪に鎌倉~"í鎌倉郷、尺度郷、荏草郷が記載され

ている。また、 天王I!:I務質元年 (749)銘の正倉院御物の古裂には、鎌倉郡沼浜郷、プJ瀬郷と見える。

高柳光寿 「第lî~i 鎌倉郡・鎌倉郷Jr鎌倉市史j総説編 1959年

7.遺構は8世紀前半から10世紀にかけてのものである。

河野良知郎ほか 『今小路西逃跡(御成小学校内)発技n調査報告書j鎌倉市教育委員会 1990年

8.鎌倉時代における北条氏邸宅の変避については、民連人氏、秋山哲雄氏の論文に詳しい。

日述人 「北条氏不_gt考Jr金沢文}，ド研究紀要j第8サ 金沢文庫 197111三

秋山哲雄 「都市鎌倉における北条氏の邸宅と寺院Jr史撃雑誌;J第106編第9号 東京大学史与合 1997~F 

9. r南版印!!o H:先~小 IIIT大 i的逃失火。 江馬殿 (義 |時 ) 。 相模守 (大内惟義) 。 村上判官代(基国) 。 比企右衛門尉(能員 ) 。

1，.iJ，依1)、J (訓示)。佐々木二三日1¥(雌綱)。品J!法析。新聞凶郎 (止，1，';~i~. ) 。 仁!悠小次郎 (行光)。佐賀四郎 (蹴綱)巳下の人
屋敷 | 宇焼亡。 (中略) 此問41~府同災。 J

10. r吾妻鏡jに以下の記事が見える。宇津宮辻子御所および若宮御所の雨門より北の記述である。
覚書二"r(1230) 12J J 9円条 「亥刻。 竹御所。 入御子営中。 姑御嫁安之儀 也。 紳起楚忽。 為密儀之問。 ~I，晴儀。

l・1被用御輿。経小1111大路。入御Wi門。」

必禎元年 (1236)6月29日条 r (T1ij 11硲)依uJ有明王院(五大尊堂)。供養。将軍家為御参道出御。(1:13略)其後御

/:1\ 於南門。 小 11汀大路北行。 ;格辻~託行。 J

il¥長凶年 (1252)4凡141:1条 「将軍家(宗尊縦一E)始御参似品之八l防官。(中|的)路次。小1111大路;1ヒ行。政所凶

行。妥IJ烏肘南下御。」

主主長五年(1253)1月3EI条 r (前l的)経小111]大路。入御相州(二|ヒ条時頼邸宅)商1''']oJ 

文応元年 (1260)3月21日条 「戊魁御息所 (宗尊親王室)入御。(中略)町大路南行。入御所東門。J

11.妙厳山本覚寺は応永二十八年 (1421)もしくは永享八年(1436)の創建と伝える。長鹿山正覚院大巧寺はもと十一

所にあり、もと大行寺と称してil))(頼liiJ1の祈願所であったと伝える。天文年間(1532-54年)に五世日棟が安産のや11

をまつったとの伝承があり、現在でも安産祈願の参持容があとを絶たない。妙勝寺は創建不明。「日蓮辻説法制!Jが
ある地の固に在ったが、明治二 卜九年 (1896)補応県新山11汀に移転した。『相模国鎌倉郡村誌jに建武二年(1335)
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創建とみえるが、 笑のと ころ不明である。ちなみに、妙勝寺の門前にあった 「日蓮腰掛石」が明治三十四年(1901)、

現在地に移されている。「日蓮辻説法旧蹟」、「腰掛石Jに関しては、鈴木千歳「鎌倉史蹟疑考J(r鎌倉古絵図・紀行
一鎌倉紀行筋j東京美術 1976年)に詳しい。叙畠山妙隆寺は至徳二年 (1385)創建と伝え、|淵基が千葉胤貞とあ

ることから千葉氏の屋敷跡とも伝える。法宣院 (EI越宗中山門流中山法華経寺の子院)末。腰掛山実教寺は大永年

間(1521-28)、法心院目立が開いたと伝えるが、いつの頃か葉山一色に移っている。本興山常在寺は元弘の乱で廃

絶し、大永三年(1523)に日在によ って再興されたと伝える。以上のほか護法寺、F{j&"在寺、能蔵寺、普妙寺、i辻詮

|院とい っ た寺院や、稲荷社、や1119~官、浅間社、太神宮といっ た神社があ っ たらしいが、元の所在地は不明である 。

「小IIIJ不tJ r相模国鎌倉郡村誌j神奈川県図書館協会 1991年
『区l説鎌倉年表j鎌倉市 1989年

12.妙隆寺 の 1~f.J~去は千葉氏と伝える 。 湯浅治久氏は、応永JUj (15世紀初頭)武蔵国守護である犬懸上杉氏の守護代を努

めた埴谷氏の/1¥身である法宣院の末寺、i講}待桁社恒i淡貨釦職r
氏の守設管国を中心に分布 し、その{保来謹のもとに展開しているZ事J事1を指J摘商している。このl時期、日蓮宗中山門流が江
戸(東京)湾の港湾地や、奥州に到る陸上交通の拠点等の都市的な場に展開する。鎌倉において、港湾地である利1

1~江島周辺もしくは和賀江烏と小 IIIT を結ぶ路沿い(現在の小 11fT、大 IIIT、材木座) にも日蓮宗寺院が展開することか

ら、これらも何かしらの因果関係があると考えられている。

湯浅治久 「東国の日蓮宗Jr中|止の風景を読む2・都市鎌倉と坂東の海に暮らすj新人物往来社 1994年
13明治四年(1871)完成の 「館岡八幡宮境内絵図」を見ると、西は小IIIJ大路、東は滑川、北は宝戒寺南限、rY.iは爽堂
橋の範聞は 「対UJと書かれている。
『鎌倉の肯絵図JII 鎌倉国宝館 1 969"1~ 

参考文献

『吾妻鋭j新言T.lJ目補国史大系 古川弘文館 1933年
覧表出典

a.原瞭志ほか 「北条高l時邸跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書J12 (第I分骨It)鎌倉市教育委員会 1996年
b.菊川英政 「北条泰l時・ |時頼邸跡Jr鎌合市.lJl!.蔵文化財緊急調査報告書J5 鎌倉市教育委員会 1989年
c松尾宣万 「若宮幕府跡Jr鎌倉市埋蔵文化財発掘調査年報J1 鎌倉市教育委員会 1983年
d.菊川英政ほか 「北条泰時 .1侍頼邸跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書J5 鎌倉市教育委員会 1989年
e.原If{c志 「鎌合市宇津宮辻子幕府跡Jr第22回神奈川県逃跡調査-研究発表会発表要旨j神奈川県考古学会 1998年
f 原!貰志 ・ イ1.1: 1悠仁彦「宇i~~t/Ê{辻子幕府跡J r鎌倉市埋成文化財緊急調査報告書J12 (第1分IlIt)鎌合市教育委貝会 1996年
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第2章調査の経緯と経過
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平成11年6月、本地点、において鋼

管杭を打設する工事が実施されて

いる状況が確認された。工事関係

者に事情を確認したところ、建築

確認申請の手続き 完了後の工法変

更により杭打ちの基礎構造が採ら

れ現地施工に至っ たとのことであ

った。当該地における同種の工事

内容では埋蔵文化財への影響が不

可避であると考えられたため、 急、

j虚、確認調査を実施 したところ、

図3 クリ ッド設定園 地表下40cm以下に埋蔵文化財の存

在が確認された。このため、 事業者との協議を数回行うとともに、文化財保護法の規定に基づく手続き

が行われた。調査実施方法の協議で以下のことが決定した。

-鋼管杭を新築建物の基礎杭として使用するので、杭の強度安定のため、これにかかる深い遺構に関し

ては完揃はしない。

-確認調査の結果から遺構面2面が碓認されたが、上の 1面(地表面から約45cm下(海抜8.75m))で

ある泥岩地業面は調査期間が限られたため、これを断念し、中世基盤層上面のみを調査対象とする。

発掘調査は平成11年7月6日から同年8月6日まで行われた。調査面積は約180ぱ。以下、調査の過程を

記す。

7月6日 重機による I区表土掘削 (地表下約80ミ)

7月8日機材搬入、 I区調査開始

7月9日ベルトコンベア設定、遺構掘り

7月16日グリ ッド設定、 平面実測

7月23日 I区全景、調査区北壁土層実測

7月26日 重機による I区残土移動.n区表土掘削

7月28日 E区調査開始

7月30日道路面検出

7月31日南北溝掘り

8月5日 H区全景

8月6日 平面実測、調査区北壁土層実測、撤収

ウ

i
n
U
 

唱
E
A



J-};1il，.e 
1.茂!ii!U色1. iJ"i':r~ . かわらけ)\-を合む砂;J~しり

2. ~B~ !U色紗 ( l{砂)

:1. iJWM (::ii 1 1(li) 

1. iJ"rtI0 
5. lIi~ !íi~色1.

6. 11古2住民j色1:

7. tt~!U色 1'.

8.九，;:!U色上

9.ぷ位j色 1・

10. IIi'i!U色 1:

11. 11川崎色 1:

12. ii'ミ以!U色私 1:
13. ;，~~正 I-U色私 1'.

14. II11!U色紺1砂

iJt {'~j鬼 {ー 10岨人・)を合む

3 に比べ~tjぃ

15. si1!U色私 1'.

16. t，gミ!U色1:
17. .'.t¥!U色 1-.

18. !'u!U色 l噂

19. i'~ !U色制砂
20.貸料j色制砂

21. !.I.¥Jポ色細砂

22. ，・(Jポ色~m砂

23. !.t\ ~U色 1:

<14. !，u1-U色 1'.
25. !.l.Ii1l色砂賃 上(中11t基盤k'!l

26.庶民j色砂 (1'1然liHI1Ml

8.5111 

(lr.~遺体 (M~引を1'，. 1';'1'む 私nゃゃあり
i)"mi;を1'，:1ユ合乙、 し主 りあり

i'~ f't栓 ・1\" .1: と i~ じ る

'1 'ilt)~~;l~'1 (砂)の流れ込み

綱砂 ・ 1't~l :和 と泌 じる~lt -(' :f~~ ・かわら け) '，- .1*粁を合む

riliを多く合む
8にjヒベiJ，，'it(-4 cm大)を多く;rむ
~}tr:純 ・ かわらけ J \噂 ' J~干立を;rむ

jJtr:J，担 (-5cm人ー) ・泌れ干0 ・~;t約 を;rむ

iI，， ~'tN .かわらけ片 iAJ粁を17r:tむ
il~人物なし

砂混じり

制妙高，'，卜.とil';じる

けi~t i，l'1 1 ，
 ，
 
J
 

D一一

6 
、日
入

8.5111 

8 

3 

道

E一一
日お

F一一

|
 

l
 

J
 

• 
|
 
j
 

。

C 

一 E

一_F

。

図4 i量権図(1 ) 

-109・110-

日
常
主
義

2m 



，) 

D_ 

E 

/ー

() 2m 

:{ 

，/ー一ー一一一

村5111

4・

ー‘ . 

了_r

-
‘】 ¥ ノ

，〆

HlIt. り|け

」 二一

一一一.....-----

，Itトレンチ

c . 

K5m 

C 

図5 遺構図 (2 ) 

-111・112-

¥ 

1~I~t;，'可 l

I'HItiIJ )・It

--¥ 
lfil'レンF d 

1.1，.:，1 

8 

_-ーー一一ーー

一『ーーーーーー
--二一一一一/吋

1:k1i1 ul! 

. 

{ ，.抗II'.I.J也山骨

(1:;]13 Ii 1) 

一一一一一寸

C 

..c 

() 

::: 
含目C 包

E 

F 

I ， "i(渋IU色1:(MJ掛りJj) ;lti':l，f・1ど1"をtくftむ 1，'，刊あり
2‘lI{iX:1姐色 1: 泌1t' ~111，t'， I"'~，む

3， 1古川色I(J; "i'ft.品色1，'，1.1にγU'1ク，j);て人る

1， "ij何色仏 1:
S， 11M日色村， 1'， {，ゅうすく人る

li， 'l'tIJ色 1・1大tIJ色| し止りあり

i ，1.1，'尚色 1 ・ l~ tIJ色 1'，

時，!，I，¥tlJo.lm少
9， lI，"itIJ色;11){舎

10， !.I.¥IU色|
11. 1，'dU色，111ゆ

1;にJtべし上りなし

ユと1，，1し

も捌{ゆ‘uしり しまりあり
本li't.J'1 ' I.(~II :~;刷部liftι-



第3章 発見された遺構と遺物

地表面から約45cm下 (海抜8.75m)で泥岩敷の地業を確認したが、調査期間等の|剥係からこの面を

とばし、地表面から55-80cl11下 (海抜8.4-8.65m)までを重機で掘削した。さらに35-60cm(海抜約

7.8-8.3m)を人力で掘り下げ、中世基盤層上で遺構の一括確認を行った。4ラインあたりを境に、西側

n:Jil 8 ~ )1'JI2 5 ~ は旧小町大路の東側限界かと

X_ I I .... 思われる道路状遺構と溝が検

出された。東側は密に遺構が

検出され、各逃椛は時期差を

有する。遺構は井戸2基、掘

ユL柱建物I棟、塀1条、道路状

F 

-
8.5m 

I:~m~ 
1. ifi茶制色1.ilt!l':骨(-]帽k).iii白む
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J 出刷
6 時間色鈷l犯行。‘¥:1':1，¥.t.器。躍多〈市L、しま1)主:、

員尚也砂 (版何色lとlilじる)
8 黄褐色砂 :に比べ砂歩主い
9 質問色砂 混入物なし l有jti.再1.1'1(3 Jtj)と1，;1じ

C 

遺構I面、構7条、土坑8基、

柱穴約180nが発見された。

また逃椛とは別に、 4'5ライ

ン付近でl岡2-3cm程度の紺|

い筋状の地割れ(11ft砂)が発

見されている。南北構1・6、

東西前は、遺構図が煩雑にな

るのを避けるため、遺構図1

(図4) とは別に遺構図2(図5)

として示した。以下、廃絶時

期の新しいものから説明する。

井戸 1 (図6)

調査区南壁際の7. 8-E . Fグリ ッドに位置する。井戸南側は調査区外に延びる。住宅基礎杭の安定と

安全対策の面から完期していないため全容は不明である。掘り方は南北110cm以上、東西170cm、確認

而からの深さは70cm以上である。井戸枠は一辺(北辺)100cmの規模をもっ。井戸枠の椛造は方形隅

柱棋桟型である。南北ilql!練)J位はN-39
0

-Eを示す。
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出土した造物の内訳は、かわらけ149点(手づくね17、ロクロ132)、舶載陶磁器3点 (青磁碗2、青白

磁皿1)、渥美窯製品(護)3点、常滑窯製品3点 (鉢1、誕1山皿ll)、産地不明土器1点、平瓦l点、釘4点、

仕上砥L点と獣骨4点の計169点である。そのうち図示し得たのは、医17-1-6である。1-4はかわらけで、

Iは手控ね成形、 2-4はロクロ成形。lは淡灰糧色を呈し、底部中央に直径9mm程度の穿孔がある。そ

の他は淡褐色を呈し、 JJ台土 ・焼成共に良好。5は山茶碗底部片。色調は灰色を呈す。高台畳付に籾殻痕

が残る。6は鳴滝産仕上げ砥。色調は淡灰燈色を呈し、 l面のみ使用している。

井戸2 (図6)

調査区北壁付近の4. 5-B . Cグリ ッドに位置する。井戸 l同様、住宅基礎杭の安定と安全対策の面か

ら完堀 していないため全容は不明である。掘り方は南北200cm、東西185cm、確認面からの深さは

115cm以上を測る。平面は隅丸方形で、井戸枠の構造は一辺が110cm前後の方形隅柱横桟型で、ある。隅

柱は8x9cm前後の角材が使用されている。縦板は幅16-37cm、厚さ約2cmで、 一辺に4枚を使用して

いる。南北軸線方位はN-4t-Eを示す。

出土した遺物の内訳は、かわらけ180点(手づくね9、ロクロ171)、舶載陶磁器4点(青磁碗2、白磁四

耳壷1点、青白磁壷1)、渥美窯製品(整)1点、常滑黛製品11点 (鉢3、避8)、白かわらけ (手づくね)1 

点と獣骨2点の計199点である。かわらけは、手づくね成形のものが若干量出土しているもののロクロ成

形がほとんどである。ロクロ成形は薄手丸深タイプのものが若干量あるが、ほとんどは厚手の内卸する

ものである。そのうち図示しえたのは、図7-7-15である。7-13はロクロ成形のかわらけ。概ね灰樟色

あるいは淡糧色を呈し、胎土 ・焼成共に良好。10は口唇部に若干煤が付着しているため、灯明皿として

使用されたと考えられる。14は龍泉窯系青磁碗の底部片。胎土は灰白色、紬調は半透明な薄緑色を呈す

る。高台畳:付を除き、外底面まで糊が掛かる。15は常滑黛誕の口縁部片。口縁端部は垂直につまみあげ

ている。胎土は黒褐色、色調は茶褐色を呈する。

建物 (図8)

掘立柱建物である。調査区

中央4-8-C-Eグリ ッドに

位置する。確認規模は南北2

問、東西4間である。柱穴間

の距離は芯々で'210cm前後を

測り、 径30-50cm前後の不

整円形あるいは楕円形の柱穴

が12日発見されている。確認

面からの深さは10-40cmを

測る。そのうちPit.51には長

さ7cm、幅7cm、高さ5cmの角

柱の痕跡が残る。この他にも

角柱痕は6つ発見されている

が、建物として捉えられなかっ

た。南北軸線方位はN・44
0

_Eを

不す。柱穴内から造物が若干

量出土したが、図示し得るも
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図10 土坑・かわらけ埋納遺構

のは無かった (P140は 「かわらけ埋納遺構」参照)。

塀 (図9)

調査区南東6~8-D' Eグリ ッ ドに位置する 。 平面形L字状の構状掘り方の内側に径30~50cmの不整

円形あるいは楕円形を呈した柱穴が配される。南北の掘り方は上幅50cm前後、下幅20cm前後、確認而

からの深さ20cmo主事h線方位はN・47
0

-E。東西の掘り方は上幅55cm前イ去、下l隔30cm前後、確認而から

の深さ20cm、柱穴聞の距離は芯々で'110cm前後を測る。主!Iqh線方位はN-4f-w。

掘り方内の柱穴は12日発見された。確認規模は東西4間以上、南北2間以上である。柱穴間の距離は

芯々で"115~170cm前後を測る 。 調査時、柱穴と塀掘り方の榎上の差異はほとんど無かっ たため、布楓

り状の 「塀Jの跡として捉えた。しかしながら、前状掘り方と柱穴はそれぞれ別の逃桃で、 i昨状掘り万

は雨落ち構の可能性があるかもしれない。

出上した造物の内訳は、かわらけ195点 (手づくね162点、ロクロ33点)、渥美窯製品14点 (護13、鉢1)、

常滑窯製品(斐)2点の計211点である。かわらけは手づくね成形が圧倒的に多く、タイプとしては厚手

で稜線が明瞭でないものが多い。図12-16は渥美窯担鉢の口縁剖i片。

土坑2 (図10)

4・Eグリ ッドに位置し、南の土坑3を切る。平面は楕円形を呈し、長jrQIJ85cm、短制180cm、確認面か

らの深さ27cmを測る 。 下場から 15cm上方で'i}~岩塊が発見された。

IJI土した造物の内訳は、かわらけ (手づくね成形)14点、 青磁碗1点と軽石111の計16点で、ある。

到12-17は手づくね成形のかわらけの口縁部片で、灰褐色を呈する。18は龍泉窯系青磁碗。胎土は灰色、

車h調は透明な灰緑色を呈.する。

土坑3 (~1O) 

4-Eグリ ッ ドに位置し 、 土坑 2 に切られる 。 平而は長桁円を呈 し、 長 j~1J65cm 、 短取h45cm、確認面か

らの深さ23cmを測る。下場から3cm上方で、安山岩が発凡された。出土した造物の内訳は、かわらけ8点

(手づくね6、ロクロ2)、j尾美窯碗L点、滑石鍋I点の計10点である。

図12-19は渥美黛碗の口縁部片で、胎土はH音灰色を呈し、自然利がかかる。内而に目痕がある。

土坑8 (図10)

調査区北東6-C. Dグリ ッドに位置する。平面は不整円形を呈し、 長柄1J75cm、短刺160cm、確認面か

らの深さ7cmをiJtiJる。遺構内からは馬の前足部の骨 (肩JJlfl骨から中手甘にかけて ?)が発見された。!吠

骨以外、造物は発見されなかった。
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かわらけ埋納遺構 (図10)

調査区中央4-Dグリ ッドに位置する。平面は長楕円を呈し、 長軸50cm、短調h33cm、確認面からの深

さ38cmをiWJる。柱穴下場から15cm上方で、手づくね成形のかわらけ(大型6点、小型l点)が数枚重な

って発見され、かわらけ内には磨滅した骨片が2つ入っていた。骨片は獣骨と思われるが、小片のため

種目や部位等は不明である。これらは何らかの目的で埋納したものと考えられる。

図12・26-31は手づくね成形のかわらけ。概ね灰褐色を呈する。厚手で稜線は明瞭である。32. 33は

用途不明の骨片で製品といえるかどうかわからない。いずれも2cm四方に成形しているようで、全体的

に摩滅している。

道路 (図11)

調査区西側1-C-Eグリ ッドに位置する。中世基盤層である黒褐色土を削平し、その下層の黄褐色砂

8.5111 
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図11 南北溝 2~5
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を露頭させている。この直上には、5cm大の玉石を含む茶褐色土を薄く敷いている。主軸方位はN-43
0
_E 

を示し、現小町大路とほぼ並行する。この道路は旧小町大路の東側限界と考えられる。

南北溝2~ 5 (図11)

溝 2

調査区西側2 ・ 3幽C~Eグリッドに位置する。 断面は逆台形を呈する 。 規模は下嶋130cm、確認できる深

さ約40cm。根駄木等の木組み音IS材は発見されなかった。

出土した遺物の内訳は、かわらけ96点(手づくね33、ロクロ41、不明22)、白磁口冗mlL点、瀬戸窯日三

平鍋L点、常滑窯製品2点 (II類鉢1、聾1)、山茶碗(南剖1系)1点、瓦質火鉢2点、平瓦l点、銅銭1点、

スラグ2点の計107点で、ある。図12-39は銅銭で、北宋1107年初鋳の大観通費。常滑窯整は口縁部片で縁

帯が付くものである。

i梓3

調査区西側1. 2・C~Eグリ ッ ドに位置する 。 断面は逆台形を呈する 。 規模は上幅 ・ 下幅とも構 2 に切

られ不明。確認できる深さ約40cm。根駄木等の木組み部材は発見されなかった。遺物は手づくね成形

のかわらけ1点と馬と思われる下顎骨1点が出土したが、図示し得るものでは無かった。

i梓4

調査区西側2-C~Eグリ ッ ドに位置する 。 断面は U字型を呈する 。 規模は下幅60cm、確認できる深さ

約40cm。根駄木等の木組み部材は発見されなかった。出土した造物の内訳は、かわらけ (ロクロ成形)

2点、木製品6点(箸4、独楽l、不明1)の計8点である。

図12-35はロクロ成形のかわらけ。鎌倉における中世最初期のロクロ成形かわらけ群のーっと考えら

れる(図示し得なかったもう l点も同じと思われる)(註1)。胎土は灰褐色を呈し、砂質である。稜線強

く、底部脇から外反気味に開き、体部中位で外反気味に立ち上がる。口縁部は肥厚する。内底面にはナ

デが施されず、外底面は低速回転での糸切りである 。 36~38は木製品。 36は独楽。 削りは雑で、芯棒の

穴は7mmで、ある。37・38は箸。

i梓5

調査区西側1 ・ 2-C~Eグリ ッ ドに位置する 。 断面は逆台形を呈する規模は下幅45cm、確認できる深さ

約55cm。根駄木等の木組み部材は発見されなかった。出土した造物の内訳は、かわらけ (ロクロ成形)

2点、土師器斐7点の計9点である。土師器聾は恐らく構の北から流れてきたものであろうか。かわらけ

は小破片のため図示できなかった。

これらの構の南北軸線方位はN_440~470_Eを示 し、現在の小町大路にほぼ平行して南北に走る 。 講下

場の海抜レベルの差はほとんどないが、北から南へ流れると考えられる。講の新旧関係が明確ではない

が、旧小町大路の道路に伴う側溝と考えられる。

南北溝1(図5)

調査区中央5 ・ 6・B~Eグリ ッ ドに位置する 。 東西講を切る 。 住宅基礎杭の安定と安全対策の而から完

期していないため全容は不明である 。 南北両端の トレ ンチで確認できた講の規模は上幅170~250cm 、

下幅85cm、確認面からの深さ100cmを測る。主調h方位はN-37
0
-Eを示し、現在の小町大路に比べやや西

に振れる。南 トレンチの下場西側で梢板の痕跡が確認された。構下場の海抜は北端で、7.55m、南端で

7.lmを測り、北から南へ流れる。

南北溝 6 (図5)

3-C~Eグ リ ッ ドで構かと考えられる落ち込みが発見された。 規模は上l隔・ 下l隔と もに不明で、確認
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図12 遺構出土遺物

面からの深さ20cmを測る。覆土は黒褐色土で、中世基撒層に比べややしまりないが、遺構の平面プラン

確認は困難を窮めた。主nql!線方位はN_34
0

_Eを示し、南北構 1とほぼ平行である。根駄木等の木組み部

材は発見されなかった。

出土した造物の内訳は、かわらけ6点 (手づくね1、ロク ロ5)、青磁11[1.点、獣骨1点の計8点である。

いずれも小破片のため、図示し得る造物はなかった。

東西溝 (図5)

調査区東側4~8-Cグリ ッ ドに位置する 。 南北構 1 に切られる 。 海抜約8.2m。 規模は上幅40~60cm、下

|陥20~35cm、確認而か ら の深さ1O~20cm を測る 。 主制l線方位はN・ 38
0

_Wを示す。 構下場の海抜は西端で

8.lm、東端で'7.95mを測り、西から東へ流れる。東端は更に調査区外に延び、そのまま滑川方面に達す

ると考えられる。

その他の遺構出土遺物 (図12)
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図13 遺構外出土遺物

20は龍泉窯系青磁剖花文碗の口縁部片。胎土は灰色、荊IJ調は透明なH音緑色を呈する。土坑6出土。

21 ' 22は手づくね成形のかわらけで、 21はPit27、22はPit32より出土。23は渥美黛聾の口縁部片。胎土

は灰黒色、刷毛塗りで緑褐色の利lがかかる。Pit42より出土。24は手づくね成形のかわらけで、 灰桂色

を呈する。Pit.48出土。25は常滑窯片口鉢 (n類)の底部片。胎土は灰色、器表は茶褐色を呈する。
Pit.71より出土。34は同安窯系櫛掻文碗の口縁部片。胎土は淡灰黄色、利l調は透明な淡緑色を呈する。

Pitl43より出土。

遺構外出土遺物(図13)

40~59は中世包含層出土地物。 泥岩地業面の レベルから 中世基撒暗までの造物を中世包含府出土造

物としてまとめた。

40~44はかわらけ。 40 ・ 41が手づくね成形、 42~44はロ ク ロ成形。 40は灰桂色、 41 は灰褐色を呈す

る 。 4 1 は口縁部に煤が付着 しており、灯明 lliL として使用されたと考えられる 。 42~44は樟色ないし褐

色を呈する 。 44は第7層 (図4) 出土。 45~49は舶載陶磁器。 45は龍泉窯系青磁削花文碗の口縁部片。

胎土は灰色、飛lt調は半透明な淡灰緑色を呈する。46は龍泉窯系青磁蓮弁文碗の口縁部片。胎土は灰色、

利調は半透明な灰緑色を呈する。47は白磁玉縁碗の口縁部片。胎土は灰白色、利調は半透明な灰白色

で極薄く掛かる。48は白磁端反碗の口縁部片。胎土は灰白色、利|調は不透明な灰白色で極薄く掛かる。

49は白磁口冗碗の口縁部。胎土は灰色、希11調は半透明な灰白色でやや青l床ががり、極薄く掛かる。50

~52は渥美窯製品。 50は壷口縁部片。 胎土は暗灰色、刷毛塗 りで黒灰色の利lが掛かる 。 51 は輩。 胎士

は灰色、色調は淡灰褐色を呈する。内面肩部から胴部にかけて指頭痕が残る。内面に成分不明の付君

物があり、赤く変色している。52は斐口縁部片。胎土 ・色調共に明灰色を呈する。自然車ltは掛からず、

-120ー



胎土は軟質である 。 53~57は常滑窯製品。 53は壷。 外面胴下部はへラ削り、外底部は回転糸切り後に

高台を}!lhり付けている。胎土は褐色、色調は茶褐色を呈する。四耳壷の可能性がある。54は艶口縁部

片。 口縁部をやや垂直に立ち上げている 。 胎土は褐色、色調は茶褐色を呈する 。 55~57は鉢で、 55は

底部片。56・57は口縁部片。55は高台が付き、内底而はかなり 磨滅している。胎土は茶褐色、色調は

赤茶色を呈する。58はlltf丸瓦 (鐙瓦)。内区に右まわりの三巴文を配し、外区に大粒の珠文が間隔をも

って周囲を巡っている。内区中央には竹管文が押印される。丸瓦部分の凹而は布目痕を有し、凸面は

ヘラ削りとナデで調整されている。色調は暗灰色、胎土は灰白色を呈する。調査区西第6層出土。59は

銅銭で、初鋳北宋1017年の天鵡通費。

表土出土遺物

図13-60はロクロ成形のかわらけ。胎土は桂色を呈する。底部に径0.35cl11程度の穿孔が2ヶ所ある。用途

は不明である。

中世以前の遺物

石鍬 (I豆J11-61) 

黒曜石製の到!t茎鍬。上端と下端は破損している。I区調査終了日に中世基盤層上面を少し削ったと

ころ偶然に発見したものである (図5に出土地点注記)。石鍬は鎌倉市内においては台地上で発見され

ることが多いがmz)、jljl積地において発見されるのは珍しいClI:3)。

土師器

南北構 1~ 3でソj、片が出土している。その多くは最下層の粗砂中に含まれていたが、これは流水に

よって出土地点に流れ着いたものと考えられる。図13-62は土師器誕の底部。南北講 5出土。器表は灰

茶色で、外面はー剖l火を受けて黒く変色している。古墳時代前期の所産か。

地割れ痕(噴砂)

Dライン南の 4ラインを南北に走るものと、 4・5-B'Cグリ ッドで井戸 2の内側およびその周辺を走

るものがある。井戸2の覆土を断ち割っていることから、井戸2廃絶(14世紀前半)以降に発生した

地震の痕跡と 考えられる 。 噴砂は黄褐色で粗く、 l隔は2~3cm を測る 。

1.鎌倉diI;!;JのI，;JI則。!のタ イプ (Ilttf 1類 し ) に比べて、日号 I\~:j が低 く 2-3c ll1稜線が少な い。 本地点のタ イ プはこ のi河川 1

で先行するものなのか、同時期に併存するのか、あるいは後に続くものなのかは不明である。今後の出土例の増加を待

ちたい。

71';'水菜穂 11かわらけJ.Jt (2)ー今小路凶遺跡的士資料にみる中|止前期の土器様相とその画期の検討-Jr中世者11市研究j
第2号 1:1-'1止都市研究同人会 1992年

京翠秀明 1 ~ll 'l止者11市鎌倉の初期かわら けJ r IjJ近W:上器の基礎研究Jx![ 1二!本rlJ世上器研究会編 1998年
2 . 純文H与代の ~~: II存イゴ製イJ鍬について 『鎌合 l打史j 考古編では、 採集地 と し て ì -It (1二ノILi)、鎌倉LI.i (住 . '0 、~Jj;l 岡、

L IIIJ )-t!. ( 'l;~ 二|二塚) を J挙げて い る 。 いずれも丘陵上で、あ る 。

赤星直忠 『鎌倉市史j考古編 古川弘文館 1959年
3. -1・;所地医の大必守跡束、字丈六で発見されたという例があるが、 詳細|は不明である。

第4章まとめ
本調査地点は、地表下約60cI11まで近世もしくは近代以降の削平により、 13世紀後半以降の中世生活

面が失われていた。そのため、井戸 2基を掘り込んだ生活面は確認されなかった。本調査地点西 (若

宮大路東)の 「宇津宮辻子幕府跡」、「北条小町邸跡」の南でも同じように中世後期の生活而が失われ

ているようである。
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. i梓の取"線及び変選について

ì~J:の新旧関係は以下の順番となる 。

古 :東西講→南北構 6→南北部 1→南北構4 ・5→南北構3→南北椛 2 新

南北構は、南北ì~J: 6 を除けば概ね東から西に変越しているといえるが、南北構 2~5 は周辺の立地

状況等を鑑みると、小IUT大路側溝として差し支えないと考えられる。が、 南北構 l及び6は小町大路

及び若宮大路とのjlq!J線を異に し、小町大路にともなう側構なのか、それとも小IiIT大路に関係ない水路

的なものなのか判断しかねる。

東西構の主jlqh方位はN・42
0

-Wで、現小町大路 (本地点前N-28
0

-E)とは直行しない。構下場の レベル

を考慮すると、調査地点東の滑川方面へ流れていたと考えられる。

証

i ' j- : 池山辻子-kt~}奇跡J 1人j小IIITてT11 366- 1昏地点では '1-1 世 J凶生M 仁に宝水の火山灰がj:H~ ，fJ'( し、 その 1"しl二 に水 IJ:I の床 1 :

がj:fUi'tしているのが州:認されている。
1]1畑U{Ii:手Uf i宇津宮辻子高'~J7.J跡の調作J r第1回鎌合rli追跡・研究発表会発表要旨j鎌fi考山学研究所 ・中|止都市研究I，i)
人会 1991年
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l司版骨り 遺物書U やE 日Ij ，n測((i ( I~f立は cm . j，1i弧はi担比航) 制銭 'H .I)'i 

かわらけ 111世 (9.4) j占形 :lーづくね 色;~; i涜lポ位色 備15': (!(i" I'央に ltO.9 の~'!.fLあり

2 かわらけ 1 11t (8.9) Jil:1壬 (5.3)総向1.8 }北j隠;ロクロ 者トJi<i.; スノコ ii~ 色訓:f炎尚色
3 かわらけ 11任9.2 }J¥径7.15 出向1.8 成形:ロクロ 外}J:~ :スノコ泌 色訓 :i.先制色
4 かわらけ 111壬(8.4) }I:~1王 (58) '*何百げ 成形 ;ロクロ 合ト正<i.;スノコ浜 色i測;i炎尚色
5 山茶鋭 I!fi 1:色調;灰色 ，'，'5 fì~，j: 1.tけに籾段痕
6 IilxィJ イ1:1:.低 1~ さ (6.6 ) 幅3.2 1，止大J171.05 応(Jtl!: 1ぬi屯色i狗;1:克J*位色 I師{土IIJ
7 かわらけ 111-t12.3 Ji.H聖7.4 協，o，":j3.2 成形.ロクロ 外Ji.~ : スノコ ii~ 色調;i炎 t~色

l百17 8 かわらけ 11後 (12.2) Ji<i.!世(7.3) 『品目'[，3.1 l反l彩:ロクロ 外JI:~ :スノコiit 色i34:淡俄色
9 かわらけ 111王12.3 JlHt7.0 務内3.5 成形:ロクロ外Ji.~ ;スノコ瓜 色J澗:淡綬色

10 か1コらけ 111-t12.4 hHt7.4 総，':.13.4 j此 J~ ロクロ 外ほ :スノコiii 色湖;)火4音色備Jp-幻191111l
として使m11M古11にススfナJf

11 かわらけ 111干7.4 }Iえlt5.6 桜山3.4 J主j膨.ロクロ 外JI:~ :スノコ総 色湖:/.火何色
12 かtコらけ 1 11-t7.2 J，氏任6.1 :r.-f尚1.1 locJ~ :ロクロ 世ト J(~ :スノコ仮 色，淵 :i:JH在色
13 かわらけ 1 11モ(7.5) !反fモ(5.0 出U:，1.9 成形 :ロクロ 外h{:スノコ浜 色，消:1.ポね色
14 127餓 悦 Ji<i.l壬 (3.<1) llfil二;灰白色刷業:i事緑色 半透明l
15 常討?然 ~ !治 1:: ~H怯j色色湖;茶制色
16 ikl.Xi:議 抗!鉢 !的 U~ ;湖; )反色
17 かわらけ 111壬(14.4) !幻影 :下づくね 胎 1:: /;パ怯1& 側j与・ I'i火を受けて外I(II梢l隊
18 l'T銘鈍 J(H壬'1.1 胎 l-:灰色利l業:}ポ緑色 透明j 気抱多い
19 ibtJ~:匁 俄 lIfi L: 11庁灰色 1'1然利l備.i5・:1勾I(IIに"ii! 
20 l'T隊創イE文腕 脈 lニ:灰色車h集:lIi'i緑色透明
21 かわらけ 111￥(9.2) 出十両1.9 成形 :下づくね 胎 l二;i先ね色
:n かわらけ 111壬13.4 桜山3.3 JぷJ杉:下づくね !的 1::位色
23 ikl. J~潟~ lIfi L: ; J;天然色申h集 :紛尚色 IpIJV4l.り
24 かわらけ 111干 (8.2) 船内1.3 成形:手づくね 胎 1'::/;火符色
25 常滑:t 片11鉢 (lItiil 胎 1:: /;ポ色色湖;茶iIJ色
26 かtコらけ 111モ14.1 :r.-f，':S3.6 成形 :手づくね lIfi 1: :灰尚色
27 かわらけ 111壬 (14.2) J主1膨.干・づくね lIfi 1::灰尚色

1~11 2 28 かわらけ 111壬 (1<1.3) 日}f?，'fJil.O 成j杉:1三づくね 船上;)兵制色

29 かわらけ 1 11壬13.8 総尚3.6 l皮j彰:手づくね l的1:; [火悩色

30 かわらけ 1 l1'tl3.1 ~:器内 3.8 J幻影 ;下づくね 胎 |ニ:/;1(怯j色

31 かわらけ 111壬9.6 指向2.1 成形 .下づくね lIfi 1: : /天iIJ色
32 1'1"製品? iミさJ.i 幅1.9 I，U、/，ゾ0.8 色調:i炎灰位色備15.:m滅している
33 竹製，'11'， ? 長さ 1.8 帆2.2 1，占大J'，!0.7 色調;淡!天鐙色制1i.i5':Wii成している
34 lT隊側f並文縦 l的l-:淡!夫前色車h柴;淡似色透明

35 かわらけ 1111' (15.0) IIHt (7.6) :r.11:r，4.3 
成形:ロクロ 外Ji<i.:スノコ瓜 /Ifi1-. : /;1(尚色制il.号:1)~Ji<i. 1伺に
ナデなし

36 木製品企l!楽 長さ3.9 1詰大作3.0
37 木製品 符 長さ (21.2) M大/!，i0.4

38 木製品 :時 l毛さ (22.<1) l止大/''!0.6
39 剣$]( 大量J.!iui'i;: .1ヒネー1107'0ド 桁J?

40 かわらけ 1 I!-t (13.0) 成形:下づくね脈 1:;/.パ位色備15':11総I!(fに !1-イLIヶ所
41 かわらけ 111モ(9.2)総，'::'1.5 成形 :下づくね !治仁:)火尚色備.)5";灯19JIl[としてi史JIJ

'12 かわらけ 11ft (10.8) J，tlモ6.6 ~~ I;:j2.7 1，1占j彩;ロクロ )的 |ー;tll色 外li<i.;スノコ瓜

'13 かわらけ 11径7.9 JI:E!モ5.0 出 ~.~1.6 J主j彰:ロクロ !的1::i炎位j色外Ii.C スノコ泌
44 かわらけ 1 11'f6.1 liH'f3.6 総，¥'[，2.25 成形:ロクロ 胎1:;i炎尚色外j氏，スノコii!
45 ff隊創イE文鋭 脈仁 :/ぷ色相ho¥!!: i.炎!天緑色 半透明
46 l'f依 .iill弁文腕 胎 |:灰色車h祭 :灰制色半透明

47 (1依玉総腕 目fit : );反(1色利IO¥!!;/;ポ['1色、I:.j韮191
48 (1依端反碗 lIfi 1::灰白色刷業:/.火['1& 失透
49 (1舷 1-1)じ純 111モ(14.0) )的 1::灰色柄h1/J: }火1'1色 (ややff味がかる) 下透明l

50 ikUと;熊泊? !的 1::11古!火色 刷業 ::，1.¥1.ポ色 Ipll主主主り

51 似た潟 、，'，{ }JHモ(8.2) !例制)h~: 大 !-t (10.0) 
/tfi 1:: 1;火色 色湖:i点以怯j色 l~iì 15' :内1(liにĤY1物あるがイミ191。
，A' <笈色しいる

l耳113
52 似た黛斐 IlfiJ二色調:'Y!I.火色
53 'li~'滑 j駕 2.6 I!fi 1ニ:尚色色調 :!t~ìIJ色

5'1 'ìi\' i-l't ~ '}:; liH壬 (90)
l約十 以茶色 l~iì 15' :外底部liil転糸切り後il，'5filViりHけ
制il.i5"; 114工1叫(? 

55 常滑:t /'，'1 1鉢 (ut!il l的1:&湖:赤茶色

56 '品滑:t '~II鉢 ( ll ~il 胎 1:色調;亦茶色

57 ザ;滑j熊系鉢
llfilニ，茶担当色 l~ ~Î粧を多 く 合む 色調 :赤茶色 倫.i5・.日台は則iりHけ
内政I(iiは正予滅している

58 事!')L]:L
!的 |二:)天下1色色訓 :II:';Jパ色文機 つ山文を ili~が UH む I"I IMは .(I îll
ヘラナデとナデ ，"11Mはヘラケズリ

ト三q 剣銭 ( x~~jj泊資) M$)1 ~lô 北米 1 0 1 7年初)'~

成形ロクロ !附 t・位色 外1反 :l " l ~ii糸切り 1~iì~ : ，.戊filSに後O.35cmの穿イし
60 かわらけ Ill.モ7.9 J.ぽl-t4.8 務刈1.7 が2ヶ191

61 イÎ~肱 長さ1.0 ，品1.2 1詰大"，!0.25 イiU::HII出イi
6~ 1 : r.，U~芸笠 b¥jモ(6.0) 色調 ;)パ茶色 倫年:外I(IIは火を受けて.1，1.¥く変色

表2 遺物観察表

表3 中世遺物総破片数
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ふりがな かまくらしまいぞうぶんかざいきんき ゅうちょうさほうこく しょ

書 名 鎌倉市埋成文化財ー緊急調査報告書

両IJ 主iF 名 平成12年度発掘調査報告

巻 次 17 

シリ ーズ名

シリーズ番号

編 著者 名 手塚直樹田知|衣理野本賢二

編 集 機関 鎌倉市教育委員会

所 在 地 干248-8686 神奈川県鎌倉市御成町18番10号

発行年月日 西暦2001年3月

ふ り が な ふ り カt な コ 一 ド Jヒ 東経 調査而積

所収遺跡 名 所 在 t血 市町村 遺跡番号 。 "
。， " 調査期111] ( 111' ) 

調査原悶

若わか宮みや大必必路じ 神か奈なが川わ県けん鎌かま倉くら市し
204 242 

。 。
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まん どころ あと

政所跡(No.247) 

指ノ下三丁目989番4地点



伊t

1.本占は、政所跡地跡1)')の神奈川県鎌倉市省ノド:丁1=1989iFf4地/Xにおける個人住宅建設に伴う:tll!j主文

化財先制制作報行71jーである。なお、今1111は政J9r跡地跡|人jで、の 7併什の制作であるため、今次調-1宅地点

を幸li文Ij-'では 「政所跡第刊地点」と呼称する。

2 

3 

J判I_! ~当l円í .;抗Jt?;;. ;京j長ミ叫去悲L秀|ゆ別p川l 
調査員 大畑IIIY=Jf、太IlL産主11+

調千t協)J-行 川IIJ，Jdjf.、山111t.i IYJ、イI川政夫、円減忠11(1(以卜.、社1-:]-1i.よー人鎌余rliシルバ一人材センター)

4.本 占:作成に吋たっては、泣梢|支|の介成・トレースを京坐秀IYJとよIJ:I美女11f.が、造物実iJ!iJ・トレースを

小野手11代、!日制11'1:r と ;ji北'{~-V 1~' fが行ったうえ、 ili;梢|均係を;ji必秀IYJとよ川美矢11子が、造物関係を.1.1-5

削11'(fが執乍し、それぞれを示品秀IYJが加除下した。また、第JlLJ市各自iiの分析減作は、文ぶに執乍(i'

名をIYJ記した。

5.11¥仁造物の詳細lについては、小野手11代が作成 した本編後段の造物観察ぷを参n日されたい。
6.本占:に使mした写点うち、遺構関係を大畑IIIYJrが、造物を胤湘ill'(fと小野和代が搬JjZした。また、麻
布の'o'!1:f顕微鋭万立は;鶴比大学文学部文化財学科の/I<lrI!l5j久教J受と 山山真松助手がiAH詳した。

7.本』!?の辿怖と造物の姉|ヌ|の縮尺は次の通りである。

追梢全iJ!iJI災1: 1/100、例別法桃|災I: 1/50、造物実iJ!iJI災1: 1/3 

なお、各師|火|には縮尺をぷノJ~ している 。

8.先制調査に際しては、調査地}，'，(近隣の横小路1111'1)')会の御H立により休息!のための町内会飢とi必沸かし

などの屯)Jを村fifさせていただいた。ここに、あらためて御礼中し|二げます。また、報告Jj:作成にあ

た っ て 、 近111:附依持に凶して佐賀県教育庁文化ll~ 棋の大橋康て氏に、砥石と石flの産地|丙l 定を鎌合考I'î

学研究所の汐凡 -夫氏に、また 11本Y:.rA.学の小牧)J;l小校教般には発凡された布を山 |てしたままの状
態で現地にて観察していただき、それぞれご教示いただいた。記して感謝'11し 1'.ーげます。なお、報-x.

1]1における事実誤認・誤謬は、編集者の点任であることを付け加えておく 。(各氏の所属は平成12年

度II.~ におけるものである)
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第一章遺跡の位置と歴史的環境(図1・2)

鎌倉市旧市街地の北東、鶴岡八幡宮の東隣、横浜田大付属小学校の南に、高柳光寿氏が 『吾妻鏡j建

暦三年 (1213)五月二日条をよりどころに鎌倉幕府「政所跡J(県遺跡台帳番号No.247) と想定されて

いるー闘がある。鎌倉幕府政所は、はやくも文治元年 (1185)九月五日条の 『吾妻鋭Jに現れ、頼朝が

従二位に昇進した入府後まもなく源氏(幕府)家政機関と して成立していたと考えられる。政所は、 こ

の後、 嘉禄元年の御所移転に伴って、宇都宮に移転したとも、また移転しなかったとの見解もあるが明

瞭ではない (r鎌倉市史J)。また、 『吾妻鋭』弘長元年三月十三日乙亥「葬る。未の魁、政所の郭内失火

す。聴屋 ・公文所・問注の屋炎上す。御倉等は炎を免るjの記事からは、政所郭内、もしくはそれに隣

接して公文所と問注所のあったことがわかる。ただし、公文所と政所は性格的に重複し、 従二位昇進前

に設立されたと考えられる公文所が政所と併設されたとする理由は不明であるが、公文所と問注所が政

所の郭内にあったとすれは¥郭内での敷地剖りや立地空間の配分と建物配置が問題となろう。政所に隣

接していたのであれば、政所周辺の地割り問題が浮かび上がってくることになる。

今回報告する発掘調査はこうした 「政所跡」内の南西隅で行われた。調査地点は、鶴岡八幡宮前を通

る現在の棋大路から鶴岡八幡宮の東を限る土塁に沿って7mほど北に入った路地の東側に面して位置す

る。八幡宮の土塁は、明治年間に源平池を掘り上げ‘た土によ って作られたものであり、この土塁が鎌倉

時代の鶴岡八幡宮の東限界を示すものではない。鎌倉時代の八幡宮東側限界は、 1981年に行われた鶴岡

八|陥宮研修道場用地の発掘調査によって、雌認されている。それによれば、 鎌倉時代初期以降、東側の

限界は時とともに揺れ動いているものの、ほほ現在の土塁近くにあったことが知られている。しかしな

がら、その南北方位は現在の土塁と一致せず、南へ進むほど東へと傾いている。そのため、今回の調査

地点近くでの鶴岡八幡宮東側限界は、調査地点付近にある可能性が高い。

「政所跡」では、これまでに6地点が調査され、その内の5地点では、 土塁と側溝が発見され、 「政所跡」

は側溝に固まれた一定の空間をなしていたことが確認されている。H佐一、1997年の調査(野本1999)に

おいて郭内地点の調査が行われ、礎石建物とそれに伴う泥岩による地業が確認された。しかし、いずれ

の調査でも13世紀中ごろを遡るものではなく、また「政所跡Jとされる地域内での小範囲の調査に留ま

り、未だ明雌な政所跡の姿を窺えないでいる。今回の調査も「政所跡Jの南西|明であり、「政所跡J地

域の内部を窺い知ることはできないが、その西側を初めて調査することとなった。

参考・引用文献

山相11光寿 1959 r鎌合rli史 総説編J，'f)11弘文郎.
大-輪龍彦他 1983 r研修道場iJIH出先制調査幸li{tj"占j鎌倉市純同八11鳴宮・ 研修道場用地発品11調査団.
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図2 調査地点位置図

第二章 調査の経緯と成果の概要

第1節調査の経緯 (図3、図版1)

調査は、鎌余市雪ノ下三r~989番4地点における制符杭による三階建て例人住宅新築の申請があり、

深さ6m杭の打ち込み前に発掘調査が必要となり、国庫補助事業として、 平成11年8月161:1より、 2週間

の'11断をまたいで同年10月15日まで行った。工事対象而和は53.82ばであったが、隣接住宅地との敷地

境ブロ ック塀の保護のために若 |二調査対象而和を縮小した。実際の調査に当たっては、調査時に発生す

る残土を場内にて処理する方法が用いられたために、調査範囲を二分割して、敷地の奥ま った半分を第

I区、路地に而した半分を第日区として行なった。

調査地の200mほど東方では、鎌倉の主要河川である滑川が*j)q流から南北流へとその流路方向を変

えており、この周囲では河岸微高地が発達している。調査地点でも滑川の氾慌による山砂の堆積が想定

でき、下)刊において体生文化辿;緋 ・造物の発見が期待された。しかしながら、建築施主の意向によ って、

第日区では4枚の調査逃椛面のうち上層の第2面までの調査しか行ええなかった。

なお、先制調査実施に当たって、遺fjYiiJ[IJiilのために調査区内に鶴岡八|防宮と調査地の間にある路地の

南北方位に沿って2m単位の方11Mを組んだ。方H艮の各!Iiill線には、調査地の北東附を起点にし、南北ilq!i線
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にアラビア数字を東西事h線にアルフ ァベットを付した。また、iJllJ量方眼の南北jlq!J線は、磁北に対して

31
0 

47' 31.5"東に傾き、そのC-3交点は国土座標値:x=一75.412.172、y=-24.863.831である。

第2節成果の概要

下府の砂質堆積土府上而の第4而から第3聞は、調査区東半分の第I区のみでの調査である。第4面は

明瞭な生活面として確認されたのでなく、堆積土府から判断して、第3而下を)llfi次掘り分けたものであ

る。それは、調査地の東方で、鎌倉の主要河川である滑川が東西流から南北流へと流下方向を変える地

点に西御門川が注ぎこむため、調査地周辺に河川氾m:f.JJjl微布地が発達し、古代以IJrJの集落跡を峨認でき
るかもしれないと考えたからである。しかしながら、第3而の調査終了後、下府へと掘り進めたが、造

物は全く出土せず、 発見された遺構も不明瞭は杭穴状のピ ットが乱雑に発見されたのみであった。

続く第3而では、これまでの周辺調査によ って発見されていない12世紀末から13世紀前半の遺構が発

見できるのではないかと、やはり期待したが、残念ながら明瞭な遺構と出土造物を確認できず、第2而

下の土屑から10世紀以降の土師器の整破片が出土し、 古代の集落祉が付近にあるこを窺わせるのみであ

った。現在、第3面をなす思色微砂粘質土の流度分析をお願いしているが、本枇干j't土居が鎌倉旧市街地

の中世地山居と同様のものであれば、後述のように12世紀末から13世紀初頭頃の調査地点では、人的活

動の痕跡が残されない景観であったことになる。

調査地全体を通じて発掘できた13世紀中頃の第2而からは、非常に多くの逃桃が調査地いっぱいに発

見され、先行する堆積土層と比べて急激な土地利用の変化を確認できる。発見された遺構は井戸、土墳、

杭穴状ピ ット、柱穴のほかに、 道路と側溝である。これらの中でも、調査地の西側に発見された道路と

側溝は、続く 第1面でもほぼ同位置に確認でき、当該地点における地割りの一貫性を示している。黄桂

色の山砂を何層にもわたって叩き締めた道路は、その西側を調査区外にまで広げるために、規模を雌認

できなかった。また、その*側を後世のi背によ って壊されているが、おそらくは発見された構4に接し

ていたものと考えられる。なお、 j荷4は第2面における構の中でも最新のものであり、この他に4条の南

北構 (前5-8)が構4の西、砂を版築した道路而の下にあることを トレンチ (深掘坑)にて確認してい

る 。 すなわち、ここで雌認された道路と側部の関係は、第2而で、の最新の ì~Yt で、ある構4の I時期から第1而

にかけて椛認できるものであり、より遡るl時期については不明とせざるを得ない。さらに、はたして構

5-8が第2面に帰属し、 第3而のものではない確証も、第21師以下の調査を第H区で行えずに、得られな

かった。とくに最古の南北消である泊三7からは、 13世紀第1四半期に帰属すると思われる手づくねかわら

けの破片が出土していることから、第2面より遡る可能性が高い。第2面に発見された南北構の断面形状

は、 V字条の構4を除いて、 5-8の構は箱形を呈する。

道路と側溝の東側では、側ilYtから150cmほどはなれた柱穴列を境に、深さ50cmほどの土域と杭穴状

のピットが数多く発見され、調査区内での状況が東西で大きく異なる様子を見せる。また、小型のピット

や土臓の多く掘り込まれた地域は、そこが一定の屋敷地であったとしてもその縁辺部に当たると思われる。

なお、調査地と隣接する館岡八幡宮の東を限る婦と土星は、 13世紀中ごろ以降ほほ現在まで変わらな

いものの、 土塁は今回の調査地点との間にある道路まで広がっていた可能性が鶴岡八幡宮 ・研修道場用

地の発掘から示唆されている。今回発見された道路と南北椛の方向は、館岡八幡宵との間にある道路に

ほぼ並行しており、 第2面から第I而の時期にかけてもこの道路および側識が鶴岡八幡宮と 「政所跡」と

の;境をなしていたことを確認できる。

13世紀末から14世紀初頭の第1而では、近現代の掘削整地によ って、近世から近代とともに本来の生
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活面が失われた中世最上層面から掘り込まれた遺構群を確認できた。中世遺構に限れば、調査地の西側

に道路と南北側溝が、その東側に柱穴と土横が密に掘り込まれた敷地の縁辺部と思われる空間が発見さ

れた。道路は、粗く制り取られた泥岩(土丹)を密に版築した路床で、路面は大小の泥岩を用いて平坦

に作り出されている。ただし、本来の路床には砂などが用いられていたかもしれないが、近現代の削平

により雌認できない。道路の東に敷設された側溝は、前3とi梓2の2時期であるが、いずれも構l隔に比べ

て浅い箱形を呈する。さらに東に1m (三尺?)間隔の塀跡、柱穴が南北に並ぶ。この塀跡を坊に調査区

の東側には、土横や柱穴が数多く掘り込まれる。中でも地盤整備のために一度掘り下げた部分に多量の

かわらけと泥岩釧片を交えて鳴き囲めた基極上の整地而には、 底而に安山岩を設置した掘立柱建物の柱

痕を確認できた。この建物はその位置から、調査地点の東に隣接する f政所跡 雪ノ下三丁目988番』

(第百地点)に発見されている建物の西端であると想定でき、 今回発見した南北講を西の限界とする敷

至る鶴岡八|幡。
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地がより東へと広がっていたことを確認させる。建物が建てられる以前には、泥岩で枠の作られた)1:戸

が掘り込まれている。

この抗1¥立柱辿物を壊して、第l[而の後半期に掘り込まれた土城14は、調査区の点外へと広がる。桜上

に多量の炭化物を含むこの土城底面近くから、黒色覆土に隠れるようにして、 布が折り:住まれたよう に

して分厚く追存していた。時間をかけて丁寧に布の取り上げを行ったが、 すでに断片化していた。布は

調査区東壁1fli にも認められ、 前a1l:区東外まで・広がっていること は峨実である。 J :.I ;~の隣接地を調査した

手塚直樹氏によれは¥そこでも布が出土していたとのことで、 布はかな りの大きさであったことが窺わ

れる。調査現場にいらしていただいたLI本女子大学の小笠原小枝教授によれば、 布は平織りの麻布で、

思染めにされているとのことである。

第三章発見された遺構と遺物

以下に、今阿の調査によ って発見された逃桃と造物を説明してゆく。記述に当たっては、 上回より下

問に向かつて調査した現地での発揃手)IIJiとは逆に、年代的に古い下附より )IIJi次時1/リを|ずりながら行う。

第I節 調査地内基本土層層序 (図6、|ぎ|版2)

遺品~t と迂t物の説明に先立って、調査地における基本的 t陥枇杭府序を述べる。 調査では、 上肘 よ り近

世から中世14世紀前半の逃梢が同時に発見された第l面、 13世紀中頃から14世紀初頭の南北方向側椛と

れ穴を残す第2而、これまでの調先によって鎌倉のrl'111:地山府と考えられている黒色微砂Wi質上の第3[m、
さらに|ご附に砂質堆杭土が発見された。

第4面は、般化鉄を混じえる黄褐色砂 (第1附)の上面である。さらに下回は、黄色砂屑と第三紀の凝

灰お質泥岩の計雄府へと続く 。お推上に堆積する砂!門は、縄文海進JVlにおける侵食砂と調査地点方を流

れる滑川の氾i駄による堆積砂と思われる。こうした砂層|二で、の人為的生活遺構の雌認は望むべきでない

かもしれないが、氾ì\l:~1原微高地に弥生時代の住居土Il:が残されていないかを雌かめるために、調査を行な

った。しかしながら、この而からはほとんど人間の生活を示す辿梢を認めることができず、まだ乾燥化

していなかったと思われる。

第4而上に黒色粘質仁 (第2層) が:tff~杭する。 砂府仁面が次第に乾燥化する こと によ って堆和した腐植

土で、粘性が非常に強い。この黒色粘質 tの卜.[師は、鎌合IHTli街地の逃跡においてしばしばrl'1吐地山を

構成する。本逃跡においても ここを第3面とした。ただし、この第3面上には黄褐色の砂層(第3JO)が

滞く 堆和 しており 、~だ安定した乾燥地とはな っておらず、滑川の7L!. ì\~原であった可能性がある 。

政色イ目、@の乗る第3[[i上に、20-30cmの厚さで酸化鉄を混じえる粘性の強いn音褐色粘質土が2層にわ

たって堆積する(第4・5陪)。上層のものは、やや粘性が劣る (第5屑)。本土防上面において、数多く

の中世逃梢を保認することができ、第5層上国を第2聞と した。本上!日に至るまでの堆積層は、まず上器

類の破片を混入せず、わずかに第3而 tと第4)日中から土r:m器艶の小片が3点出土するのみであった。こ

のことから、本調査地点では、第5層がq..r世の地山を構成しているといえよう。

第2r面の上を35-50cmにわたって厚く覆う第6陪は、多くの自民僻された泌討の細粒や炭化物に)JIlえて、

かわらけの紺i片を混 じえ る 人為的盛り 土整地上である 。 こ の造成に よ っ て平坦に作り 出された第6)~サ上

而を第I面とした。第1而からも多く の中世の遺構を侃認できたが、さらに上層に堆積する近世から近代

にかけての生活面から掘り込まれた迫桃群によ って、かなり壊されていた。
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さらに、第1面上には、大量のかわらけ片や泥岩粒子、炭化物を混入する軟弱なH音茶褐色土が堆積す

る(第7屑)が、ここからは近世から近代の染付磁器も出土する。中世造物を混じえるものの、近代に

帰属する土用である ことを雌認できる。さらに上層の小石を混じえる土層上面からは、丸太杭を埋め込

んだピッ トや近世から一近代造物が出土するごみ穴が多数掘り込まれている。このことから第7層は、第8

府を施設するために、第I而上に堆積していたと思われる中世造物包含層、も しくは生活面を削り取っ

た後に盛り 士されたものと考え られる。

第2節第4面(匡14、図版3)

第4而と第3面は、第 I区においてのみ調査された。上述のように黄色砂層上面を而と したが、海抜

8.4-8.5mに位置する本土層上而では遺跡地の北方に位置する丘陵域からの絞り水が間断なく湧き出 し、

砂胴上而の硬さや腐植土の有無の確認はできなかった。そのような状況での精査によ って、 10日のピ ッ

トを認めた。多くのピッ トは直径15cmほどの小さく、また深さ10cm内外の小規模なものであった。そ

のうち p73と74は深さ10cmと浅いものの直径が24cmとやや大きく 、また底而に泥岩礁を持っている。

ただし、その泥岩礁も非常に水磨した状態で、ピ

第3節第3面(図5、図版3)

鎌倉旧市街地、とくに若宮大路周辺にて中世地山を椛成する黒色粘質土の上面を第3而とした。海抜

8.65mの第31面で、も、 地下水の湧水が激しく面の状

況把握は|盛期Iであった。発見できた逃椛は、 i栄さ

ット底而に配置するために意図的に創り出 した も

のとは考えられず、第4而を椛成する黄色砂層の:t1t

積途上に、滑川の氾il~~ に よ っ てもたらされた よ う

に思われる。黄色砂層中にある泥岩礁によって作

り出された宅疎を利用した動物もしくは植物の生

息によ って{沙問の土壌が一部変色したために、ピ

ット状に認められたのではないだろうかとの感触

を持つ。 p73と74以外の小ピ ットも同様ではない

だろうか。調査区四周の土層盛岡には、この第4聞

から掘り込まれた遺構を確認できない。

第41f1iからの出土造物は、 全くなかった。

20-30cmほどのピッ ト1311である。ピットの深さ

や大きさはそれぞれまちまちであるが、直径15cm

の p71や300の小さなもの、そして底|師に直径

10cmほとずの小さな落ち込みを持つ p70や65は杭跡

であろう 。また、 p63から68もしくは72は直線上

に革ぶかのように見えるが、 p63が32cm、64が

17cm、69が9cm、67が6cm、68が24cm、72が

14cm と深さが一定でなく 、 1~，11 隔もまば ら であり、

ここから何らかの構築物をf限定することは困難で
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ある。ピット群が何らかの並びを示すように調査区の北西に偏っているのは、調査区北西部が上層の第

2面からの掘り込みで壊されていなかったためと思われる。

こうしたピ ット群が何を構成していたのか明確ではないが、 医16の調査区北壁土用に p63の掘り込みを

碓認でき、この第3而を利用して人々の生活のあったことは確実である。しかしながら、同じ土層図に確

認できる ように、 第3面上で p63を覆う第3層は、この生活面を河川氾i監が襲ったことを示している。第3

而を利用していた時期は、未だ調査地がその東方を流れる滑川の氾i監や北方の丘陵地より流れ落ちる土砂

の危険にさ らされる安定しない地勢にあり、その利用期間は短かったと考えられる。

第3而上と後世の第2面が始ま るまでに堆積した第4層中からは、Jj阿部に削り痕跡を持つ土師器が出土し

ている。このほかに、中世に帰属するかわらけなどの遺物は全く 出土せず、 第3面は中世以前と考えられる。

第4節第2面 (図6、図版4)

酸化鉄を混じえた、しまりの良い暗褐色粘質土上面を、生活而とする。ここに発見された遺構は、調

査区西側に、 道路と溝、調査区中央に空閑地、 東側に土蹟2基や井戸 l基と掘立柱建物の他に多くのピ

ットの発見された居住域が広がる。

道路は、 調査区西外へと広がり、その|幅員は明らかでない。構は、道路の東隣に平行して掘り込まれ

ており 、道路の側溝と思われる。空閑地と居住域の境辺りには、規則的な並びを確認することができな

かったものの、 多くの柱穴が並んでいるため、 居住域の西端を限る柵もしくは塀跡の存在も想定できる。

居住域には、土臓や建物の柱穴が集中して確認された。建物は調査区から東方へと拡がっている。

道路と構4~ 8 (図7・8、図版4)

道路

道路は、調査区西端に発見された。後述の構が道路の側溝と考えられるため、南北に延伸する道路と
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思われる。路盤は、茶褐色砂層、路床は、茶褐色粘質土が堅く硬化している。路盤は遺存状況がよく上

回遺構からの撹乱も少なかった。路盤の海抜高は、 9.0mで、ある。取h線方位は、N-300- Eを示す。道路

の|隔は、その東側を第1而の道路側溝である構2・3に壊され、また西側へと調査区外に広がるため確認

できなかった。
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H許制色1由貿 l二 泥~!_t粒、 泥泊プロック、 木製品 、

多く iJtじえる。iY冗気味

l火色事'ii't上 fq色砂~く混じえる。 ややしまる

灰 色粘質土砂少lJ混じえる。よくしまる。

H日ilJ色粘質 t 泌rf粒、首正行プロソク、 木製J，J
多く ij~ じえ 、 しまり似l 、 。 還元気味。

lげHlJ色粘i't土 iJt~ ' t粒、泥約プロ y 夕 、 多く j民 じ

える。しまりあり。

茶N.l色柄l?質 ト 1沙多く ilt じえ、 同~ くしまる 。

"!j-N.l色品l，'民 t: iJ~:n プロ y 夕、ノド製J101 多く出じえ

る。i立足気味。
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主主尚色1弘、質上 泥行粒、かわらけJ十混じえる

泥 料 l阪築 20-30cml'tの泥行ブロックで椛
I&:される。
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溝 4~8

第2面で発見された構は、道路東側に沿って延伸している。その西側掘り方は、第1而からの道路側溝

である構2・3に壊されており不明瞭である。また、構の西側掘り方に沿って下層の構が発見された。第

H区での調査は第2面の最上層道路遺構までであったが、 より下層の道路と構の関係を碓認するために

トレンチを H 区調査区の北壁際および、南壁際に80cm~90cmの l隔で、設定 し、第4面下砂質堆積層まで掘

り下げた。以下、 トレンチの名称を北壁・トレンチ、南壁 トレンチとl呼ぶ。発見された遺構は構4条のみ

で、 より下層の道路は発見できなかった。溝の東西の立ち上がりを確認できたのは溝4と6のみで、 他は

西側立ち上がりが調査区西外に位置する。すなわち、これらの構の位置は東西にぶれながら設置されて

おり、最新の構4が最も東に位置 している 。 また、構4を除いた構5~8がその西方に道路を伴っ ていたと

の確証はなく 、j梓が西から東へと移動する中で、道路が当初より施設されていたのかは不明である。以

下、古い構より新しいものへと順次説明する。

溝7

発見された最古の構である。上層は構5に壊されている。確認できた構|隔は、 95cm。南北ij!lb線方位は、

N -30
0 

- Eを示す。底面は平坦で海抜高は、北壁 トレ ンチ内で'7.7m、南壁 卜レ ンチ内で'7.7mあった。
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構内の波上は、灰褐色粘質土で、木片が多く混入する。加工品としての木片は、教:状製品が多く含まれて

いた。構底からは。13世紀第 l間半期に帰属すると思われる手づくねかわらけ片が出土したが、細片の

ため図示できなかった。

溝6

*側を構4、西側を椛5に壊されている。構底の確認はできなかった。そのため、市のilqll線も不明であ

るが、i此4調査掘削l十Iに椛4の凶の掘り方iuいに出6の土胞が比られるので同じ方rflJに延伸していると忠

われる。構内の覆土は、灰褐色粘質土で砂が多い。

溝5

点側をi品3・4・8に壊されている。講師は、調査区凶端からl豆外へ広がるため雌認できなかった。南

陛 トレンチ内での断面形は、箱型を呈する。取11記長方位は、 N-30
0 

- Eである。底而の海抜高は、 北壁

トレンチ内で"7.72m、|有壁 トレンチ内で'7.9mを測る。泊二内の桜上下層には箸状製品を合む腐蝕木片が多

く浪人していたが、上層は浪人物の少い暗褐色粘質土で硬く締ま っている。

|支1 8-1~6は構5より出土 した逃物であ る 。

1 は小相糸切りかわ らけ。 II符はやや大きく、器壁は聞きながら立ち上がる 。 2~3は大型手づくねか

わらけ。いずれも丸底気味で、体部外I自1中位の稜は不明瞭である。器壁はゆっくり|調きながら立ち上が

り、口屑51)は丸く 収まる。

4~5は瓦器質の平瓦。 4は凹 1"1r師とも、 側縁にたいして斜めの)1向に糸切り痕が残る。5の凹面は側縁

に対して斜め方向の糸切り痕と布目痕、凸面はナデ消されている。

6は述歯下駄。台表には圧迫痕は見られず、横緒を境として破船している。後歯の部分は迫存していない。

1'1然造物ではアカニシが出上した。

溝8

東側を第1面講3に壊されている。構|隔は、調査区西端から区外に広がるため線認できなかった。慌の

断Uuは、箱型である。j荷のil'l"線}j位は、 N-350 - E。底I師の海抜高は、北壁 トレ ンチ内で;7.98m、南

畦 トレ ンチ内で'8.l8mあった。櫛内の磁土は多量の腐蝕木片のため、しまり弱い。磁土中には、数種の

植物の種を調査中に認めた。後述の第四章を参照されたい。

溝4

慌の断而形は薬品iJf状である。椛認できた|隔はl.lm、深さ1.05mである。生活聞から急坂にV字状に掘り

込まれている。底而の海抜高は、北側で'7.92m、中央で'7.9m、南側で'7.92mと平担であった。構内の覆土

上層は、 H音褐色粘質土で混入物が少なく、 i北jまに砂がたまる。lI!lII線方位は、 N-280 - Eを示す。建物2や

道路とほぼ|司方位を示す。

怪1 8-7~20は構4より出土 した泣物である 。

7~8は手づくねかわらけ。 平底で、器壁は開きながら立ち上がり、口唇部はやや尖る 。 9~12の小剖

糸切りかわらけには、器壁が厚く直立気味に立ち上がるものや、器壁が識:く聞きながら立ち上がるもの

が見られる 。 12は口径が小さく、器壁は直立 して立ち上がる 。 13~14は大型糸切りかわらけ。 器壁は薄

く1mきながら立ち上がる。13は内外商に煤が付着する。

15は舶載青餓櫛描文碗。淡!火緑色を呈する璃IJは、滞く施草111される。

16は算。全面にわたってよく研磨されている。破損する下端の断面は擦られており、破損後に再加工

されたものであろうか。

17~20は用途不明の木製 IIII~I O 17の左側而は而取り風に削られている。

F
「
υ
A
守
唱
E
A



建物

建物2(図9)

調査区南東部に芯々距離2m前後

を測る柱穴が四方に確認された。

各柱穴の生活面からの深さは、そ

れぞれp47が38cm、p52が46cm、

p 58が42cm、p58が42cmの一定

した深さに掘 り込まれいる。 p47 

以外は、 土;臓や他のピ ットに壊さ

れている。柱穴の芯々距離は、 p

47・58の間で、205cm、p301・47の

間で‘210cmをiJ[IJる。

建物の南北刺l線方位は、

28
0 

- Eを示す。このほかにも建

物の柱穴と考えられる芯々距離を

持つピッ トが多 く発見されており、

複数の建物の存在も窺われるが、

確認できなかった。

土城

土壌16(図10・11、図版5)

|σ 

〆

_.. --

~~ icr 
包3

o 
ヨ

調査区北東壁際に発見された。平面形状は楕円形

を呈 し、断面形はゆるやかな鍋底状。l隔は230cm、

確認できる長径200cmである。土城の長期"方位は、

N-15
0 -w。底面の海抜高は8ふ.11をjJ[1jる。覆土は、

材木片を含む茶褐色粘質土。第2面居住域の建物2や

構4と方位が異なる。

図11-1は大型糸切りかわらけ。器壁は薄く、聞き

ながら立ち上がる。

土靖18(図12・13)

調査区北壁際に位置する。平而形状は|判丸方形を

同し、 ゆるやかに落ち込む。幅は150cm、遺存する

限りでの長さ は105cmである。土;臓の取h線方位は

-32
0 

- Eである。建物2や構4とほぼ同じ方位を示

す。底面の海抜高は、 8.3mである。覆土は、茶褐色

5cm 
ト T - l 

図11 第2面土繍16出土遺物
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第5節第1面(区114、図版6)

第l面では、近現代の掘削整地によって、近世から

2m 近代とともに本来の生活面が失われた中世上層面か

ら掘り込まれた遺構群を確認できた。そのため、本

来より 上照にあったかもしれない中世面からの掘り

込みも第1面にて一緒に発見された可能性があり、発見された遺構群は複雑な新旧関係を持っている。

発見された逃構は、第2面と同様に、調査区の西側に道路とその側溝、調査区の東側に建物跡、や土瞬、

井戸2基などが位置し、建物と道路側溝の問に塀跡が2列ある。

ミ
+
 

a一

.呈-9.0m

l:k.1iblL 

l ぷ~色粘質上 木) ;-混じえる 。 水分多く、しまり ~f;jい 。

2 11市茶~色粘質 I~ ・3芸人物なし しまりゅ.jt、

。

図12 第2面土績18

Q一平ベニヲ1 o 5cm 
ト→ーー ーー一_j

図13 第2面土墳18出土遺物

粘質土で、木片が多く混入する。

1~11 3-1 は小型糸切りかわ らけ。 器壁は薄く、内湾

気味に立ち上がり、 仁!唇部はやや尖る。

塀跡(図版4)

柱問や柱穴規模が不ぞろいのため、明確な塀跡、

もしくは柵跡とは確認できないが、道路側溝とピ ッ

トや土臓が数多く発見される調査区東側との聞の先

閑地に、何らかの空間分離施設の介在がなければ不

自然と思われる。ただし、不明瞭なものであるため、

ここではその可能性を指摘するのみにとどめる。

道路と側溝(図15・16、図版7・8)

道路

調査区の西端に発見された。道路の東には側溝が敷設されているため、この道路は南北方向の道路と

考えられる。長さは調査区いっぱいに2m80cm確認し、調査区の南北両方向に延伸することを土層壁面

にて確認できる。|隔は、 90cmからllOcmを調査区内にとどめるが、 より西方へと広がることが土層壁

面にやはり確認できる。道路は、粗く割り取られた泥岩(土丹)を密に版築した路床で、路盤は近現代

の削平により確認できない。この削平によって、路面に轍跡などが残されていたかもしれないが、発見
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できなかった。なお、路床面にて、 直径28cm、深さ17cmのピ ットが1日発見された。道路施設」二事'11

に設けられた小屋跡の痕跡で、あろうか。

溝2・3

第I而道路の東側に敷設された側椛は、 i背3 と i~Yi: 2がある 。 いずれも i~;: 1隔に比べて浅い箱形を呈 し、構

2は椛3の作り 直しである。市3は、下|隔l05cm、深さ77cmを残す。内部:tft和土 下回は、暗褐色のよく締

まった粘質」こで、水分が非常に多く、構内堆積土で、あることを示している。 '-'.JMでは、植物質が腐敗

したような茶褐色の軟弱士が多少交じり、かわらけや炭化物が混入する。i梓が次第にごみ捨てによ っ

て埋没する様子がここからは窺われる 。 i~YJ: 3の内部磁士は仁壊分析を行な っ ているので、分析結果を後

に別杭にて報告したい。構3の底部出抜高は、調査区北壁で'8.45m、調査区南壁で、8.39mを測る。短い距

離ではあるが、北から南へと泊三底而は下がっている。

市2はi:，Yf.3を壊しながら、 lOcm西へ移動して開撃される。かなりの部分を近 111:から近代の摘り込みに

よって失っているが、調査lぎの南北両端と中央に設けた上層観察|佳からその規模を窺える。上|隔2m

20cm内外、下|隔1m lOcm、i栄さ77cmの浅い箱形断而を呈する。底部海抜高は、調査区北壁で、8.75111、

調査区南壁で、8.53111をiJllJる。やはり北から南へと前底面は下がる。内音ISJft和土は大きく t下二府に分か

れる。下層は茶褐色軟弱上にかわらけ片や炭化物を多く交えるもので、 早くからごみ捨てによ って埋

C 
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没し始めた様子を示している。上層では、埋没し始めた講を埋め戻してしまうように、かわらけを多量-

に混じえるH音茶褐色土でっき固めている。この土層上面にかわらけが集中して逃棄されていた。これら

のかわらけは、第1而の逃椛配置が大きく変化する時期のものであるが、同時期のかわらけ溜まりが他

所にもあるため、 詳細については後述する。

ì~Yt2 . 3の軸線は、 N-30
0

-Eである。

図16-1-7は構3より出土した造物である。

1は小型手づくねかわらけ。やや背低で、器壁はゆっくり開きながら立ち上がる。2-3は大小の糸切

りかわらけ。器壁はいずれも薄く、内寄気味に立ち上がる。

4-5は草履の芯か。側面に切れ込みがあり、 表裏面にわずかに植物庄痕が見られる。6はヘラ状木製

品。断面は楕円形を呈し、下端の両側に削りが入る。7は箸。両側面、両端面に削りが見られる。

l然造物ではオニグルミの種子が出土した。

持16-8-30は構2より出土した造物である。

8-17は小型糸切りかわらけ。背低で、器壁が簿く開きながら立ち上がるものが多いものの、背高で

器壁が内脊気味に立ち上がる側面観碗型を呈するものも出現している。18-23は大型かわらけ。器壁は

部く 、内脊気味に立ち上がるものが多く見られる。24は穿孔かわらけ。内底而から外底面に向かつて4

ヶ所が焼成前に穿孔されている。

25は浅鉢型火鉢片。イ本音15外而は指頭抑さえの後、ヘラによる掻き上げ調整。体部内面は指頭押さえの

後、ヘラ調整される。河野氏の分類では r1 c類」に分類できるものと思われる(河野1993)。
26は常滑のこね鉢底部片。体部外而は、指頭押さえの後、 工具にて粗く調整されている。内面には使

用による著しい摩滅痕が残る。

27は瀬戸の灰利!折縁深鉢。内底而に櫛による輪文が施される。また、 トチン痕が残る。13世紀前半ご

ろのものであろう(瀬戸市1997)。

28は舶載白磁小J01の口縁部片。

29は銅銭。北宋 (10781f-)初鋳の 「元豊通費」。

30は凝灰岩製の四葉硯である。破損後、 二次焼成を受け、赤褐色を呈している。良質の中国産敏州石

の可能性が高い 1)。

図示できなかったものに、 i奈器IDlが出土した。追存状態が悲く、木部がほとんど朽ちてやせ細ってい

るために実測できなかったので、 写真を提示した (写真図版13)。全面に黒色漆が厚めに塗布され、内

底面から外面にかけて明樟色を呈する赤色漆により幹のない柳の葉文が粗く 手揃きされている。また、

内底面の中央に不明文が薄く観察できるが、この不明文と柳業文の赤漆の色が全く逃うことから、これ

らの文様は時間差なく拙かれたものとは考えにくい。使用後に再加工している可能性も考えられる。

自然造物では、焼け焦げたウシかウマの肋骨片と弊が出土した。

塀

調査区の東に広がる居住域と道路側溝との聞に2条の柱穴列がある。このうち、前2の肩を壊して構3

の立ち上がり壁面に達するまで穿たれた柱穴列は、調査区北壁土層と調査区中央に設けた土用観察畦か

ら明らかに構2の機能が停止し、埋め戻された後に設置されている様子がわかる。これを塀1とする。

塀1(図17)

塀跡は、構2と3の覆土に掘り込まれた p103・102・104・87からなる。それぞれ直径50cmの上|隔に傑
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図17 第 1面塀 1 (ピッ ト102・104)出土漬物

さ40cmから55cmの規模をもち、底面に礎板を1枚もしくは2枚設置している。i栄さ40cmのp102と104

枚の礎板である一方、深さ50cmのp103と深さ55cmのピッ ト87は二枚の礎板を用いて柱の位置を

調節している。各柱穴の間隔は、礎板の中心で北から104cm、92cm、104cmで、ある。建物の半間間隔

で塀の柱が設けられていたと考えられる。

塀跡のI'rj北j~h線方位は、 N - 34
0

-Eをな し、 道路や道路側溝よ りど取h線を;迎えている。

後述の塀2の位置から勘案して、道路側i'lltが埋め立てられた後に、東に広がる居住域が西方へと拡張
されて塀1が新に設けられたと思われるが、このとき道路がどうなっていたのかは近現代に行われた上

回の削平・整地によ って、不明である。

図17-1は瓦質輪花型火鉢。脚部が一つ逃存している。内而は指頭による横方向のナデの後、上位で

は棋方向に丁寧なヘラみがきが施される。外面口縁部周辺には15弁の菊花文のスタンプが2個単位で抑

印されている。外而は二次焼成を受け、荒く爆ぜている。河野氏の分類では 「田類」と分類される製品

であろう (河野前掲)。図17-2は黒色粘板岩製の嶋沌産硯である2)。

塀2 ( 1~1l 8) 

塀Iから東に1m程移動した位置に、塀跡と思われる柱穴が二つ位置する。2口のピッ トであるが、こ

れらが他のピットと離れて位置し、井戸などを含めた遺構の多くが発見された調査区東部と道路側溝地

域を分ける位置にあるため、塀跡と想定した。

発見された柱穴、 p93とp400はいずれも I区と H区の境目に位置し、それぞれの調査地域にあって

柱穴の全最を把握できなかったために不完全な図面であるが、各調査地域において断面土層は確認して

いる。れ穴規模は前述の塀1より大きく、 p400は直径76cm深さ78cm、p93は田長期h60cm深さ56cmを測

る円形から楕円形を呈する。底面に礎板は遺存しない。p400の磁土堆積土層には掘り上げてから柱を

抜きだした様子が見られる。柱穴の間隔は、底面の芯々距離で'195cmを測る。また、2口の柱穴ではあ

るが、それらを結ぶ期h線の方位は、 N-310 -Eである。道路側構とほぼ同じ方位を示す。
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掘り込み地盤整備(図版6)

塀・跡の東側には、塀2から2.5mほどの空閑地をおいて、 土臓や柱穴が数多く掘り込まれる地域がある。

これらの迫緋群は多くの切り合い・新旧関係を持ち、 一時期に帰属するものではなく、上述の;塀跡とと

もに、 3時期ほどの変遷がある。中でも、建物の構築を伴った地盤整備が逃椛変遷の大きな画期となっ

ている。先行する第2耐において、大型の土概が掘り込まれた当該地域は、第lTI面を構成する蹄り 土を行

なっても軟弱な地盤であったらしく、第2面の土扱16掘り込みの1mほど西方からあらためて地盤の版築

を行なっている。

近現代の削平が第I而を削っているため、正確な数値は不明だが、 地盤整備版築は3ラインと4ライン

の聞から東方に向けた地域を52cmの泌さまで掘り下げた後に、粘性の強いよく締ま った土に泥岩の釧

粒や炭化物、かわらけ片を交えた土を4回に分けてあ らためて入れ直している。

建物

建物1(図19-22、図版6)

地盤整備された基壇状の整地而からは、底面に安山岩礎石や礎板を設置した柱穴が掘り込まれている。

底面に安山岩礎石を残す p24では、直径18cmの柱の抜取痕を確認でき、また礎板を底面に据える p25・26

では礎板上に18x 12cmの角柱の柱根が逃存していた。p24は調査区の南壁にかかるために全形を雌認でき

なかったが、整地而から65cm掘り込んだ底而に長径27cmの稲平な安山岩を設世する。 p25と26は、 地盤
ε 。
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整備で人れられた土を取り除いた後に枯穴の底部付近のみを維認したために上|隔の規模は不明となってし

まった。しかしながら、 p24のれ抜取艇と p25・26の柱棟が同一規模であることから、これらの柱穴は同

・の桝築物を桃成していたと考えられる 。 各柱穴の柱恨と礎イ1 の，t、々距離は、 198cmの等川 1~，，4 にある 。

建物の南北軸)i位は、N-310 -Eをなす。

今Inlの調査区内に発見されたこの3口の柱穴から建物跡と判断することはは、性急かもしれないが、

東に隣接する調査地点で発見されている建物祉で、ある第1[(Jiの掘立柱建物 Iのnql!線や柱位世と一致する

ものであり、それの延伸部分、ま たは別建物としてもその一部であろう。建物の西側にかわらけ溜まり

が発見された。

図20-21地盤整備土中より山土した造物である。

図20-1-9は小型手づくねかわらけ。平底ないし平底気味で、器監は薄く聞きながら立ち上がるもの

が多 くみられるが、 9のように休部外l師 I~ I位に弱い稜をもつものもある。10-25は静止糸切りかわらけ。

隣接する政所:跡 (当'ノ下三丁目988番)でも報告されているように、本遺跡地で出上した静止糸切りか

わらけも、底部の切り離し方法には 「平行糸切りJ(10-20)、「桁円状糸切りJ(21-24)の2つのタイ

プが観察できた。25は破片のため切り離し方法は不明である。「平行糸切りJの器形は、 1'f低で、器壁

はl直立気味に立ち上がるものと、やや背高で器壁は内湾気味に立ち上がっているものがある。また、

「椅円状糸切り J の詩形は、体市15外而 l ド位に稜を持ち、時k~Kは内匂気味に立ち上がっ ている 。 両者とも、

LI唇点15を|師取りし、内!庇而のナデ調鮭は非常に弱いか、 全く施されていない。26-51は小型糸切りかわ

らけ。背低で、器壁が直立気味に立ち上がるものや、器監は部く、聞きながら立ち上がるものが多くを

\『エ主プ~ ¥L トーク2 にーと二ク3 \_二 二下ーグ~ ~二プ5

\ーと二グ~ ~ェよ二グ7 又一斗zグ8 込土まこク9
¥ トイ10~tニブ11 ¥__一区二グ12¥_←y ープ13¥_ ートーク14

\一主ニコク~5 ~ーユζ二プ16 又 - e::ーョ17 X" ヒミペ8、L王子ヲ19
¥ とJ 20¥ トーク21¥.一ー モーイ22'(二 ト44心 二干ーーグ24

¥ L025 
¥ー ト-226~ トーク27 にー トーク28¥__ r--~9 ¥ トJ ク30

¥__:-トーてク~1 ¥ r;;;z)32 \ --~~33 ¥: トイ~4 c一一己ζク35

¥ トJヲ~6 ~ーユニヅ~7 ¥二 トーク38 ¥己主グ39て下イ40

¥←一ートーク41¥ トー/ク~2 ~二二グ43

¥ ドイ~6 \__土プ~7 ~ 一千ーグ48 又二土二二戸~9 ~ トJ え。

¥ ト二ヅ51 10cm 。
図20 第 1面掘り込み地盤整備出土遺物 (1) 

つdEd
 



¥;;」斗乏ヨグ1

冠全イ

ミ474Z
人~ ~10

三斗~3
E3=-=116 

記」ご~9

V1~2 

に---b3，5

三工D.

ミよ一三
」十二三

ミト~ 

又~~て~1
三三ヰーョ4

v:: L~7 

にι」d20
¥ご1ーグ23

、子古三グ26

三3'29

図21 第 1面掘り込み地盤整備出土遺物 (2) 

A
サ
E
J
 

唱

i

f可「f吉、
'(〆 L 、 ~- 30 

o 10cm 



¥ ヒごプ3 γ ドーク4

にーよここク8にこよプ9

に一吉トーづ13て二二七二二ク14ぞ一弓ーイ15

¥ ト一二ク16¥-l-ーイ17¥一一トーク'18~ ー トーク19 ~ユ:亡プ20

て トーグ21 ¥ コトーク22 て トーク23 ¥ l J24¥ トーグ25

¥千三ヲ28 ¥一子ーイ29又工ーヲ30¥ トグ26 XJ トーヲ幻

\-~_ 1::で/ク33¥ Lィグ31 ¥ 下ーグ32

11 」卜ーづ 39¥ トっグ36 ¥て レ037 5~-1ーグ38

斗3.1 ç斗~2

に~C1寸6

ミ三七~O

て;-~~2
53 

建物l内。ピット25 10cm 

図22 第 1面掘り込み地盤整備愚上層 ・建物 1(ビット25)出土遺物

ph
d
 

p
H
u
 

t
EA
 



占めるが、背l宮iで、器壁は内脊気l床に立ち上がる側面倒碗型に近いものもわずかに混入している。

図21-}-28は大型かわらけである。}-6は予づくね。平底で、器監は!亨く、体古1)内而中位より外反

するものが多い。また、 rIi.再古ISの調整はやや尖っているものもあるが、 n唇に沈線が巡るものは見られ
ない。7-9は静止糸切り。底部はすべて 「平行糸切り」で切り離される。底部は)￥みがあるが、器噌は

とても部く 、背高で、体部Ir{立は腰が張っている。いずれも口唇部は面取りされている。10-28は糸切

りかわらけ。 ，-，径は小振りで、器壁は)手く、丸みを荷びて内奇するもの、 ，)~底 1[11 が!よく 直立気味に立ち

上がるもの、器壁が部く、 7'f尚で・制』面観碗型に近いものがみられる。
29は山茶碗窯系こね鉢の底部)Jrである。内底I師は使川により著しく摩:滅している。

30は常滑裂の口縁部片である。口縁部の形態から13世紀中ごろの製品と忠われる (中野1994)。

図22は地盤整備最上層より出土した造物である。

凶22-1-2は小型の手づくねかわらけ。平底で、出噌は聞きながら立ち仁がる。3-15は小型のMtIJ-. 

糸切り。底部の切り離しは3-11が 「平行糸切りJ、12-13は 「楕円状糸切り 」、14-15は破片のために

切り離し方法は不明である 。 16-38は小型の |回転糸切り 。 内底聞が広く、持壁は II~:立気味に立ち上がる

ものや、背高で内湾気味に立ち上がるものも見られるが、器壁はillj.く、 |荊きながら立ち上がるものが主

流である 。 39は極小かわらけ。 40-43は大型の手づくね。 平底で、器壁は厚く、体部外而中位に~~い稜

が残る。44-47は大型静止糸切りかわらけで、成部の切り離し方法はすべて 「平行糸切り」である。出

盛はとても薄く、背IJJで、体音IS中位は)J嬰が張っている。内底聞に指頭による柿方向のナデ調整は全 く施さ

れていない。48-52は大型糸切りかわらけ。内底而が広く、器壁は直立気味に立ち上がるものと、器十陛

がj導く内湾気味に立ち "，ーがるものが見られる。

53は建物1に帰属するピ ット25より出土した静止糸切りかわらけである。底部の切り離しは破片の為

に雌認できない。口縁外面周辺に煤が付着している。
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井戸(図23・24、図版8)

第1而では、 2基の井戸を発見した。いずれの井戸も建物跡と塀跡の聞の地域に位置し、建物の建つ空

間の裏手に掘り込まれている。

井戸3

井戸3は地撤整備の掘り込みによ ってその上部が壊されているため、建物1より古い時期に作られてい

る。調査では、井戸枠に用いられた泥岩切石の崩壊と激しい湧水による作業の危険性を強慮して、底面

までの掘り 上げを行なわず、掘り込み面からの深さ1.2mまでの調査である。また、 土層観察壁の除去

も同様の条件から取り外しを行なっていないが、井戸は短径120cm、長径127cmのほぼ円形の上|陥掘り

込みから直径71cmの円形底而へと至る ものと思われる。

掘り込み上|隔より下方70cmあまりは、井戸廃棄後の埋め戻し土がレンズ状に堆積し、その下に井戸

のかつての姿を示唆する覆土堆積が見られた。埋め戻し土を取り除くと、 平面図に示した長方形や砲弾

形の泥岩が井戸内を磁うように現れた。これら泥岩のうち原位置をとどめないものを慎重に取り除くと、

井戸の掘方と井戸枠内を分別する土層堆積を確認できた。その結果、直径71cmの円形掘方壁面に接し

て泥岩の切石を積み上げて、 一辺35cmの方形の~:Iニ戸枠を作り出している 。 発見された切石泥岩は、す

べて角の丸くなったもので、 当初より井戸枠のために切り出されていたかは疑問である。

図24-1は瀬戸の鉄車III嬬鉢の口縁部片である。二次焼成を受けており、使用痕は紺|破片のために確認

できない。仁l縁部の形態から、 17世紀後半の製品と思われる(瀬戸市1998)。

井戸5

塀跡2のp93を一部壊して掘り込まれる。本井戸は、 I区調査時に掘方と井戸枠内の一部を発見した

が、調査区の北方に大方が位置し、また井戸枠内からの湧水が激しいために、椛認面から下方1mほど

しか調査できなかった。さらに、 H区調査時には発生残土処理の都合上掘り込み面すら全く確認できな

かった。そのため、 全形を確認していない。しかしながら、挿図に示した土層堆積図に認めることがで

きるように、掘方とその内側に垂直堆積を確認でき、こうした堆積状況は井戸であると考えた。

掘方は、確認面より68cmの深さまで緩やかに土;版状の掘り込みが行われた後に下方へと急激に落ち

る。掘方内の磁土堆和はほぼ水平である。この掘方の内側、図上の西方に井戸枠を設置したことを示す

垂直土層託離が見られる。井戸枠内には鎌倉石と呼ばれる粗粒凝灰岩の切石が垂直方向に2段積まれ、

水平方向に2個がきれいに並べられている。また、この積み石の下方に厚さ3cmの杉板と杉の角材が発

見された。木材と切石による井側であろうか。

図24-2は京焼き風陶器碗の底部。胎土は淡黄色を

呈し、綴密で粘性が強い。底裏に円刻が見られ、草

地体で 「清水」と刻印されている。1660-80年代の

所産。3は美濃の鉄清11筒型碗。外面に螺旋文が施され、

桶liは明茶色を呈する。4は肥前染付碗。素地は弱粘質

で混入物が多い。染付はH音藍色を呈し外面に手描き

の雲と植物文が拙かれる。1630-40年代の所産。
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図24 第 1面井戸 3・5出土遺物
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かわらけ湖まり(図25・26、図版8)

，}'4 l't 1>(~t Il;モ

九初f-3
5い@はP22

C官F

Bライン

。 1m 

図25 第 1面かわらけ溜まり 1・2

かわらけj留まり1

Cライン沿いに|隔60cmで、調査区北方外から南に向

けて1m35cmに渡ってかわらけが澗密じ発見され、その

ほとんどが押しつぶされた状態で割れていた。かわら

け溜まりは、 地盤整備掘り込みの後にNび平坦にされ

た而上が緩やかな傾斜でJ昨状に12cm窪んだ:Itlに認められ

た。窪みの南北取h線は建物のそれとほぼ同様であり、建

物の雨落ちにかわらけが捨てられたような状況である。

図26-1-2は小型の糸切り からわけ。2は口径がやや

大きく、器壁は聞きながら立ち上がる。3-5は大型糸

切 りかわらけ。おおむね器監は薄く 、背高で側|師観椀

型を呈するものが多い。6は鉄釘。

ぞ十一ィ

o 5cm 

図26 第 1面かわらけ溜まり 1出土遺物

かわらけj留まり2

これは、道路側前の構2をJ.!]l没させた綬土最上回に位世したものと思われる。ただし、近現代の削平

整地府によって失われた上層追梢面の盛り土に入れられたものかも しれないが、調査区北壁で、の土層観

察においてかわらけ湖ま りの層位を雌認できなかったため、明瞭ではない。挿図には、かわらけ溜まり

を推認した屑位で同時に発見された近代の使所跡も示している。

ここで発見されたかわらけは、すでに割れた状態のものがここに遺棄された可能性が高く、発見され

たときのかわらけはすでに破片が隣同士で互いに接合する ものではなかった。

土域

土噴14(図27. 28、図版8)

調査区の南東に位置し、建物1を壊して、第1而の後半期に掘り込まれる。調脊lヌの南曜と東樫に掘り

込み土層を雌認できるため、調査区外へと大きく広がっているものと考えられる。調査区内に確認でき

た胤肢は、南北2m80cm、点凶98cmの卜.場からゆっくりと80cm落ち込む。炭化物とかわらけ片を多祉

に混じえる粘質土上に砂を多く混じえるH斉茶褐色土が堆和し、土臓を埋めている。多量の炭化物を含む

下層からは、黒色磁土に隠れるようにして、墨染めの布が折り52まれたようにして分厚ぐ迫存していた。

布の取り上げに時間をかけて丁寧に行ったが、すでに断片化していた。取り上げ時の状態から判断して、

-158-



これらの布は土域内に廃棄され、伴に出土した炭化物の多さから焼却されたのではないかと思われる。

布は土墳底面いっぱいに認められ、 土臓が広がると考えられる調査区の東から南外に向けて広がってい

ることは確実である。それらを一枚づっ丁寧に剥していくと、何重にも重なった断片の片側面が袋状に

折り畳まれたもの、 一枚ずつ畳まれたもの、数枚重ねられているもの、両側面が観音聞きに折り畳まれ

たもの、またくしゃくしゃと丸まっているものが確認できた。均一に折り畳まれた状態ではなかったこ

とは明らかである。おおむね縦と横糸が1本ごとに交差している平織りを呈しており、 「縁」 の部分も確

認できた。また、漆のようなものが固まって付着している部分もあった。布は経糸のほうが細く 、緯糸

が太い。拡大写真を見ると、糸の撚りも経糸のほうがしっかりしていることがわかる。

隣接地 (雪ノ下三丁目988番)を調査した手塚直樹氏によれば、より古い生活面からではあるが、 今

回の土城14から南東に4mの地点でも布が出土していたとのことである。その布と今回の布が同一土墳

からの出土とは考えられないが、何度かにわたって複数の土嫌にこうした布が廃棄された可能性が考え

られる。布は凶事に用いられた股幕であろうか。

到28-1~43はかわ ら けである 。 1~9は小型の手づくね。 体部外面中位に弱い稜があるものと、 平底

で、器監はゆ っ くり開きながら立ち上がるものが見 られる 。 1O~14は小型静止糸切り 。 器壁は体部外面

に稜を持ち、内湾気味に立ち上がるものが多い。 いずれも口唇部は面取りされている 。 15~28は小型糸

切り 。 15は口径が小さめである 。 背低で、器壁は薄く聞きながら立ち上がるものが多い。 29~33は大型

の手づ くね。 29~30は器壁は厚 く、丸底気味。 31~33は器壁は大きく開きながら立ち上がる 。 34~43は

大型糸切りかわらけ。内底面が広く器壁は直立気味に立ち上がるもの、器壁は薄く開きながら立ち上が

るものが多い。

44は骨製鏑か。 次焼成を受けて白化している。
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第11而その他の遺構出土造物 (図29)

ピット9出土遺物

図29-1は肥前の染付蛇ノ 目凹型高台猪口。外而は1陛い二次焼成を受ける。染付は諜色で外而に手拍

きの笹文が拙かれており、 18世紀後半の所産。

ピット13出土遺物

2は小型の糸切りかわらけ。器壁は体部外而中位に稜を持ち、聞きながら立ち上がる。

ピット17出土遺物

3は小型の糸切りかわらけ。器壁は体部外面中位に稜を持ち、内湾気味に立ち上がる。

ピット14出土遺物

4~6はかわらけ。 4は手づくね。 器壁は薄く 、|剤 きながら立ち上がる 。 5~6は静止糸切り 。 5は破片の

ために、切り離し方法は不明。器監は聞きながら立ち上がり、口唇部は面取りされる。6は 「平行糸切

りJ。器壁は薄く 、内奇して立ち |二がる。内底面の指頭による横方向のナデ調整は施されていない。
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ピッ ト9

ミ」二ニペ T とご二ク

ピY卜王て1ラ J0 5cm 
図29 第1面その他の遺構(ピット9・13・14・17)出土遺物

第6節近代面(図30、図版9)

調査前の既存建物基礎とその地業用を取り除くと、ヰ11日t第l而と共に近世から近代に帰属すると思われ

る遺構群が顔を現した。発見した遺構は土蛾と杉丸太を据えたピ ットである。ピットは、調査区内の中央

から南西付近に集中 し、土城はそれらと重複しながら調査区の全而に発見された。中世期に調査区内に確

認された道路や道路側溝は、このl時期にはなく、すでに調査区全体が宅地化されていたと考えられる。

発見した遺構群は、すべてが既存建物の地業層によ って上聞が削られているため、掘り込みは浅い。

しかし、 調査区北西に位置する使所跡1. 2、もしくは水溜めの水桶や裂を設置した土横28.27から察す

るに、調査区内の北側が敷地の裏手に当り、杉丸田を据えるピ ット群が敷地内建物を椛成する前面部分

の一部と考えられる。土横28からは18世紀代の国産陶磁器が出土しており、近世後半期のものであろう。

また、 調査区南西部に位置し、調査区南方へと広がる矩形の士城からは、 大正期以降の国産磁器が出

土している。近世には建物敷地であったと ころが、近代には敷地の裏手にと代わっており 、宅地の分割

がこの間に行われている。

6 3 

C 

B B 

_C 

図30 近世・近代面全測図
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表1 遺物観察表 (1) 

図版 No 出土地 種目リ 口径 底径 器高 備考

8 2面構5 かわらけ 9.3 7.6 1.8 胎土は黒色徴砂、雲母、白針を混じえる淡茶色弱粉質土

8 2 2面講5 手づくねかわらけ 13.1 11.2 3.7 胎土は黒色徴砂、雲母を混じえるi炎茶色弱粉質土

8 3 2面f陣5 手づくねかわらけ 13.3 12.2 3.7 』台土は黒色微砂、雲母、白針を混じえる淡極色iW粉質土

8 4 2面j溝5 平瓦 ¥ ¥ ¥ 胎土は淡赤褐色弱粘質土

8 5 2簡溝5 平瓦 ¥ ¥ ¥ R台土は淡茶色粉質土

8 6 2面構5 連歯下駄 遺存長13.9帽9.5厚1.6

8 7 2蘭t禽4 手づくねかわらけ 8.6 6.8 1.9 胎土は黒色百世砂、雲母、白針を混じえる淡;m色弱粉質土

8 8 2面海4 手づくねかわらけ 8.8 6.4 ¥ 胎土は黒色百世砂、雲母、白針を混じえる1炎茶色弱粉質土

8 9 2面講4 かわらけ 7.2 6.0 1.7 胎土l土黒色徴砂、雲母、土丹粒を混じえる淡極色弱粉質土

81 10 2面j務4 かわらけ 8.4 6.1 1.7 胎土は黒色徴砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる淡極色弱粉質土

81 11 2部構4 かわらけ 6.8 4.8 1.7 胎土l土黒色徴砂、雲母、土丹粒をiJiじえる淡極色弱粉質土

81 12 2面構4 かわらけ 6.2 6.0 15 胎土は黒色微砂、 雲母、白針、土丹位を混じえる淡澄色弱粉質土

81 13 2面1稗4 かわらけ 11.4 7.6 3.1 胎土は黒色徽砂、雲母、白針、土丹位を混じえる淡虚色弱粉質土

81 14 2面講4 かわらけ 11.6 7.8 2.9 胎土iまm.色微砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる櫨色弱粉質土

81 15 2蘭j穂4 青磁悌描文碗 ¥ ¥ ¥ 繁地は灰色粘質土 :fdlは淡灰緑色

81 16 2面講4 鉾 全長8.9幅1.6厚0.4

81 17 2面構4 用途不明木製品 全長12.0帽2.11享0.5

81 18 2面t恥 用途不明木製品 全長9.0幅3.5厚1.7

81 19 2面溝4 用途不明木製品 全長19.0幅3.5厚0.8

81 20 2面持摩4 用途不明木製品 全長28.3幅2.8厚1.0

11 1 2面土旗16 かわらけ 12.8 9.0 3.3 
胎土は黒色1叢砂、土丹位、白針、雲母をわずかに混じえる極色弱

砂質土

13 1 2面土績18 かわらけ 6.9 4.9 1.5 
月色土はやや多めの黒色微砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる極色

弱粉質土

16 lj賀構3 手づくねかわらけ 9.6 8.2 1.6 胎土は総色1教砂、雲母を混じえる淡茶色粉質土

16 2 11函海3 かわらけ 8.0 5.2 1.4 胎土は黒色1鍛砂、 雲母、白針を混じえる淡茶色弱粉質土

16 3 1薗海3 かわらけ 12.0 6.0 3.5 胎土は黒色1叢砂、雲母、白針、土丹位を混じえる桓色弱粉質土

16 4 l面構3 主主履の芯? ¥ ¥ ¥ 

16 5 100溝3 1;i.履の芯? ¥ ¥ ¥ 

16 6 l面溝3 ヘラ状木製品 ¥ ¥ ¥ 

16 7 1面構3 告藍 全長23.7幅0.6厚0.4

16 s 1j薗溝2 かわらけ 6.9 4.8 1.6 月台土は黒色1後砂、雲母、白針を混じえる淡筏色弱粉質土

16 9 lj商m2 かわらけ 7.6 4.6 1.6 胎土は黒色1厳砂、雲母、白針、土丹柱を混じえる淡糧色弱砂質土

161 10 1面j韓2 かわらけ 7.4 5.2 1.5 胎土は謀色1教砂、雲母、白針を混じえる淡程色弱砂質土

161 11 11函溝2 かわらけ 7.5 5.5 1.6 胎土は黒色微砂、雲母、白針、土丹位を混じえる淡桓色弱粉質土

161 12 1j預滑2 かわらけ 7.2 5.0 1.7 胎土は黒色微砂、雲母、自針を混じえる淡;ffi色弱粉質土

161 13 1j茄1揖2 かわらけ 7.2 5.0 1.8 胎土は雲母、黒色微砂、白S十を混じえる淡;ffi色弱粉質土

161 14 lj預j構2 かわらけ 7.6 4.8 1.8 胎土は黒色1鍍砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる淡極色弱粉質土

161 15 11面構2 かわらけ 7.4 4.8 1.9 胎土は黒色徴砂、雲母、土丹粒を少々混じえる淡撞色弱粉質土

161 16 lj酒溝2 かわらけ 7.0 4.4 2.2 胎土は黒色1鍍砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる弱砂質土

161 17 1面溝2 かわらけ 7.6 4.0 2.5 胎土は黒色1致砂、雲母、白針、土丹栓を混じえる趨色弱粉質土

161 18 11薗1稗2 かわらけ 12.2 ¥ ¥ 胎土l立黒色1教砂、雲母、白針、土丹粧を混じえる趨色弱粉質土

161 19 l面溝2 かわらけ 12.4 8.1 3.3 胎土は黒色微砂、雲母、土丹粒を混じえるj炎;ffi色弱粉質土

161 20 100溝2 かわらけ 12.0 6.4 3.4 胎土は黒色1放砂、雲母、白針、小石粒を混じえる極色弱砂質土

161 21 1面構2 かわらけ 12.7 6.8 3.4 胎土は黒色徴砂、雲母、佐l針を混じえる淡;ffi色弱砂質土

161 22 ]j濁溝2 かわらけ 11.6 7.0 2.8 胎土は緑色微砂、 雲母、白針、土丹粒を混じえる淡程色弱砂質土

161 23 1j爾 i~ 2 かわらけ 13.2 7.2 3.5 胎土は緑色徴砂、雲母、白針を混じえる.m色弱砂質土

161 24 IOOi樟2 穿孔かわらけ ¥ ¥ ¥ 胎土は黒色1教砂、雲母、白針を混じえる淡樫~日音灰色弱砂質土

161 25 l 面講2 浅鉢型火鉢 ¥ ¥ ¥ 胎土は小石粒を混じえる灰色ーI炎;ffi色弱給質土 f.f表は88灰色

161 26 l面講2 常滑こね鉢 ¥ ¥ ¥ 胎土は小石位、白色徴砂を混じえるH音4宣色弱粘質土

161 27 IOOi務2
瀬戸or美波

25.2 13.2 7.7 胎土は賞味白色弱粘質土 勅は透明淡緑色 内底面に樹掻文
灰1由祈緑漆鉢

161 28 11罰溝2 白磁小皿 8.0 ¥ ¥ 素地は白色粒を多く混じえる白色枯質土

161 29 IOOi樟2 銭 ¥ ¥ ¥ r7e盟通費j

161 30 l面構2 四業硯 i置存長8.9何8.5厚2.1 赤褐色凝灰岩産地不明

17 I 
1面塀l

瓦質輪11:.型火鉢 31.6 24.6 1 1.9 
ピット102

17 2 
1j薗塀l

硯 i宣存長5.0帽3.11事2.3 黒色粘板岩鳴海産
ピy ト104
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表 1 遺物観察表 (2) 

図版 No 出土地 事E別 口径 J氏f圭 日号高 {桁考

20 
lTI岡沼込み

手づくねかわらけ 8.1 7.'1 1.4 胎土は黒色微砂、白針、議l丑を混じえる淡:ffi色弱砂賀土
地役車左側

20 2 
lilii銅込み

手づくねかわらけ 7.7 6.3 1.9 胎土は黒色微砂、白針、土丹粒を混じえる縫色~lj粉質土
地鈴懸備

20 3 
lilii錨!込み

手づくねかわらけ 8.3 6.5 1.9 飴土は黒色微砂、雲母、白針を混じえる燈色粉質土
地鐙型車倫

20 4 
II面倒込み

手づくねかわらけ 8.3 6.3 1.7 胎土は紫色微砂、 雲母、 土丹粒を混じえる淡m色~~:/)H'l土
地盤整備

20 5 
11師掘込み

手づくねかわらけ 7.7 5.9 1.65 胎土は黒色徴砂、雲母、土丹粒、白針を混じえるt.li'色弱粉質土
地盤整備

20 6 
II面倒込み

手づくねかわらけ 7.8 5.9 1.7 胎土は紫色微砂、土丹粒、雲母、白針を混じえる淡鐙色粉質土
地縦型車怖l

20 7 
1 IIli掘込み

手づくねかわらけ 8.8 7.4 2.0 胎jこはM¥色微砂、 雲母、白針、 土丹粒を混じえる*11色粉質土
地鍛整備

20 8 
l商illTI込み

手づくねかわらけ 8.1 7.0 2.25 胎土は黒色微砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる鐙色弱粉質土
地鍛3在備

20 9 
Iffii掘込み

手づく ねかわらけ 8.4 7.0 2.0 l治土は誤色微砂、 雲母、白針、 土丹粒を混じえるi炎紛色粉質土
地鍛絞Mil

20 10 
1ilii品目込み

i持jヒ糸切 りかわらけ 8.0 6.5 1.15 l治土は黒色微砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる淡鐙色弱砂質ゴニ
地盤整備

20 11 
ITI而術!込み

i抑止糸切りかわらけ 8.3 6.2 1.4 j胎土は黒色微砂、 23母、 -tPl粒、白針を混じえるi炎鐙色砂賀土
地提n望的

20 12 
1ilii抑込み

¥'I1>J1.ニ糸切りかわらけ 8.6 6.7 1.45 胎土は黒色i放砂、雲母、白針、土丹粒を混じえるi炎茶色砂t'l土
地骨量盤。¥ii

20 13 
11面倒込み

静止糸切りかわらけ 7.9 6.0 1.4 胎土は黒色微砂、土丹粒、雲母、白針を混じえる後色砂t'l土
地盤整備

20 14 
1 ffii1l11込み

静止糸切りかわらけ 8.2 6.3 1.5 胎よは黒色微砂、雲母、 二仁丹粒、 住!針を混じえるm色砂質土
地徹整備

20 15 
1ilii綴込み

i静止糸切りかわらけ 8.2 5.0 1.7 胎土は雲母を混じえる淡怨色弱粉質土
地盤整備

20 16 
1而搬込み

i符止糸切りかわらけ 8.2 6.1 1.5 胎土は黒色微砂、雲母を混じえる淡授色砂質土
地鍛整備

20 17 
l而』眠込み

的止糸切りかわらけ 8.4 6.6 1.45 胎土は黒色微砂、22母を混じえるi炎鐙色砂質土
地盤整備

20 18 
1iIil綴込み

i移止糸切りかわらけ 8.8 6.3 1.6 胎土は黒色微砂、雲母を混じえる1炎茶色砂質土
地盤3在日H

20 19 
]Iful!TI込み

静止糸切りかわらけ 9.0 6.8 1.7 胎土は玉県色微砂、 ~母、白針を混じえる1Il'i淡位色砂質ご仁
地鍛型産備

20 20 
1i商品百込み

静止糸切りかわらけ 8.8 6.3 2.0 胎土は銀色微砂、土丹粒、 雲母、白針を混じえるお色砂質土
地盤鮭俄

20 21 
1而鍛込み

静止糸切りかわらけ 9.4 6.4 1.7 胎土は黒色徴砂、雲母、自針を混じえる淡鐙色弱砂質土
地役整備

20 22 
Iffii街!込み

静止糸切りかわらけ 8.6 6.5 1.7 J治土は~色1致砂、主主母を混じえる i炎鐙色l沙質土
地盤整備

20 23 
1而掘込み

静止糸切りかわらけ 8.6 7.0 1.6 !治土は黒色微砂、 雲母を混じえる淡鐙色弱砂i'l土
地然繁明ii

20 24 
1 ifu掛!込み

静止糸切りかわらけ 9.2 7.4 1.7 l拾土は熊色1放砂、やや多めのまE母を混じえる I炎鐙色~lj(Jj;質土
地鰹3豊備

20 25 
1 ifu捌込み

防止糸切りかわらけ 8.7 6.8 1.9 
Jlf:i土はやや多めの黒色微砂、白針、土丹粒を混じえるi炎茶色弱粉

地鍛準備 'l'1土

20 26 
11町高i!込み

かわらけ 8.5 7.0 1.55 胎土は黒色1政砂、雲母、白針を混じえる淡燈色弱粉質土
地撤護側i

20 27 
lii而姻!込み

かわらけ 7.9 5.6 1.85 l始土は紫色微砂、 土丹粒、雲母を混じえるi炎茶色粉t1土
地型革推怖i

20 28 
1而掘込み

かわらけ 7.8 5.8 1.4 胎土は黒色徴砂、土丹粒を混じえる赤褐色砂質土
地総務制ii

20 29 
1而1揃!込み

かわらけ 8.6 6.~ 1.25 l恰土はやや多めの煤色微砂、 ZE母、白針を混じえる鐙色弱粉質土
地豊富経世ii

20 30 
1ffii姉!込み

かわらけ 8.5 7.5 1.6 l恰土は，~色微砂、笠母、白針を混じえる淡鐙色ij耳粉 t'U二
地線型監制;1

20 31 
Iffii銅込み

かわらけ 8.8 6.0 1.-1 
胎土はやや多めの黒色微砂、雲母、 こ仁丹粒、自主1を混じえるi炎鐙

地鍛務制Ii 色弱粉質土

20 32 
Iffii掘込み

かわらけ 8.-1 7.2 1.5 lIf:ì土は県色微砂、 ~ l号、 白針をやや多く混じえる鐙色弱粉質土
地豊富雄j~iJ

20 33 
Iffii揃!込み

かわらけ 8.2 6.5 1.9 胎土は黒色徹砂、雲母、白針、土丹粒を混じえるi先程色弱砂質土
地ffA後備

20i 31 
lilii採!込み

かわらけ 8.2 6.5 1.65 
民i土はやや多めの黒色微砂、雲母、白針、 j二丹粒を混じえる淡程

地権推備 色粉質土
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表 1 遺物観察表 (3) 

出土地 Hujlj 

l市I銅込み Iかわらけ
地盤EE1向

l 面倒込み |かわらけ
地ft'.!~l~ü

201 371 100掘込み |かわらけ
地盤準備

II商品泣込み |かわらけ
地続殺備
T河川副 コ

20 39 

Il面姻込み
|かわらけ

地盤設備

1 ~而掛1込み |かわらけ
地鍛整備

l l師躯!込み
地盤整備

201 .181 
I面t刷込み

|かわらけ
地盤整備

201 191 
l面倒込み

|かわらけ
地税~備

201 501 
l而桶!込み

|かわらけ
地役整備

21 6 
11!!百f!l';!l

21 7 
II商婦!込み
地役3宣f桁

211 81 
liIii捌込み
地需産3主備

91 
liIii掛!込み
地位号室倫

かわらけ

かわらけ

かわらけ

l而拘!込み Iかわらけ
地役守主1布

211 1 11 
1i1iillt!込み

かわらけ
地豊富鞍1時

211 151 

11I地地地面而

M

百盤

aa

倒樹似

EE

制

S聾込込込守備備みみみ

2i1ll 
! 

l 
l 

Ma 
ムt>c，り• ， 

211 161 かわらけ

211 171 かわらけ

口径 |底後 |務部| 備~.

8.0 5.3 l羽目fi1:は以色微砂、 f'"1s!.微砂、 (1$1を悦じえる赤怯j色弱砂t'lI:

: "lI!fi tはやや多めのJ品色微砂、 '21号、 1'1針、 I:IH立をiJtじえる鐙色
1.5引
• .vつ ~Il帯H'{上

1.751胎上は思色微砂、23母をやや多く泌じえる鐙色弱粉質土

1 .75 胎 tはやや多めの法色微砂、内剣、ゴ'U吐を il~ じえる淡位色粉質上

7.61 5.61 1.7胎 tはJ五色微砂、仁丹粒、安I吐を混じえる淡佼色粉質 k

10.81 7.11 

8.5 

ljM 
12.01 8.2 

一j_
12.0

12.2 

12.9 7.9 

lIfi 1 ーはやや多めの::!H~微妙、 (1針 、 23町、 1:1"1枝を混じえるm色
1.751 ~:. : 
!Hj粉'1'1上

1.91胎 I:U:思色彼砂、2E-母、 白多|をやや多く混じえるi克m色弱粉質土

1.51胎 lこは!H色微妙、雲母、(IOI-を悦じえるr先住色1)1)粉11上

1.951船 1:は:H色微妙、雲母、 I:IH立を混じえるi対立色1)1)粉'1'1仁

3 .05 1 11fUニ (i:JA色l~砂、 白針 、 '1}母、 土n校を泌じえるi炎彼色粉賃上

3.15I!fi 1:は !J~色微砂、 内jl 、 ::1 1昔 、 上n粒を混じえる位色粉質上

3，31 Ilfi J:は ( 1針、 :J~色微砂、 二~ rvJ をiJt じえる位包帯H'ì t 

dl~l:はやや多めの!.1i色微妙 、 2; 1昔 、 り l粧を iJ~ じえるtE色1)1)粉質

3 I[肝i1:はJ虫色徴砂、雲母、 内jlを泌じえる燈色l)lj砂1'{上

3.1
1 船|はやや多めの;品色i政砂.:21昔、 |て j ト粒 、 IÎ針を iJ~ じ えるHt色
1)lj事:}'l'{1: 

3b 
1nfi Iニはやや多めのよH色微砂、':21吐、(1針、J:l'1粒を従じえるi刻E
色lj~j粉fê上

3 251船ト.は ~n@.微砂、!こn粒 、 ( I jl 、 安悦浪じえる紬色~1) 1)}'i't上

3. I I ~ì 川

29 
』fil-はやや多めの出色微砂、(IH.:1i-f昔、 U'j-粒を混じえるm色
I)lj粉'l't仁

3.15 IIfi 1は:.u色俄砂、'.31・土、 UI粒を悦じえるほ色!l1j砂'('{1 

-164-



表 1 遺物観察表 (4) 

図版1No ，lB上地 主[(別 U径 |1氏筏 |総jr，jl 備考

1221 8.81 2 9 1~土はやや多めのよ県色微妙、土丹粒、白針、雲母を混じえる鐙色
→ l … …|拘粉質土
13.21 901 3.11胎 tは鈍色微砂、雲母、やや多めのよ丹粒を混じえる淡燈色弱粉
寸ー|… っ|質上

12.61 8.71 2 .85 1 >>古土は鍛色微妙、七丹粒、白針、~母を混じえる怨色弱粉質土

ト ト一一十一寸
12.21 7.21 3 . 1 1胎上は瓜色1設砂、~母、 仁丹粒を混じえる淡位色弱粉質←

11.9 8.11 3 . 1 5 1胎よはやや多めの~IA 色微砂、雲母、 白針、 土丹粒を混じえる i克鐙
色粉質土

7.41 2.9船土は思色微砂、:立母、内針、 土丹粧を混じえる淡*n色粉質土

一 一一
7.91 2.9船上は以色微妙、 t汁粒、白針を悦じえるi:JH笠色弱粉質土

勺同 1酬込み ー | 剖 川L 也堂並~~わ ら I:_ 1 1.~ 3 311胎土は黒色胸、師、附を混じえる淡授色弱粉質土
1 21 イl而似み |かわらけ い2.11 821 281胎仁はやや多めの純微妙、土F胤倒、 3母を混じえる附
I 、1 地位毅備 ド'"''j '， l ' o. '1 u.OI O'UI色弱粉質上

1 211 d I ， I~柵込み |かわらけ 1 ld 8.61 d 船仁は以色微妙、問、白針J 胞を混じえる淡ト鮒色弱
1 0' ι1 地鐙整備 1" V 'j '， 1 叶 0.01 "'.1粉質上

_.1 _-' 11面倒込み 1. ， _ .. . _ _ _ _I _ _/.. • •• .." .• 
211 2割 地権整備 |かわらけ 1 12.21 6.3 3.7船上は::u色徴砂をわずかに混じえる淡従色粉賃上

I1而織込み 1... ".，.. .. ~~ _ ，_ ". 1、 1 ， 1""." '._ 
211 291 ' :::.':;;:..~;;: I I LJJ，~腕黛系、ね鉢 1 " 1 " 1 " IMiよは小石i粧をiU:じえる灰色弱粘質上地総数備 | '-"-~f~ I "、 I " Inll_L''''J''l-1 

01 1酬 込み |制強 | 吋 ¥I " 陛池山微砂白色微砂小石粒を混じえる階灰色粘質土 器1 雌整備 1 ，'"'' ~~ 1 '，.，ul " 1 |如!略l府百
一 一

11
1酬込み地総

11'--::1 ( b7'J'pr:，lt 1 d |手づく ねかわらけ
整備品 t府 | 

l 傾倒込み地銀 |I 21 J I:'J;.::，'~"~J>Ic:.，~ I手づく ねかわらけ
準備i段上防 ' 

8.2 
-l-

1.51 >>台七は以色微砂、白針、 上j村立、 答flJ:を if~ じえる i炎舵色弱粉質土

1.6胎土はM¥色徴砂、自針、 '兵隊、 よfT粒を混じえる板色粉質土8.51 6.15 
ト一一一

221 311212trlmM 切りかわらけ1 7.8 

221 ，111而締込み地位静ι。加打ムムr:，Itl
ゐゐ1 ''1 整備品上Rヲ T ..._，，， 7; ，1 ." ...... ，. '1 

nI 5 1 1~坦モチ地操舵JI:糸川和ムPけ 1 d """'" "'" 鞍1附 t陪| 山 一 月句 .-.，， "' I .....'1 

nI 6111刷込み地鍛抽tl::fr.IiJ t)かーIt1 8.7剖
1 vl ~f持続開|山 山川目 ." ". 1 V.'つ
ド I -"己主止とユι-l 一一一 斗一一一斗 一一↓-

nI 7 1 1 1州L込守地盤 i~1>11:*， !i)t)かわωパ リ1 '1 備品上~l 1川'_'1'7; ， ，，， ...... '_，川 .........1 

22 8122titiE静止糸切りかわら川 8.7 

22 912221rm止糸切りかわら川 8.5 
--→一一 一一
22i 1011聞編込み地盤腎11::糸切り かわらIt1 8 • ι勺 1 ;整備品上防 'ι，、 7; ， ." ..... -_，・'1 v 

221 1 d I I~湘 ì6 J;. J伊，~JJI:;f，切りかわら川
日 ハ 整備i崎tf.;.l 1'" "_".，， . •. •. . ーハ

ト |日け山:1引主|[IlU川岬l的刷h耐叫i整備段 t~ 1'" ._"." • ..一... 
IIIII拘!込み地盤 |帥 1 ゐ 凶 ム .J_ ... ...1. I ，.. ...1 

整備JU上初 目川 い川 H 吋司..." I ......"'1 v 

2引 l 川 I I(IÎ品~込み地鍛 l帥J糸川 tl !t，h 戸 け - _1 
1 001 ，.'1 馴 iJli位ヒ 府 山中川目， .. ... .'， 1 v'~1 

2 4 1412tttZ能 性山切りかわらけ1 8 I1 6.2 

221 161
11刷!込守地l鰭 A、一 け | リ 1 6 h 判 、1 終1暗段}二府 付........".， .. .... ， .... 

22i 171 I1節減込み地総ItJ、，_-け l …1 65 
TE陥最上Jo，'1 1" V ソ v 削 V .V 

811醐 込み地盤 ，， 
者全備/i品t府 '" 

22' 191 l'自制込み地被17'J、L
| 設備品上10 1" V 

nI 201 I刷 込み地鍛17'J'pr:，
I ~vl 終 f~üi政」二府 Zリ .，....._， 

221 2 d l'州 込みj也銚 "、一， ~ i 務制!Ii~_削 1" ......-_， 

5LllH台上叫側、問、 白針を混じえる円竺
6. d 1.2 1 !1ti上は J.I:\ 色微砂、 白針、 ~母 、 上丹粒を従じえる侃色砂質上

1.51胎上は:禁色微砂、白針、 主主f号、土丹粒を混じえる鐙色砂質土

1. 1 1給仁は~I\色微砂、 ~母、白針、 上丹粧を混じえる促色砂'1'ì土

1.7 1胎上は虫色微妙、~母、 白針、 土丹粒を混じえる淡怨色砂質土

6.31 1.7l!ltitは胤微砂、 3母、白針を混じえる附色砂貧土

6.61 1.55悌 1-.はj虫色微砂、上丹校、 答i昔、 臼針を混じえる位色砂賃上

6.-11 1 .65げ台上は黒色微砂、 ~母、上丹粒、 白針を混 じえる位色砂質上
トー

2. 1 1胎」ニ li :.t.\ í!!微妙、 n色1政砂、 ~ ftj を混 じえる i先住色砂'1'ì上

1.51飴 tは怨色自民砂、白針、 ~母、 土Ht:立を混 じえる i炎ill色砂'1'ì土

1.71胎上は鈍色徴砂、']1.1:まを混じえる淡鐙色砂質 t

ι二叫胎 tは娯色1殻砂、洲、 白?を混じえる淡位色砂質上
Ih'i tは ~.I，\ 色徹砂、 35母、 l二H粧、向針をiJiじえる淡鐙-ill色砂rt
1.6 "i~. 

1.35船 lニは:n色微砂、実母、内針、 t丹粒を混 じえる淡J匹色砂質上

1.8肝itは以色微砂、':H昔、1'1$-1、上汁粒を混 じえる淡ill色弱粉質

l 83l 651 17tl立法山知的証じえ一:sJ1'e1: 
8.ll 6.1[_ 1松 山政砂 川 制型竺竺竺円 土

l 71 52 15脈問色微砂却 ['1針 t-JHHiJi一一
， rl ， ~ I船上はやや多めの山色俄砂、 ~ I号、 1圭Ijl 、 tlJ粒を混じえるi炎m7.6 5.6' 1.31 1 V.v "VI_佼色I/lj粉rt1: 

に
dpo
 



表 1 遺物観察表 (5) 

図版 1 Nol 出土地 縫)lIJ

1面掘込み地費量
221 221 ~ ~'~::~Y~~J'::-/ffr. 1 かわらけ
3ま備必上層
li!u掘込み地総

221 231 J l:"~:~~"~ JI~J:rm; 1かわらけ
整備最上層

l面探込み地盤
221 241' ':.~::.~.~_，';= 1かわらけ

整備最上層

]面倒込み地骨量
221 251 j 1~~x;.~ J:;/m: Iかわらけ

整備最上層

1 _J 1 而揃!込み地自主 ?
221 261' '::::;;~_'~"~'，';';' '' ' 1かわらけ
| | 整備最上層 | 

1 _-' I而綴込み地被 |221 271' ，::.，::~，~"~~:nc 1かわらけ
0" 整備品上~ 1 

1 __1 I而綿込み地盤 t
221 281' ':::.:;~，';:; " '，"，~= 1かわらけ
| | 整備最上回 | 

1 _J I而捌込み地銀 |
221 291' ~:::;.::.-;::"~':~:'" 1かわらけ
OJ， 整備地上層 ' 

I函姻込み地帯t
221 301 J ~":"l~:~~"~"~/:.nc Iかわらけ

整備品上層

11百掘込み地盤
2 21 3 11 "::，';.~Y;:; ~ '，';';"" 1かわらけ

整備段上!必

lii面倒込み地館
221 321 J l:'l~~~~"~"I~/"t Iかわらけ
3在備沿上府

1 _-' 1i面倒込み地自主 1
221 331 " ::'::;::";:;":'~:~ 1かわらけ
| | 整備段上届 | 

1 _.1 1商抱込み地盤 |
221 341' :::;::'-;::":'，-;:_= 1かわらけ・ 4 塗備品よIO 1 

1i!u捌込み地鍛2 21 351 I 1:~J~，~~Y~ v ~ J'::-/M. Iかわらけ
援側最上層

1 _"' II節掘込み地聾tI ~ . ，_ ，ム221 361 川、わらけ| | 整備最上層 γ.''''-.J リ

1 _-' 1 面銅込み地盤 I ~ .，_ ，ム
221 371 同、わらけv' ， 整備最上局内 ".... -.J リ

l而品目込み地鍛
221 381 I '::";::'Y~"~ 7!:-/nr. l かわらけ

墜倫1'1~主 t層

l面倒込み地鍛
221 391' ':.~~~'~-:;:_"'< 1かわらけ

撃備最上層

li!u掘込み地鍛

ロ1圭

7.6 

8.0 

8.2 

8.2 

7.8 

7.7 

7.6 

7.8 

8.6 

7..1 

7.6 

7.'1 

8.0 

8.5 

8.0 

7.6 

8.0 

6.1 

11.8 

l長f圭

5.-1 

5.6 

5.3 

6.0 

6.0 

5.4 

6.1 

5.6 

6.0 

5.8 

5.6 

6.0 

6.0 

6.8 

4.6 

5.-1 

5.'1 

4.2 

11.4 

¥la¥高 f崎考

1.451胎土は胤色微砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる赤鰯色弱砂質土

1.51胎土は煤色徴砂、 22母、白針、土丹粒を泌じえる位色弱粉質土

1.851胎土は織色徴砂、雲母、土丹粒を混じえる淡鐙~位色弱粉質土

1.6 1 胎土は黒色微砂、 ~母、白針、土丹粒を混じえる i炎桓色弱粉質土

1.7 1胎土は黒色徽砂、 ~母 、 土升粒を混じえる i炎J償色弱粉質土

2.01胎土は紫色徴砂、雲母、白針、土丹粒を混じえるt炎樫色弱粉質土

1 . 65 1胎土は黒色微砂、 23母、白針、 土丹粒を混じえる i~鐙色弱粉質

1.751胎土は県色微砂、雲母、白針、土丹粒を混じえる燈色弱粉質土

1. 6 1胎土はJ忍色微砂、 ~母 、 白針を混じえる淡t~色 I;lj粉質

1.71胎土は黒色微砂、雲母、白針、土丹粒を混じえるi炎程色弱粉'l'1土

1.71胎土は黒色微砂、怨母、土丹粧を混じえる淡*:a色i;IJ粉世I土

1.71胎土は;黒色微砂、 22母、白針、土丹枝を混じえるm色弱粉質土

201胎土は黒色微砂、雲母、土丹粒を混じえるm-赤鰯色弱粉質土

1.8 1 胎土は黒色微砂、~母、白針、上丹粒を混じえる淡m色弱粉質・

1.851胎土は鍛色微砂、 雲母、白針、土丹粒をiJtじえる淡怨色弱粉'l'1土

胎土はJ黒色微砂、~母、白針をわずかに混じえる淡燈~燈色粉質
1.71土

1.81胎土は黒色微砂、雲母、自針をわずかに混じえる燈色弱粉質土

胎土は紫色微砂、 23母、白針をわずかに混じえる淡鐙~淡茶色粉
1.11 
質土

221 401' ':'.2;':::~~-:;:''''' 1手づくねかわらけ
3豊備最上層

ーー」ーーーーーーーーー

(4.1) I胎土はやや多めの虫色微砂、雲母、自針、上JT粒を混じえる燈色
日首都}質土

1而抑込み地鍛
221 4 1 I J I!~，~~Y~~~}m l 手づく ねかわらけ

捻備段上層

l百I栂込み地鍛
221 '121 1 1:!'~~~-:.~JI~}lil: I手づくねかわらけ

撃備最上層

lI面倒込み地盤
221 131' '::.'!.':~~':;"' I 手づくねかわらけ

盤備最上層

11.7 

I 12.2 

I函姻込み地銀
221 441 J ':.'~;，~~;;:，lIfl: 1静止糸切りかわらけ111.45 

設備最上層

II面掘込み地鍛
221 451 J 1:~'~: ，~~~.II~}b't I静止糸切りかわらけ1 12.2 

整備1~上層

li!u掘込み地盤
221 461' '::.'!.':~~;;::1fI 1静止糸切りかわらけ1 11.6 

3監備最上~

1i!u掘込み地鍛
2 21 4 71 "::.'~.:.Y;:; ~ ':;'，""' 1防止糸切りかわらけ1 12A 

整備最上層

I而揃!込み地検
2 21 4 81 J I:";，:~~~ v ~ "1~ljnt Iかわらけ

整備最上回

1 iui楓込み地盤
221 491 両 |かわらけ

整備沿上L

221 501
1而姻込み地総 |かわらけ
~備f誌上た1

1ii而捌込み地幣2 21 5 11 I I~~';~~)~. V~ "，~/m: Iかわらけ
整備1i，i_lニM

12.6 

11.8 

12.-1 

11.5 

__， ー 1面掘込み地鍛 }
2引 5臼2〓 ?τ~V~"~JIlL 11;治か、わらけ 1 1ロ2.1I J勺γu山 色 整釧{制備i桁附仙E凶凶&段一j胤l

| 川函f姻闘込み地鍛 |
221 53 緩!lii建物1内 1r，~ JI:糸切りかわらけ1 8.1 

ピァト25

10.75 

" .2 

10.0 

3.251胎土は紫色徽砂、白針、土丹粒、 22母をiJtじえる怨色粉質土

(35) 1胎土はやや多めの黒色微砂、雲母、土丹粒、白針を混じえる誼色
弱粉'l'1土

3.251>>台土はJ黒色徴砂、白針、議母、土丹粒をiJtじえる償色粉質土

6.91 3.21給土は紫色微砂、雲母、白針を混じえる淡怨色目IJ砂質土

7.01 3.4 1胎土は議色徴砂、~母、向針を混じえる ijJH:æ色 I;lj砂質土

6.91 3.41胎土は煤色微砂、雲母を混じえるI点在色砂質土

8.01 3.41胎土は緋色徹砂、雲母、白針、土丹粒をiJtじえるi炎鐙色弱砂'l'1土

9.21 3A51胎土は織色微砂、集I号、白針を混じえる淡位色日目粉質土

8.01 3.71胎土は鈍色徴砂、雲母、白針を混じえる淡鐙色弱粉質土

8.01 3.11胎土は以色微妙、雲母、 ヒ丹粒を混じえる淡促色i;ij粉質土

7.21 3.6 1 胎土は~n色微砂、 ~母、上月粒を混じえる i尭燈色îHJ粉質土

7.-11 3.21>>古土はよ，1，¥色微砂、雲母、白針、上丹粒を混じえる燈色弱粉質 lニ

6.21 1 .8 1 胎土は出色微砂、 ~f手、 Jニ PH立、白針を iJtじえる i売後色砂質上

241 11 1而井戸3 情i戸欽利rJiH " 1 " 1 " げ5_tは淡~(l 白色弱粘質土

ι:t 2 1_!.~~ÞP 5 I京生壁L一一
241 31 1筒井戸5 団i農鉄利的型碗

" 1 1.81 '" ff台上は淡~IJ.色粘1'1綴驚土 ~"Jはやや不透明 氏議には「消水J
-一一一一一 一
1251 " L " 胎 |ーは淡賞味白色!H.品質上 ~Ihは Ilj J茶色

241 11 1市井戸5 船級?染付腕
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表 1 遺物観察表 (6) 

四旦」円。 出土地 Hl日IJ 1 11圭 底径 路市 備考

26 
1 n師かわらけ

かわらけ 7.5 5.0 1.6 
Jl!j土はやや多めの熊色徴砂、袋母、白針、土丹粒を混じえる鐙色

ifflまり l ~Îl粉質土」一 トー一一

26 
21 11而かわらけ かわらけ 8.7 6.7 1.95 j}f;_fこは~I，\色微砂 、 t丹粒、 ~母 、 白針 を混じえる淡t!t色砂 11上ifflまり l

26 31 Ilfl~かわらけ かわらけ 11.55 5.55 3.3 
胎土は煤色微砂、 内色徴砂、 白針、~母を混じえる淡授色弱砂質

溜まりI 土

261 1 
liuiかわらけ

かわらけ 11.6 6.5 3.55 胎土は以色微砂、上n粒、白針を混じえる淡符色弱粉質 tifflまり l

26 
51 li節かわらけ かわらけ 12.5 7.6 3.65 M;jこは虫色微砂、 ILI針、忽母、土pt粒を混じえる位色弱粉質土
溜まり l

26 61 li~かわらけ ~r 全長7.31圭0.9

28 
h而留まt扱りI14 

手づくねかわらけ 7.7 6.'1 1.7 胎土は以色微砂、::1母を混じえる i炎t~色1;詰粉質上

28 トー 2ト
l市I上場14 手づくねかわらけ 8.0 6.2 1.8 胎土lまn¥色微砂、'IS母を泌じえるi剣E色!;lj粉質土

いEトー 3 11函土城14 手づくねかわらけ 8.3 7.6 1.9 胎土は銀色微砂、雲母を混じえる淡tl1色目~粉質土

28 li飼上峻14 手づくねかわらけ 8.5 7.1 1.9 M;上は1M色微砂、 23母、 白針を混じえる鐙色弱粉質上
←一一 ト一一
28 5 li而|二繍14 手づくねかわらけ 8.0 6.8 2.1 IlfiJこは以色微妙、~母、白針を混じえる淡m色弱粉質上

28 6 llui 1:燐トlI手手づづくねかわらけ 7.7 6.0 1.8 胎七はJ詰色徴砂、 ~母、 白針を混じえる淡m色~lj :扮質上
ト一一ー

28 7 11面上城11 くねかわらけ 7.9 6.6 J..1 胎上は思色微砂、 22母、向針を混じえる位色弱粉11上
トー ← 
28 8 li函t峨11 長 〈ねか川 8.0 6.8 1.5 胎i: 1ま:n色微砂、 23母を混じえる淡鐙色~lj粉11土

28 9 lUlI上続14 くねかわらけ 8.0 6ー.5ー十目一一一1.7 川lぽfI:tはJ込色微砂、 ;:t l号 、 白針を混じえる淡鐙-m色~lj粉1'l上-
281 10 llui 1:峻トl i符止糸切りかわらけ 8.1 6.51 1.7 tは品、l色微砂、 ~母、 上n枝を混じえる淡俊色砂質上

281 11 11師t駿14 静止糸切りかわらけ 8."1 6.6 1.5 胎仁は!J.\色微砂、 ~母、 土汁粒をi混じえる附佼-:m灰色紗質上
一トー281 12 1ft而t験11 静止糸切りかわらけ 8."1 6.8 1.7 胎 t:は出色微妙、'1k母、土丹粒を混じえる淡位色砂質土

281 13 11面I:~~ トi 静止糸切りかわらけ 8.1 6.2 1.6 川川台古よ土はよは色i政砂、;:1:母、 臼針を混じえるi炎鐙-{11色砂1'1上
トー一一一

は以色1滋砂、;}母、臼針、土丹粒を混じえる淡茶~淡位色砂
281 1 1 llui -1:峻1.1 l腎JI:糸切りかわらけ 8.1 6.5 1.5 

質上
←一一 卜一一一
281 15 1 fui上峻14 かわらけ 7.2 .1.8 1.6 胎 lこは黒色微妙、 32母、 t丹粒を混じえる{ll色弱粉'l'i上

281 16 li師t狭1'1 かわらけ 8.2 6.4 1.8 胎tは:忍色1設砂、~母を混じえる i炎m色粉質 t

281 17 I1師仁l成I1 かわらけ 8.5 6.5 2.0 胎仁は多めの~~色微妙、 雲母、 I:H粒を混じえる俊色粉fl_t.
トーー ーー一

日ら 7 J6 28' 18 1 fui 1:繍トl 6 3ト 1.8同川台上lニはiJJl色微砂、 ~ I晋 、 上丹粒を混じえる i真鐙色弱粉質土トー ーー
トか一一わーらけ 7.9 まやや多めの瓜色徴砂、 雲母、土H粒を混じえる般色弱粉質

281 19 lfui土按I1 6.4 1.7 
J: 

ト一一一
281 20 li(lI 1:割高I1 かわらけ 8.1 6.2 仁;:胎仁は:品色微妙、'1l-母、白針、土丹粒を混じえる淡燈色粉'l'l上281 21 li師1:1虞14 かわらけ 9.0 6.1 胎 1:は黒色徴砂、雲母、 (1針、 土丹粒を混じえるi炎位色粉質仁

281 22 11(li 1:峻1'1… |一6.3 1.9 
M;上はやや多めのよ日色微砂、雲母、千!針、 Ur粒を混じえるm色
~淡茶色IÎ~粉11上

ト
281 23 11耐上級11 かわらけ 7.7 5.9 1.7 f除til二はJ以色微砂、白針、 上丹粒、宣言母を浪じえるi虫燈色粉質上

281 21 i一一li師1:1成トl かオコらけ 8.2 6.0 1.85 iこは ::u色微砂、内~j-， '1t母、土丹粒を混じえるi克何色sm粉賃上

281 25 li師上峻11 かわらけ 8.2 5.6 1.7 飴1:-.r;1以色微砂、 ~ I晋 を混 じえる淡怨色砂質上

281 26 lfui上峻11 かわらけ 8.7 6.0 1.8 胎上は多めの:日色徴砂、~母、土丹粒を混じえるi炎位色粉'i'î土

281 27 li師上積14 かわらけ 8.3 5.7 1.7 胎胎 iニはJ話色微砂、 白針、'1t1晋を混じえる位色粉質土

lニはやや多めの~U色微砂、 雲母、土H粒を混じえるi先後色弱粉
28 28 1 lui 1:~Ji 1 1 かわらけ 8.9 6.1 2.0 

‘炉 一 胎胎'['1土1l1こはは1)占色微砂、32除、上H殺を泌じえる淡位色I;lj粉1'l上28 29 1 fm上波1"1 手づくねかわらけ ト11.3 ¥ ¥ 
28 30 1ft而土撹I1 手づくねかわらけ 10.8 9.6 3.6 .\I.~色微砂 、 雲l岳、 l守針を混じえる i尭m色弱粉質 lこ

28 31 lifn土城11 手づく ねかわらけ 12.2 10.1 3.0 I!t.I:はm色微妙、 ~ I苦 、 (1針を iJ主じえ る i尭符色弱粉質 仁
トー ヤー
28 32 liuiiニ減I1 手づくねかわらけ 11.7 9.6 2.65 胎 1:1立以色微砂、 ']1母を混じえる淡m色1m粉1'11'.

卜一一一
281 33 11m 1:域11 下づく ねかわらけ 11.8 10.5 3.35 J!fì l:は1);\色1放砂、 ~/+J:を混じえる i}ítll色!hJ粉'ftヒ

281 3，1 li師上峻I1 かわらけ 12.7 100 3211E2fItt は以色微砂、 2tI昔、 土丹粒、内針を混じえる舵色IIl]粉質土

281 35 IlflI 1こ峻11 かわらけ ーム 13.0
~Oi 3.6 はやや多めの:;IA色微砂、23母、 tJll立、 (1針をiftじえる{ll色

M附lji粉'l'1Jニ
かわらけ 12.5 8.81 3.01J!fi 1:はJ以色微砂、公母、 (1針、 I:H粒をiJtじえる笹色砂質上

2司 llui 1二綴11 かわらけ 12.51 8.21 3.51J!fi 1:は多めの虫色微妙、 ~ I器 、 上丹粒を混 じえる位色粉賃上
一一一 一

281 381 li枇 狭I1 かわらけ 1 1.9 8.31 3.15 I!fi tlま多めのJ日色微砂，;:&母、(1針をiJLじえるi炎1ft色粉質 k

28 39 Ilfli 1峻11 かわらけ

トー

28 10 li而1:峻11 かわらけ 12 
3. rI ~的 1:は多めの:，U色微砂、 :3除、内針、 UJ粒を悦じえるi}im色粉

3.15一MlfFtI上上は多めの:H色一微砂、1斗$1'，t:丹粒、'Bfまを混じえる燈色粉'l'l
I1而t峻1.1 かわらけ 12.2 

28 12 11(Jj 1'.峻11 かわらけ 12.3 
87 35 Hf1 1 .は多めの出色微妙、 ~ f昔 、 U'J-粒、 1'1針を泌じえる位色粉'l'1

ウ

tpo
 

唱
E
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表1 遺物観察表 (7)

図版 No 出土地 彼自IJ 口径 liH圭 古寺ZZ 備考

28 43 l而土11長1.1 かわらけ 12.7 7.5 3.6 JlEi土はJ，!;¥色1股砂、 lコ針、 :去n量をiftじえる怨色弱粉質土
28 44 1M土成14 f1製鏑ワ ill存:長2.3泣存中日1.6

29 li商ピット9 日目~J染付猪口 8.0 5.6 6.'1 蛇ノ目~形高台 文様は外簡に手械き竹文

29 21 1 ffiiピッ ト13 かわらけ 8.1 5.9 1.75 
胎土は多めの銀色微砂、雲母、白針、土n粒を混じえる淡怨色弱
粉'l'l土

29 31 1 ~市ピット 1 7 かわらけ 8.1 6.'1 1.9 胎土はよ日色1殻砂、雲母、土H粒を浪じえる淡怨色弱砂質七

29 41 1而1ピァト 14 手づくねかわらけ 8.6 6.6 1.7 胎土は虫色微妙、妥母、白幸|を混じえる淡位色弱砂質土

29 51 1Mピッ ト14 静止糸切りかわらけ 8.7 7.0 1.7 
胎土は黒色微砂、議l章、白針をやや多〈混じえるI炎鐙-1倍灰色弱
砂質土

29 61 1Mピット14 静止糸切りかわらけ 12.6 7.3 3.8 胎土は黒色微砂、~ff}、白針を混じえる ÎilHn色弱砂質土
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第四章 分析

第1節 政所跡第四地点の花粉化石

政所跡第刊地点は鎌倉市雪ノF三JI=Iに所在し、ここは政所跡の南西|判にあたる。この発掘調査で道

路，i~í-， 土城など近世から 13世紀中頃までの造椛が発見されている 。 場所としては西側に鶴岡八l陥宮、

南に北条泰H年・時頼邸跡があり、鎌合H寺代における政治の中心的位世にあたる。以下に構より採取した

土壌試料について行った花粉分析結果を示し、政治の中心地周辺における古植生を検討した。また、近

世の使所辿;椛については数点の鎌倉時代講試料を合わせて寄生虫卵分析を行った。

1. 試辛|

試料は第日調査区の北 (試料1 ~9) および南壁断而 (試料1O~12) より採取された 12点である(図31 ) 。

各試料について、試料1(土燐28=使所1? )は褐色を帯びた梨~黒灰色の有機質シルトで、炭片や土丹，

レキ (チャ ート)などが認められる。また、便所の底板とみられる材片 (ツガ属)も混入している。そ

の下位は灰制色の砂質粘土で、 土ナH'iが多く、カワラケ片や炭片も散在している (椛2)。試料2(構3上

部)は黒褐色~)反黄色の砂質有機質粘上で、上部は土丹起源の黄褐色砂が多く認められる。 試料3 (構3

下部)はやや砂質の黒褐色有機質粘土である。試料4(構5上部)はやや砂質の黒色粘土で、粘性が高く、

材片が認められる。試料.5(i昨5下部)および試料.6(中世地LlJ)は黒色の有機質粘土で、メロン仲間の

種子が上部で、材片は下部で多い傾向を不し散在している 。 試料 7~9は構4の覆土で、試料 7 は粘性の

高い黒色粘tで、土丹が点在している。試料8・9は黒色の砂質粘土で、粘性が高く、下部は砂が多く混

入 している。また、上部にはメロン仲間の種

子が散在している。試料10(椛5:南壁)は黒

色の砂質粘土で、砂が多く混入しており、部 9.00白

い材片が多く認められる。試料ll(椛6)は褐

色を;ffjびた黒色砂質粘土で、土丹の小塊が散

在している。試料12(i持7)はやや泥炭質の黒

褐色砂質粘土で、ある。また、泊三6の下位より中 8.00一

世地山試料 (崎赤褐色~黒褐色の粘土質砂で、

3~5mm程度の土丹塊が散在)を採取し粒度

分析を行っている (近刊の別杭を参照)。

なお、試料1~3および9の4試料については

寄生虫卵分析をメインとした。また、土横28

(試料1)は近 111:(18W:紀後半)、泌3(試料2・

3 ) は 13世紀末~14世紀前半、構4~7 (試料4

~ 1 2) は 13 世紀中頃と考えられている 。

2.分析方法
8.00-

上記した12試料のうち寄生虫卵分析試料を除
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図31 第 E調査区の土層断面図と試料採取層準



く8試料について以下のような手順にしたがって花粉分析を行った。

試料 (湿重約3~5g )を遠沈管にとり、 10%の水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、

Oふ11m目の備にて植物逃体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%のフ ッ化水

素酸溶液を加え20分間放置する。水洗後、比重分離 (比重2.1に調整した臭化班鉛溶液を加え遠心分離)

を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリシス処理 (無水酢酸

9 : 1濃硫酸の割合の混酸を加え3分間湯煎)を行う。水洗後、残直にグリセリンを加え保存用とする。

検鋭はこの残誼より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

また寄生虫卵分析 (試料1~3および9) は体積を測定した土壌について上記花粉分析と同様の方法で

処理し、残誼および検鏡の容量を測定してプレパラ ート を作成した。

3.分析結果

検出された花粉・胞子 ・寄生虫卵の分類群数は、樹木花粉37、革本花粉37、形態分類を含むシダ植物

胞子3、寄生虫卵6の総計83である。これら花粉・シダ植物胞子 ・寄生虫卵の一覧を表2に、分布を図32

(北壁 :土蛾28，構3・5)、|豆133(北壁 :i~;:4) 、図34 (南壁 :椛5~7 ) に示 した 。 なお、分布図は全花

粉・胞子総数を基数とした百分率で示しである。また、 表および図においてハイフンで結んだ分類群は

それら分類群問の区別が困難なものを示している。

検境の結果、樹木花粉の占める割合は全体に低く、最も多い地点1の試料でも30%弱である。以下に

各地点ごとに示す。

土;蹴28，i荷3・5(図32) :樹木花粉の産出傾向から下位より花粉化石群集帯I.lIを設定した。

花粉帯 1 (試料4~6) は少ない樹木花粉のなかでスギ，ヤナギ属，コ ナラ属ア カガシ IIE属がやや目立

って検出されている。その他、マキ属，ツガ属，イチイ科一イヌガヤ科ーヒ ノキ科(以後ヒノキ類と 111告

す)，コナラ属コナラ亜属，シイノキ属ーマテパシイ属 (以後シイ 類と略す)などが全試料より 得られ

ている。革本類ではイネ科が最も多く、 40%前後の出現率を示している。次いでアカザ科一ヒユ科が

15%前後、ヨモギ属，アブラナ科が10%前後を示している。その他では、ソパ属が試料4より、また最下

部試料6よりベニバナ属がそれぞれ l個体づっ検出されている。寄生虫卵では鞭虫卵が最も多く、特に

試料4・5で多産している。次いで回虫卵が多く、その他肝|吸虫卵や横川l吸虫卵が若干観察されている。

花粉帯n(試料 1~3) はマツ属複維管束亜属 (アカマツ，クロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)の

増加で特徴づけられる。スギは一度減少するものの最上部では再び出現率を上げている。また、 I帯で

目立って検出されたアカガシ班属は減少傾向が見え、シイ類も同様である。草本類ではイネ科が下部の

2試料で60%前後と非常に多く検出されているものの最上部試料 1では減少し、代わってアカザ科ーヒ

ユ科，アブラナ科が多産 している。その他ではヨモギ属が下部の 2試料で10%前後を示すが最上部では

全く得られず、ソパ属が試料3から若干検出されている。寄生虫卵は最上部試料 lからは得られず、下

部の 2試料ではやはり鞭虫卵が最も多く 、次いで回虫卵で、その他毛頭虫卵(肝毛頭虫卵?)， !lili吸虫

卵，肝l吸虫卵，横川l吸虫卵が若干検出されている。

北壁2(構4) :やはり検出数が少ない樹木花粉のなかでスぎとアカガシ亜属が全試料1%を越える出

現率を示している。革本類ではイネ科が40%前後の出現率を示し最も多く 、次いでアカザ科ーヒユ科，

ヨモギ属となっており、アカザ科ーヒユ科は上部2試料では20%を越えている。またこの 2試料におい

てタンポポ亜科が1%を越えて検出されており、その他、カヤツリグサ科，アブラナ科が5%前後の出現

率を示している。寄生虫卵も全試料から検出されており、やはり鞭虫卵が最も多く、特に試料7におい
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表2 産出花粉化石一覧
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横 川 吸 虫

肝 股 虫

肺 吸 虫

毛 頭 虫
甲匝 虫

回 虫

三 条 型 胞 子

単 条 型 胞 子

ヒ カ ゲ ノ カ ズ ラ 属

タ ン ポ ポ 甜 出 向

他 の キ ク 張 H 同

サ

カ ザ 同 l ヒ ユ 同

ソ パ 属
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伸 明 川 吸 虫

肝 吸 虫
回 虫

三 条 型 胞 子

単 条 笠 胞 子

ヒ カ ゲ ノ カ ズ ラ 属

タ ン ポ ポ 亜 科

他 の キ ク 重 科

ヨ モ ギ 属

オ オ バ コ 属

ナ ス 属

セ リ 科

フ ヨ ウ 属

他 の マ メ 科
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繊
毛
肝
川
ii.
n
吸
吸

虫
虫
虫

鞭 虫
回 虫

三 条 型 胞 子

単 条 型 胞 子

ヒ カ ゲ ノ カ ズ ラ 腐

タ ン ポ ポ 亜 科

他 の キ ク 亜 科

ヨ モ ギ 属
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て多産している。次いで回虫卵となっており、その他肝l吸虫卵、 J憤川吸虫卵が若干検出されている。

南樫:北壁2同様にスギとアカガシillI属が目立って検出されており、ツガ属，ニヨウマツ類，ヤナギ

属，コナラ亜属がこれらに次いでいる。革本類ではイネ科が峠も多く 、40%前後の出現率を示している。

次いでヨモギ属が多く、試料12では約27%に達している。その他について、アブラナ科が5%前後の出

現率を示しており、カヤツリグサ科が全試料1%を越えて得られている。寄生虫卵も全試料から検出さ

れており、そのなかではやはり鞭虫卵が最も多く、回虫卵がそれに続き、その他毛頭虫卵 (JJ干毛頭虫

卵?)，肝l吸虫卵，横川吸虫卵が若干検出されている。

4.遺跡周辺の古植生

土城28，椛3・5遺構(医132)の分析結果をもとに政所跡第vll地点周辺の古植生について検討した。

13世紀中頃:花粉帯 Iにあたり、スギ林やアカガシI1E属を主体とした照葉樹林が優勢であったと推測

される。しかしながらこれら樹木頒の占める割合は非常に低いことから、遺跡近辺にはこれらの森林は

なかったと推測される。おそらく周辺丘陵部に成立していた林より飛来したり、慌を通して運ばれてき

たのであろう。またこの林について、 13世紀中頃の鎌倉は急激に発展した時期で、周辺丘陵部のスギ林

や!!自葉樹林は破壊されたことが#えられており (鈴木1999)、政所跡近辺丘陵部においても これらの森

林が，'iめる訓合は小さくなっていた、あるいは疎林状態になっていたと推測される。

消周辺については、イネ科をはじめとしてアカザ科ーヒユ科，アブラナ科， ヨモギ属などが多産して

おり、これらの雑草類が多く生育していたことが推j}lljされる。しかしながら本地点は政所の南西端に位

置し、西側は鶴岡八幡宮、南側は棋大路を挟んで北条泰H寺・時頼邸と政治の中心的位置にあり、構周辺

といっても雑草類が生い茂るjLt飢は想像し難い。i=JlJ:5上部にはメロン仲間とみられる種 fが散在してお

り、食した後種子が捨てられたことが推測される。このように当時の構はゴミ捨て場であったと考えら

れており(.I.~7J::I1989)、屋敷地内において刈られた雑草矧が出に捨てられ、これらの花粉が排内に供給

されたことも予想される。さらにサジオモダカ属やオモダカ属、前6(試料11)のミズアオイ属などは

水田雑草を合む分類群であり、 多く検出されているイネ科花粉にもイネ (属) と推iJ[1Jされる花粉も認め

られることから、場所は不明であるが水田域より水路や椛を通してイネの花粉も混入して大詰』のイネ科

花粉の産出となったと思われる。これは他の雑草類についても同様であり、水田周辺に生育していたこ

れら雑草頒の花粉もイネ花粉とともに講に供給されたことが考えられる。

一万でアカザ科ーヒユ科，ヨモギ属には薬として利用される分頒群もあり、 1個体のみが検出された

ベニバナ属同様に薬として利則されることにより花粉が構内に供給されたことが考えられる。また、花

粉形態からは言及できないがアブラナ科には食用とされる分類群も多く、ソパ属も同様であるが食料と

して利用された際にその花粉が構内に混入したことが考えられる。

以上のように構内に花粉化石が混入する要因はいろいろ考えられるが、分類群により要因は異なるこ

とが容易に推測される。しかしながらその特定は難しく、現時点においてここでは 「イネ科，アカザ

科ーヒユ利，アブラナ科，ヨモギ)，~などの花粉化石はいろいろな要因がはたらいで多産という結果にな

った」にとどめたい。

13 世紀末~14世紀前半 :イE粉'm: n の下部にあたり、 周辺丘陵部ではニ ヨウマツ類が目立つ森林に代わ

っていたとみられる。先にも記したが13世紀中頃に周辺丘陵部のスギ林や照葉樹林は破壊されたことが

考えられており、その跡地にニヨウマツ類の二次林が形成された(鈴木1999)のである。しかしながら

樹木花粉の占める割合はさらに小さくなっており、ニヨウマツ類の林は疎林であったと推測される。
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方、革本類では依然と してイネ科，アカザ科 ーヒユ科，アブラナ科， ヨモギ属などの雑草類が多く検出

されており、これは上記と同様のことが考えられる。

近世 (18世紀後半) :花粉干背Hの上部にあたり、ニヨウマツ類の二次林がさらに目立つ存在となった。

またスギも再び増加しており、これは植林によるものと推察される。革本類でアカザ科一ヒユ科とアブ

ラナ科が多産している。試料は便所遺構の埋積物と考えられており、薬あるいは食料として利用され糞

使として迫ー構内に混入したことが推察される。

5.おわりに

構試料における革本類の多産については北条泰時 ・時頼邸跡でもみられる。すなわち、木枠のある若

宮大路側溝においてもイネ科，アカザ科ーヒユ科，ヨモギ属などが多く検出されており、構周辺で、の生

育が推測されている(鈴木 1996)。しかしながら木枠があることから土手の所での生育は考えられず、

まして本地点も当H寺のメインストリ ートである棋大路に面していることから、上記分類群が構周辺に生

い茂るような景観は想像し難い。このように草本類の多産の要因について現時点においては特定できな

いと考え、 今後の課題としたい。
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鈴木茂(パレオ・ラボ)

第2節出土遺物

第2面に帰属する迫梢からは、 手づく ねと糸切りかわらけが出土している。手づくねかわらけは、 i炎

茶~l':炎樺色弱粉質胎土である 。 器形は平底気味で器監は、体音1)外面中位の稜も退化して、聞きながら立

ち上がるものが多い。一方、糸切 りかわらけは、淡樫~樺色弱粉質胎土で、直立気味の器壁や、開きな

がら立ち上がるものが目立ち、出土したかわらけからおよそ13世紀中頃と考えられる。

第1而より出土したかわらけは、 手づくね、糸切り、静止糸切りが混在している。おおむね、淡桂色

~樺色を呈する弱砂質~粉質気味のJJ台土。手づく ねかわらけは、 平底で体剖1外面中位の稜は弱く、 2而

より出土したものと大きな差は見られない。糸切りかわらけは、器壁は薄く聞きながら立ち上がるもの

と、背高で内寄気味に立ち上がり、側面i観碗型を呈するものが多くみられる。これらの様相から、およ

そ13世紀後半からは世紀初頭頃と考えられる。

上述のような出土造物観のなかで、最も多く出土したかわらけについて2点ほど気がついた点を記し

す。まず、 第l而に帰属する掘り込み地盤整備下層と最上層より出土したかわらけをみてみる。小型か

わらけは口径7.0~9.5cm以内、器高 l.O~2.0cm前後、底径口径比1.2~ 1.75 、 大型かわらけは口径1 1.0~

13.0cm前後、器高2.8~3.8cm以内、 底径口径比1.3~ 1.75に収 ま る 。 また、大型かわ ら けの器形は内底面

広く 、器壁は直立、もしくは聞きながら立ち上がるものが多く見られるが、 最上層からは側面観碗型を

呈するものは含まれていないものの、 下層ではわずかに見られる。一方、小型かわらけは、器監は直立
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ないしは、わずかに聞きながら立ち tがるものが多

くを市める。大型、小型ともに大きな器形の違いは

見られず、また最 卜.附と下回日¥1:を比べても器形の

辿いがないことから4巨lにわたって積み重ねを行って

いるよ1MR土府であるが、 一時期に州め戻 していたこ
第35図 「平行糸切りJと「楕円状糸切り」拓影 (S=1/3) とを硝:訟できる。

第2}:~: としては、 「政所跡J におけるこれまでの調査でも多数出土している静止糸切りかわらけを取り

挙げたし、。13111:紀後半から14111:紀初頭ごろの本追跡地第11(1]から山上している多くの静止かわらけは、

多めの出色微砂、 3E吋片を混じえるω砂質)J台上と良好な焼成によ り、かなり硬質のものが多い。小型は
il符8.0-9.5cl11前後、持高 1.2-2.2cl11、ほ径口径比1.2-L5 1Ì背後で、ある 。 ~形は、 直立ないし内奇気味に

立ち仁がり 、おおむねLl将郎はI(O取りされている。大型は11符l1.5-13.0cl11以内、 器1':，53.2-3.7CI11、 底

径n律比1.65-1.75に収まる。持j膨は背高で器壁は非常にily.く 、体古IS外面中位に強い稜を持ち内汚して
立ち tがる。/:IJt.数は少ないが、時}診が整っている。小瑚・大型ともに内底而のナデはほとんど見られ

ないJ!!同月轄のものが多く、また11川n叶11ドt転糸切りの}底長古剖部ISに多くみられる 「スノコ状圧痕」も}比Lあたらない。

次に、千づくねかわらけ、糸切りかわらけ、静止糸切りかわらけが混在して山上する矧例を鎌倉市内

遺跡から掠ると 「北条時房 ・断H在邸跡J(当・ノ F . r Id 265需地3地点)の第5r師のJて域10・105、「政所跡
r J (石1? ノ ド ~ J id 987iffl・2)の2i(ri、「政所跡¥1.J (吋ノ 1;三r11970需2外)の2LUiI~の包含層 、 それと

隣接する 「政所跡IVJ (No.247 当・ノ|ご弓丁目988番地点)のかわらけ糊りが挙げられる。「政所跡」以

外の/1¥1:地が、 「北条|時房 .~踊|時邸跡」 で、吋時 「鎌倉亦柿(八幡宮赤柿)辺」 と H千ばれて、北条氏との

結び付きを示す重要な地域であったところ(宗長1999)であることも興味深い。

卜.に挙げた調査地点のうち 「政所跡IVJ地点を除いては、13世紀I-j..l頃に帰属し、13世紀後半に属する

「政所跡、IVJでは静止かわらけが折りiTi:なった状態でよi止に発見された。tJ¥ L: {Ilは小原!のものが圧倒的

に多く、 1lff7.0-10.0cl11、器内1.0-2.7cl11、 成径口径比1.2-1.7に収まる。出形はやや背113で、持壁ーが

直線的に1)日きながら立ち上がるものと、外反気味に1mきながらιち上がるものが多い。「政所跡IVJ以

外の小瑚静止かわらけに、背高で、部位が直線的にIJHくものがあまり}よられないのは、 /1¥上世の追いな

のか1:IJ然と しない。大型はLl径11.0-13.0cl11、 器高2.7-4.0cl11、底径口径比1.3-1.7に散イEしている。器

樫は厚いもの、薄いものが混在しているが、休部外而中位に強い綾を持ち、内侍して立ち|二がる。

また、!氏自ISの糸切り離し)j法は、 「干行糸切りJと 「桁川状糸切 り」の2つのパターンが見られたので、

粘上を使ってどのような糸切りの行:}Jをするのかを尖験してみた。なお、糸切りに使則した糸は底部の

状態がわかりやすいように、わらの聴先の古IS分を大きく撚って太めの糸とした。

lは底的iを切り離す際に枇轍を静止させ、糸を向こうから手liiiに平行移動させたものの拓彩。

2は聴離を静止させ、糸を向こうから手前に平行移動させながら、途中から片手を素早く手前に引き

込んだがリの拓影で、ある。

1が 「、ド行糸切りj、2が 「桁円状糸切りJの切り離しjLと1l!定できる。腕踏を静止させて糸切りする

場合は、腕轍台にのせたかわらけと糸を慎重に本平に保たなければ器の高さが簡単に変わるので時間を

要するが、 Inl転糸切りの場合では、底部の切り離したい器の向さにfllをつけておけば手早く仕上げるこ

とができることが実験からわかった。

今回tI¥ 1:した同時期の静止糸切りかわらけと回転糸切りかわらけの捺形上の差異はあまり見られなか

ったが、静止糸切りはおおむね、)J台土が砂質気味で、硬質に焼成され、口唇自IS周辺を強いナデで面取り
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風に調整していること、内底面のナデ調整は無く、底部の 「スノ コ状圧痕」が見られないなどの違いが

ある。当H寺、すでに量産されていたかわらけが、なぜ回転糸切りよりも手間のかかる、静止糸切りかわ

らけを製作していたのか、 また何のために使われたのかなど様々な問題点を解明する手がかりを示すこ

とはできなかったが、 13世紀中~後半の静止糸切りかわらけが 「政所跡」で集中して用いられていたこ

とは確認できた。今後、工房 ・工人などの要因もからめた考察を行うための資料の増加に期待したい。

馬瀬直子

参考文献

宗基秀IYJ 1998 iqllll:11ISdi鎌1¥の初j切かわらけJrq 1近世上出の北礎研究J1111、67-81民、卜|本11-1111:l二部研究会編.
河野良知郎 1995 fl:l'世者Ilili鎌倉一遺跡、が語る武士の都j講談社選13メチエ.

石井 進・大三輪龍彦 1989 rよみがえる中世3 武士の者11鎌倉j平凡社.
藤沢良ï~1 1988 i Ij~ 1止の食器考ー くかわらけ〉ノートJr~IJ)誌の文化史J 5、59-94貞.

京基・ 宗基 1996 r杭小路周辺追跡 ー|併宝1:字紙i小路110帯3地点一永福守l見j主li追跡-JWi小路周辺辿跡発掘調公団.
京基-宗基 1999 r北条H寺房 .1ft!時邸跡 当ノ下一丁目265需3地点一中|止都市鎌倉中心域の調査j北条時房 ・顕H寺民I1発
制調査問、東同)た!と考古学研究所.

。。
円

i
-
l
A
 



第五章調査成果のまとめ

今回の調査で発見された遺構計二は、 13世紀中頃の第2面と13世紀末から14世紀初頭の第l面を中心とす

る調査を行った。その概要については、すでに 「調査成果の概要jにおいて記した。ここでは、今回で7

地点目とな っ た 「政所跡J 遺跡内の隣接地点での発捌調査 ( 1~2参照)成果と比較し、まとめにかえたい。

まず今回の調査地点に最も隣接し、 鶴岡八l防宮前面を横切る棋大路に聞した雪ノ下三丁目988番地点

(第N地点)と雪ノ下三丁目987番1. 2地点(第I地点)をみてみる。第N地点からは、 13世紀第21m半

期から第3四半期の第2面と、 13世紀代4四半期からは世紀第I凶半期の第1聞が確認されている。第I地

点からは、13世紀中頃から14世紀初頭の第2而、 14世紀半ば以降の第1面が確認されている。第I地点で

は、 第I面の遺構の迂t存状況が不良で、あったために、第2商帰属遺構の年代|隔がやや広くなったものと思

われるが、第町地点と第I地点ともに、調査区の南端に位置する横大路の側溝から3m以上北に奥まっ

た付近を南限とする建物が東西に広がって発見されている。発見されている建物は何度かの建て替えが

行われているが、少なくとも両地点で3棟の掘立柱建物を椛認している。第N地点第2而の最北の建物だ

けがその羽11線方位を違えているが、両地点の建物取h線はN-310 -330 -Eであり、柱通りと柱間も未

調査部分を越えでほぼ一致する ことから、かなり大規模な掘立柱建物であったと想定できる3)。これら

建物の南北刺|線は、また調査区南端の横大路側溝と直交関係にあり、 「政所跡」遺跡内の敷地利用は棋

大路を基準と していたと考えられる。

今回の調査で発見された生活而の帰属年代は、第V地点のそれとほぼ一致するが、今回発見された

-30
0 

- Eの南北llqh線方位をもっ道路遺構と塀跡は棋大路側溝と直交するものであり、 「政所跡」辿ー跡

の南限と西限が確認されたことになる。このような状況にあって、今回発見された遺構のうち、建物の

南北ilqh線方位はN-310 -Eであり、隣接地点発見の建物のllql!線方位と・致し、同一の空間・ 「政所J

敷地内であることを雌認させる。ただし、柱通りをみるかぎり、第2面では今回調査地点の建物と隣接

地点建物は一致せず、同一建物の延伸部分とは思われない。敷地の西側限界地域に当たる今回の調査地

点の建物は、隣接地点発見の大型建物に付属するものであろう か。他方、第1面の建物は、その柱通と

柱聞から第V地点の掘立柱建物の延伸部分である可能性を持っている。

このように、今回の調査地点は 「政所」跡の南西限界に位置し、 そこに発見された建物は隣接地点に

確認されている大型掘立柱建物とは別の付属舎的ものであり、また数多く発見された土城は 「政所J敷

地南西隅に設けられたごみ穴的性格を持っている。ただし、 第1面の土境14から発見された大量の墨染

布の出土は、単なるごみ捨てとは言い切れない。第N地点の西端に発見されている布は、今回発見のも
のより古い第2面に確認されている。このように時期のことなる生活面から連続して 「政所j跡の南西附

近くから貴重な布が大量に土墳に遺棄されるている状況には、何らかの意味合いがあったのではないだ

ろうか。墨染めの布が凶事に用いられた|股幕などであるならば、 直会行事の一部である可能性もあろう。

なお、遺棄された意味の解釈と同時に、中世前期の染織資料は非常に乏しく 、貴重な研究資料になる

ものと思われる。

次に、隣接地点だけではなく 、「政所跡」遺跡内の他の調査地点と周辺地域での調査成果を図37に不

した。「政所跡」遺跡の中央付ー近に位置する雪ノ下三丁目970番2外地点(第VI地点)では、礎石建物の

一部とその建築に備えた泥岩版築地業跡の東端が発見されて、これまでの当該地域では発見されていな

かった礎石建物跡が 「政所跡」郭内の内部にあったことを雌認させる。同様の泥岩版築面は、第V地点

n
y
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でも発見されており、 「政所跡」逃跡の北部、または北東地域には礎石建物が数地点に存在したかもし

れない。

他方、当'ノ下三丁FI966需l地点 (第H地点)と雪ノ下三丁目965番地点 (第問地点)では、南北道路

とその西側に取りつく側溝が隣接した地点で発見され、 「政所跡」遺跡の東の限界が確認されたものと

考えられている。これによ って、今回の調査地点の南北道路と東側側溝、第町地点と第I地点での東西
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に延びる棋大路の北側側溝、第H地点と第I地点の南北道路および西側側溝から、 「政所跡」の東西の

限界と南の限界が確認されたことになる。そして、以上の道路側溝の方位を示せば、すでに記した今回

発見の南北道路側構はN-30
0 -s、第II.第I地点の南北道路側i'IYt'まN-300 30' -E、第町 ・第I地

点の棋大路道路側構はE-31
0 -sである。それぞれの道路側溝が接続していたのであろうかの問題も

残るが、ほぽ完全な直角関係のコの字に 「政所跡」が固まれていることがわかる。この東西と南北のjlql!

線方位は、発掘調査で発見された第町地点での泥岩地業方位や掘立柱建物のそれと一致すると同時に、

現在の雪ノ下三丁目の中にのある路地の方位とも一致している。

こうした構に閉まれた「政所跡」追跡の東西の|隔を、構の内側でiJ!1jると81mである。また、前の外側

では89mを測る。それぞれ27丈と29.5丈となる。ほぽ30丈|隔の敷地であろうか。

「政所跡jと市道を挟んで西には、鶴岡八幡宮が位置する。市道に接しては八幡宮の東を限る土塁が

巡らされているけれども、本土塁は明治の鶴ケ岡八|陥宮寺の寺社分離の後に、舞殿の前面に広がるiW-IJZ 

池掘り上げ土を用いて造築されたものであって、中世以来の姿をとどめるものではない。

館岡八l防宮境内でもこれまでに5地点で発掘調査が行われているが、中でも研修道場用地の調査にお

いて13世紀中ごろに遡る鶴岡八幡宮の東を限る土塁の一部とその内側に位置する椛(堀)が発見されてい

る。この構(溝5) を図上に合成して、 さらに南へと延長させるならば、今回発見された「政所跡」の

南西附にある道路とぶつかりあってしますことになる。両地点が75mほど離れているために、この誤差

を生み出すのかもしれないが、 今回発見された道路と側溝の関係がより古い椛5-8においては道路を伴

うことが確認されていないため、道路が当初から設置されていたのかも問題となる。

このように、 「政所跡jの規模が今回の調査によ って明らかにされたが、依然としてこの地域での生

活面は13世紀中ごろを遡るものではなかった。今回発見された第2而が残されていた中世地山層の形成

は、おそらくは先史時代にまでさかのぼる時期に水に洗われるような状態から次第に湿地となって土壌

の推積の始ま ったことを地山屑の粒土分析の成果は示している (近刊別稿参照)。こうした地理条件が

「政所跡」での生活痕跡の残され方に大きく関わっていることを窺わせる。

また、出土資 -試料の各分析からも、これまでの調査で得られた成果の追認と同時に新たな課題が提

出されている。花粉化石と大型植物化石分析からは、イネ科、アカザ科一ヒユ科、ヨモギ属などの革本

類が数多く確認されているが、それは近年調査された宇津宮辻子幕府跡でのように若宮大路側溝と屋敷

地の聞に車寄せの空間が広がっていることが要因かもしれず、政所跡においても横大路と 「政所跡」の

聞に土塁の存在が示唆されているが、そのような空間に革本類が育成していたのであろうか。さらに、

栽培植物であろうとされる中でも、カキノキ、ナス、ゴボウは新たな知見であり、これらの畠が今小路

西遺跡 (御成小学校内)で想定されている|町家の裏庭などで栽培していたのだろう。しかし、それだけ

では都市鎌倉の需要は満たされていなかったであろうから、近隣のものが市場にもたらされていたので

あろう。

樹極同定では、本報告で割愛した近世の使所とした遺構に埋設されていた梢状の木製品がツガ属であ

ると報じられた。江戸遺跡との比較のもと、関東南部地域での近世材木需要と植生が今後の問題であろ

う。なお、使所とした遺構から全く寄生虫卵が確認できなかったことは、これを便所とする合理性を欠

くものであるかもしれない。

ム回 「政所跡」の南西隅の限界を確認することができたが、 「政所跡」内部の様子を探る必要はもと

より、 「政所跡」の北側限界や 「政所跡」と隣接する鶴岡八幡宮との関係、 「政所跡」の北東にあったと

される大倉幕府跡、さらには 「政所跡」の近隣にその存在が想定される問注所との関連も残された問題

つUQU
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である。
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写真図版



a.調査前遺跡地 (東より)

b.同 (北西より)
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図版1
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図版3

a. 1区第4画全景 (東より )

a. 1区第 3面全景(東より )
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図版4

a.第2面全景(南から)

b. 第2面下道路側溝 (南側トレンチ内)

c. 第2面塀跡 (南より)
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図版5

b.同出土かわらけ

a.第2面土境16遺物出土状況
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図版6

b.第 1面掘り込み地盤整備(北より)
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図版7

a.第 1面道路と側溝(溝 2)(南より)

c.第 1面溝 2底面遺物出土状況

(西より)

e.同漆皿

b. 同底面出土かわらけ

d. 間近景 (西より)
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図版8

b. 第 1面溝2・3土居断面 (北より)

c.第1面井戸3 (南より)
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a.第 1面道路と側溝(溝 3) 
(南より)

d. 第 1面かわらけ溜り 1
(南より)

e.第 1面土績14麻布出土状況 (北より)



図版9

a. n区近世・近代面全景 (東より)

b. n区近世・近代面便所 1 (南より)

c. n区近世・近代面便所 2(南より)

d.近世・近代面遺物出土状況
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図版10
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30倍

1000倍

出土麻布断片電子顕微鏡写真
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図版11

70倍
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図版12

22-39 
22-5 

20-8 20-12 

JL34JU
li----

州一九十一

J
J
J
L

v
f
s
日

J1内
し
れ

f
e
d
r
h」R

，
、
拘
ヤ

E
h
I
t
b
h
l

戸

一片品

v
F
t

-zh一一一一且

26-2 

28ー10

22-49 

16-19 

， { 

4・ー圃

13-1 

11-1 

21-20 

かわらけ

火鉢

-198-

20ー11 20-16 

22-1 
22ー28

16-15 20-6 

22-48 

16-23 



溝 2下庖出土・ 写真のみ
漆器皿

16-30 硯
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図版14

花粉化石 (scalebar : 20/Jm) 

1 マツ属複維管東亜属 PLC.SS 2863試料 3

2 コナラ属アカガシ亜属 PLC.SS 2862 試料2

3 :カキ属 PLC.SS 2860 試料2

4 イネ科 PLC.SS 2865 試料 B
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5 :ソパ属 PLC.SS 2864試料 3

6 ユリ科タイプ PLC.SS 2867 試料8

7 アブラナ科 PLC.SS 2861 試料2
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例 目

1. 本報は鎌倉市由比ガ浜一丁目110番5地点に所

在する遺跡、の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は個人専用住宅の建設に伴う国庫補助

事業として、鎌倉市教育委員会が行なった。

3.現地調査は平成11年8月17日から10月5I:lまで

の実働28日間、調査而杭は38.5ばである。

4.現地での調査体制は以下の通り。

主任調査員 菊川英政

調査 員 小林重子

調査補助員 石元道子・粂健一

協力機関名 (社)鎌倉市シルバ一人材センター

5.整理11作業(挿図・ |豆|版作成)は小林が、 報告の

編集は菊川が行なった。

6.出土品を含むすべての発掘調査資料は、 鎌倉市

教育委員会が保管している。

-204-



本文 目 次
第一71 調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.207

1. 調査地点の位置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.207

2. 調査の方法・・H ・H ・…....・H ・.....・H ・.....・H ・....・H ・....…・… …・・… …・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.207

3. }百!下と生活面...・H ・H ・H ・..…...・H ・....・H ・....・H ・-……...………・一….......，.................................................20肝7 

第二章 検山した造桃.…….口…….日…….口…….. …….υ…… .. …….日…….. …….口…….. …….口…….口…….. …….日…….υ…….日…….口…….. …….口…….い…….口…….. …….口…….口…….口…….口…….υ…….口…….い….日....一….一.…・・…H ・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・-…・……・…・・…・…・...・H ・....・H ・....・H ・-….209

1 .ー而の遺梢.....・H ・...・H ・-…H ・H ・..…H ・H ・....… ・………・...・.....…一…・…………・… …・……・……....・H ・....・H ・.209

2.一|而の逃椛.....................................，........，.........................................................................................20ω9 

3. 三I師の造桃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.209

4. 1川|師の造椛… ・…・……-……ー …・… …....・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.209

第三世 /_L¥ t辿物…・……………………………...・H ・-…H ・H ・-… 一…・………....・H ・-…………・……・……一…-…....216

1. 一而の造物….....・H ・....・H ・....・H ・.....・ H ・-…H ・H ・-……H ・H ・-…....・H ・....・H ・-…-・……….....・H ・・・H ・H ・....・H ・....・H ・...216

2. 二而iの造物 … … …… ー…・…・・・リ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.216

3. 二三l師の辿物…・…・・….........................................................................................................…-…・…・….216

4.四而の造物.........，......................，...............，.......................................................................................21凶6 

第p川L月1，'伝;立2 まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H ・H ・-…… …・...・H ・...・H ・....・ H ・....・H ・-…… …-……… …224 

1.山上泣物の特徴 ....一…・…........................，............................，..，.............................，........................22μ4 

2ι. 逃跡の年年'代と性格.............................，........................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ …・....……-….. … ・……224

挿図
|三11 調査地点と周辺の遺跡・H ・H ・H ・H ・-……....・ H ・.206

|豆12 上屑よ佐和国…・・………・・…………H ・H ・....・ H ・207

|支13 調官|天設定|支|……H ・H ・-…H ・H ・-……・…........208

住14 一lil.I.二面全体|き|・・H ・H ・....・H ・.....・H ・-…….211

|支15 二I師、 tlJl;n. 2・3・……・……・…...・H ・212

|災16 三I師.pq illi全体位l…・…・・………………....・H ・.213

凶7 三而、 前2・上臓5・6・7 ・8・・ H ・H ・.214

目 次
|三18 四而、土~j.ý 9・10・建物 1....……・...・H ・.215

|司9 ー而包含府・ 二面遺構の造物....・H ・...・ H ・..219

|主110 -面包含府の造物…・・・…・……・…....・H ・...220

図11 三而逃椛 ・包含層の逃ー物….....・H ・....・H ・..…221

|火112 問而逃椛の造物………・…・………・…H ・H ・...222

|火113 凶1m包合!日 ・生活l而下部の造物.....，....…223

図版目次
凶版l 一l而全殻・ 二|両全対...・H ・....・H ・....・H ・..….227 I支|版6 凹而全景 ・造物出土状態...・H ・...・ H ・...・H ・232

凶l阪2 ーI自j-t墳 4.一面ピ ット3………・…・・228
図版3 三I両全景 .1:.:蹴5…・…・・……・…・…....・H ・.229

肉版4 三而土城8・ピッ ト17・・H ・H ・-…・・…-…・230

図版5 三面土域6・7ほか…………..........・H ・...231

凶版7 Il!:I 直i土 ~J!i 9・10・…...・H ・-…..，.・H ・...・ H ・...…233

凶版8 凶而遺物出土状態…....・H ・-…...・ H ・...・H ・...234

図版9 唯和土!百...・H ・...・H ・....・H ・......・H ・...・H ・....・H ・.235

図版10 造物 (自然造物)....・H ・.....・H ・-…・・………236

※ 報告書抄録....・H ・....・H ・....・H ・.......................，...............................................................................…………237

に
dハU

内ノ“





調査の概要第1章

調査地点の位置

下馬周辺遺跡は鎌倉市街地の中央やや南寄りにあり、若宮大路が国道134号線と交差する 「下馬」

その南方 「ーの鳥居jに挟まれた南二|ヒ300m、東西500m程の範囲を占めている。ーの鳥居が建つ辺りは

海抜10mの海岸砂丘頂部、下馬交差点の辺りは海抜3.6mの鎌倉中央部で、最も低い場所であり、地形は南

から北へ緩やかに傾斜している。これまでの調査事例から見る と、遺跡範囲の大部分は砂丘であり、 国

道134号線に沿った一帯はその後背湿地となっていたようである。周辺での発掘調査はすでに 8箇所で

行なわれ、 本地点はその西端に近い位置(図 1)にある。

と

調査の方法

調査地点周辺は宅地が密集しており、 重機掘削や土砂の場外搬出が非常に困難な状態で、あった。その

ため、排土置場を確保 し隣地との安全な後退距離を保つ必要上、調査区は対象地のほぽ中央に東西

7.0mx南北5.5mの範囲で、設定した。また、測量方|恨は 2m間隔と し、 東西軸にアルフ ァベット、 南北取"

に算用数字を付した。測量1m"と鎌倉市4級基準点との関係は次頁(図3)に示しである。

2. 

層序と生活面

地表下1.2mに堆積する灰色粘土層(4層) は近世の水田耕作土であり、同層を除去して中世の造物

包含層(5・6層) を検出した。造物包含層の厚さは約30cm、この中に 3時期の生活面が確認できる。

地表-F1.6m以下は自然堆積層である。後背湿地の砂質土 (7層 .A-C層) と飛砂による海岸砂丘

(D層)の一部、その下には水磨した小磯と貝殻 (ナミノコガイ )を含む茶褐色貝砂層 (E層)が観察さ

れた。(図2) 

3. 
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第2章 検出した遺構

1 .一面の遺構

溝 1 (図 4) 調査区の中央を北西から南東へ直線的に伸びる断面U字形の浅い構で、幅40~55cm 、

深さ約20cmを計測する。宝永火山灰を含む 2層を切って掘り込まれ、覆土中から幕末~明治期頃の染

め付け紺l片が出土した。水の流れた痕跡は明瞭で、はないが、排水講を兼ねた区画溝であろう。

なお、溝 lの南西側にある丸太杭(直径 6cm)とその抜け跡 (直径 8cm、深さ22cm)は、 一面の

上層から打ち込まれたものである。

2. 二面の遺構

土墳 1 (図4・5) 短辺1.1~ 1.4m x長辺3.0m余、深さ約25cmの長方形の土墳で、ある。土城 2に南

角隅を切られ、西壁際には覆土に撫り込まれた柱穴の礎板と根石(凝灰岩)が残る。覆土は上下に分層

可能で、下層は茶褐色の木質腐蝕屑と薄い粘土層が互層状に堆積していた。ゴミ 穴あるいは便所であろ

うか。覆土中から糞石(図9-38)が l点出土した。

土壇 2 (図 4. 5) 短辺0.9mx長辺2.4m、深さ約40cmの長方形の土墳で、ある。底面が平坦でない

ことを除けは形態 ・覆土とも土横 lと似ており、同じくゴミ穴あるいは便所と考えられる。西壁際で骨

片(獣骨?)が出土、北西角の木片は下部土層中の木材で本遺構に伴うものではない。

土壌 3 (図 4) 下部土層中の木片周囲を掘りすぎたもので遺構ではない。

土壌 4 (図4・5) 短径0.7mxー長径1.1m、深さ約30cmの楕円形の土摘で、ある。出土造物も少なく

特筆すべきことはない。なお、覆土および周辺部に打ち込まれた杭は端材を利用した簡易なもので、

辺2cm x 3 cm角 (板杭はl隔4cm X 厚 さ 0.5cm) 、 長 さ 20~30cm前後のものが多い。

柱穴 (図 4) 4穴が見つかった。いずれも直径は40cm前後、深さはP1約25cm、P2約24cm、

P 3不明、 P4約26cmoP 4の礎板は一辺8cm X 18cm、厚さ約 lcmで、ある。

3.三面の遺構

土塘 5 (図 6. 7) 短辺0.8mx長辺1.8m以上、深さ約25cmの長方形あるいは長楕円形の土嫌であ

る。覆土 ・出土遺物に特徴はないが、 主取h方向と掘り込まれた位置が二蘭の土摘 1. 2と似ており、同

じ性格の遺構と考えられる。i荷:2より新しい。

土墳 6 (図 6・7) 半径0.9mの半円形であるが、調査区外に続くため土臓の全形は不明。深さ約

25cm、底面のピ ッ ト 12~14との新旧関係は不明。 完形のかわら けJm (図11-166) 1点が出土した他、

覆土中に炭化物と貝殻(ハマグリ ・キサゴ)を多く混入していた。ゴミ穴であろうか。

土境 7 (図 6. 7) 土臓の形状は不明瞭、深さ約10cm。出土したかわらけJlll4 点(図 6 - a~ d )

は四面の土城10と重複する位置にあり、どちらに帰属する遺物かよく判らない。

土壇8 (図 6・7) 短径1.3mX長径1.5m、深さ約25cmの楕円形の土域で、ある。四面の土城9とま

ったく同じ位置にあるが、同一迫椛で、あるかは判然としない。

溝 2 (図 6・7) I隔40~50cm、深さ約10cmの浅い構で、ある 。 特筆すべきことはない。

柱穴 ・礎板 (図 6) 柱穴の確認は難しく、礎板を検出してはじめて柱穴の存在に気づく例も多い。

而と四面を合成して検討したが、建物としての柱並びはよく判らなかった。礎板の確認而からの深さ
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と海抜高(斜位の礎板は平均値)を図 6の一覧表に記録した。

4. 四面の遺構

土墳 9 (図6 ・8) 面土~M 8の真下で併i1認された。|判丸長方形に近い平面形態であったが、掘り

進むうちに、南側部分が桁円形に深く落ち込んでいることが判った。覆土は上下2層に分けられ、|判丸

長方形部分は木質腐蝕土と紺l砂を互層状に挟む黒灰色粘土層で貝殻を多く含み、楕円形部分は貝殻粒を

混入する灰白色の砂層であった。それぞれが別遺構の可能性もあり性格は明瞭ではないが、覆土中から

チユウ木と見られる木片が出上しており、使所あるいはゴミ穴と考えられる。

土墳10(1)g16・8) 三国土域7と重複する。直径1.0-l.lm、深さ約1.0mの不整円形の土墳で、ある。

形態及び湧水量の多さから見て井戸か。覆土中から弓の形代 (図10-206)が出土した。

土墳11 (図6) 短径60cmX長径70cm、深さ49cm。浅い窪みであったが掘りすぎて原形を失う。

出土造物なし。

建物 1 (図6・8) 

柱穴・ 礎板 (図6) 

柱並びから建物の一部と考えたが、柱間隔が215cmと広く疑問も残る。

柱穴・礎板の深さと海抜高(斜位の礎板は平均値)は区16の一覧表に示した。

柱穴の他に杭穴や単なる議みも含み、礎板はすべて三面より上の柱穴に伴うと考えている。なお、調査

ヌ西墜にかかるピット27には黄茶褐色の木質腐蝕土が堆和しており、チュウ木と見られる木片 (図12-

214-236)が多量に出土した。三閣の遺構である。

その他 (図6) 調査区の北東及び南西部分が窪んでいた。北東部分は堆積土層の違いを掘り上げた

だけであるが、南西部分は底面に薄い炭層が広がり、漆器椀・魚の鱗 ・貝殻が見つかっている。漆器椀

(図版6)は黒漆塗り無文、被膜のみ。鱗は未鑑定のため魚種不明。貝殻はナガラミで40X 60cmの範囲

(図版8)に約687個体が集積されていた。
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第3章 出土遺物

出土遺物は整理箱にして 6箱であった。測図できた遺物の説明と同じ遺構 ・層序から出土した造物の

内訳(破片点数)を記しておく 。

1 .一面の遺物

近世以降の層位から出土した造物で直接一面に帰属するものはない。すべて混入品である。 1~ 6は

近代の畑耕作土(1層)、 7~9 は宝永火山灰包含層( 3 層)、 10~16は近世の水田耕作土 (4 層)の上

面に部分的に堆積する貝殻混じりの砂層から出土した造物である。

いずれも小片(図 9-1 ~16) であり詳細は省く 。 かわらけ皿( 1・2・7・10・11)、瀬戸(3は

卸皿、 8・12・13は折縁llll)、常滑控ね鉢(5 )、山茶碗窯提ね鉢 (4・15)、鉄釘(6 )、謄り常滑(9 )、

砥石 (16)がある。なお、瀬戸捕り鉢(14)は17世紀の大窯製品であろう。

2.ニ面の遺物

土墳 1(図 9- 17~39) 17~28はかわらけ皿 (24は完形)、 29は白磁口禿1lll、 30~32は瀬戸 (30~

31 は入子阻、 32は卸皿)、 33~35は常滑担ね鉢、 36は土製品(土器質手熔り)、 37は鉄釘、 38は糞石、 39

は土師器器台(古墳時代前期、混入品)である。

出土遺物の内訳(破片点数)は、かわらけ皿(大26点/小24点)、舶載品(青磁 l点/白磁 l点)、瀬

戸 (1UL1点/不明2点)、常滑(担ね鉢4/壷護24点)、山茶碗窯(控ね鉢4点)、瓦(平2点)、土製品

(手熔り 5点)、金属製品(鉄釘 l点)、木製品(漆器 l点)、自然造物(鳥獣魚骨8点/糞石 l点)。

土壌2(図 9-40~48) 40~44はかわらけ皿 (44は完形)、 45は瀬戸入子皿、 46は山茶碗窯担ね鉢、

47は常滑護、 48は平瓦である。

出土造物の内訳 (破片点数)は、かわらけ皿(大48点/小9点)、舶載品(青磁 l点)、瀬戸 (血 l点)、

常滑(壷斐19点)、 LLI茶碗窯(担ね鉢 l点)、瓦(平 l点)、土製品(手焔り l点)、自然造物(鳥獣魚骨

4点/種子 l点)。

土墳4(図 9-49~54) 49~51 はかわらけlIIl 、 52~53は山茶碗窯担ね鉢、 54は紡錘車(滑石製、転

用品)であろうか。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけ皿 (大84点/小15点)、常滑(壷艶2点)、山茶碗窯(担ね

鉢2点)、土製品(輸羽口 1点)、石製品(紡錘車 l点)、自然遺物(鳥獣魚骨3点)。

ピット1(図 9-55~61) 55~59はかわらけ皿 (55 と 57は略完形)、 58は山茶碗窯担ね鉢、 61 は常

滑聾である。

出土遺物の内訳(破片点数)は、かわらけ皿 (大4点/小6点)、常滑(壷護 l点)、渥美 (壷護 2点)、

山茶碗窯(控ね鉢 l点)。

ピッ ト2(図 9-62) 62はかわらけm。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけ1I!l(大2点/小 l点)、舶載品(青磁 l点)、常滑(壷整2点)。

包含層(図10-63~ 145) 63~87はかわらけ11lL、 88~89は舶載品 (88は青磁碗、 89は青白磁合子) 、

90~96は瀬戸 (90~91 は灰利小輩 、 92は灰桶b碗、 93は卸 l皿、 94~96 は折縁1lll)、 97~ 1l 0は山茶碗黛

(1 00 と 101 は碗、 97~99 と 102~110は担ね鉢) 、 111 は備前揺り鉢、 112~113は魚住担ね鉢、 114~124は

常滑(l 14~115 と 119~ 124は控ね鉢、 116~ 118は壷護か)、 125~127は土製品 (l25~126は瓦器質手熔

po 
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り、 127は伊勢系整鍔)、 128~135は石製品 (128~133は砥石、 134 と 135は健石)、 144~145は須恵器量

誕の破片で混入品。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけ肌 (1887点)、舶載品(青磁18点/白磁3点/青白磁3

点/褐利11点)、瀬戸 (44点)、常滑(1.里ね鉢23点/壷斐431点)、 渥美(鉢1点/壷整36点)、山茶碗窯

(碗5点/裡ね鉢60点)、備前 (捕り鉢3点)、魚住 (担ね鉢2点)、瓦 (1点)、 土製品(手焔り34点/

鍔釜2点)、金属製品(鉄釘19点)、石製品(石鍋 1点/硯3点/砥石7点/健石2点)、木製品(漆Jm

l点)、 古代(土師器 l点/須恵器 3点)、自然造物 (鳥獣魚骨数点)、貝殻(アカニシ 2点/サザエ 2

点)。なお、かわらけlll1は数量、瀬戸は器種不明が多いため細分できなかった。

3.三面の遺物

土墳5(図11-146~ 150) 146~ 148はかわらけ皿、149は山茶碗窯担ね鉢、150は常滑壷裂の小片で、ある。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけJlIL(大17点/小7点)、瀬戸(1点)、常滑(壷斐7点)、渥美

(壷護 l点)、山茶碗去最(担ね鉢 1点)。

土境6(図11-157-169) 157~168はかわらけJl!l (165は内面に墨書、166は手控ね整形)、169は青

磁碗である。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけJlll(大81点/小16点/手控ね3点)、舶載品(青磁2点)、

常滑(壷誕2点)、山茶碗(担ね鉢 1点)、自然造物(鳥獣魚骨 1点)、貝殻(アカニシ 2点/サザエ l点)。

土壌7(図 11~170-176) 170~171 はかわらけ皿(17は手控ね整形) 、 172は白磁口禿皿、 173は瀬

戸卸1[[1、 174は常滑費、 176は瓦器質手倍り。175は須恵器の杯葦で、混入品である。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけ皿(大28点/小 7点/手控ね 3点)、舶載品(白磁 1点)。

瀬戸(不明 2点)、常滑(壷護15点)、 111茶碗(裡ね鉢 l点)、土製品 (手倍り l点)、自然遺物(鳥獣魚

骨 l点/種子 l点)、貝殻 (アカニシ l点)、古代 (須恵器 l点)。

土壌8(図11-154-156) 1 54~155はかわらけ皿、 156は土錘である 。

出土遺物の内訳 (破片点数)は、かわらけJlIl(大36点/小6点)、常滑 (壷誕 l点)、渥美(壷聾 l点)、

土製品(土錘 l点)、木製品 (漆皿l点)、 自然造物 (種子 3点)、貝殻(ハマグリl点)。

包含層 (図11-177 ~ 179) 1 77 ~ 178はかわ ら け皿、 189は瀬戸卸皿、 190~192

は常滑 ( 192は担ね鉢、 190~191 は壷斐) 、 193~194は山茶碗窯担ね鉢、 195は渥美壷輩、 196は魚住狸ね

鉢、 197は至道元宝(初鋳995年 、 草書) 、 198~199は須恵器の壷整類で、混入品。

出土遺物の内訳(破片点数)は、かわらけ皿(大304点/小51点/手控ね5点)、舶載品 (青磁1点/

白磁 l点/青白磁3点)、瀬戸(不明2点)、常滑(担ね鉢2点/壷斐37点)、渥美(壷艶8点)、山茶碗

窯(狸ね鉢7点)、魚住 (担ね鉢 l点)、土製品(手熔り 1点)、金属製品(銅銭 1点)、自然造物(鳥獣

魚骨 8点)、貝殻(アカニシ2点)、古代(須恵器2点)。

4.四面の遺物

生活面直上 (図12-200~201) 200~201 はかわらけ皿1 (手担ね整形、200は完形品)。

土壌9(図12-202-206) 202~205は木片 (203 と 204は箸)、上層出土。 206は手控ね整形のかわら

け皿、下層出土。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけI皿 (手控ね 1点)、木製品(箸 3点/折敷片 5点/竹およ

び炭化材数点)、自然造物(鳥獣魚骨 2点)、貝殻(アカニシ 7点/アワビ l点/キサゴ"65点/サザエ 2
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点、/パテイラ l点/サルボウ l点/ハマグリ 3点)。

土墳10(図12-207~212) 207~209はかわらけ 1m (208のみ糸切り底)、 211は箸、 212は弓の形代

であろうか、曲がった樹枝の両端を刻み、明(ゅはず)部分を作り出している。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけllll(糸きり l点/手控ね17点)、舶載品(青磁 1点)、木製

品(建築部材?3点/形代 l点)、自然造物(鳥獣魚骨 5点)、貝殻(アカニシ 5点/キサゴ70点/タマ

キビ類 3点/サザエ 2点/ツメタガイ l点/パイ 1点/アサリ 2点/ハマグリ 5点)、古代(土師器 1

点/須恵器 l点)。

ピット27(図12-213~236) 213はかわらけ 肌、 214~236は箸あるいはチユウ木の可能性ある木片

である 。 多く は端部を欠損 し、 長さ は12~16cmに集中 している 。

出土造一物の内訳(破片点数)は、かわらけlIll(大 1点)、木製品 (チュウ木 ?30点)。

包含層 (図13-237~252) 237~247はかわらけ llll (241 ~244 と 247は手提ね整形)、 248は渥美塾、

249~251は常滑壷誕類の口縁部、 252は土師器斐である 。

出土造物の内訳(破片点数)は、かわらけIDl(大86点/小12点/手控ね30点)、舶載品 (青磁2点)、

常滑(壷整16点)、渥美(壷聾2点)、山茶碗窯(担ね鉢 l点)、木製品(建築部材?4点、焼け焦げた

もの 3点含む)、自然造物(鳥獣魚骨4点)、貝殻(アカニシ 3点/キサゴ 2点/ハマグリ 2点)、古代

(土師器2点/須恵器4点)。

生活面下部 (図13-253~256) 四面とした 7屑 (図 2参照)を除去し黒褐色粘土のB層上面まで掘

り下げた際に出土した造物である 。 253~254はかわらけllll (254は手控ね整形)、255は土師器壷であろ

うかよく判らない。256は軽石、平坦面は使用による摩擦か不明である。
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第4章まとめ

1. 出土遺物の特徴

本地点、から出土した迫ー物は整理箱にして 6箱分である。鎌倉市街地や海岸砂丘中央部に立地する遺跡

と比べればはるかに少並であり、 17'.1容的にも極頒の乏しいものであった。

造物は地表下1.5~ 1.8mの 1=1-' 世!刊に集 rl' し、接合不能な般片・が圧倒的多数を占めている 。 種別ではか

わらけ1111が最も多く、次いで常滑の識や山茶碗窯の控ね鉢が多い点は鎌倉の中世遺跡に辿有であるが、

117級制L. I~I f&i JJJlといった舶載俄器や卸Jlll.折縁鉢などの瀬戸製品があまり見られない点に市街地や砂|王

の遺跡と異なる特徴がある。

なお、特筆すべき逃物に七城 1IL¥土の奨石がある。おそらく小動物と思われる直作2.5x長さ6.0cmの

小振りな糞であるが、類例が少ないため吋II.fの環境を知る武重な資料となろう。

2. 遺跡の年代と性格

-IIrIは宝永四年(1707年)の富 l二火山以降下後の生活1mで、あるが、建物祉は見つからず、生活に必要

な陶磁器類も出土しなかった。おそらく構 1は耕作地などの区間j前であろう。

一而iから|凡11師は大規棋な持 (雌)地が行なわれず生活が継続したため、時期差のある巡航群が重複し

て見つかっ た 。 しかし、遺構配置や切り合い関係を ~l ると、 di街地や砂 lí:中央部の追跡と比べて遺構密

度は低いと言わざるを得ない。不格形士臓やピット、不明瞭な落ち込みを除いてこれら迂i:f1It群を蛙瑚す

るとおおむね次のようになる。

[建物祉]建物を復元するには宅らなかったが、掘立柱建物あるいは板囲い建物に伴うと考えられる

礎板が見つかった。礎板上而の海抜高 (1きI6 )を参考とすれば、海抜5.50mを超える位世にある礎板は

'. Iüiあるいはそれより上から掘り込まれた建物柱穴である可能性が113 く、海抜5.20~5.40m付近にある

礎板は二而あるいは三回の建物柱穴と与えられるため、少なくとも 2棟の時期の異なる建物が存在した

と推測できる。

[ ~'.脇 ] 巡航の性絡はイ-: IYJ であるが、ゴミ火 • f'1i所.J 1二)Î などの川 j主が与えられる 。 、 |ξ l而 }f~態から分

瀕すれば、長方形 (土峨 1・2. 5 ) と円形 (土臓 8 ・ 10 ) の他に I~IJ~ 丸方形 (土峨 9 )がある。なお、

長 )jJf~の上臓は近接 した位出に宝山，1i)jIÎ lj を |司じくして揃i られている点に特徴があり、同じ 日 的・川途で

辿続的に使)I-Jされていたことが判る。

二而から四面の迫椛群は出土造物から見ると14位紀前半から13世紀前半までの問に納まる。しかし、

遺跡のヒ体は14 世紀前、|モから 13世紀後、|モにかけてのHりVJ にあり、 {i"{~ ~ノ起に 1 3 世紀前半までさかのぼる.ìTIWf 

は見つからなかった。
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写真図版



一面全景 (南から撮影)

二面全景 (南から撮影)
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図版2

ニ面土境4半裁状況

二面 ピット3、土層断面で検出した柱
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三面全景 (南から撮影)

三面土墳5(北から撮影)

n
y
 

nノ
』つ』

図版3



図版4

三面土境8、中層から底部断面

三面 ピット17、礎板3・4 (南から婦影)
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四面土嫌9 (東から織影)

四面土墳10(東から撮影)
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こめまちいせき

米町遺跡 (No.245)

大町二丁目2313番15地点



例目

1.本報は神奈川県鎌倉市大町二丁目23日番15に所在する米IIIT追跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は個人専用住宅建設工事に伴う埋蔵文化財の事前発掘調査として実施した。

3. 調査期間は平成11年 9 月 6 日 ~10月 23 日である 。

4.調査体制は以下の通りである。

調査主体 鎌倉市教育委員会

調査担当 瀬田哲夫

調査 員 粂健

作 業員 (社)鎌倉市シルバ一人材センター

5.資料推理!及び報告書作成は瀬田、 石元道子が行った。

6.本報に使用した写真は遺構を粂が、遺物をi頼回が搬影し、本報の執筆、編集は瀬田が行った。

7.発掘調査及び、出土品整理にあったっては、次の諸氏に御教示を賜った。

瀬戸窯製品分類 藤沢良祐 (瀬戸市埋蔵文化財センター)

貿易陶磁分類 手塚直樹(鎌倉考古学研究所)

動物骨分類 宗室富貴子(鎌倉考古学研究所)

石材(砥石・硯)分類 汐見一夫(鎌倉考古学研究所)

9.本報の凡例は以下の通りである。

-図版縮尺 遺構 1/40 

全体図 1/200 

造物 1/3、1/1

水糸高は海抜標高値を示す。-迫構図版

・造物図版 ←・→は使用艇の範囲、 一 ・ーは利l薬の範囲をボす。

油煙の範聞は黒塗り表示である。

10.本報告に関わる出土品等の記録は一括して鎌倉市教育委員会が保管している。
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第 1章遺跡概観

第1節遺跡の立地 (Fig.l• 2) 

本調査地 (地点1)は市内中心部から名越方面へ向かう国道134号線の南側、大118.四ッ角から南東へ約

50mの距離にある逆川の東岸に立地している。逆川はその源流を名越ヶ谷に発し、南流した後、谷の開

部で西に向きを変える。川はさらに本遺跡地の約60m南で、緩やかに北上し、逆川橋を過ぎたところで

大きく流れを西に変え、魚IIIT橋を過ぎ、徐々に南に向きを変え上河原橋付近で滑川に合流する。本遺跡

は逆川橋と魚IIIT橋との問の逆川右岸、川が東側にやや突出した東岸に位置している。現在の地番は鎌倉

市大|町二丁目2313番15である 。

本遺跡地は台帳の上では米IIIT遺跡 (No.245)の範囲に含まれている。文献資料等から 「米IIITJの範囲

は若宮大路と大IIIT四ッ角との問、延命寺橋の東側の大IIIT大路沿いと考えられ、大町四 ッ角の東は「魚町J

と指摘されている (註 1)。米11汀は穀町とも記され、建長三年 (1251)、及び文永二年 (1265)に鎌倉中

で商売を営んでもよいIIIT屋免許地のひとつに挙げられ、活発な商業活動が展開された地域と考えられる。

追跡地周辺において実施された発掘調査について、以下に記していきたい。

大町二丁目933番地点 (地点2)では昭和63年に約330mの調査が行われ、国庫補助事業70n1の報告が

為されている。遺構検出は中世基盤!日である黒褐色土上而で、行われ、柱穴140仁l以上、土坑16基、井戸2

基を検出 している 。 井戸からは波蝕台を形成する岩盤が検出され、その上面の海抜は1.9~2.0m である

(註2)。図示された造物はいずれも13世紀代のものと考えられる。

大l町二丁目2315番外地点 (地点3)では平成6年に約100mの調査が行われ、掘立柱建物、柱穴列、 土

坑、据聾遺構、礁敷遺構、 集石遺構、井戸、構等が検出されている。出土遺物では13世紀前半から15世

紀頃までのものがみられ、 「主体は13世紀中~後半にあり、鎌倉のも っとも繁栄していた時代に、この

遺跡もまた盛行期にあったjとしている。また、 集石遺構や鉄i卒、フイゴ羽口の出土盆の多さから、遺

跡の近くに製鉄関連施設の存在を推測している(註3)。

大11町二丁目391番1地点(地点4)では平成8年に約140mの調査が行われ、中世地山を形成する黄褐色

砂質土上で方形竪穴建築祉 5棟、板聞い建物 I棟、井戸 l基、土坑4基、及び多数の柱穴を検出 した。

出土造物からは13世紀代から14世紀前半の年代が与えられている (註 4)。

大町二丁目2338番1地点 (地点 5)では平成9~ 10年にかけて約690mの調査が行われ、中世の生活而

と、古代、近世の遺構群が確認されている。中世遺構としてはかわらけ溜り、据輩、柱穴列、柵列、溝、

土坑、方形竪穴建築:tJJ:、掘立柱建物担1:、井戸等が検出され、 13世紀前半~ 14世紀初頭頃の遺構は溝、 及

び柵列により区画分割される。区画一辺の基本的尺度は12.5111 (4尺強)前後を想定し、「屋敷地規模

の区画Jとしている。14世紀中頃以降になると この区画は放棄され、中世最終段階には一辺 6m前後の

-ー丹区画を部分的に確認するにとどまり、 IlllT屋規模の区画」へと移り変わる(註 5)。

本遺跡と同一の敷地に位置する大l町二丁目2312-4、10地点 (地点 6)では、平成10年12月14日~平

成11年1月11日にかけて約111n1の調査が実施された。国道134号線側の北側の調査区からは近世の井「、

中世の道路而と方形竪穴建築制:が、南側の調査区からは鎌倉石を用いた石組み溝、地積石、及びかわら

け糊りが検出されている。「検出された道路が 「大町大路Jならば鎌倉の街区を考える上で重要である。J

と指摘されている(註 6)。

また、本遺跡と逆川を挟んだ西側に立地する大111]・二丁目2308番1地点 (地点7)において、 平成11年

q
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図 1 調査地点位置図

12月6日-17日にかけて桐人専用住宅建設に伴う事前調査と して発掘調査が行われている。ここで概略

を記していく 。調査は敷地内に2mx2mの卜レンチを6ヶ所設定し、 現地表下2.5mまでを調査対象とし

たもので、而的な調査は不可能であり、堆積土層の観察に調査の主眼を憧いた。現地表は海抜5.7m前

後を測り、以下1.5-2.0mは近現代の盛土が堆積している。海抜3.l-3.4mで、岩撒が検出され、 岩雄上に

は20-30cm程の厚さで川砂が堆積している。検出されたのは河川の一部であり、逆)11の埋没過程を示

している。ここから出土した造物は14世紀後半から15世紀代にかけてのものが主体であり、該期の遺

構が周辺区域に存在すると考えられる(註7)。
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図2 調査地点周辺図
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第2節調査の経過 (Fig.3)

本調査は鎌倉市大町二丁目2313番15地点における個人専用住宅建設に伴う事前調査として平成11年9

月6日から10月23日にかけて実施された。調査而積は6mx4mの24mで、あり、廃土処理等の都合から

東 ・西に分割して作業を行った。現地表は海抜7.3m前後をjJlIJり、以下30cmは現代の時土、その下は約

60cmの厚さで、宝永四年 (1707)I噴出の富士山火山灰が堆積している。調査はこの火山灰層までを重機

により除去し、以下を人力により掘削した。検出されたのは鎌倉時代から近世にわたる遺構群であり、

中世期のものは6時期を数える。

本遺跡で雌認できた最古の遺構は13世紀中葉を中心とする造物を含む東西方向の木組み構であり、 14

世紀初頭までのあいだに 4~5 回の掘り 直 しが確認されている 。 その後 14世紀中葉を中心とした時期に

は柱穴 ・土坑を主体とした遺構が検出され、 多量のかわらけにより埋め立てられている。15世紀以降に

なると検出遺構は激減し、数日のピットのみとなる。

調査にあたり、 測量用に仮原点 1、2を設け、調査敷地内に2.0mの方眼を設定した。東西南"、及び南

北軸には北から南へアルフ ァ ベ ッ ト (A~ T ) を、東から西へアラビア数字を付し、それぞれの方|恨区

画(グリット)の呼称には北東角の軸線交点を充てた。この方眼基準点と国土座標系との関係を、鎌倉

市四級基準点 (H8 -362、H8 -363) を基に測量・算出したところ、 B-2はX-76401.123， 

25137.800、B-4はX-76399.478， Y -25141.445の国土座標値を得ている。尚、グリ ット南北制lは磁

北に対して33
0

35' 20"、真北に対して24
0

15' 17"東に傾いている。また、 標高の記載については、

鎌倉市三級基準点であるNO.53402よりレベル移動を行い、海抜レベルを使用している。

y-

層 (Fig.4)

調査地は逆川が北上し、 西へと流れを変える舌状に突出した右岸に立地している。魚町橋、逆川橋周

辺は、 国道134号線の大IIIT四ツ角辺りから、南に向かい急激に低くなり 、山麓平野から砂質低減地へと

移行する地形の変換点となっている。遺跡地の現地表は海抜7.3m前後を測り、逆川を挟んだ南、西隣

と比較すると 2.0m前後高 くな っ ている 。 現地表下0.3~0.7m は現代の盛土で、 その下には約0.3m の厚さ

で宝永凶年(1707)I噴出の富士山火山灰が堆積する。以下、遺構面と して把握したのはFig.4に示した

12層、16層、24・29層、 33層、51層、58層、65層、 66層の上而であり、 8時期の遺構群を検出し、

ンチ調査により海抜3.45~3.58mで、岩盤を確認してい る 。
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第 2章 検出した遺構と遺物

今回の調査では鹿土処理等の関係から、調査範囲を東西に分割している。それぞれを西区、東区と呼

称し、逆川側の西区から調査を行い、現地調査終了後、 整理作業の段階で、両調査区の資料-を合成してい

る。本草では検出された逃構を第1而~第8而の8時期の遺構群としてまとめ、さらに岩盤而確認トレン

チにおける調査結果を記載していく 。尚、各面で検出されたピ ット、 土坑の規模・覆土注記等は一覧表

に示したので参照されたい。

第 1節第 1面

a.検出遺構

第1TI而の遺構は現地表下約0.801、海抜6.4001前後で、検出される 2-3 co1大の土丹粒子を含むn音褐色粘

質土 (12層)の上面において確認している。検出された遺構は 2口のピ ット (ピット1・9)のみであ

り、閑散とした検出状況といえる。Bー 2グリ ット検出のピ ット9磁土には宝永四年 (1707)噴出の富

士山火山灰が混入している。

b. 出土造物

第l而からは14点の逃物が出土している。その内訳は肥前窯系の磁器染付け碗口縁部1点、瀬戸古黛

の灰璃h在1]llIl口縁部l点、常滑窯の誕胴部4点、ロクロ成形かわらけ大llilの底部8点である。遺構からの

出土造物はない。

。 ¥¥//

ピット 1

L
 

K
Hり

ι
M引J
 
bA
 

1
0
 

ピット9

図5 第 1面
。 2m 

¥υJ。 実測し得たのはFig.6-1に示した肥前窯系の磁

器染付け碗口縁剖1である。復元口径10.9c01を測り、

口縁外而に二重の圏線、体部に雪輪梅樹文を配する。
10cm 

図6 第3面出土遺物
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第2節第2面

a.検出遺構

第2面の一迫構は現地表下約1.2m、海抜6.00m前後で、検出される多量のかわらけ、及びかわらけの破片

を含むを含む暗褐色粘質土 (16層)の上面において確認している。検出されたのはピット 1口(ピット

10)のみであり、第l面と同様に閑散とした検出状況といえる。

第2面の基盤層である 16層 は1O~60cmの厚さで堆積 し、 多量のかわらけを含んでいる 。 調査区壁の土

層観察によると、 16層下而は南西部と北東部に緩い立ち上がりが雌認されており、池のような大きな窪

地をいっきに埋め立てたものであろうか。

b. 出土遺物

第2面からは182点の造物が出土している。その内訳は近代肥前窯系の磁器染付け碗口縁部2点、近世

瀬戸・美濃窯の志野丸Jlll口縁部 l点、近世美濃窯の灰利I:tLllIl.1コ縁部 1点、瀬戸古窯の灰刺器種不明製品

口縁音1)1点、舶載品では龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部 l点、底部 I点、白磁口冗皿の底部 l点、常

滑窯では裂の口縁部 l点、 Jj阿部22点、底部 l点、片口鉢の口縁部2点、山茶碗窯系の片口鉢口縁部1点、

備前窯の播鉢口縁部1点、底部I点、ロクロ成形かわらけでは大皿の口縁部27点、底部76点、小Jlllの口縁

部14点、底部28点である。遺構からの出土遺物はない。

実測し得たものはFig.8-1 ~ 3に示した。lは近世瀬戸・美濃窯の志野丸皿lである。復元口径11.5cm、

試掘坑

図 7 第 2面出土漬物

文二主三三て 三二G~
。 10cm 

図8 第2面出土遺物
3 
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高台径6.4cm、器高2.6cmを測る。紬は長石利で貫入多く、胎土は灰黒色を呈し、 白色粒子を含む。2

は近世美濃窯の灰利l丸I阻で、ある。復元口径11.5cm、高台形6.8cm、器高2.8cmをiJ!iJる。胎土は灰白色を

呈し、白色粒子を含む。3は常滑黛の整胴部である。外面に格子叩きの押印文を有する。器表は暗褐色、

胎土は灰色を呈し、白色粒子に富む。

第3節第 31・叫

a.検出遺構

5.5mユ~ ----二
I-.Ji'( 1 

図9 第3面

三二了ヌ
<ピソト2>

て靭 ーヌ
くピッ ト13>

く七万[3> 

。
九一べz「

5 .5m .~ C‘ 

U/C4 
L_J 
上坑5

て7下7.
-3。
J ~ 

\一一-~Jク4 '¥;て一斗ーグ5

で「トーグ11

\てーヰ二~ 12 じよイ。 く土J1C5 > 
10cm 

< 1))"( 1 > 
図10 第3面遺構出土遺物

ハU
E
d
 

ヮ“



第3面の遺構は現地表下約1.501、海抜5.7001前後で、検出される土丹粒子を含む褐色、或いは暗褐色粘

質土 (24層、 29層)の上而において確認している。検出されたのはピ ット4口 (ピット2・11・12

. 13)、土坑4基(土坑1・3・4・5)、礎石と考えられる鎌倉石1個、及び貝殻粒子の集中した範囲であ

る。いずれも部分的な検出であり、性格等は不明である。A-lグリ ットから検出された鎌倉石の上面

は平坦で、海抜5.8501を測る。調査区の北、東外に展開する礎石建物の一部となろうか。第1面、第2面

と比較すると遺構の濃密な展開が推jJ[IJされる。

b.出土遺物

第3面からは1266点の遺物が出土しており、そのうち1189点は面出土、77点は逃椛からの出土である。

面出土造物の内訳をみると、舶載品では龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁剖56点、体部7点、底部1点、龍

泉窯系青磁無文碗の口縁音152点、底部1点、白磁碗の底部2点、白線口〕じ聞の口縁部6点、底音152点、白磁

壷の胴部1.点、 青白磁梅瓶の底部1点、瀬戸古窯で、は灰桶b凹耳壷類の胴部10点、灰糊在1]llIlの口縁音151点、

灰和1折縁深皿lの底部1点、入子の口縁剖51.点、常滑窯では艶の口縁部5点、 )J阿部106点、底部1点、壷の口

縁部1.点、底部2点、片口鉢の口縁部6点、底部I点、 111茶碗窯系の片口鉢では口縁部6点、体部3点、底部

I点、土器質火鉢の底部I点、ロクロ成形かわらけでは大皿lの口縁音15318点、底部289点、小皿の口縁部

266点、底部125点、フイゴの羽口3点、周縁に研磨痕を有する山茶碗窯系担鉢の体部片 l点、石製品で

は砥石 l点、滑石製石鍋の口縁部 1点、 金属製品では銅銭 1点、自然造物ではイヌの肋骨2点、ウシ ・

ウマの肋骨 7点である。尚、ウ シ・ウマの肋骨には刃物等による解体痕が認められる。

面出遺物のうち、 実測し得たものはFig.11-1 ~50に示した。 l は龍泉窯系青磁蓮弁文碗で、復元口

径16.8c01を測る。2は瀬戸古窯の灰荊"卸llllで、復元口径11.2c01を測る。体部内面上位には2条の沈線

を有する。3は瀬戸古窯の入子である。口径4.9c01、底径3.6cm器高l.1c01を測り、外底面はヘラケズリ

である 。 4~8 は常滑黛の製品で、 4 . 5が護口縁部、 6が護胴部、 7・8が片口鉢口縁部である。

4・5ともにN字状の口縁を有し、縁帯l隔は2.2cmを測る。6は外面に格子叩きの押印文を有する。

7・8の口縁端部は角張り、中央部は小さく 窪んでいる。9・10は山茶碗窯系の片口鉢口縁部である。

10は周縁に研磨痕を有している 。 11~47はロク ロ成形のかわらけである 。 11~18は大皿、 19~42は小皿、

43~45は極小皿であり、 46 ・ 47は小皿の体部を意識的に打ち欠いたものと考えられる 。 以下、かわらけ

の法量を口径一底径一器高の順に記す。単位はco1で、ある。11は11.7-7.3 -3.1、 12は11.7-7.0 -3.4、13

は12.0-7.7 -2.8、14は12.2-7 . 0 -3.5、15は12.7-8.0 -3.3、16は12.6-8.3 -3.7、17は13.1-7.6 -3.9、

18は12.7-7.6 -4.1、19は7.2-5.8 -1.6、20は8.4-6.0 -1.7、21は7.1-5.3 -1.9、22は6.8-4.8 -1.6、23は

6.8 -5.1 -1.6、24は7.2-5.0 -1.4、25は7.6-5.3 -1.6、26は7.6-5.3 -1.6、27は7.7-5.4 -1.6、28は7.4-

5.3 -1.8、29は7.4-5.0 -1.9、30は7.6-5.2 -1.7、31は7.5-4.8 -1.8、32は7.7-4.6 -1.8、33は7.8-5.3-

1.8、34は7.8-5.7 -1.8、35は7.8-5.3 -2.0、36は7.8-5.5 -1.9、37は7.2-4.3 -2.2、38は7.2-4.6 -2.2、39

は7.2-4.6 -2.0、40は7.4-4.3 -2.4、41は7.4-4.5 -2.4、 42は7.7-4.6 -2.3、43は3.3-2.8 -0.8、44は3.8-

2.9 -0.8、45は3.8-2.6 -1.1であり、 46・47の底径は4.7cmをilllJる。48・49はフイゴの羽口である。48は

残存長15.5cm 、 直径6.0~6.5cm、孔の径は2.0~2.5c01 を測る 。 49は残存長16.0c01、直径5.5~6.5cm、孔

の径は2.0~2.8c01 を測る 。 50は北宋銭で真書の 「皇宋通費」 である 。 直径2.4c01 o 1038年初鋳である。

遺構別に出土造物の内訳をみると、ピット2からは常滑窯の聾胴音rs1点、 111茶碗黛系の片口鉢底部 l

点、 111茶碗の口縁部 1点、ロクロ成形かわらけの大皿口縁部 l点、底部3点が出土している。実測し得

たのはFig.10-1の山茶碗である。胎土は灰色を呈し、 長石、白色粒子を含む。復元口径13.6c01を測る。

ピット11からは舶載の白磁口冗即日縁部1.点、ロクロ成形かわらけの小皿l底剖52点が出土しているが、図
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不できるものはない。ピット12からはロクロ成形かわらけの大皿底部4点が出土しているが、図示不可

能である。ピット13からは龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁音151点、常滑窯の斐胴音151点、 ロクロ成形かわ

らけの大101口縁部2点が出土している。実iJ!IJし得たのはFig.lO-2の示した龍泉窯系青磁鋪蓮弁文碗で、

復元口径12.9cmをilUJる。土坑Iからは龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁音1)1点、常滑窯では整の胴音IS9点、

壷の底部I点、ロク ロ成形かわらけの大皿口縁部4点、底部L点、小皿口縁部5点、底部1点、自然造物で

は鯨類の下顎骨4点が出土している。実測し得たものはFig.lO-3 ~ 7に示した。3は龍泉窯系青磁鏑

蓮弁文碗で、復元口径16.8cm を ìJlIJ る 。 4~7 は ロクロ成形かわらけで、 4~6 は小皿、 7 は大皿lであ

る。法量は4が口径7.8cm、底径5.9cm、器高1.6cm、5が口径7.6cm、底径4.9cm、器高1.6cm、6が口

径7.9cm、底径5.5cm、器高1.5cm、7が口径12.5cm、底径7.0cm、器高3.8cmを測る。土坑3からは常滑

黛の護胴音1)2点、 ロクロ成形かわらけの大JUL口縁部 l点、底部3点、 小l皿の底部 l点が出土している。

図示可能なものはFig.10-8に示したロクロ成形かわらけの大llllである。口径12.8cm、底径7.9cm、器

高3.2cmをiJ!iJる。土坑4からは龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部1点、常滑窯の楚口縁部1点、 JJ岡部2点が

出土しているが、図示できるものはない。土坑5からは舶載の白磁口冗皿口縁部I点、底部L点、常滑窯

の聾胴部6点、 土器質火鉢の口縁部1点、ロク ロ成形かわらけの大皿口縁部5点、底剖)2点、小皿の口縁部

4点が出土している。実測し得たものはFig.lO-9~ 12である。9は白磁口冗皿で;1:夏元口径11.9cmを測る。

10は土器質火鉢の口縁部である。JJ台土は暗灰燈色を呈し、白色粒子、白色針状物質を含む。11. 12はロ

クロ成形かわらけの小llllで、ある。11は口径7.8cm、底径5.lcm、器高1.9cm、12は口径7.6cm、底径4.9cm、

器高1.9cmを社!IJる。
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第4節第4面

a.検出遺構

第4而の遺構は現地表下約2.0m、海抜5.25m前後で、検出される 2~10cm大の土丹・を含む締まり良好な

暗褐色粘質土 (33層)の上面において確認している。検出されたのはピット12口(ピット 3・4・5・

6 . 7・8・14. 15 . 16・17・18・19)、土坑2基(土坑2・6)、及び、礎石と考えられる鎌倉石2個

である。A. B -1・2グリ ットから検出された鎌倉石上面の海抜は2個ともに5.35mを測り、ほぼ平

坦で、芯~芯距離は2.40mを測る。南北の刺l方位はN-60 - E を測る。調査区の北、東外に展開す

る礎石建物の一部となろうか。第3面と同様に遺構が濃密に展開することが想定されるがいずれも部分

的な検出であり、性格等は不明である。各遺構は|時期差を有するものと考えられる。

b.出土造物

第4面からは308点の造物が出土しており、そのうち245点は面出土、 63点は逃構からの出土である。

面出土遺物の内訳は龍泉窯系青磁で、は鏑蓮弁文碗の口縁音155点、体部10点、底部2点、無文碗の口縁部2

点、体部L点、舶載の白磁では口冗11Jlの口縁部4点、底部3点、 壷の胴音152点、瀬戸古窯では灰利水注の底

部1点、常滑窯では裂の口縁部5点、月阿部31点、底音153点、 壷の底部1点、片口鉢の口縁部3点、山茶碗窯

系片口鉢の口縁音156点、体部2点、底音151点、山茶碗の口縁部L点、産地不詳の鉢口縁音ISl点、土器質火鉢

の口縁部1点、ロクロ成形かわらけでは大皿lの口縁音1553点、底部66点、小1[[の口縁部31点、底部7点、

手づくね成形かわらけの大Jm口縁部 l点、 石製品で、は滑石製の石鍋口縁部1点、 金属製品では鉄製の万

子 l点が出土している。

而出土造物のうち実測し得たものはFig.13-1 ~ 13 ・ 15~29に示 した。 1 ~ 8 は舶載品で、ある 。 1~4

は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗で、復元口径は lが16.8cm、2が14.0cm、3がl1.8cm、4が13.8cmで、ある。5

~8 は白磁口冗皿である 。 以下、法量を記していく 。 5 は復元口径l 1.6cm 、 6 は復元口径9.9cm、復冗

底径5.4cm、器高2.7cm、7は口径10.8cm、底径6.2cm、器高2.9cm、8は復元口径10.0cm、底径5.3cm、

器高3.0cmを測る。9は瀬戸古窯の灰端11水注底部で、ある。高台径8.3cmを測る。10は山茶碗の口縁部小

片である 。 胎土は灰色を呈 し、白色粒子を含む。 復元口径13.6cm を測る 。 11~13は常滑窯の整である 。

11 は頚剖5~口縁部でT字状の縁;貯を有する 。 縁;市 |陥1.7cm を測る 。 12 . 13は胴部片で、外面に格子を主

体とした押印文を有する 。 15~17は山茶碗窯系の片口鉢である 。 体部外面下位はヘラケズリされ、砂底

の外底面には高台を貼りつけている。15は復元口径29.3cm、16は口径21.7cm、高台径9.9cm、器高

7.8cm、17は口径22.0c01、高台径12.1cm、器高9.4cmを測る。18は産地不詳の製品で、鉢形を呈するも

のである。内外面ともにヨコナデされ、口縁部のナデは強く、内側は大きく 窪んでいる。内面下半は磨

滅し、胎土は灰色を呈し、 長石、白色粒子に富む。常滑窯の製品であろうか。復元口径は27.0cmを測

る 。 19~29はロクロ成形かわらけである 。 19~24は小JJll 、 25~29は大皿である 。 以下、口径一底径一器

高の順に法量を記していく 。単位はcmで、ある。19は7.7-5.0 -2.2、20は7.7-5.0 -2.1、 21は7.7-5.2-

1.9、22は8.1-5.8 -1.8、23は8.3-6.1 -1.9、24は8.4-6.0 -1.9、25は11.8-7.4 -3.7、26は12.0-7.4 -3.2、

27は11.8-7.1 -3.4、 28は13.0-8.4 -3.2、29は13.0ー7.7-3.5である。

逃椛別に出土造物の内訳をみると、ピット3からはロクロ成形かわらけの大UUJ底部3点、ピット4から

は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文椀の口縁部1点、体音152点、ロクロ成形かわらけの大肌口縁部L点、底部2点、ピ

ット5からはロクロ成形かわらけの大皿底部5点、ピ ット14からはロクロ成形かわらけの大皿口縁部1点、

ピット15からは龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部1点、ロクロ成形かわらけの小JIIl底部L点、ピ ット17か
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らはロクロ成形かわらけの大J01口縁部1点、ピット18からは龍泉窯系青磁の無文碗口縁部I点、白磁口冗

.Ull口縁部I点、常滑窯の護胴音[S3点、ロクロ成形かわらけの大1111口縁部2点、底部1点、ピッ ト19からはロ

クロ成形かわらけの大皿底部2点、土坑2からは常滑窯の製品では裂の底部1点、蛮の底音1)1点、片口鉢の

口縁部2点、ロクロ成形かわらけの大皿口縁部I点、底部4点、土坑6からは白磁口冗J01の底部2点、常滑

窯の誕胴部11点、ロクロ成形かわらけの大1111口縁部3点、底部9点、 Ij'JllLの底部1点が出土している。遺

構から出土した逃物のうち、 実illlJし得たものはFig.13ー14に示した土坑2出土の常滑窯片口鉢である o

[(縁端部には沈線状の窪みを有する。器表は灰黒色、胎芯はH音樺色を呈し、白色粒子、長石を多量に含

む。

第5節第5面

a.検出遺構

第5而の遺構は現地表下約2.3m、海抜4.90m前後で、検出される 1~ 5 cm大の土丹を含むn音褐色粘質土

(51Ai)の上面において確認している。検出されたのは木組みを有する東西方向の椛が 1条(構 5)、南

北方向の杭列 (杭①、②、③、④、⑤、⑥)、及び数本の杭、礎板、柱である。構 5は南側を検出する

にとどまり 、規模 ・椛造についいては不明な点が多い。東区のみからの検出で、西区では本祉の延長と

考えられる迫;椛が確認されていないため、 3ライン辺りで収束するものと考えられる。構の土留めはl隔

24.0cm、厚さ1.2cm程の検板を杭により支える椛造である。横板最上位の海抜は4.96m、泊三底は4.75m前

後である。事"方位はN-680 -wを測り、磁土は貝殻粒子を含む青黒褐色粘質土で、ある。構5は水路的
なものではなく、区画地業の土留め的な性格を有するものではなかろうか。杭列は構5の南側、 B-1グ

m-ー- しよ》 寸」ー
図14 第 5面
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リットから検出された南北に並ぶ3.0x 6.0cm角前後の6本の杭 (杭①~⑥) である 。 杭頭の海抜は4.84~

4.90mを測り、杭①、④、⑥の杭頭は焦げている。杭①~⑤は直線上に並び、その間隔は北から15cm、

10cm、13cm、15cmをiJliJり、南北の羽1I方位はN-26
0 

- Eである。杭⑤~⑥聞は20cmで、ある。この杭

列の西隣からは礎板に据えられた9.0x 9.0cm角の柱が検出された。柱頭、及び礎板上而の海抜はそれぞ

れ4.90m、4.83mをiJIiJる。第3面、第4而とは検出遺構の様相が異なり、ピット、土坑等は確認されてい

ない。屋敷等の区画における縁辺部の様相となろうか。

b.出土造物

第5而からは190点の造物が出土しており 、そのうち170点が面出土、 20点が遺構からの出土である。

面出土逃物の内訳は、龍泉窯系青磁では削花文碗体音IH点、鏑蓮弁文碗口縁部1点、盤底部1点、白磁で

はIULの口縁部l点、口冗1111の口縁音153点、体音153点、瀬戸古窯の灰利l壷胴音152点、常滑窯の護口縁部3点、

胴剖542点、 IJJ茶碗窯系の片口鉢口縁部2点、底部1点、山茶碗の口縁部2点、ロク ロ成形かわらけでは大

I皿の口縁部20点、底部18点、 小1111の口縁部32点、!底剖53点、手づくね成形かわらけでは大肌の口縁部10

点、底音156点、小肌の口縁音[54点、石製品で、は滑石製の石鍋口縁音152点、木製品では;杭6点、{1:1点、礎板

l点が出こtしている。

第5而からの出土造物のうち、実測し得たものはFig.l5-1 ~ 19に示した。lは龍泉窯系の青磁鈎辿弁

文碗である。口径16.9cm、高台径5.3cm、器高6.7cmをiJllJる。2は山茶碗の口縁部小片である。復元II

径14.l cm を測 る 。 3~6 は常滑黛の裂で、 3 ・ 4 は口縁部~預部、 5 は胴郎、 6 は肩部である 。 3 ・

4の縁帯幅はそれぞれ2.5cm、1.5cmをiJ!1]る。5の外面には菊花、6の外国には格子の抑印文を有する。

7・8は山茶碗窯系の片口鉢口縁部小片で、ある。9~1 3はロク ロ成形かわらけで、 9 が大1111 、 1O~12が

小I皿、 13が極小1[lLで・ある。以下、口径一底径一器高のJIIRに法量を記していく。単位はcmで・ある。9は

12.6ー7.8-3.4、10は8.2-5.1 -1.8、11は7.8-4.9 -1.8、12は7.9-6.0 -1.8、13は4.0-3.3 -0.8である。14

~19は杭である。 平面図との対応は①が18、 ②が16、 ③が19、 ④が14、 ⑤が15、 ⑥が17である 。 |折I面は

万形状を呈しているが、かなり雑な作りであり、14は転用材で、ある。14. 16・17・18の杭頭は焼けてい

る。以下、残存長一最大帽を記していく。単位はcmで、ある。14は25.5-5.5、15は32.5-6.3、16は35.0-

5.7、17は36.2-2.9、18は42.5-7.3、19は50.2-5.0である。

遺構出土の造物としては、講5から常滑窯の斐胴部3点、山茶碗の口縁部1点、ロクロ成形かわらけで

は大1llLの口縁部2点、小皿の口縁部2点、底部L点、手づくね成形かわらけでは大JULの口縁部2点、底部4

点、小1111の口縁部L点、木製品では欠損した箸3点、板材 l点が出土している。いずれも小片のため図

示できるものはない。

第6節 第6面

a.検出遺構

第6而の迂t椛は現地表下約2.5m、海抜4.70111前後で検出される 2~lOcm大の土丹を全体に含む、 締ま

り良好な青黒褐色粘質土 (58屑)の上面において確認している。検出された迫梢は凶区では東西方向の

構1条(構1)、東区で、は東西方向の椛2条 (構6、部7)、及び、南北方向の構 l条 (椛8)であり、他

には数枚の礎板を検出している。尚、東区は廃土処理等の関係から、鎌倉市教育委員会の指導により、

第6面までの調査とし、以下は岩盤面の確認を目的とする部分的な トレンチ調査と した。この為、構6、

構7の関係等については不明な点を多く残す結果となった。構 1は構6と同一の迫椛と考えられ、構 7
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はこれよりも古く、構 8は更に先行するものである。

椛 l、構 6はほぼBライン沿いに、東阿約5.lmにわたり検出された。側板と杭による土留め椛造を有

し、南側板は l段のみ逃存し、最大のもので、|隔29.0cm、!以さ2.0-3.0cmを7J[IJる。北側板は祉大4段が逃

存し、幅12.0-21.0cm、厚さO.5-1.0cm程で、ある。北側板、及び北側杭の最上位の海抜はそれぞれ4.7m、

4.8m、南側板、及び、南側杭は4.76m、4.92mを測る。慌のl隔は50-80cm、確認聞からの深さは30-50cm

を ìf!iJ り、 j背底の海抜は4.30-4.40mである 。 やや莱 も I~:: じているが主 ílqh方位は N -530 -W-N  -680 

-wを測る。覆土は多量の木片、及び箸状木製品を含む青黒褐色粘質土である。
i背7は構6東端の南側壁から部分的に検出された木組みのことを呼称した。側板、及び

¥______ff.-

4.8m Q 0' 

¥一
。 2m 

抜は4.50m、及び:'4.70mで‘ある。

部8は2ライン沿いに検出された南北方向の構である。西壁のみの検出であり、規模等の詳細IJは不明で

ある。構1、部6に先行するものであり、木組みは伴っていない。断耐の立ち上がりは緩やかで、確認か
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らの深さは20cm前後で、ある。構底の海抜は北部で、4.6m、南部で、4.52mを測る。主軸方位はN-68
0 -w。

覆土は木片を多量に含む青黒褐色粘質土である。

構8周辺からは礎板の出土が目立つ。i梓8が埋められた段階(機能しなくなった段階)で、掘立柱構造

の建物:l:_jl:が構築されたようである。

b.出土造物

第 6而からは1047点の造物が出土しており、そのうち429点が面出土、618点が遺構からの出土である。

面出土造物の内訳は、龍泉黛系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部L点、体部1点、渥美窯の護口縁音ISl点、 11岡部1点、

常滑窯では誕の口縁部5点、胴部136点、底部5点、片口鉢の口縁部1点、山茶碗窯系の片口鉢口縁音ISl点、

ロクロ成形かわらけの大皿l口縁部8点、底部6点、小皿口縁部12点、底部4点、手づく ね成形かわらけ

の大血口縁部20点、底部7点、小皿の口縁部11点、底剖sl点、金属製品で、は銅銭4点、木製品で、は黒色漆

塗り 11!f.文.unの口縁部 1点、 黒色漆塗り絵.un1点、完形の箸38点、欠損した箸122点、折敷 1点、円板4
点、柄杓 I点、 草履 l点、下駄 1点、箆 1点、串状の製品 3点、 斉串状の製品 l点、ちゅう木状の製品

9点、板材4点、杭4点、杭状の製品 l点、樹皮 7点、自然造物ではアカニシ2点、イヌの右肩甲骨 l

点、イヌの右腔骨 1点が出土している。

第 6而出土の遺物のうち、 実測し得たものはFig.l7-1 ~25、 Fig.l 8 -1 ~ 4に示した。 1は山茶

碗黛系の片口鉢である。体部外面下位はヘラケズリされ、砂底の外底面には高台を貼りつけている。2

は渥美黛の誕口縁部である 。 肩部外商には平行叩きの押印文を有している 。 3~8 はかわらけで 3 ・ 4

がロクロ成形の小 UIl、 5~8 が手づくね成形の小皿で、ある 。 3 は口径9.2cm、底径7.l cm、器高2.0cm 、

。
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図18 第6面出土遺物 (2) 
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4は復元口径8.7cm、底径7.3cm、器高1.6cm、5は口径8.8cm、器高1.4cm、6は口径8.7cm、器高1.7cm、

7は口径8.8cm、器高1.5cm、8は口径8.8c01、協高1.9c01を測る。9は黒色漆塗りのnuで、内外面には
赤色漆による草花文を手拙き、及び印判により配している。外底には輪高台を有し、口径9.7c01、高台

径6.0cm、器高1.5c01をjJ[IJる。10は柄杓である。底板の直径6.5cm、官!IJ板の|隔3.3cm、柄音ISは残存長で

12.2cmをiJllJる。内外而には黒色漆が部分的に逃存している。11-14は円板である。11は10に近接した

位置から出土しており、 10の叢板として使われた可能性がある。復元直径9.7cmを測り、外周の l箇所

に扶りが認められる。おそらく 4箇所に扶りを有するものと考えられる。12は復元直径10.7cmで、ある。

13は復元直径15.0c01を測り、外周のI箇所に木釘穴が認められる。14は周縁に直径0.5c01程の穿孔が3

箇所に認められる。15は折敷で‘ある。長さ22.7c01を測る。16-18は箸である。長さは16が23.5c01、17

が22.0c01、18が19.8c01を測る。19はちゅう木状の製品で、断面は0.6x 0.7c01の方形を呈し、 長さ16.5c01

を7Jl1jる。20は箆で、 l陥l.lc01、厚さ0.5c01、残存長24.0c01を測る。21は斉申であろうか。将棋駒状の先

端部を有し、断面椅円形状の軸を有する。残存長22.8c01を測る。22-24は串状のものであり、片端は

尖らせている。22は断面1.5x 1.9c01の楕円形状を呈し、残存長18.3c01をiHlJる。23は断面2.3x l.lco1の楕

円形状を呈し、残長35.8c01を測る。24は完形で、断面1.8x 1.4cmの楕円形を呈し、 長さ41.0c01を測る。

25は連歯下駄であり、ほぽ1/2が逃存する。前歯部には1.3-1.5c01程の孔を穿ち、補修した痕跡が認

められ、前緒は2孔で一組となる可能性がある。前緒孔の上方には直径O.4co1程の焼痕が2箇所に認め

ら れる 。 全長22.5cl11、残存 1~lii 7.1c01を測る。Fig.l8-1-4は銅銭で、いずれも北宋銭で、ある。1は行

書の「聖宋元賢」である。初鋳1101年で、 直径2.5cl11を測る。2は築書の 「嘉祐通費」である。初鋳

1056年で、直径2.4c01を測る。3は築書の 「皇宋通自rJである。初鋳1038年で、直径2.4cl11で、ある。4

は真吉:の 11開寧元質jである。初鋳1068年で、直径2.4c01を測る。

逃椛出土の遺物としては、構 lからは57点が出土している。内訳は山茶碗の底部 l点、常滑窯の護胴

部l点、ロクロ成形かわらけの大JIIL口縁部 1点、底部1点、小J111の口縁音IS2点、底部2点、手づくね成

形かわらけの口縁部 l 点、木製品では黒色漆塗り 11!~文 JIIl底音IS 1点、 黒色漆塗り絵J1I1口縁部 1点、 箸の完

形品15点、箸の欠損品19点、折敷2点、灰掻き状の製品 1点、ちゅう木状の製品 3点、棒状の製品3点、

*状の製品 l点、杭 l点、樹皮 l点が出土している。実測し得たものはFig.l9-1 -12に示した。 lは

常滑窯の誕胴部である。外面には格子の押印文を有している。2は山茶碗の底部である。復元高台径

6.6cl11を測る。3はロクロ成形かわらけの小lllLで、ある。口径8.7c01、底径7.0cm、器高1.5c01を測る。4

は手づくね成形かわらけの小IULで、ある。 口径8.8c01、器高1.7c01を訓IJる。5-12は木製品である。5は

灰損き状を呈するもので、長さ14.3c01、l隔3.2c01、厚さO.4co1を測る。6は棒状を呈する組物部材であ

り、端部の扶りには直径0.3c01の孔を有している。断面は0.7x 0.9cmの桁円形状を呈し、残存ー長16.7c01

を測る。7はちゅう木状の製l品である。断面は0.6x 0.6cmの方形を呈し、 長さ15.0cmをi1[lJる。8-11は

箸である。長さは8が25.8c 01、9が23.0c01、10が20.2cm、11が18.0cl11で‘ある。12は串状を呈するもの

で、片口箸の可能性もあろうか。断面は0.9xO.7c01の|判丸万形状を呈し、 長さ21.5cl11を測る。

構6からの造物は、磁土上層、磁土下層、そして裏込め出土に区別している。構6覆土上府からは

414点の造物が出土しており、内訳は常滑窯の護胴音IS1点、 111茶碗窯系の片口鉢口縁部3点、体音IS2点、ロ

クロ成形かわらけの大皿口縁部411、底音IS5点、小JIIlの口縁部2点、 手づくね成形かわらけの大皿口縁部4

点、小HILの口縁部L点、木製品では黒色漆塗り 1!!~文 lllL の口縁部3点 、 黒色漆塗 り絵椀の体部1点、 箸の完

形品135点、 箸の欠損品223点、曲物の側板l点、 草履L点、 |場物I点、箆 6点、申状の製品8点、杭I点、

自然造物では魚類のウ ロコ 6点、ハマグリ 3点、ツメタガイ 1点、不詳の動物骨 2点である。構6覆士，

内
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三
下層からは48点の造物がしている。内訳は龍泉黛

系青磁無文碗体部1点、青白磁合子葉I点、ロク

ロ成形かわらけの小11ll口縁部2点、手づくね成形

かわらけの大皿口縁部6点、底部2点、小皿口縁剖i
~~ヤ寸 刀
軍てγ 寸 1 二/2 1点、木製品では黒色漆塗り絵皿L点、 箸の完形品
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図21 溝 8出土遺物

15点、 箸の欠損品10点、万形 l点、ちゅう木状の

製品 l点、串状の製品 3点、自然造物ではハマグ

リ3点、 ダンベイキサゴ l点が出土している。構

6裳込めからは16点の造物が出土している。内訳

は常滑窯裂の胴音153点、 LLI茶碗窯系の片口鉢口縁

剖sl点、ロクロ成形かわらけの大Jm口縁部3点、底

部2点、木製品では黒色漆塗り無文阻 3点、箸の

欠J員品 3点、自然造物ではハマグリ 1点が出土し

ている。

j梓6出土の造物のうち、 実測し得たものは

Fig.20 -1 ~34に示した。 5 . 11・12・15は裏込め出土、3. 7・16・18・20・21. 22・25・32・33・

34は磁土下層出土で、 他は磁土上層出土である 。 1~ 4 はロクロ成形かわらけで、 1 . 2が大l皿、 3・

4が小皿で、ある。 lは口径12.7cm、底径9.2cm、器高2.9cm、2は口径13.lcm、底径8.8cm、器高3.4cm、

3 は口径7.7cm、底径6.0cm、器高2.0cm 、 4 は口径8.6cm、底径6.5cm、器高1.5cm をìJllJ る 。 5~8 は手

づくね成形かわらけで、 5. 6が大1[1L、 7・8が小1111で、ある。5は口径11.7cm、器高2.8cm、6は口径

12.7cm、器高2.9cm、7は口径8.8cm、器高1.9cm、8は口径8.6cm、器高2.0cmをiJliJる。9・10は山茶碗

窯系の片口鉢口縁部である 。 口縁部は肥厚 し、端部は沈線状の窪みを有する 。 11~15は黒色漆塗り ~\ri文

皿である。15は厚手で、外底は板高台状を呈している。外底にはロクロ挽きの目痕が残る。11は口径

10.0cm、底径7.0cm、器高l.lcm、12は口径9.2、底径7.lcm、器高l.lcm、13は口径9.4cm、底径7.0cm、

器高1.3cm、14は口径9.2cm、底径7.0cm、器高1.3cm、15は口径8.8cm、底径6.6cm、器高1.6cmを測る。

16は黒色漆塗り絵皿l。内外面に赤色漆による手拍きの花文を有する。外底は板高台である。口径8.8cm、

底径6.6cm、器高1.6cmを測る。17は草履芯である。長さ14.6cm、l隔3.6cm、厚さO.3cmを測る。18は刀

形である。残存長26.9cm、|隔2.lcm、厚さ0.8cmを測る。19は|場物である。長さ15.0cm、l幅1.3cm、厚さ

2.2cm を測る 。 20~24は箸である 。 長さ は20が24.7cm 、 21が2 1.4cm 、 22が19.7cm 、 23 iJ'l 9 .2cm 、 24が

17.7cmを測る。25はちゅう木状の製品である。|折而は0.6x 0.7cmの方形を呈し、 長さ15.4cmを測る。26

~28は箆である 。 26は長さ 23.l cm 、 *lií 1.8cm 、 厚さ 0.7c l11、 27は長さ 24.1 cm 、 Ip~i1.6c 111、厚さ0.8cm、28

は長さ 24.4cm 、 l隔1.2cm 、 厚さ 0.5cm を測る 。 29~34は串状を呈するものであり、 29 . 30は両端を、 31

~34は片端を尖らせている 。 29の断而は0.6x 0.7cmの方形を呈し、 長さ27.3cmをiJllJる。30の断面は0.9x 

1.2cmの楕円形状を呈し、 長さ30.0cmを測る。31の断面は1.7x 1.5cmの方形状を呈し、 長さ28.7cmをiJlIJ

る 。 32~34の断面は直径2.0cm程の楕円形状を星し、 32は残存長33.5cm 、 33は長さ 43.9cm 、 34は長さ

46.1 c 111を測る。

構8からは83点の造物が出土している。内訳は常滑窯の誕底部1点、ロクロ成形かわらけの小皿口縁部

2点、手づくね成形かわらけの大肌口縁部L点、底音151.点、小lllLの口縁部2点、木製品では黒色漆塗り絵lllL

司縁部1点、 箸の完形品25点、箸の欠損品47点、板材1点、自然造物ではサザエ l点、ヒ卜の右焼骨 l点
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が出土している。実測し得たものはFig.21-1 ~10である 。 1 ~ 3は手づくね成形かわらけで 1が大JUL、

2・3が小肌で、ある。 1は口径13.0cm、器高3.7cm、2は口径8.8cm、器高1.7cm、3は口径8.7cm、器高

1.8cmをjl[lJる。4. 5はロクロ成形かわらけの小1[1lで、ある。4は口径9.3cm、底径6.6cm、器高2.0cm、

5は口径9.0cm、底径6.5cm、器高1.7cmを測る。 6~10は箸である 。 長 さは 6 が24.3cm 、 7 が22.9cm 、

8が21.6cm、9が19.5cm、10が18.6cmをiI[IJる。

A' 

" 

第7節第7面

。 2m 

a.検出遺構

現地表下約3.0m、海抜4.30m前後で、検出される炭屑 (61屑)を除去すると、 若干の木片を含む青黒褐

色粘質土 (65層)が検出される。本層の上聞において第7面の遺構を碓認している。検出されたのは東

西方向の構2条(構2、溝3)と、数枚の礎板と数本の杭である。
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構2はBライン沿いに、東西約1.9mにわたり検出

された。第6而の構Iに先行するものと考えられる。

1隔60-70cl11、確認而からの深さ40cm前後、 i背底

の海抜は4.lm前後で、ある。北壁に1段の側板と杭に

よる土留めが遺存し、|隔21.0cm、厚さ3.0cl11をiJ!IJり、

最上位の海抜は4.40111で、ある。本枇に伴う 5本の杭

のうち、 2本の杭頭は焦げており、杭の最上位の

海抜は4.54mで、ある。軸方位はN-620 -w。覆土

は土丹粒子、木片を含む青黒褐色粘質土である。

構3は構2の北側から検出された。構2の木組みを

亙複して使用するものであろうか。部分的な検出

: 6 であり不明な点が多い。側板は|隔13.0cl11、 厚さ

1.0cm、最上位の海抜は4.54111で、ある。杭の最上位

の海抜は4.56mで、側板の上剖1、及び杭頭は焦げて

いる。確認面からの深さは20cm前後、構底の海抜

は4.35111で、ある。llql!方位はN-650 -w。覆土は青

黒褐色粘質土である。，V:ij、本祉の南西側からは礎

板が重なり合った状態で検出されている。

b. 出土造物

第7而からは95点の造物が出土しており、そのう

ち71点が面出土、 24点が遺構からの出土である。

面出土逃物の内訳は常滑窯の艶胴部3点、山茶碗主

系の片口鉢体部1点、底部L点、ロクロ成形かわら

けの大J01口縁部2点、小l1ll口縁音154点、底部1点、手

づくね成形かわらけの大llll口縁部15点、底部10点、

図24 第 7函出土遺物 小1111口縁部7点、底部2点、木製品では折敷状の製

品l点、箸の完形品6点、箸の欠損品7点、人形1点、串状の製品1点、板材1.点、樹皮4点、自然造物では

アカニシ 1}~:、アワビl点、ハマグリ 2点が出土 している 。 実測し得たものはFig.24 ー 1 -7に示した。 l

はロクロ成形かわらけの小皿で、ある。復元口径8.8cm、底径6.7cm、器高1.6cmを測る。2は人形。長さ

12.5cm、|隔0.7cm、厚さ2.2cmをiHlJる。3・4は箸である。長さは 3が20.3cl11、 4が25.2cl11を測る。5

は串状のもので断面は1.2x 0.7cl11の精円形状を呈する。片端は焦げており、残存長40.2cmを測る。6・

7は接合するもので、八角形を呈する折敷状の板材である。縦22.0cm、横17.4cm以上、 厚さO.4cmを測

る。

造椛からの出土造物としては部2から24点が出土している。内訳は龍泉窯系青磁削花文碗の体部1.点、

常滑窯の製品ではき誌の口縁剖n点、胴部7点、片口鉢の口縁部1.点、ロクロ成形かわらけの小皿口縁部2点、
手づくね成形かわらけの大皿口縁部5点、底部2点、木製品では箸の完形品1点、樹皮4点が出土している。

実測し得たものはFig.23-1-3に示した。 lは常滑窯の誕仁l縁音15である。N字状の縁;帯を有し、縁帯l隔

は1.3cl11を測る。復元口径34.0c11102は手づくね成形かわらけの大皿lである。口径11.8cm、器高3.3cl11

を測る。3はロクロ成形かわらけの小皿である。口径8.6cm、底径6.8cm、器高1.7cmを測る。
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a.検出遺構

現地表下約3.1111、海抜4.20111前後で、黒褐色砂質土、

炭粒を混入する青黒褐色粘質土 (66周)が検出される。

本胞の上面において第8而の遺構を確認している。検

出されたのは第 7而の講2に先行する東西方向の構 l

条(構4)と、伊豆石、柱、杭、礎板である。

i.;Yf: 4は南壁の木組みのみの械認である。東西約1.9111

にわたり検出され、確認而からの深さは15cI11前後、

泊三底の海抜は4.10111で、ある。側板は最大幅12.0cl11、 厚

さ1.0cm、最上位の海抜は4.22mを測る。杭は6本検出

しており、いずれの杭頭も焦げている。杭頭の海抜

は4.22~4.28111である 。 事h方位は N -590 -w。礎ー』
はごく少量の土丹粒子を含む青黒褐色粘質土である。

b.出土造物

G 

6 
10cπ1 

図26 溝 4出土遺物

第8面の造物と しては、 i昨4から83点が出土している。内訳は舶載の白磁壷胴部L点、 i屋美窯の聾胴音151

点、常滑窯の斐胴部9点、底部I点、 ロクロ成形かわ らけの大皿底部3点、手づくね成形かわらけの大血

口縁部22点、底部14点、小肌の口縁部3点、底部4点、木製品では黒色漆塗りの無文椀底部 1点、箸の完

形品 8点、箸の欠損品12点、自然造物ではアカニシ 2点、ハマグリ 2点が出土している。
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図27 岩盤面確認トレンチ

咋測し得たものはFig.26-1 -6に示した。 lは常滑窯の斐肩音|日である。外国には格子の押印文を有

する。2. 3は手づくね成形のかわらけで、 2は大皿、 3は小JDlで、ある。2は口径8.0cl11、器高2.0cl11、

3は口径14.2cl11、器高3.5cl11をil!lJる。4-6は木製品で・箸で、ある。長さは4が24.2cl11、5が23.0cl11、 6 

カ{21.0cl11をiJtlJる。

第 9節岩盤確認トレンチ

a.検出遺構

西区、及び東区の調査掘削深度が現地表下2.5-2.9111を超え、狭い調査区内での作業は危険を伴うもの

と判断された。この為、調査区の全体を掘削することは断念し、第8面以下はトレンチを設定し、 土層

断面、及び地山の確認に調査主眼を置くこととした。

西区では1.5X 0.7111の東西に長い トレンチを設定した。第8面以下は青黒褐色砂質土を主体とした堆積

土であり (67、68、69府)、少量ではあるが土丹粒、木片、土器片等を含んでいる。現地表下3.65111前

後、海抜3.53-3.58111で、岩盤が検出された。東区では0.5X 1.0111の南北に長いトレンチを設定した。第6面

以下は有機物腐植土 (71層)、 H音褐色粘質土 (72層)、灰青色砂 (73層)が堆積し、現地表下3.70111前後、

海抜3.45-3.50111で、岩盤を検出した。確認された岩盤の上聞はいずれも波蝕台を形成している。

尚、参考までに本遺跡周辺の調査地点、である大町二丁目933番地点(第1草 地点2)で確認された波蝕

台岩盤上の海抜は=J~二戸6で'1.9111 、井戸5で'2.0m を、大町二丁目 23日番外地点(第1草 地点3) では井戸5

で"3.68m前後をilliJり、西、もしくは南西に向かい傾斜を示している。

b.出土造物

岩撒 トレンチからは95点の造物が出土している。内訳は龍泉黛系青磁では制花文碗の体部1点、龍泉

窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部l点、渥美窯の楚口縁部I点、 }j岡部6点、常滑黛の艶口縁部I点、 }l岡部24点、

底部L点、ロクロ成形かわらけでは小肌の口縁部2点、底部1点、 手づくね成形かわらけでは大皿lの口縁

部12点、底剖H2点、小JUlの口縁剖56点、底部2点、木製品では黒色漆塗りの木葉型を呈する匙状製品 1
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図28 第8面~岩盤面確認トレンチ

点、黒色漆塗り無文椀口縁部 l点、黒色漆塗り無文l阻2点、箸の完形品 3点、箸の欠損品 5点、栓状の

製品 l点、杭3点、加工材2点、自然造物は貝類のみでアカニシ5点、ダンベイキサゴ l点、パティラ

1.点カt出二tしている。

実測し得たものはFig.28-1 -13に示した。 lはロクロ成形かわらけの小皿である。口径8.6cm、底径

6.5cm、器高1.6cmを測る。2は手づくね成形かわらけの小皿で、ある。口径8.6cm、器高1.5cmを測る。

3 -13は木製品である。3は黒色漆塗り無文碗である。外底には板高台を有し、 3筒所にロクロ挽きの

目痕を残し、中央に i-J状の刻みを有する。口径8.8cm、底径7.lcm、器高1.4cmを測る。4は黒色漆

塗りの木葉型を呈する匙状製品である。匙音15の残存長10.5cm、残存最大幅6.5cm、推定最大高3.3cm、

深さ2.3cmを測る。表裏には葉脈をリアルに削り出し、周縁は輪花状に仕上げている。柏葉を表現した

ものであろうか。柄部は長さ2.9cmを測り、匙音15と接する部分はヘタ状を呈している。柄部端面は斜め

に切断され、接着用と考えられる擦が付着している。類例は若宮大路周辺遺跡群 (小町一丁目106番他

。5
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地点)からI点出土し、 「木業形匙」とされ、 「柄部は竹を表現し黒漆を塗る。匙部は柏葉を表現し、表

には朱漆を、裏には黒漆を塗っている。」と報告されている (註 8)0 5は栓状を呈するもので、断面

は3.7x 2.5~5.0 x 3.5cmの楕円形状を呈 し、 長 さ 12.7cmを測る 。 6~8 は箸である 。 長さ は 6 が21.6cm 、

7 が22.2cm 、 8 が25.0cmを測る 。 9~11は杭である 。 9 の断面は1.4x 3.2cmの長方形を呈し、 端部の削

りは一方向からである。残存長18.2cmo10は断面1.5x 2.0cmの長方形状を呈し、 長さ27.0cmを測る。11

は断面3.2x 1.0cmの板状を呈し、残存長27.2cmを測る。12・13は加工材。12は長さ23.1cm、l隔5.0cm、

厚さ3.6cm、13は長さ24.2cm、幅7.1cm、厚さ4.2cmを71[1]る。13は杭として転用されたもので、 片端而が

焦げている。
表 1 ピット一覧表

No. 長ililb(cm) 短iPill(cm) 深 さ(cm) 底面海抜(m) 覆土注記 面 |

34.0 32.0 8.0 6.32 褐色粘質土。

2 60.0 (33.0) 12.0 5.44 H音褐色粘質土。 3 

3 22.0 19.0 11.0 5.23 褐色粘質土。少量の土丹粒。 4 

4 54.0 49.0 17.0 5.01 黒褐色粘質土。炭粒多し。 4 

5 (33.0) (11.0) 17.0 5.02 暗褐色粘質土。土丹粒多し。 4 

6 (40.0) (33.0) 22.0 5.00 H音褐色粘質土。土丹粒少量。 4 

7 32.0 (22.0) 13.0 5.13 H音褐色粘質土。 4 

8 37.0 22.0 10.0 5.15 暗褐色粘質土。 4 

9 (40.0) 24.0 12.0 6.23 セ永ス コリア 1 

10 34.0 28.0 20.0 5.80 灰褐色粘質土。 2 

11 36.0 32.0 10.0 5.60 褐色粘質土。少量の土丹粒。 3 

12 32.0 31.0 14.0 5.31 褐色粘質土。少量の土丹粒。 3 

13 40.0 31.0 11.0 5.33 褐色粘質土。少量の土丹粒。 3 

14 65.0 (40.0) 19.0 5.05 H音褐色粘質土。上丹粒多量。 4 

15 57.0 52.0 14.0 5.07 暗褐色1t!i質土。土丹粒多量。 4 

16 21.0 16.0 30.0 4.89 H音褐色粘質土。 4 

17 30.0 (20.0) 17.0 5.09 H音褐色粘質土。土丹粒少量。 4 

18 52.0 45.0 18.0 5.07 暗褐色粘質土。炭粒 ・土丹粒少量。 4 

19 44.0 40.0 5.0 5.20 暗褐色粘質土。炭粒・土丹粒少量。 4 

表2土坑一覧表

No 長ililh(cm) 短車Ih(cm) 深さ (cm) 底面海抜(m) 覆土注記 面

(95.0) 135.0 14.0 5.48 暗褐色粘質土。 3 

2 110.0 (90.0) 13.0 5.05 日音褐色粘質仁。炭粒含む。 4 

3 (75.0) (30.0) 10.0 5.60 炭層。土坑4を切る。 3 

4 (40.0) 40.0 17.0 5.51 灰褐色粘質土。少量の土丹粒。 3 

5 112.0 90.0 34.0 5.06 黒褐色粘質土。土丹粒含む。 3 

6 77.0 35.0 25.0 5.00 灰褐色粘質土。黒褐色粘質上混入。 4 
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第3章 出土遺物

今回は狭い調査面積にも|期わらず、第 l面から第8面にわたる迫椛群が検出され、また、コンテナ11

箱分の/1:¥土造物をみた。詳細nについては不明な点もあるが、多くの成果が得られたことと考えている。
本市で、は検出逃椛の年代と山土地物の構成について、若干の考察を加えまとめとしたい。

-検出遺構と年代

木前B宅地点は逆川が北上し、凶へと流れを変える青状に突出した右岸に立地している。魚町橋、逆川

橋周辺は、 |五|道134号線の大i町四ツ角辺りから、南に向かい急激に低くなり、 地質的には山麓平野から

砂質低温!地へと移行する地形の変換点となっている。本遺跡地の現地表は拘:抜7.3m前後を測り、逆川

を挟んだ、 |布、 I~ I持と 比較すると 2.0m前後113くなっている。

今回の調査で検出されたのは、鎌倉時代から近世にわたる 8時期の遺構群であり、中世期のものは 6

時期を数える。最終的にはトレンチ調査により波蝕台を形成する岩脇面を検出しているが、確認できた

最占の遺構は、13世紀中葉を中心とする造物を含む第8而検出の東両方向の?1Yi:4である。このi構昨は14'!悩|削H

紀初頭頃と考考-えられる第51而面までで‘のあいだにf構梓2、前3、前 1、構6、構7、構5へと掘り直されたよ

うで、 t.'lilh)j位はN-53
0 

-W-N-68
0 

-Wの範囲内である。その後、 14世紀中撲を'1'心とした時期!

と与・えられる第4而、第3而ではれ穴、上坑等を主体とした逃怖が検出され、州立柱や礎イiを用いた椛造

物の展開が推測されるが、14世紀後葉頃に多量のかわらけ等により;埋め立てられている。第2面、第1面

は15世紀以降から近世初頭頃を考えているが、不明な点が多い。遺梢数は激減し、検出されたのは数日

のピ ットだけとなり、 宝永凶年 (1707)I噴出の富士山火山灰により毅われる。因みに第2耐出上造物と

してFig.8-1、2に示した近世瀬戸 ・美濃窯志野丸1111と近世美濃窯灰糊丸皿は17世紀後半の製品で、あ

る。そして、駐車場造成の感 tが施され現在に至る。

-出土遺物の構成

今回の調査では3280点(100%)の造物が出土し、そのうち53点 (1.62%)が、動物骨、貝類等の自然

造物で、残り3227点 (98.38%)が土待、陶磁時等の製品である。最も多く /1¥土 したのはかわらけで

1735点 (52.90%)出土 し、ついで木製品である箸が697点 (21.25%)、常滑黛の裂、 壷類が469点

(14.30%)である。第6而以下ではかわらけは手づくね成形がよ体で、瀬戸古窯の製品はみられなくな

り、 j恒夫窯の畿、貿易陶磁では龍泉窯系背般の劃花文碗がH立ち始める。また、第5而以下では地下水

位の関係から多種・多量の木製品が出上している。その内訳は漆塗りの椀・ JIIlや箸等の飲食器類、曲物、

柄杓等の容能 ・ 調埋具類、 ー1;駄、市:履笥;の履物類、箆等の I~具知、人形、万形、 |場物形等の形代類、杭、

柱、礎似の建築古IS材等が出土している。出仁造物の'=1'でも注目されるのは曲物等の綴じに使われる樹皮

の多さと、フイゴの羽口の出土であり、 生産 ・工房担1:の存在を示唆するものと考える。

[計1
1 .馬。::1和雄 1995 13.米1111・遺跡 (No.l31)大IIIT二丁目23日寄外地点J r鎌倉市埋脱文化財緊急調査報
特l'nlJ 鎌倉市教育委μ会 59-60貞
2.旧代ulりと・原広志 1990 14.米IIIT遺跡大IIIT二 f目933番他J r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告告:6 j 
鎌1"'¥"111教育委員会

3.註 lと|司じ。

噌
l
ム

司

i
q
L
 



石製品 木製品!I 仁製品 件 -員|近1lJ:

第11(ii 。 8 。 。 。 01 
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ト一一一 トー ーーート

15 56 。 105 。 2 12 。 。 。
ト一一一
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トー 一一ト

1 14 。 50 。 。26 
ト一一

1 11 。 46 。 。
:U-771 2 33 。 35 。 。

一一 一一」一四一

かわらけ構成(総数 1735点)
「ーーーーー

ロクロ大山 ロクロ小1111 子づくね大1111 子づくね小川

点数()日) if( :L( (g) 点数(点) 屯ill.(g) 点数().~) ヨ1.1立(g) 点数(点) Z1211-;;(g ) 

第11日 8 50 。 。 。 。 。 。
~í 2i(1Ï 103 1230 42 390 。 。 。 。
一 一一一←

~í3 1(l i 633 18590 404 15830 。 。 。 。
~í4 1 (l i 154 3390 40 1290 50 。 。

トー 一一一ト

~í5 1 (IÎ 40 840 38 570 22 430 5 110 

第61UI 25 740 26 720 46 1230 17 620 

第7I(li 2 40 7 230 32 520 9 130 

第81(tI 3 50 。 。 36 800 7 60 

41:'~1詰 1(II 。 。 3 50 24 360 8 150 

介 ，11ー 968 5州 19ω |

4.川代イjlS)三・京ILT1Zitf 1998 「米111]"迫肋;(No.245) )(111]"て flI931砕u r鎌合リiJlll成文化財緊急調
1t幸li: I~. ，1日4J鎌f.¥rli教育委u会
5.1:(川J'!.他 1999r神奈川AL-鎌倉di米111]"泣跡党側訓任柑;'j-.i.r J 米 1 11 ]"追跡発羽'ili ，~{iJ 1t 1 ・]'1

6 降矢Jlln子 1999 i米111]"泣跡の制作J r鎌ft)5'，liNo.川j 鎌fi;考 r'i学研究所
7.削1LI 11T J:: 2000 i米111]"追跡の訓l任J r鎌合与.，liNo.44J 鎌合与 I'i学研究所
8.了二塚ilT{i'ij他 1999 r ~'i:符大路周辺遺跡群 〈小 UI]"-r 11106排他地点一第1次><小111]"-rll1l6帯4他
地点
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写真図版



企 1.西区第 1面 (北から)

企 3.西区 第2面 (北から)

企 5.西区 第3面 (北から)

企 7.西区第4面 (北から)

企 2.東区 第1面 (北から)

....4.東区第2面 (北から)

企 6.東区第3面 (東から)

企 8.東区第4面 (東から)
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図版2

企 1.東区第5面溝5 (東から)

企 3.東区第6面溝6.7.8 (東から)

企 5.東区第6面溝6.7

企 7.東区第6面溝 1 (北から)

企 2.東区第5面溝5(北東から)

"'4.東区第6面溝6.7.8(北から)

企 6.西区第6面溝 1(西から)

企 8.西区第6面溝 1 (南から)
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...，.西区第7面溝2.3(西から)

企 3.西区第8面溝 4 (西から)

企 5.西区 岩盤確認トレンチ (南から)

企 7. 東区調査終了状況 (南から)

• r 
"'2.西区第7面溝2.3 (南から)

企 4.西区第8面溝 4 (北から)

企 6.東区東壁セクション (西から)

"'8.東区 岩盤確認ト レンチ (西から)
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図版4

Fig.15-1 

Fig.10-3 

Fig.11-1 

Fig.13ー7
Fig.13-5 

Fig.8-2 

Fig.11-2 

Fig.13-6 
Fig.10-9 

Fig.13-18 

Fig.13-17 
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Fig.11-8 
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Fig.11-40 
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Fig.20-4 

Fig.11ー7

Fig.11-49 

Fig.11-29 

Fig.21-2 

Fig.20-8 
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図版5

舗面B
Fig.11-10 

Fig.11-12 

Fig.11ー16

Fig.26-3 

Fig.10ー12

Fig.23-3 

Fig.20ー7



図版6

Fig.28-3 

Fig.20-14 
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Fig.17-9 
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Fig.24-2 

Fig.20-19 
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りち こうじ あと

理智光寺跡 (No.265)

一階堂字理智光寺750番l地点



伊。

1. 本報は鎌倉'n二階堂宇耳11智光寺谷750il}1地点における住宅建設に伴う発蝦調査報告である。
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第 1章遺跡の位置と歴史的環境

辿;跡は鎌倉市の北*古15、館岡八幡宮から点に約1km行ったところにある。足t跡地一情は、西に向けて

大きく開折する谷の総称である大倉山 ，)の内、J階堂の地にあり、古代においては鎌倉郡内の荏草郷<.n:2) 

に属していたと考えられる。

遺跡地周辺では:中一世以前の治構、造物の発見がわずかにある。純文時代の造物は、荏柄天神社前遺跡

で諸磯 b式・阿玉台式の仁出片や打製石釜等が発凡されている。弥生時代rlリ明から古j賞時代前期jにかけ

ての造物は他地点で、も::('，:fi止山上しているがし11::5 )、遺構は発見されていない。奈良・平安時代は、 IIIJ

佐和j辿跡 (図 1-9 ) (，11:4 )で、住居士ICが発見されたほか、他地点でも若干吐であるが土師器や須恵器の破

片が山土している(.11:5)。

本調査地点 (図 1-1 )は二階堂字型智光寺谷に所在し、理智光寺が存花していたと伝える。周辺に

は理智光寺谷、 二階唯川に架かる 「理智 )'t~Î'橋」 というように、 寺に|則する地名が残っ ている も11:6)。ま

た、紅葉谷に入る通玄橋の辺りから説良親王墓のある崖際に 「理智光寺道jがあったらしい(7)。

JIIT利光寺 (1坑)は7i:111争山という山号で、真言1怯:教系の寺院と伝えられる。理智光守IJ日山は泉涌寺第六

1J:t願行房悲静 (，11:8)0 r-Iヒ条九代記jには延!去二年 (1310)11)i 161::1に延焼したという 記事がみえる (，iI:fl)。

浄)'t l~-J寺には戦国JU]鎌倉代'戸;で、 あ っ た大道寺氏がJlll利光寺を安堵した文』が成っ ている(，1 1:1 0 ) 。 また、延

宝ぺ年 (1674)徳川)'t聞によ って作成された 「鎌合11記J(，11:1 ，)の 「鞘阿体w己」の項には以下の記述が

なされている。

I Li:11冷山理致光守ト留1アリ。党|主|寺ノ米山。今ハ道心1tノ僧)苦之。("111栴)願行ノ開基也。願行ノ大

山ノ不動ヲ鋳タル断輪島 ト云ハ、理致光寺ヨ リ西ノ土手ノ内也ト云。」

ここでぶう 「鞘阿怖|吃」 とは笠のことだとわかる。FI記がi'l:かれた時期1に、型11利光寺|刻係の堂は 「柄引IIIJ

'J{j，陀」堂のみと考えられ、 IYJ治四年(1871)に廃絶、党園寺に合併されしII:I<!)、本尊と考えられる阿怖

陀如来像と位叫が移されたと考えられる (，11:13)。 ぷ域は理科光寺谷一倍と伝えられるが不明と言わざるを

得ない。

近世において調査地周辺は田知|であったようでこの状況は近代まで続くし11:14)。明治卜五年作成の地凶

(，11:15)と現在の地図を比べると、 二階堂)11は現在よりも蛇行は しているものの流路の大幅な変更は無い。

なお、 二階堂大路は鎌倉宵の東で二階堂川方而に大きく膨らんでいたが、鎌倉宮脇から理智光寺橋付近

まで、11.っl直ぐに変更されている。

昭和三十年代後半になると、調査地点l有の理智光寺谷奥は大規模な宅地造成により地形が大きく改変

され、現在の状況に至っている(，11:166
神奈川県巡;跡台|阪で指定される 「理智光寺跡」内では羽在まで 2ヵ所の調査が行われている。岡 1-

2地点の理智光寺橋遺跡、では21m凶方の礎石列が発見されており 、二階吐川を挟んだ、北の永福寺に関述

する迫構 (鐘楼跡)との凡Wf.がぶされている(，11:17)0 1災11-3地点は血智光寺谷Imu古15阿の丘陵先端 Fに
ある。生活面は尾根先端をカッ卜した上に築かれているようで、調査区南では岩雄l師が発見されている。

造椛は希薄で、イ":j!lIJiY:Wtが発見されている(，11:18)。以|二のほかに、調査地点束の山上に 「理致光|民jの長

若が非ったという 「設良親王必jがあり (.iI:l9)、その麓に 「理智光寺谷やぐらJがあったが切り崩された

らしいCiUO)。
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図2 調査地点と周辺の遺跡 (2) 
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H、Hに 調査年度 文献

1ヤIlt 1999"Y 
中llt 1973千下 a 

中|立 1990年 b 
It 1せ 1998"1ミ c 

1 t， IIt 1981{f-1996年 d 
'1' 11十・近代 199Mf- e 

'1'1ぜ 1998年
中11十 19821'1三 区

l片代 ・中1:[1: 1982年 h 

'1'1立 1994'q:. 
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1. 点は |→ . JW 、 附は館岡八l防121' 、 北は I!iJ )j~守. j'.f:臨|守、 Wiはi"1'tJII辺りが範囲とされる。鎌倉H寺代!日iJJVJに御所があった

と推定される地の北の山 と杉本寺の山は大倉山 と称され、~師笠谷には覚|重|寺の前身である大企楽日ilí堂があ っ たと

される 。 また、杉本寺は大合観音'ì~~、大慈寺は大倉幕rr御堂と称し、 『 予~.~鋭j 貞永元年(1232) 10月22日条には五

大尊1:t(明王|旋)の地を 「大企奥地」と称している。現荘地域名としてはほとんど使われていない。

2.このH寺則、鎌倉郡は現在の鎌倉市、横浜市栄区と戸塚区、泉区、金沢区、藤沢市、逗子市の一部が含まれる。鎌倉

郡には 『手[1名刻扱J少jにみえる鎌合郷、沼i兵郷、府立郷、作箪郷、大応郷のほか、正倉院御物の調lilr布器"11:にみえ
る方瀬郷が令在した。

高柳光寿 『鎌f:r市史j総説編 古川弘文郎 ]959:'1'-

3.航小路周辺遺跡 (1誕11 -7)で特異な形態の向上不の)則自11が先見されている。

同|場-f!11・野本賢二 「偵小路周辺泣跡 ー I!}~1:>:字秘小路地93鍛11地点、Jr鎌倉市混成文化財緊急調査報f号、 I ~J 15 

(第2分加)鎌倉市教育委日会 199911" 

4. 9 -101UJcの1tIi!;. ~iI: 7 'Iirが発見されている。

馬il:a手u雄ほか f向荏柄追跡発掘調査報告書j向佐柄泣跡発掘調査団編、鎌xidi教育委u会 19851，ド
5.菊川英政 「古代鎌fTの様相ト 奈良・平安期における鎌倉郷中心城の変化一Jr考古論叢や11奈河j 第 6 ~長 神奈川県

イ号15学会 19971，1' 

6. 1I!i手U7 1，1二 に鎌fì lllr 1~f l，ド団によ っ て史跡指導叫が辿てられたが、現(.tまで 3 [i]の移動を繰り返している。図版 1-1 

の古写11を見ると、 iil¥!は最初に設illされた場所にある。

『鎌倉の今片'J点地区前 (鎌合Jj'火:1災I，lt:flff 1 9981，1') JI ll~iI，'光寺却の.lJ1参照。

7. 南北の迫は現在東に小lけ替えられている。

『としよりのはなしJ(鎌倉市教育委員会 1990年)二階立の項参照。

8.躍fi行は鎌合において理l'智光4F-のほか、大楽寺、安長院を1mいたと伝えている。捌桃山大栄寺は文{足元年(1317)に

伽J答が!Jil，L隆されたとみられ、 7I<享元年(1429)頃までi争IYJ守の胡桃谷にあったとされる。その後j'，i:図寺境内に移り、

明治凶イ|ー(1871)廃Jtとなり党困ミ!とと合併した。17:主主|徒は紙図山長栄与と日し、初jめ1=lt示。嘉禄元年(1225)北条

政子が笹ー11i~に建立したとされるが稲瀬川の辺りという説もある。 鎌合幕府滅亡後、 r，越の者 ~q.~て跡とされる現在

の地に移り、 i争上京に改められたという。

大森111ft雄 ill阪千i1..人伝一統片翁宗nmの周辺一Jr党~I守と鎌合律宗の研究J {il災企 1991年

目述人-川II:¥IJ止に胤編 『鎌1¥廃寺中典J+il外i:t 1 9801，1~ 

橋本初チ 「願行上人志lWについてJr金稼文庫研究j第275号 神奈川県立金沢文JIli 1986年
9. iドl安養|抗失火、焼失所所、勝長寿|徒、法花堂、や11符寺、浄光IYJ守、多， i~:守、周年V光|位、羽j本、 IJ]代 、 二階堂、大

|旬 、作柄社、 Jl外~~:社不J.t数 (後 111各 ) J

10. この当H寺は浄光rY:J寺惑恩院持だったようである。

i ì争光 IYJ寺文 II ~J 581・582r鎌倉市史j史料編第 1 ，'t川弘文郎 1958年
11. i鎌合11t.~ J r鎌合Tli~とj 近 |仕近代 -紀行地誌編 J7川弘文郎 1985"j'. 

12. r図説鎌余年表j鎌倉市 1989{1三
13. 阿弥陀立n米像の制作年代は鎌灯時代ぶから南北'iVJ時代で、点ITtiには鎌余地方独特の土紋災自liが施されている。位牌は

願行と設i込級王のものがあり、 l寝i行の I~\! 点 l師には 「岱寺 1m 山勅諭京燈 :'~(í，rt宗 日IP J、裏而には 「水仁 一:年(1295) 乙末

|川月 |七日示寂、字腕i行房fil，tj前日午」と15かれ、設良親王の!同!I耐には 「没故兵古11卿税王尊接、建武二年七月廿ご1=1Jと
Jiかれている。「新編鎌1¥志jには、 i争光rY1寺慈恩院にあったものをJII1利光占tにあるべきものとして移したとの記述

がある。

f新編鎌倉志・鎌1\舵)勝考 j 大 1::1本 Jtl!. ~~&大系21 t~1 山 |品J 1958"1三

山川 1Í'i"丘、 i j'.f:凶I ，，~:の彫刻 ( ー ) J hl l主I .，-~:J j1凶 ~j: 19751，1' 

『鎌f.Tdî 文化1I~総合日緑j J F跡 ・ 絵 Ilhj .彫刻 i:主主知 鎌倉di教育委対会 1986"1:'. 

14. 1':1住粁一時子は 「鎌倉記J(延宝八年(1680)成立〕の1:1'で i(前|的)il:a部が御首をひっさげて明き所へはしり /:1:¥て
見たりといふも忠ひ介されき。打拾[J!せし政とおぼしき所は見えずして梓111.t1.!.oJと記述している。|ヌ|版 l一lの
IJI写点はUIl手u初期頃、調査地点付近からTf.iの型11智光寺谷奥を望んだところであるが、谷間口音11は|士山11であることが

わかる。

「鎌1\1.~ J r鎌合rli史j近111:近代・紀行地誌編 ，'iJll弘文自f( 1985年
『鎌倉の今昔J*地区おI(鎌食中央|記|占飢・ 1998年) J!11智光~f .lJJ の JJ~ 参!!(，{。
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15. I雪ノ下Jr明治十五年測枇込速 図j参謀本音1¥陸軍部測J111;11、(船大日本iJ[IJ吐剤奈古11複製 1974年
16. 1泊先 liíï の写真が 『鎌合の今-~I: J 東地区t:iに絞っ ている 。

17.松尾宣方「塑!智Yt寺楠遺跡Jr鎌倉市埋蔵文化財発抗11調査年報JI 鎌倉市教育委員会 1983年
18.大河内勉・瀬田哲夫 Ißtl ~~i光寺跡J r鎌倉市:l_m蔵文化財緊急調作報告主::J7 鎌合市教育委員会 1 99 1 ~f 

19. r鎌倉日記J(延宝二年 (1974)作成)には 「此山上ニ大略ノ下J;ノ石塔有。」との記述があるが、現在の::{I格と同じ
ものかは不明である。説良親王事と伝えるものは鎌倉市内に本地点と妙本寺裏山上の 2ケ所ある。どちらも宝陸印

燃を寄せ集めたものである。なおl明治十一年に、 二階'iEのものが|凌必と定められた。現夜、;山内庁の管l陪である。

「遥ニ有テ耳II致光|旋ノ長老、 Wiル御事ト承及依。 トテ ~~~1i ノ御事取営ミ給ヘリ 。 J r太平記J(巻13 日本 rlîÝ~文

学大系 1961年)

「挫武二年七月二 十一u.竺仙手n尚iHfa.正Jr大日本史料J/，ノ二 東京帝国大学 1901年
20.報告は l穴のみである。「やぐらJはl隔215cmで、玄宅1:11うたにu'I筏100cm、深さ70cmの丸火が穿たれ、その'11におf

!パ持切J石で-事:をされた 'li~.rliJ. ~慢の大型が発見されている 。 その直上には室 IIIJ II，\'代前半期の CLï.!愉燃が世かれ、大誕内に

はJ-，非人骨と水tilli製???利)f!i:慌が納ま っていたという。

赤足直忠 「室IIIT中j剖に於ける一若手法に就いてJr彩iJi学雑誌j第33巻節 4~j' 1944{ド

参考文献

向井永三編 『鎌倉事典j束京立出版 1992年

『鎌倉市史j社寺編 古川弘文館 1959年

覧点文献

a. ，n:17文献
b. ii:tl8文献

c.有IiEIf誠 -相11山l晶子 111M泉寺周辺遺跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調交報告書J15 (第2分JJJt)鎌合市教育委員会 1 999~ 1:: 

d.編[11誠ほか f史跡、永桶寺跡-IIH手1156年度-J - r 7k有~守跡 一 平成 8 年度 - J 鎌fì d'î教育委日会 19821， 1~ -] 997年

巴 . 宗主秀f9~ r検小路周辺遺跡 二階堂字横小路110番3地点一水稲寺|期連遺跡の調査一j微小路周辺泣跡発振TI調査団 1996{f-
f.抗3文献

g ， h.註4文献

し 加代郁夫・継実 「天王奇跡やぐらJr中世石窟遺構の調資日一鎌倉 六illi所住の 「やぐらJI洋j 点 I~II歴史考古学研究所 1998年

J.川代郁夫 『会下山内やぐら発捌調査報告書j二階堂会下山やぐら発掘調査団 1 987{1~ 
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第 2章調査の経過
平成11年7月に鎌倉市教育委員会による試掘調査の後、 平成11年10月21日から発掘調査が行われた。

試掘の結果から遺構面 5枚が確認されたが、調査期間の関係上、Jこから2枚目の逃椛而 (調査時 l面)

以下の調査となった。また、調査区は残土を場内処理をする関係上、図 3のように狭めた。なお、調査

は地表下約140cmまでを重機で除去した以降、ベルトコンベアを使用せず、すべて人力によ った。調査

面積は約24m'。以下、 調査の過程を記す。

10月20日 機材搬入

10月211:1 表土掘削

10月22r1 調査開始、グリ ッド設定、l而精査

10月26日 1面平面実測

10月29日 l面全景写真撮影

11月5日 2 a面全景写真撮影

11月11日 井戸(1面)掘り下げ

11月15日 2 b面全景写真搬影

11月17日 3面精査

11月22日 3面全景写真搬影、 平面実iJllJ

11月26日 中世基盤層上而全長写真tfJl影

11月30日 調査区壁土層堆積図作成

12月3日 撤収

噌

'A
Q
d
 

つ臼



第3章 発見された遺構と遺物

| 第l節 1面(図4)
2 

B一一一

D 

l妓 fi)~~)t~' ，lj由来 。

調査地点、における実際の第 l面は地表下120cmの

而 (海抜19.20m)であるが、 調査期間の関係上、地

表下160cmの面(海抜18.70~18.80m)以下を調査対

象とし、これを本報では 1聞とする。

l而は破砕した泥岩による地業而である。地業は

泥岩を細かく砕いて粘土状にした土(図13第4'層)

を敷き、 その上に破砕泥岩を載せ突き同めている

(図13第4層)。而はやや南に傾斜する。

迫:tt~は井戸 l 基、 土坑 1 基、 柱穴 3 口を発見した。

井戸 (図5) 

調査区中央西壁際 (B・c-2グリ ッド)に位置
し、遺構の半分以上は調査区外の西に広がる。調査

区壁の崩落の危険性から完掘はしていないため全容

は不明である。調査区西壁の堆積状況を見ると、 1 

而より上の海抜19.0mの而から掘り こまれている。 l

面遺構精査H寺、 一つの遺構として捉えたが、 図 5第

?m 7 ~ll層は別遺構の可能性がある 。 規模は南北の掘

図4 1面遺構全図 り方阿290cI11、深さは240cI11以上(，H，t )、木枠l隔は南

北160cI11、横桟の間隔 (横桟水平中心)は50cmを測る(;11，2)。井側は隅柱横桟構造で、|明柱に納穴が穿た

れる。附柱の上面は鋸で、切断されているようである。側板である縦板の一部が横桟の中心 (水平)で別

れているのを確認しており 、おそらくすべて同 じと思われる。遺構(井戸枠)主!Iqll方位はN-34
0

-Wであ

る。覆土の上層(第 1・2層)には大型 (40cl11前後)の泥岩塊が充填され、最大で、60cm大のものがあ

った。下層 (第3層)も上層に比べ、密ではないが中型 (20cl111背後)の泥岩塊が含まれていた。

造物は計153点出土してお り、内訳はかわらけ100点 (手づくね成形2、ロクロ成形98)、舶載陶磁器

4点(青磁蓮弁文碗 l、白磁口JCIDll、白磁Jlll1、青白磁肌 1)、常滑黛製品21点 (1類鉢 l、H類鉢

1、斐19)、産地不明小壷 l点、瓦類19点(軒平瓦 l、ilil丸瓦2、平瓦10、丸瓦6)、ス ラグ l点、銅銭

2点、木製品3点(箸 1、不明 2)と種子(胡桃) 1点、以骨 l点である。

医16-1はロクロ成形の小型かわらけ。2・3は軒丸瓦。2は複弁八蓮華文で永福寺I期のYA 101 

類に分類される(，lI，3) 0 3は右廻りの三巴文で珠文を伴わない。外縁は丁寧なヘラケズリがなされている。

永福寺 I期のYA ]] 01類に分類される(，!I，'t)o 4は銅銭で、初鋳年が北ラjC1107年の大観通費。

柱穴 (図5) 

P 1 

井戸の北東 (A-2グリ ッド)に位置し、調査区外北に広がるため全容不明である。平而形は楕円を

号する 。 規模は長ilq~ 1l8cm、遺構而からの深さ 106cmを測る。 l 面精査H寺、 掘り方中央の柱部分上は空

洞化しており 、その直下に柱が残っていた。柱は高さ43cm、径21cl11をiJllJり、平面形はやや楕円である。
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L:k7i主J己
l. ilfí!t~灰色 t 泥狩 (- 5 cm大)多く合む。

J;.t粒山かわらけもす，!.:r~む
2. ，'j')火色1-. iJr!.れ (-lOcm大)ti F;'i'む

1¥'itl:'i.1n、
D 

間 置ヨ

~ I 
と 19.0m

P2・土坑

2 

一一ーー~
3 

19.0m 

lJ~j iUè 

1. IIJ l l\~ ìl.l色 1:

2. 1I}I!'~ ìl.l色 K
:l. 19 1 1'~ ìl.l色1-.
.1. '911'!il.l色 l'
5.JT灰色}
(i. ilf1ìl.l色 I~
7.ぷ何色 1:
8. ilfHU色村i î~ 1'. 
9. ilMU色料iiH
10. 1I}1;'~ ìl.l色 1:.
Il. IIJI¥iHU色 1'.

illmJ鬼 (30cm 大) 、 iJ~{' ~粒多 く ftむ
iJti.~'~J忠 (30cm人噌)、 iJt.{'jl杓多 く frむ
泌;f'~J鬼先JJ'j
utrf料多く合む
iJti.~マ粉多く ftむ
iJt~'t申立多 く fTむ しまりや伊あり 1¥'i1''I:あり
泌{'fJ島、iJt('，l軌をfrむ
l災1'Ii.合む しまりや平あり

j尖下色合む しまりやゃあり

泌YJ杓多lllにftむ
1¥'i1''I:あり iJti.m立-;iitL.. 

J:):1it，ie 
l. il自力ミil.l色|屯

2. ，'1灰色 1-.
iJ~.{'t合む しまりなし

ìJti.~'，' (1 Ocm大)打F;'i'む
粘性姐n、
lよりしまりあり

2より泌rf多く;'i'む。
しまりあり。

2m 

3. lIiÎ茶~U色上
4. 11荷主主制色 1'.

。
図5 1面遺構

柱の表而には樹皮がそのまま残っており、接地面をやや斜めにカ ットしている。樹種は同定分析してい

ないものの表面観察からおそらくマツ属と思われる。

造物は計76点出 t しており、内訳はかわらけ64点 (手づくね成形 3 、ロクロ成7~61 ) 、 白磁口冗JII1 1 

点、 青白磁栴瓶l点、常滑窯製品 3点(鉢1、整2)、瓦類 (平瓦) 6点、釘 1点である。

図6-5はロクロ成形の小型かわらけ。6は白磁口冗皿の口縁部。7は青白磁栴瓶の底部。8は常滑窯

片口鉢(1 類)の底部。 9 は~IZ瓦で凹而縦横のハケ目、凸而純叩き目が顕著に残る 。 側而は丁寧なへラ

ケズリである。

P 2 

井戸の南東付近 (C. D -3グリ ッド)に位置し、井戸 -土坑 lを切る。平而形は附丸方形を呈する。

焼棋は一辺63cm、遺構而からの深さ108cmをiJllJる。P1同様、l而遺構精査時に掘り方中央の柱部分

上方は空洞化しており、その直下に柱が残っていた。柱は断面角型で、 長さ19x 16cmで、 高さ30cmを

測る。柱下部は角を斜めにカ ットしている。

逃ー物は計2点出土しており、内訳はかわらけ(手づくね成形) 1点、瓦類 (丸瓦) 2点である。
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図6-10は丸瓦で、 1面上にあった破片と接合した。凸聞は細目叩きの後、ヘラナデ調整がなされ、

凹面はハケ目調整が施され、模骨痕が顕著である。

P 3 

調査区東壁際 (B-3グリ ッド)に位置する。半分検出したのみで全容不明である。平面形は楕円を

呈する。規模径42cm、遺構面からの深さ15cmを測る。遺物は出土しなかった。

土坑 (図5) 

井戸の南東付近 (C. D -2・3グリ ッド)に位置し、P2に切られる。平面形は楕円を呈する。規

模は長llith128cm、短軸113cm、遺構而からの深さ47cmをiJliJる。性格は不明である。

遺物は計34点出土しており、内訳はかわらけ28点(手づくね成形21、ロク ロ成形7)、常滑窯整3点、

瓦器碗 l点、瓦類 2点(平瓦 1、丸瓦 1)である。

豆16-11はロクロ成形の小型かわらけ。灯明皿として使われたら しく、口縁音ISに煤が付着する。

1面上出土遺物

造物は計119点出土しており、内訳はかわらけ75点(手づくね成形 1、ロクロ成形74)、青磁碗2点、

常滑窯聾21点、瓦質火鉢 l点、瓦類14点(軒丸 l、平瓦11、丸瓦 2)、釘2点、用途不明石製品 l点、

用途不明骨製品 l点、壁土2点である。

図6-12は常滑窯誕の口縁部片。13土器質火鉢の口縁部片。14は骨製品で、径1.5cm、厚さ0.5cmを測

り、中央に0.2cmの孔を空ける。用途は不明である。

第2節 2面(図 7) 

B一一

C一一一ー

/ 
。ーー一一

18.50m- ~閉会均ぬ-JrF3

図7 2面遺構全国

土坑

l 面を掘り下げると、約20~60cm下(海抜18.10~

18.70m)で2面を検出する。

2而は部分的にではあるが破砕泥岩による地業が

なされているが、調査区南半分のものは強固なもの

であるのに対し、調査区北半分のものは疎らで弱い。

遺構は柱穴基、土坑 l基、泥岩1'1]1列のほか安山

岩2個を発見した。

泥岩列 (図8) 

調査区南際で、泥岩塊を東西方向に並べた石列が

発見された。 泥岩塊は大きさ40~50cmを測る 。 l 面

土坑に一部壊されている。この泥岩列を介して北に

落ち、泥岩地業面に続く ようである。

土坑

調査区東 (B.C -3グリ ッド)に位置する。遺

構面からの深さ20cmを測る。半分検出したのみでふ

容不明である。

遺物は平瓦(凸面純白叩き)が出土したが、図示

し得るものではない。

柱穴
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図8 2面出土遺物

調査区東 (C-3グリッド)に位置する。P2を切る。平面形は円形を呈する。規模は径32cm、遺

構面からの深さ20cmを測る。逃構内には20cm大の泥岩が据えられていた。出土造物は皆無である。

P 2 

調査区東 (C-3グリッド)に位置する。P1を切られる。平面形は楕円形を呈する。規模径60cm、

遺構面からの深さ 4cmを測る。出土造物は皆無である。

2面上出土遺物 (図 8) 

造物は944点出土した。内訳はかわらけ885点(手づく ね成形9、ロクロ成形876)青磁2点 (蓮弁文

。
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碗 l、鉢 1)、青白磁J]Jl3点、緑利l撤 l点、褐紬壷 l点、瀬戸窯瓶子 l点、常滑紫斐23点、 産地不明白

鉢2点、 白かわらけ 1点、 土器質火鉢 l点、瓦21点(llil平 l、]1汗丸 l、平14、丸 5)、釘 2点のほかス

ラグ l点である。15-21はロクロ成形のかわらけ。22は土器質火鉢の口縁部片。23-26は瓦類。23は軒

平瓦の瓦当部片で蓮華文。永福寺YN 1 -01類に相当する。24-26は平瓦。凸面格子叩きが施される。

第 3節 3面(図 9) 

2面から20-30cm掘り下げると、3面を検出する (海抜18.0-18.50m)。

調査区全体に地業面が碓認できた。調査区中央を東西に走る構状桃が分断し、 i梓の南は中世基盤層

(図13・27府)を掘りくぽめ、大型の泥岩塊 (60cm前後)で地業したあと (医113・25・26層)、さらに明黄

褐色粘土による地業 (区113-13屑)を している。

構の北は、中世基盤層を若干掘りくほめ、破砕泥岩地業而を造っている。間層には腐植土層と砂まじ

りの青灰色土があり、この中に、かわらけ、木製品等多量ーの造物が含まれていた。

遺構は構状遺構、柱穴4口のほか、杭、礎板、安山岩、玉砂利集中部が発見された。

溝状遺構

調査区中央 (B-2・3グリ ッド)に位置する。椛状逃椛は上l隔136cm、下|隔76cm、深さ58cmを測

る。調査区東壁際の遺構内に Iケ所柱穴が掘り 込まれる。柱穴は上場径50cm、下場径36cm、深さ

64cmを測る。柱穴内には礎板が敷かれ、その上に柱状の部材が置かれていた。剖i材は総高60cm、|隔 9

cm x7.5cmを数え、上端23cmを二股に加工している。この柱穴は構に伴うものと考えらるが性格は不

明である。

E砂利U~ ' I'

B一一一

C一一-¥ 〆ιン引-

i脳・t地l'!

。一一!

2m 

図9 3面遺構全図

造物はかわらけ162点 (手づくね成形31、ロクロ成

形131)、常滑窯整 3点、 土器火鉢 1点、瓦類14点

01汗丸瓦 2、平瓦6点、丸瓦 6点)、釘 1点、 箸8点

と壁土 1点が出土したが、 図示しえるものはない。

玉砂利集中部

調査区中央 (B-2グリッド)に位置する。 1-

3cm大の玉砂利が径20cmの広さで集中していた。

性格は不明である。

以上のほか柱穴 3口、礎石と考えられる安山岩

(径30cm)、礎板、柱痕が発見されたが、規格性は見

出せなかった。

P 1からロクロ成形のかわらけ 5点が出土してい

る。|珂11-27はP1出土のロクロ成形かわらけ。

3面出土遺物 (匡111)

造物は789点出土した。内訳はかわらけ656点 (手

づくね成形33、ロクロ成形623)、青磁蓮弁文碗4点、

白磁11111点、 青白磁11Il4点(梅瓶 l、皿 3)、褐紬 2

点 (壷 l、瓶子 1)、瀬戸窯lli11点、常滑窯製品39点
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(l類鉢12、 E 類鉢 l 、誕26点)、白かわらけ 2 点、土器質火鉢 1 点、瓦類59点(軒平 2 、 ~îf丸 l 、平35、

丸20、鬼 1)、銅銭3点、釘 l点、仕上砥 1点のほかスラグ l点である。

28~33は ロクロ成形のかわらけ。 34 ・ 35は青磁。 34は蓮弁文碗の口縁部片。 35は百合口小碗で、割れ

口には補修痕と考えられる黄漆が付着する。36は白磁碗で内底面に雷文が型押しされる。37. 38は常滑

窯片口鉢(l類)で、 37は口縁部片、 38は底部片。 39~42は瓦類。 39 ・ 40は軒平瓦の瓦当部片で蓮華文

をもっ。39は永福手背YN 1 -01 C、40は永福寺YNI -04と同箔である。41・42は丸瓦。43は骨製の万

の柄で、黒i奈が塗られている 。 44~46は銅銭。 44は太平通費、 45は景徳元賀、 46は政和通費。 47は滑石

製鍋。 48 ・ 49は黒漆塗り木胎の膳脚である 。 48は角状、 49は弧状の扶りが入る 。 50~52は木製品で、 50

はへら、 51. 52は箸である。

第4節 中世基盤層上面(図11)

第3面を構成する泥岩地業層を取り除くと中世基盤層が表れる。上面は東西溝や、第3蘭によって削

られており、最大高低差は60cmを測る。調査区南の暗褐色粘質土層(図13・26)から厚手の手づくね成

形のかわらけが若干量出土した。

B一一一

。 2m 

中世基盤層上出土遺物 (図12)

中世基盤層上出土の遺物は274点である。内訳はかわ

らけ265点(手づくね成形227、ロクロ成形5、不明33)、

白かわらけ l点、平瓦(凸連縄目叩き)5点、輸羽口

1点、木製品(箸) 2点である。かわらけは手づくね

成形のものがほとんどを占める。手づくね成形のもの

はすべて器肉が厚く、薄手のものは 1点も出土してい

ない。

53~60は手づくね成形のかわらけ。 61 ・ 62は箸。

第5節 中世以前の遺物(図12)

中世基盤層上面を精査中、若干量の土師器の破片が

出土した。また、中世基盤層(暗褐色粘質土)中に、

細かいながらも土師器の破片が含まれていた。総計50

点で、内訳は護49点、埼 I点である。ほとんどは古墳

時代前期の所産と考えられる。

図13・63・64は土師器の裂の口縁部片。両方ともに内

図11 中世基盤層上面図 面ハケ調整がなされている。多量の石粒を含む。63は

図示した以外に同一個体と考えられる破片があり、輪積みが顕著で、ある。本地点において遺構は確認で

きなかったが、本地点周辺に当該期の遺構が存在する可能性は高い。
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図12 中世基盤層上面遺物、中世以前漬物

註

L 井戸底は、ピンホールで突いた感触で深さ330cm (海抜15.70m)となる。

2.ヂ1:側椛造が多少述うものの、IJI<.ft.i寺跡 (二階堂宇獅イー鉾603得I地点)Jでー・辺160cmをiJllJるJHJIIJを持つ:11二戸が発見
されており、本調査地点と併せて鎌合市内において当該則の附柱横桟砲の井枠では品大である。

fl~i 111誠・絹川泉 ・相11山品 fI永桶，S: ~必J r鎌tììlíJ!I!.版文化財緊急湖1t報fT~!JJ 13 (第 l分JJJt)鎌倉市教育委日会
19971'ド

3.有lilll誠ほか r7k1lii寺跡一平成8年度j一 (第2分illr)鎌合市教育委員会 1997年
4. dJ 3と同じ。

参考文献

継笑「鎌合m-内検出のJlfi一基礎資料として -J r'll世者ISili研究j第2号 '11世占11市研究|日l人会 1992年

第4章 まとめ

本調査は「理智光寺跡J(神奈川県遺跡台帳NO.265の範囲内)における 3次目の調査となった。調査

茂は狭いながらも、「理智光寺跡」内において初めて中世基盤屑までの調査が及んだことは、理智光寺

の寺域が依然と して不明である現状において、 当該地域の歴史研究に寄与するものであった。

前主主において調査成果を述べたが、中世の生活面3而が峨認された。が、造物を見るとH寺期に大きな

差はなく 、概ね鎌倉時代中期から後期にかけての時期と考えられる。

なお、3面下の遺構は 3而造成時に破壊されたためか不明である。

本調査地点から仏具等寺院の存在を示す造物は発見されなかったが、多くの瓦類が発見されたことか

ら、本地点が寺院の境内である可能性は高いと言える。やは り、理智光寺の境内になるのであろうか。

地形からみると理智光寺の北限は二階堂川と考えられる。本地点と図 1-2地点の遺構軸にかなりのズ

レが生じている。これは地形(東側の尾根及び二階堂川)に起因するものと考えたい。
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l司版番号 遺物番号 や1 ))1) 計測f{j(1M立は叩 折弧は復Jefi'i) 観察 τl~ Jl'i 

かわらけ 11 径7.4 Ji.(径5.2 務7o'~1.45 !ぷ形 .ロクロ 外成;1"1転糸切り、スノコJit 色調;i，炎般色
2 事f)Ut: 船上;11正色 色調 ;IJ.¥灰色 fA1r文の阿りに涼文を巡らす
3 事f)L瓦 胎 1:;1ポ色色湖::JA灰色 :山文
4 銅銭 (大量Jli泊l....) 相J幼年:北米1107年 ~1体.術，tF
5 かわらけ iilモ7.6 /LHt5.1 旅向1.4 成形;ロクロ 外I!LlE!1転糸切り、スノコlJ1 色調;i炎位色
6 (1依 IIJ山Il 11筏 (8.9) 」民地色訓;I天11色串h色[捌;rf灰色 半透明外IfIiFf立から外1ぷffliは

n胎
7 )'fll峰侮lfK 正t径 (8.3) ÆJ色色調:灰 I~I色車hf!!湖 : 本色透明

l霊16 8 常滑黛片IIJ~ (1 Ml Ilf;I:色i鴻;灰能lf立 内底而に降灰利1I:AJ I(U 1ま1ft滅

9 、|吃1L 1'，1.き1.9 lIfi 1:色湖;IJ.¥I灰色 11 1 11而縦繊のハケ I~ 、 I"!Ï師事Ullil き川、側 ïflïへラ
ケズリ

10 )L1L 筒部筏14.0 筒部1'1-さ2.1 lIfi上色調 ;灰色 凹而-(PJJ、ハケJI、1"11倒車Hlllllき後ヘラナデ

11 かわらけ灯1911111 111V.6 /IHそ5.0 滞日1.8 成J診.ロクロ 外成;1"1転糸切り、スノコ痕 色調，淡鐙色 口総務にター
jレJit 内外I(Uとも紺l雌

12 'i;~'滑~ ~担 lIfi 1:色調:1Ii'i灰色 総衣色調，AH!J色 U';iiから府部まで降灰利l
13 )，[ i'l火鉢 llfilニ色調;11:1灰色
14 1'j'製品 m途不191 fモ1.5 イLlモ0.2 I1詰大1-'1-さ 1.5 備.)5-:1 1-1火~~孔

15 かわらけ灯191111l 11筏7.2 /i.~径5.2 終日1.6 l幻影 :ロクロ 外底 1日I~糸切り 、 ス ノ コ浜 色湖 . 赤松色 IIh¥;>;11にター
JレiH

16 かわらけ 111を7.1/{Ht5.2 指向1.8 成形:ロクロ 外l氏:1"1転糸切り、 スノコ浜 色調:i.克位色
17 かわらけ 111モ7.8 }~~径5.2 ;r.日'a85 成形;ロクロ 外l氏:回転糸切り、スノコ侠 色調;}，炎赤位色
18 かわらけ 1-1筏11.9 }，長径6.8 ?:f向3.55 成形;ロクロ 外成 :lul転糸切り、スノコ総 色調;鐙色
19 かわらけ 11筏12.3 }i(径7_6 ?:fj'.'f，3.3 成形:ロクロ 外J氏 1"1転糸切り、スノコ総 色調;位色
20 かわらけ 11径12.6 }.長径6.4 桜町3.3 成形:ロクロ 外戚:1"1転糸切り、スノコ痕 色調;俗色

Iltl8 
21 かわらけ 11筏12.2 }i~径6.9 終日3.3 成形:ロクロ 外底 : I"I~糸切り、スノコJit 色調:燈色
22 土r品質火鉢 lIfi 1:色調，灰色
23 車f平瓦 。fì -I:色，羽;陥灰色瓦‘ti告11 は/.'f l，'i.文瓦吋!l~は純IIjJき JI

24 、F止L /'1さ 1.8 l的|ー色調:灰色 1"11而はヘラナデ後ナデ 1"1 1mは斜め怖 flllliき11 ハケナデ
側1(liはへラケズリ

25 、ド瓦 /'/.さ2.4
胎1:色湖;191灰色 1"11師はヘラナデ 内的1は斜め物fllllき I~I 側l師はヘラケ |
ズリ

26 、ド』正 I'/.さ3.0
lIfi 1:色lW:灰色 l"llfljはヘラナデ、ナデ 1"，I(liは斜め倫子1111きJI 側1(liはへ
ラケズリ

27 かわらけ 11筏7.7 成後5.8 滞日1.5 成形:ロクロ 外政;1叫転糸切り、スノコJit 色調:i炎茶尚色
28 かわらけ il筏11.2 J.氏径6.2 r.~m.5 成形;ロクロ 外底 ;101転糸切り、スノコJii 色調;淡鐙色
29 かわらけ 111111.8 /i.~径7.4総1:r，3.45 成形:ロクロ 外政 :1"1転糸切り、 スノ コ浜 色調:i真赤褐色

30 かわらけ 111112.5 Ji.H圭6.4 総尚3.3
成形:ロクロ 外ほ:1司転糸切り、 スノ コJit 色調:i真茶制色 日総部に
タールJii(灯1911lllとして佼JtI)

31 かわらけ III壬11.9 }~1l7.2 掠尚3.15 成形 :ロクロ 外底:lult;糸切り、スノコ政 色調:鐙色

32 かわらけ 11筏12.8 1.氏径8.2 総7o'S3.5 成形;ロクロ外l長:1"1転糸切り、スノコ痕 色湖:般色

33 かわらけ 1 11t 12.6 /iHを7.7 ;r.{日3.4 成形 :ロクロ 外l長 :1"1転糸切り、スノコ痕 色湖 :淡位色

34 Jf総 ;ill弁文骨量 」民地色J湖;灰色利If!!;鴻 :I:J<U色不透明 rt人
35 ff級 IIftl 1小骨量 111壬(9.0) ぷ地色湖:11仰天色車h色湖;I夫総色 半透明 制れ11にi長による納修痕
36 (1総鋭 111l (13.2) d民地色調:灰(1(立 利l色i湖;水色透明 1)、H氏IIiiに'1Ii'文1¥H11'し
37 常滑撚 )，- II$~ (1 ~D lIfi 1:色i湖:灰色

38 常滑潟 1，'lm(II闘) lIfi 1:色調:灰色

39 軒、I!瓦 胎1:;灰色色調;~I.\灰色

|耳110
40 軒‘I!瓦 lIfi上色調:恐灰色

41 )L瓦 10，;:さ2.0 IlfiJニ色調;11庁灰色 凸[而綱i1jJき 日後ナデ 門I(II-(p JI 側而ヘラケズリ
42 丸土L )0，;:さ1.75 。fil:色調;):ポ色 I'III師射UIIIIきJI後ナデ 1"llfIi.{jj JI 側l偏ヘラケズリ
43 1'1'製品 )J梢 長4.0 州1.9 flI }，:)Y-0.3 筏0.2cmの11~r穴 l 俳1 条線3ノド l血，jl(ij とも ;~(\ i幸裕り

44 剣銭 (太・I!通貨) 初~JN; ~t:;jミ976{手 、!，t体;.p，占-.'~

45 jIOJ銭(j正徳ii:t"i) 初~JI"F- : .1ヒヨミゅoμft ;川本:桁，11
46 銅銭 (政.fU.i!liW) 初~}J"r' ・ .1ヒヨミ 11 1I"F- -.'1体疑}~
47 i1tイl製鍋 111モ(22.6) 鍔日111を(24.7)
48 漆後木製品 目持脚
49 i書抜本製品 JJ神脚
50 木製品へら 長11.9 反大径0.8
51 木製品符 1~22.5 /il大筏0.6
52 木製品箸 長21.3 1詰大筏0.7
53 かわらけ rllモ8.8 ~号tr，2.25 成形:手づくね 色調;鐙色

54 かわらけ 11任8.7 ;r.H~ 1.9 成形:手づくね色i湖:鐙色

55 かわらけ 111モ9_1 路l.'f，1.9 成形;手づく ね 色調:淡N>尚色

56 かオコらIt 1 11モ9.3 ;r..i7.T，2.0 成形:手づくね 色調 :段色

57 地、オフらIt 111干14_0 :I!-1向3.9 成形;千づくね 色調:淡み怯i色

58 かわらけ 11筏14.5 :r.f;f:;3.3 成形:手づくね 色湖 :i克茶尚色
59 かわらけ 成形:下づくね色調 :11:1鐙色

似112 60 かわらけ 成形:手づくね 色調:i:克茶色
61 木製品 答 長21.2 1，正大径0.55
62 木製品 答 長22.6 1，品大径0.75
63 I: fliU r.~ ~ 始品・Wi 11総l刈I耐ハケ目測格 色調;1附ti1色
64 ヒ附総 ~ 11縁部内l師ハケ1"湖後 色i湖:i，制F色

表2 漬物観察表
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写真図版



図版 1

企 1.遺跡周辺古写真

(昭和初期頃、調査地点付近から理智光寺谷方面を爆影したもの。左手に護良親王墓入口の門、中央に指導石碑がある。)

企 2.1面遺構確認状況 (東から)
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図版2

企 1. 1面P1確認状況 (北東から)

企 2. 1面全景(南から)

企 3. 2面全景(東から)
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図版3

....2. 3面全景(南から)

企 1. 2面泥岩手IJ (西から)

....3.中世基盤上面全景(南から)
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図版4
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ふりがな かまくらしまいぞうぶんかざいきんき ゅうちょうさほうこくしょ

書 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告古

高IJ 11 名 平成12年度発掘調査報告

巻 次 17 

シリーズ名

シリ ーズ番号

編著 11名 手塚直樹野本賢二
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ふ り カt な ふ り が な コ 一 j七 司tfit東経 調査面積

所収遺跡名 1打11fT村 遺跡帯号 。 " 。 "
調査期間

(ば)
調査原因

所 千巨 地

りち ょうじあと かながわけんかまくらし
理智光寺跡 神奈川県鎌倉市 204 265 

。 。
19991021 24.0 個人専用住宅

一にか|併いど堂うあ宇ぎ坦り!智らニ光う ， ， 

じ

寺750番l地点 " " 19991203 

所収遺跡名 種 二tなH寺代 :::E な 及i な 造 物 特記 事 項

理!執りも寺跡 王子|坑 鎌1，¥1時代 )1二戸 かわらけ

三illlll1制t i)~日州 出}I蹴|狗依器

国産|淘器
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